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桜

沢

如

一
先

生

記

念

祭

●
四
月
二
十
二
日
（日
）
　

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
に
て

第

一
部
　
祭
典

（神
式
）
　

午
後
四
時
―
五
時

第
二
部
　
桜
沢
先
生
を
偲
ぶ
会
　
午
後
五
時
半
―
八
時
半

玄
米
正
食
に
よ
る
健
康
法
と
、
あ
ら
ゆ
る
対
立
を
相
補
性
の
う
ち
に

と
ら
え
、
東
洋
的
な
弁
証
法
の
現
代
版
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

由
と
平
和
と
、
幸
福
と
正
義
の
実
現
の
た
め
に

一
生
を
燃
焼
さ
れ
た
桜

沢
如

一
先
生
が
逝
い
て
、
来
た
る
四
月
二
十
四
日
は
満
十
三
年
目
の
ご

命
日
に
あ
た
り
ま
す
。

故
先
生
の
思
想
と
事
業
が
、
ま
す
ま
す
全
世
界
に
輝
き
、
実
を
結
ぼ

う
と
し
て
い
る
今
日
、
い
っ
そ
う
の
発
展
を
期
し
て
、
四
月
二
十
二
日
、

先
生
の
記
念
祭
を
開
き
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

一―愛 と悲 しみの調 ベ
ー

桜 沢 如 一 著 B6判 167ペ ージ

悲しみと喜びの宝石/自 由とタマシイの音楽の

世界へ/十二才の少女の国外芸術旅行/悲 しみ

により人は結びをかためる/恋の弁証法/真珠

は凍った恋のナミダ/ク ララの恋の大冒険旅行

/光栄と死と不幸のアラシ/人生弁証法読本/
最大の恩人は仇敵である/ニ クマレ役を買う人

/ヴィークを探せ/ヴ ィークの生理的教育法/
楽譜を引きやぶる先生/ま たアシタ、永遠の子

供よ

750円  〒 120円 卸し可

日本 CI協 会・ 刊

クフラ・シューマン

付録 6編

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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⌒



■急告 .′  4月 13日 (金 )午後 6時～ 9時。自然農

法の福岡正信先生の講演会です。会費・ 千円。

■ 5月 4日 ～ 6日 は正食医学基礎講座・上級前期

の講習が開かれます。内容は精神病、ガン、人相

による病診。奮ってご参加下 さい。詳細は別頁。

■日本 CI協会本部スタッフ、研究生募集 / 80
年代へ向けてジャンプせよ/
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Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
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瑚
腱
晴
世
界
ヘ

日
本
の
皆
様

ヘ

平
和
な

一
つ
の
世
界
／
久
司
御
知
夫
…
…
５

玄
米
を
食

べ
る
ア
メ
リ
カ
人
…
…
１６

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
よ
り

グ

ロ
リ
ア

・
ス
ワ
ン
ソ
ン
大

い
に
語
る
…
…
２０

パ
リ
で
の
記
者
会
見

マ
ク
ロ
ド
一オ
テ
ィ
ツ
々
′
に
よ
る

平
和
な

一
つ
の
世
界
／
久
司
御
知
夫
…
…
２４

国
連
本
部
で
の
講
演

砂
糖
の
毒
性
に
つ
い
て
／

田
村
豊
幸
…
…
３０

若
い
世
代
に
未
来
は
な
い

ネ
フ
ロ
ー
ゼ

・
陽
性
腎
臓
病
／
大
森
英
桜
…
…
３６

健
康
相
談
講
習
会
よ
り

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
発
足

の
ご
案
内
…
…
４‐

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
座
談
会
…
…
４２

大
森

一
慈
先
生
を
か
こ
ん
で

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…

…

４６

生
存
へ
の
行
進
ア
ピ
！
ル
（３
）／
駒
沢
宏
季
…
…
５４

食
養
基
本
料
理
（４
）／

桜
沢
里
真
…
…
５７

南
米
ツ
ア
ー
の
ご
案
内
…
…
別
刷

■
本
誌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
′

一
部
二
五
〇
円

（切
手
代
用
可
）

※
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
８

８́

】∞
５
ｏ
「ｏ
●ジＣ
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
ク
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
１
０
第
・
一次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

占
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　
ζ

，
一８
５

円電
９

，
３
５

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｔ
あ
８
品
８
　
ｏ
Ｔ

К
ｌ

，

（
ジ

ョ
ル
ジ

ュ

・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ

ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ベ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

マ
ク
ロ
Ｆ
〓
色
ア
ィ
ツ
々
′
・…
‥
３

，
０
い０
げ
ざ
―

〓
促
負

フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
”
ｏ
「ｏ
ｇ
ｏ
一お
∽、
彩
ヤ

容
詞
は

ヨ
３
８
げ
一０
一ぉ

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物

の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

・一一J
祝・世界正 食協会創立 20周年(4月 8日、大阪で行詞
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久 司 御 知 夫 夫 妻

グロリア・スワンソン

ウィリアム・ダフティ

歓迎 世界平和パーテイ
● 5月 13日 (日 )午 後 1時～ 5時  東 京

日本 CI協 会料理部および参加者の持 ち寄 りに

ク料理 によるパーテ ィですぃ  会費/5000円

久司御知夫『世界平和と健康』連続セミナー

●5月 14日 (月 )、 15日 飲 )、 16日 (水 )午後 6日寺～ 9時 (開場5時半)

東京  全電通ホール  ゲス ト/グ ロリア・スワンソン、ウイリアム・ダフティ、

久 Ifi借 代 会費/1回 1500円 、 3同 通 し 4000円 (定 員450名 )〔 学生 iill引 、11劇 1200円 〕

■講演テーマ/tl)人間の運命一生と死、②文明人の退化と新しい世界、

3診断・観相の原理、身体心理霊的観相、C宇宙意識と記憶の開発、

現ヽ と女、幸福な家庭 (以 Lの 内から選ばれます)

■5月 19、 20、 21日 、大阪で行事 (問 合せ/‖t界 ||:食 協会 806・ 941・ 7506～ 8)

主催/日 本CI協会
0出席お申 し込みは、出席 日を

明記 して、ハガキで至急お送

り下 さい。入場整理券を送 り

ます。

締切 り、 5月 5日 .

t,03 469・ 7631

東京都渋谷区大山町115

全 国町村議 員会館

よる完 全 自然 食 マ ク ロ ビオテ ィッ

(余 興 出演 申 し込 ん で 下 さい )

●5月 13日 (日 )

[「 ケ7Fり (

Ⅲ 264 8181
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平
和
な

一
つ
の
世
界

く本誌 1971年 12月 号付録 より再録〉

久

司

御み

知ち

夫お

⌒米
国
ボ
ス
ト
ン
在
住
、
道
夫
改
名
）

去
る
五
月
四
日

（
一
九
七

一
年
）
と
、
そ

の
二
日
後
の
二
回
に
わ
た
り
、
「特
派
員
報
告

―
―
玄
米
と
反
文
明
」
と
い
う
番
組
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ご
熱
意
あ
ふ
れ
る
ご
配
慮
に
よ

っ
て

日
本
の
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た

私
た
ち
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
活
動
に
た
い

し
て
、
各
方
面
か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し

た
お
励
ま
し
の
言
葉
や
、
ご
理
解
あ
る
ご
協

力
に
、
心
か
ら
あ

つ
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
と

し
た
米
人
青
年
の
勉
学
と
活
動
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
は
、
全
米
お
よ
び
全

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
る
国
際
的
な
教
育
活
動

で
あ
り
ま
す
。

近
代
の
科
学
技
術
文
明
は
、
私
た
ち
近
代

人
に
多
く
の
、
主
と
し
て
物
質
的
な
便
宜
と

快
楽
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
間
の

最
も
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
精
神
的
な
生
理

た
と
え
ば
、　
一
見
き
わ
め
て
繁
栄
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
内
部
は
、
次
の
よ
う
な
深
刻

な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

ｍ
　
精
神
病
の
ひ
ろ
が
り
―
―
私
た
ち
が
渡

米
し
ま
し
た
二
十
年
前
に
は
、
公
式
数
字

は
二
十
人
に

一
人
、
非
公
式
に
は
そ
の
三

倍
と
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
十

学
的
な
素
質
の
多
く
を
、
い
ち
じ
る
し
く
退

化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

五
年
間
の
う
ち
に
、
公
式
十
人
に

一
人
、

非
公
式
十
人
に
二
人
に
増
加
し
、
そ
の
解

決
方
法
は
ほ
と
ん
ど
ま

っ
た
く
未
決
定
で

あ
り
ま
す
。

②
　
変
性
疾
患
の
ひ
ろ
が
り
―
―
ぁ
る
て
い

ど
幼
児
死
亡
が
制
圧
さ
れ
た
た
め
に

一
見

平
均
年
齢
は
長
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
逆

に
慢
性
的
な
成
人
病
が
ひ
じ
ょ
う
に
増
加

し
、
こ
と
に
そ
の
主
役
で
あ
る
心
臓
病
は

五
人
に
二
人
、
ガ
ン
は
四
人
に

一
人
が
か

か
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
こ
と
は
、
皆

さ
ま
方
の
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

Ｃ
　
家
庭
の
崩
壊
の
ひ
ろ
が
り
―
―

ァ
メ
リ

カ
の
離
婚
率
は
、
す
で
に
二
十
年
前
、
五

組
の
う
ち
実
に
、　
．
組
が
離
婚
す
る
と
い

う
当
時
の
世
界
の
最
高
を
示
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
、
実
に
、五
組
の
う
ち
、

三
組
が
離
婚
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
家
庭
教
育
の
冷
淡
さ
は
、
次

の
性
代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
だ
し
て
い

ま
す
。

Ｌ
　
世
代
の
分
裂
―
―
両
親
の
離
婚
と
、
家

庭
の
中
心
と
な
る
こ
婦
が
、
い
ろ
い
ろ
の

大
切
な
家
事
、
こ
と
に
、
す
べ
て
の
家
族

の
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
正
し
い
食
物
を
調

理
す
る
こ
と
を
な
お
ざ
り
に
し
て
、
工
業

化
さ
れ
商
業
化
さ
れ
た
粗
悪
品
に
依
存
じ

て
い
る
た
め
に
、
各
メ
ン
バ
ー
の
体
質

・

体
調
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
心
理

・
思
考
の

傾
向
が
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
大
き
な
世
代
の
分
離
が
大

多
数
の
家
庭
を
悩
ま
し
て
い
ま
す
。

α
　
若
い
世
代
の
麻
薬
の
急
速
な
ひ
ろ
が
り

%%か%
%%%%
か%%%

魏
%か%%

勒鰤麒欲
%%%%

晰山瘍麒
%%%%

魏

魏
鯰 鐵

%%%%
%靡%%
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―
―
現
状
に
不
満
な
若

い
世
代
は
、
こ
こ

十
五
年
間
、
急
速
に
麻
薬
に
お
ば
れ
は
じ

め
、
今
や
全
米
の
高
校
生
の
二
〇
―
二
〇

％
、
大
学
生
の
三
〇
―
五
〇
％
、
そ
し
て

若

い
社
会
人
の
相
当
数
が
種
々
雑
多
な
麻

薬
を
常
用
す
る
状
態
に
な

っ
て
き
て
い
ま

す
。

０
　
性
秩
序
の
退
廃
―
―
増
加
す
る
肉
食
の

摂
取
と
豊
富
な
Ｅ
業
的

・
商
業
的
食
品
の

氾
濫
と
は
、
性
的
成
熟
を
早
く
も
た
ら
す

た
め
に
、
性
秩
序
は
、
ほ
と
ん
ど
潰
滅
の

状
態
と
な
り
、
こ
こ
数
年
間
急
速
に
解
放

さ
れ
て
き
た

い
わ
ゆ
る
成
人
用
の
フ
ィ
ル

ム
や
出
版
物
と
あ

い
ま

っ
て
、
若

い
世
代

＞

清
涼
飲
料
水
を
の
ん
で
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
か
じ
る の

婚
前
の
性
関
係
は
、
日
常
の
条
鑢
事ｔ
と

な
り
、
平
均
数
人
と
経
験
す
る
状
態
で
、

そ
れ
が
ま
た
、
結
婚
後

の
無
貞
操
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。
私
の
見
聞
だ
け
で
も
、

婚
前
性
行
為
の
相
手
が
、
女
性
の
場
合
で

す
ら
、
五
十
人
、
百
人
と
い
う
例
も
決
し

て
少
な
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

ｍ
　
教
育
の
権
威
の
喪
失
―
―

こ
う
し
た
社

会
の
風
潮
は
、
近
代
の
学
校
教
育
で
は
、

ほ
と
ん
ど
是

ＩＥ
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ

り
ま
す
。
近
代
教
育
が
、
人
間
性
の
育
成

を
な
お
ざ
り
に
し
て
、
知
識
と
技
術
の
教

育
に
偏
重
し
て
い
る
た
め
に
、
逆
に
若
い

世
代
は

、
こ
れ
を
軽

べ
つ
し
、
大
都
市

の

高
校
で
は
学
生
の
二
〇
‘
五
〇
％
が
不
規

則
通
学
で
あ
り
、
義
務
教
育
の
年
齢
を
す

ぎ
る
や
い
な
や
、
退
学
相

つ
ぎ
、
大
学
生

も
ま
た
白
発
的
な
退
学
が
増
加
す
る

一
方

で
す
。
こ
う
し
た
退
学
者
の
半
数
は
、
き

わ
め
て
優
秀
な
素
質
を
も
っ
て
い
る
も
の

で
、
将
来
の
社
会

の
た
め
に
、
は
な
は
だ

惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

③
　
教
会
そ
の
他
宗
教
の
精
神
的
権
威
の
失

落
―
―

ア
メ
リ
カ
は
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト

教
の
国
で
あ
り
ま
す
が
、
宗
教
的
な
権
威

は
年
ご
と
に
失
わ
れ
、
教
会
は
単
な
る
社

交
集
会
か
、
結
婚
式
場
と
な
り
、
し
た
が

っ
て
若

い
世
代
の
大
半
は
無
宗
教
で
、
教

会

の
閉
鎖
や
宗
教
教
育
者
養
成
の
た
め
の

大
学
の
閉
鎖
な
ど
が
年
を
追

っ
て
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

０
　
公
害
に
よ
る
自
然
食
と
食
物
汚
染
の
ひ

ろ
が
り
―
―
以
上
の
よ
う
な
社
会

の
風
潮

の
上
に
、
各
大
都
市
と
工
業
地
域
に
隣
接

し
た
地
帯
で
は
、
深
刻
な
自
然
の
汚
染
が

つ
み
か
さ
な

っ
て
い
ま
す
。
二
十
年
前
の

空
気

。
大
地

・
水
は
、
も
は
や
ど
こ
で
も

望
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
の
飲
料
水
や
調
理
の
た
め
の
水
は
、

毎
週
山
の
地
下
水
を
こ
こ
十
年
購
入
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
ろ
く
全
米
の
空
と
土

と
に
散
布
さ
れ
る
化
学
薬
品
の
影
響
は
、

私
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
努
力
し
て
も
、

昔
な
が
ら
の
清
水
や
農
作
物
を
入
手
す
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
と
こ

ろ
ま
で
汚
染
し
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

⑩
　
政
治

へ
の
不
信
の
ひ
ろ
が
り
―
―

こ
う

し
て
ア
メ
リ
カ
の
社
会
こ
と
に
若
い
世
代

の
間
に
み
な
ぎ

っ
て
い
る
も
の
は
政
治

ヘ

の
不
信
で
あ
り
、
国
家
政
策

へ
の
不
満
で

あ
り
、
そ
れ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
反

抗
や
、
ま
た
ひ
ろ
く
徴
兵
拒
否
と
し
て
表

わ
れ
、
選
挙
の
場
合

の
無
投
票
と
な

っ
て

表
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
、
民
主
主
義

は
、
社
会
の
ほ
ぼ
大
半
が
健
全
で
あ

っ
た

場
合
に
、
そ
の
効
果
を
よ
く
表
わ
し
ま
す

が
、
以
上
の
よ
う
に
人
間
性
の
退
化
が
あ

ま
り
に
も
全
体
的
と
な

っ
た
場
合
、
水
の

低
き
に
流
れ
る
が
ご
と
く
、
多
数
の
低
判

断
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
社
会

の
崩
壊
に
ま

で
立
ち
い
た
る
こ
と
は
、
歴
史
上
、
明
ら

か
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

―

―

Ｉ

Ｊ

%%%%
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錮蜀
蜀
蜀
魏

鋏
愉
蜀

以
上
掲
げ
た
十
の
深
刻
な
潮
流
は
、
そ
の

他
数
多
く
枚
挙
に
い
と
ま
な

い
退
行
現
象
の

主
な
る
も
の
の
幾

つ
か
に
す
ぎ
ま
せ
ん
し
、

ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な

く
、
全
世
界
の
近
代
文
明
国
家
が
ひ
と
し
く

直
面
し
て
い
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。

い
い
か
え
れ
ば
、
私
た
ち
世
界
の
近
代
人

が
、
知
る
と
知
ら
ぬ
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
類

の
数
百
万
年
に
わ
た

っ
て
つ
ち
か

っ
て
き
た

生
物
学
的

・
生
理
学
的
素
質
、
し
た
が

っ
て
、

そ
れ
か
ら
発
生
す
る
知
的

。
社
会
的

。
精
神

的
な
資
質
を
、
こ
の
文
明
の
下
で
、
進
化
と

は
逆
に
、
退
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
言

い
か
え
れ

ば
、
人
類
の
近
代
人
と
い
う

「
種
」
が
、
急

速
に
退
化
し
つ
つ
あ
り
、
や
が
て
は
自
然
淘

汰
・適
者
生
存
の
法
則
に
し
た
が

っ
て
、
「
種
」

の
絶
減
に
ま
で
立
ち
い
た
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
右
に
掲
げ
た
第

一
の
例
で
あ

る
精
神
病
の
ひ
ろ
が
り
を
例
に
と

っ
て
み
て

も
、
こ
の
ま
ま
で
す
す
め
ば
、
こ
こ
五
十
年

の
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
人
の
大
半
が
精
神
分
裂

・
精
神
薄
弱
と
な
り
、
国
家
社
会

の
生
存
と

現
在
の
文
明
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
の
は
、
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
第
二
の
例
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
二
十
１

二
十
年
の
う
ち
に
変
性
疾
患
が
ひ
ろ
く
慢
性

化
す
る
た
め
に
、
所
得
を
あ
げ
る
人
口
数
が

ど
ん
ど
ん
減
少
す
る
に
反
し
て
、
扶
養
さ
れ

る
人
口
数
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し
、
お
な
じ
く
、

こ
こ
五
十
年
の
う
ち
に
、
（
お
そ
ら
く
も

っ
と

早
く
）
国
家
経
済
の
全
体
に
破
綻
を
招
く
こ

と
と
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
近
代
文
明
が
そ
の
数
千
年
、

ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
思
想
に
み
ち
び
か
れ
な
が

ら
多
大
の
進
歩
を
物
質

。
技
術

。
知
識
の
面

に
遂
げ
た
と
は
い
え
、
も

っ
と
根
本
的
な
間

題
で
あ
る
人
間
の
健
康

・
幸
福

。
正
義

。
平

和
そ
し
て
数
多
く
の
ふ
か
い
精
神
の
問
題
に

つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
ま

っ
た
く
役
に
立
た
な

欧
米
の
国
々
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ペ
ン
タ

ー
、
バ
ト
ラ
ー
、
ス
ペ
ン
グ
ラ
ー
、
カ
レ
ル
、

ソ
ロ
キ
ン
、
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
、
そ
の
他
数
多

く
の
思
想
家
た
ち
が
、
こ
の
近
代
文
明
の
終

結
に
つ
い
て
は
、
予
言
も
し
、
そ
の
解
決
方

法
の
提
示
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

の
欧
米
の
若

い
世
代
が
求
め
て
や
ま
な

い
も

の
は
、
東
洋
的
な
精
神
な
の
で
あ
り
ま
す
。

事
実
、
私
た
ち
の
東
洋
的
な
伝
統
で
あ
る
、

誰
で
も
が
心
の
底
に
自
党
し
て
い
る

一
体
全

体
感

。
諸
行
無
常

・
万
物
流
転
・色
即
是
空
、

な
ど
の
思
想
は
、
科
学
が
過
去
三
百
年
の
あ

い
だ
に
見
き
わ
め
て
ご
く
最
近
到
達
し
つ
つ

あ
る
物
質
の
構
造
や
、
原
子
の
あ
り
方
や
、

相
対
性
の
法
則
や
―
―
そ
う
し
た
も
の
を
、

か
っ
た
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
有
害
で
す
ら
あ

る
―
―
と
ぃ
ぅ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
人
類
の
生
存
と
発

展
と
を
更
に
望
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、
―
―

す
な
わ
ち
、
退
化
し

つ
つ
あ
る
人
間
性
と
そ

の
文
明
を
、
進
化
の
方
向
に
向
け
か
え
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
―
―
近
代
の
文
明
世
界
を
生

み
出
し
て
き
た
人
生
観

・
宇
宙
観

・
物
の
考

え
方
に
、
大
き
な
転
回
を
必
要
と
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
数
千
年
以
前
に
見
透
し
た
上
に
き
ず

か
れ
た
人
生
観

・
世
界
観

・
宇
宙
観
な
ど
で

あ

っ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
、
東
洋
思
想
は
、

近
代
科
学
の
結
論
と
終
点
と
を
、
そ
の
出
発

点
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ

り
ま
す
。

い
わ
ば
、
東
洋
の
伝
統
的
な
思
想
は
、
ち

ょ
う
ど
欧
米
の
若
い
世
代
や
す
ぐ
れ
た
思
想

家
た
ち
の
多
数
が
直
観
的
に
感
じ
て
い
る
よ

う
に
、
ま
さ
し
く
、
現
在
の
人
間
性
の
退
化

の
潮
流
を
進
化
に
向
け
か
え
る
た
め
に
、
非

常
な
貢
献
を
す
る
も
の
で
ぁ
り
ま
す
。

こ
の
伝
統
的
な
東
洋
と
近
代
的
な
西
洋
の

―
―

い
わ
ば
精
神
的
な
文
化
と
物
質
的
な
文

明
と
の
―
―
会
合
と

一
体
化
の
問
題
は
、
現

在
の
此
界
闘
争
の
も

っ
と
も
大
き
な
も
の
で

あ
る
資
本
主
義
と
共
産
主
義
の
対
立
を
解
消

す
る
こ
と
よ
り
は
、
は
る
か
に
大
き
な
意
義

を
も

つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
資
本
主
義
と
共
産
主
義
の
対

立
は
、
お
な
じ
欧
米
的
な
二
元
的
な
世
界
観

を
も
つ
科
学
物
質
文
明
の
内

に
お
け
る
二
つ

の
分
化
の
相
な
の
で
あ
り
ま
す
が
、
東
洋
と

西
洋
の
問
題
は
、　
一
元
的
な
精
神
文
明
と
二

元
論
的
な
物
質
科
学
文
明
と
の
統
合
に
よ

っ

て
、
二
元
論
的

一
元
論
、
ま
た
は
二
元
性

一

元
の
世
界
観

・
宇
宙
観
を
完
成
し
よ
う
と
す

る
、
は
る
か
に
次
元
の
高
い
も
の
で
あ
り
、

は
る
か
に
規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
こ
れ
が
達
成

さ
れ
る
な
ら
ば
、
思
想
的
に
は
そ
の

一
部
分

の
問
題
に
し
か
す
ぎ
な

い
資
本
主
義
や
共
産

Ｌ
義
の
対
立
は
、
お
の
ず
か
ら
解
消
さ
れ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
す
れ
ば
、
私
た
ち
東
洋
の
、

ま
た
こ
と
に
日
本
の
精
神
、
恩
や
和
の
精
神
、

わ
び
や
さ
び
、
孝
や
敬
、
祖
先
崇
拝
や
自
然

へ
の
順
応
―
―
と
い
う
い
ろ
い
ろ
の
ま
こ
と

に
世
界
に
優
れ
た
精
神
を
、
心
か
ら
理
解
し

て
も
ら
い
、
実
生
活
化
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
こ
に
私
た
ち
日
本
人
は
大
き
な
反
省
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の

一
つ
は
、
欧
米
人
に
比
べ
て
、
私
た
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ち
日
本
人
の
多
く
は
不
親
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
歴
史
を
み
れ

ば
、
欧
米
の
国
々
か
ら
万
里
を
遠
じ
と
せ
ず

に
、
正
し
い
と
信
ず
る
キ
リ
ス
ト
教
を
弘
め

る
た
め
に
何
千
、
何
万
の
宣
教
師
た
ち
が
生

命
を
か
け
て
東
洋
に
、
ア
メ
リ
カ
に
、
そ
し

て
世
界
の
す
み
ず
み
ま
で
渡

っ
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

キ
リ
ス
ト
教
の
本
当
の
根
源
で
あ
る
奥
ふ

か
い
東
洋
の
思
想
に
数
千
年
の
あ
い
だ
生
き

て
い
な
が
ら
、
そ
し
て
、
欧
米
の
あ
ら
ゆ
る

思
想

・
哲
学
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
神
な

が
ら
の
道
や
仏
教
や
儒
教
や
老
荘
の
道
、
そ

し
て
万
物
転
換
の
法
則
を
と
く
易
の
原
理
、

等
々
に
と
り
ま
か
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
欧
米

の
人
々
に
す
す
ん
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
日

本
人
が
き
わ
め
て
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
は

一
体
ど
う
し
た
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
二
つ
は
、
私
た
ち
日
本
人
が
欧
米
の

科
学

・
技
術
文
明
を
夜
も
日
も
明
け
ず
消
化

・
吸
収
し
、
と
き
に
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
高

度
に
発
展
さ
せ
て
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

価
値
の
あ
る
お
返
し
を
欧
米
の
世
界
に
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
飽
く
な
き
貪
慾
を

も

っ
て
、
私
た
ち
日
本
人
は
、
欧
米
の
文
物

を
学
び
採
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
自
体

は
大
へ
ん
有
益
で
も
あ
り
、
世
界
の
進
展
に

も
直
接
間
接
、貢
献
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
心
の
す
み
の
ど
こ
か
に

「毛
唐
」

と
い
う
言
葉
の
も

つ
意
味
に
近
い
感
じ
を
欧

米
の
人
々
に
対
し
て
持

っ
て
は
い
な

い
で
し

ょ
う
か
？

　

「彼
ら
に
、
ほ
ん
と
う
の
禅
、

茶
道
、
華
道
、
わ
び
、
さ
び
な
ど
は
と
う
て

い
分
る
も
の
で
は
な
い
」
―
―
と
い
う
意
識

し
な
い
優
越
感
を
、
私
た
ち
は
ど
こ
か
に
も

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
三

つ
は
、
私
た
ち
の
東
洋
的
な
思
想

に
つ
い
て
の
不
勉
強
さ
に
あ
り
ま
す
。
東
洋

の
道
を
彼
ら
欧
米
人
に
語
る
さ
い
に
、
私
た

ち
東
洋
人
で
す
ら
難
解
な
昔
な
が
ら
の
表
現

を
使
い
、
新
し
い
世
界
の
用
語
で
あ
る
近
代

の
科
学
的
な
説
明
の
方
法
や
論
理
に
翻
・訳
す

る
努
力
を
忘
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
一議
諮
は
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
日
本

人
の
勢
訃
で
あ
り
ま
す
が
ヽ
そ
の
意
味
を
単

に
精
神
的
に
観
念
的
に
説
く
だ
け
で
は
な
く
、

生
理
的
に
心
埋
的
に
近
代
の
科
学
知
識
を
駆

使
し
て
、
説
明
し
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
し

ょ
う
か
ｏ

ま
た
、
易
は
ま
さ
し
く
東
洋
の
生
ん
だ
変

化
の
哲
学
の
誇
る
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
に
比

べ
る
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
や
、
ト
イ
ン
ビ

ー
の
歴
史
哲
学
の
原
理
で
あ
る
挑
戦
と
応
戦

の
思
想
や
、
も
ろ
も
ろ
の
宗
教
的

・
社
会
的

・
科
学
的
な
法
則
は
、
た
ん
に
そ
の
ほ
ん
の

一
部
に
す
ぎ
な
い
か
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど

児
戯
に
類
す
る
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
が
、

易
の
近
代
的
な
翻
訳
を
な
お
ぎ
り
に
し
て
い

る
た
め
に
、
私
た
ち
東
洋
人
を
ふ
く
め
、
ひ

ろ
く
近
代
人
に
は
、
神
秘
思
想
と
し
か
見
え

な
い
も
の
な
の
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
易
の
陰

・
陽
の
二
性
を
、
近
代

的
な
用
語
と
概
念
で
、
た
と
え
ば
遠
心
性
と

求
心
性
、
ひ
ろ
が
り
と
ち
ぢ
ま
り
、
＋

（プ

ラ
ス
）
の
電
磁
力
と

一
（
マ
イ
ナ
ス
）
の
電

磁
力
、
空
間
と
時
間
、
短
波
と
長
波
、
ガ
ス

体
と
固
体
、
低
温
と
高
温
、
低
速
と
高
速
、

等
々
に
翻
訳
し
直
せ
ば
、
近
代
の
科
学
世
界

に
大
き
な
秩
序
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

明
治
以
後
、
す
す
ん
で
東
洋
の
、
ま
た
日

こ
の
よ
う
な
先
人
の
な
か
に
、
き
わ
め
て
特

異
な
生
き
方
を
さ
れ
た
桜
沢
如

一
先
生

（
一

八
九
二
―

一
九
六
六
、
南
紀
桜
沢
村
出
身
）

が
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
の
思
想
は
、
実
際
の

生
活
化
の
上
に
立

っ
て
お
ら
れ
、
ま
ず
、
石

塚
左
玄
先
生
を
通
じ
て
、
東
洋
医
学
を
学
び
、

さ
ら
に
そ
の
根
元
で
あ
る
易
の
陰

。
陽
の
思

想
に
入
ら
れ
、
さ
ら
に
、
幾
国
に
も
わ
た
る

海
外
勉
学
の
あ
い
だ
に
、
そ
れ
を
近
代
的
科

学
的
な
も
の
に
翻
訳
さ
れ
、
た
ん
に
学
説
や

理
論
と
し
て
で
は
な
く
実
生
活
化
に
応
用
さ

れ
、
そ
の
生
理
的
応
用
と
し
て
、
正
し
い
食

本
の
す
ぐ
れ
た
も
の
を
欧
米
の
世
界
に
紹
介

さ
れ
て
き
た
日
本
の
先
輩
も
幾
人
か
お
ら
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
、
岡
倉
天
心
先
生
は
東
洋

の
美
術
を
、
新
渡
戸
稲
造
先
生
は
日
本
の
武

士
道
を
、
鈴
木
大
拙
先
生
は
禅
の
哲
学
を
、

そ
し
て
、
ま
た
有
名
無
名
の
幾
多
の
先
人
た

ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
の
紹
介
を
し
よ
う

と
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
人
の
ご

努
力
に
私
た
ち
は
ふ
か
く
敬
慕
の
念
を
さ
さ

げ
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本

の
思
想

・
文
化

・
伝
統
の
ゆ
た
か
さ
に
比
べ

て
、
こ
う
い
う
努
力
を
す
る
日
本
人
の
数
が

余
り
に
も
少
な
い
こ
と
を
反
省
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

勿″笏″″″

生
活
を
ひ
ろ
め
ら
れ
、
穀
物
を
主
食
と
し
た

精
進
料
理
の
世
界
版
と
で
も
い
う
も
の
を
、

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は

一
九
六
六
年
に
こ
の
世
を
去
ら
れ

ま
し
た
が
、
晩
年
の
十
年
は
主
と
し
て
フ
ラ

ン
ス
を
中
心
に
海
外
に
毎
年
出
か
け
て
普
及

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
諸
国

と
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
に
多
く
の

同
志
を
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
意
図
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
、
世
界
の
平
和
の
確
立
に
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
で
も
、
桜
沢
先

|::|||||||||`:
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生
に
董
陶
を
受
け
た
方
々
、
そ
の
他
多
く
の

す
ぐ
れ
た
同
志
の
方
々
が
運
動
を
普
及
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど

に
も
同
志
が
お
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
こ
の

食
生
活
を

「
正
食
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

海
外
で
は
ひ
ろ
く
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
！
Ｏ
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ｓ

（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
）
―
―
大
き

い
宇
宙
観
に
も
と
づ
く
人
生
の
道
―
―
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

族
の
系
統
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
世
界

の
歴
史
的
な
思
想
文
化
も
、
大
き
く
、
農
業

生
活
に
起
源
を
も

つ
も
の
と
、
牧
畜
生
活
に

起
源
を
も

つ
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
異
な
る
群
が
、
ど
の
よ
う

な
体
質
と
心
理
を
も

つ
も
の
で
あ
る
か
は
、

イ
ザ
ヤ

・
ベ
ン
ダ
サ
ン
著

『
日
本
人
と
ユ
ダ

ヤ
人
』
を
お
読
み
く
だ
さ
い
ま
す
と
、
大
変

よ
く
お
わ
か
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、
農
業

民
族
は
宗
教
や
哲
学
を
生
み
、
ま
た
自
然
ヘ

の
適
応
と
順
応
を

つ
ち
か
い
、
恩
や
和
の
思

想
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
牧
畜
に
起
源
を
も

つ
民
族
の
間
で
は
自

然
の
征
服
、
環
境

へ
の
挑
戦
、
独
立
と
闘
争

の
思
想
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。前
者
は
、

日
に
見
え
な

い
精
神
を
重
ん
じ
ま
す
が
、
後

者
は
直
接
感
覚
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
肉

体
的
な
物
質
的
な
力
を
重
ん
じ
ま
す
。
世
界

史
の
大
き
な
戦
争
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
す
と
、

圧
倒
的
に
牧
畜
に
起
源
を
も

つ
民
族
の
方
が

そ
の
度
数
も
ひ
ん
ば
ん
で
、
ま
た
規
模
も
大

き
く
、
残
虐
さ
に
お
い
て
は
る
か
に
立
ち
ま

さ

っ
て
い
ま
す
。

十
六
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
行
わ

れ
た

「西
方
の
東
漸
」
と
い
う
過
程
で
、
い

わ
ゆ
る
有
色
人
種
が
数
多
く
犠
牲
と
な

っ
た

こ
と
は
、
私
た
ち
す
べ
て
の
よ
く
知
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ズ
テ

カ
文
明
の
破
壊
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
ア
メ

リ
カ
建
設
の
あ
い
だ
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
達
の
征
服

（お
そ
ら
く
数

千
万
人
が
殺
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
）
と
お

な
じ
こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、
（
こ
れ
ら
メ
キ
シ

コ
や
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
主
食
と
し
て
い
た
原
則
的
に
は
農
耕
民

族
で
あ
り
ま
す
）
ア
メ
リ
カ
が
三
世
紀
に
わ

た

っ
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
暴
力
を
も

っ
て
連
れ

て
き
た
黒
人
の
推
定
死
亡
者
は
三
千
万
に
及

ぶ
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

の
黒
人
も
ま

た
大
半
は
菜
食
で
あ

っ
て
、
け

っ
し
て
牧
畜

民
族
の
よ
う
な
肉
食
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
最
近
の
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ

・

ナ
チ
ス
の
支
配
下
に
行
わ
れ
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ィ
ッ
ツ
の
虐
殺
を
悼
む
の
で
あ
り
ま
す
が
、

実
は
牧
畜
を
起
源
に
す
る
民
族
集
団
の
闘
争

で
は
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
枚
挙
に
い
と
ま

が
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。東
洋

の

一
角
か
ら
、

か

つ
て
中
央
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け

て

一
大
破
壊
を
強
行
し
た
モ
ン
ゴ
ー
ル
の
西

伐
は
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
民
族
が
典
型
的
な
牧
畜

民
族
で
あ
る
こ
と
に
、
そ
の
原
因
が
あ
り
ま

一，
。ひ

る
が
え

っ
て
、
私
た
ち
の
祖
国
、
日
本

の
過
去
を
み
ま
す
と
、
な
る
ほ
ど
各
種
の
戦

乱
は
あ

っ
た
と
は
い
え
、
他
の
諸
国
に
比
べ

て
、
そ
れ
ら
は
、
余
り
に
も
小
規
模
で
、
ま

た
、
余
り
に
も
残
酷
性
の
少
な
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
気
が

つ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
世

界
を
ひ
ろ
く
眺
め
て
み
て
、
私
た
ち
は
、
こ

こ
数
千
年
末
、
世
界
で
も

っ
と
も
平
和
な
、

世
界
で
も

っ
と
も
豊
か
な
生
活
、
世
界
で
も

っ
と
も
幸
福
な
民
族
で
あ

っ
た
こ
と
を
改
め

て
ふ
か
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
日
本
人
が
少
く
と
も
こ
こ
数
千
年

‘
●
′
タ
タ

ひ
ろ
く
世
界
民
族
の
分
布
を
眺
め
て
み
ま

す
と
、
そ
の
生
活
形
態
の
上
で
大
き
く
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
農
業
民

族
と
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
牧
畜
民

^ f{;Rt0-ftt (George Ohsawa)
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来
―
―
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
も

っ
と
さ
か

の
ぼ

っ
て
縄
文
時
代
の
初
め
か
ら
―
―
ほ
と

ん
ど
全
く
純
粋
な
農
耕
民
族
で
あ
り
、
玄
米

と
雑
穀
を
主
食
と
し
、
大
陸
文
化
と
の
接
触

以
来
も
、
明
治
の
初
期
に
い
た
る
ま
で
、
少

し
ば
か
り
の
魚
を
の
ぞ
い
て
は
、
肉
食
を
ほ

と
ん
ど
し
な
か

っ
た
民
族
で
あ
る
こ
と
は
、

明
ら
か
な
事
実
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

戦
前

・
戦
中
派
と
い
う
年
齢
層
に
あ
る
人
々

の
誰
で
も
が
、
そ
の
幼
時
の
食
物
、
ま
た
、

古
代
に
は
、
―
―
そ
し
て
多
く
の
地
域
で

は
最
近
ま
で
―
―
世
界
の
古
い
民
族
は
、
穀

物
を
主
食
と
し
て
い
ま
し
た
。
中
国
、
イ
ン

ド
、
古
代
の
ス
メ
ー
ル
人
、

エ
ジ
プ
ト
人
、

ケ
ル
ト
人
、

マ
ヤ
王
国
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た

ち
、
そ
し
て
、
今
で
も

ソ
連
の
国
々
は
、
ソ

バ
を
主
食
に
保
持
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま

す
し
、
モ
ー
セ
や
ダ

ニ
エ
ル
の
食
律
も
ま
た

お
な
じ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
古
代
の
Ｌ
界
の

多
く
―
―
―
太
陽
崇
拝
の
残

っ
て
い
る
古
代

社
会

の
す
べ
て
―
―
が
穀
物
を
主
食
と
し
て

い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
米
は
玄
米
と
し
て

粒
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
他
の
穀
物
は

表
皮
が
も

っ
と
固
い
た
め
に
粉
に
し
て
食
べ

る
よ
う
に
な
り
、
し
た
が

っ
て
含
有
栄
養
素

が
変
質
し
、
栄
養
価
が
低
下
す
る
た
め
に
副

そ
の
両
親
や
祖
父
母
の
食
生
活
を
記
憶
に
浮

べ
て
み
る
と
、
よ
く
分
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
日
本
人
の
祖
先
が
、
米

を
主
食
と
定
め
、
そ
れ
を
斎
穂
の
神
勅
や
内

容
・ル
自
の
籍
祀
に
の
こ
し
、
締
掌
・柑
獣

の
祭
式
を
習
慣
化
し
た
偉
大
さ
が
あ
り
ま
す
。

実
に
、
日
本
民
族
は
、
穀
物
、
と
く
に
米
を

主
食
と
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
全
世
界
で
も

っ
と
も
平
和
な
家
族
国
家
を

つ
く
り
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ス

●

■

′

●

　

　

　

　

　

一
　

●

食
の
補

い
が
も

っ
Ｌ
多
く
な
り
、
そ
の
副
食

を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
、
粉
を
さ
ら
に

精
白
に
近
づ
け
、
そ
の
た
め
の
栄
養
の
低
下

を
補
う
た
め
に
さ
ら
に
副
食
の
種
類
と
量
を

ふ
や
し
、
そ
の
種
類
と
量
が
得
ら
れ
な
い
と

き
に
は
肉
食
に
頼
り
、
つ
い
に
、
主
食
は
全

く
姿
を
消
し
て
副
食
だ
け
の
―
―

い
わ
ば
補

充
食
だ
け
の
―
―
食
事
と
な
り
、
ま
す
ま
す

不
完
全
と
な
る
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
補
う
た

め
に
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
ホ
ル
モ
ン
剤
、
医
薬

に
頼
り
は
じ
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。こ

の
こ
と
は
元
藤
時
代
以
後
、　
一
部
１１
食

と
し
て
の
玄
米
が
自
米
と
さ
れ
は
じ
め
た
の

で
す
が
、
そ
れ
以
後
の
日
本
人
の
食
生
活
、

こ
と
に
、
半
ツ
キ
米
や
七
分

ツ
キ
米
を
す
ら

掏
%“|′、″
%|′メ1笏

妙
:夕|グZ″
夕|′%)ク

形をlr
t′ |111′ |`
|メ |:■●:

▼ ボス トン・エレホン小売店の中――あらゆる穀物、豆類 がタルに入って売られている。
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ほ
と
ん
ど
使
わ
な
く
な

っ
た
、
こ
こ
二
十
五

年
間
の
食
生
活
を
か
え
り
み
ま
す
と
、
よ
く

理
解
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

「国
体
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
日

本
の
場
合
、
そ
れ
は
通
常
、
祖
先
や
自
然
崇

拝
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
民
族

一
家
、
和
敬

の
精
神
な
ど
を
ひ
ろ
く

一
括
し
て
国
体
と
い

う
表
現
を
使

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
特
質
は
、
日
本
の
四
季
ゆ
た
か
な
自
然

と
食
生
活
に
よ

っ
て
養
わ
れ
た
も
の
で
す
か

ら
、
食
物
体
系
の
大
体
が
連
綿
と
し
て
続
い

て
い
る
か
ぎ
り
、
た
と
え
ば
、
「和
魂
洋
才
」

と
い
う
言
葉
に
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

大
和

・
奈
良

。
平
安
期
を
通
じ
て
吸
収
し
て

き
た
大
陸
の
文
化
を
、
国
土
に
適
す
る
形
に

作
り
か
え
、
さ
ら
に
ふ
か
い
意
味
を
も
た
せ

て
き
た
よ
う
に
、
「国
体
」
は
不
滅

の
永
久
性

を
も

つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
逆
に
、

も
し
食
生
活
が
大
き
く
変
革
さ
れ
、
ウ」と
に
主

食
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
民
族
の
血

液
が
変
質
し
、体
細
胞
の
す
べ
て
が
変
質
し
、

脳
細
胞
、
神
経
細
胞
が
変
質
し
て
、
そ
の
結

果
、
思
想
や
精
神
が
変
質
し
て
、
「国
体
」
は

失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。近

代
ア
メ
リ
カ
の
退
化
の
兆
候
に
つ
い
て

上
述
し
ま
し
た
が
、
建
国
当
初
の
キ
リ
ス
ト

教
的
ピ

ュ
ー
リ
タ
ン
の
精
神
や
パ
イ
オ
ニ
ア

の
精
神
が
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
演
減
状
態

に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
建
国
以
来

ア
メ
リ
カ
の
食
生
活
が
急
速
に
変
化
を
か
さ

ね
、
も
は
や
現
在
の
ア
メ
リ
カ
人
は
建
国
当

初
の
食
生
活
と
は
全
く
似
て
も
似

つ
か
ぬ
も

の
に
成
り
か
わ

っ
て
し
ま

っ
た
か
ら
な
の
で

あ
り
ま
す
。

事
実
、
建
国
当
初
の
ア
メ
リ
カ
人
の
食
生

活
は
、
小
菱
、
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
の
穀
物
を
主
食
と
し
て
、
野
菜
を

副
食
と
し
、
動
物
性
食
品
は
食
物
全
体
の

一

〇
―

一
五
％
て
い
ど
で
あ

っ
た
の
で
す
が
、

現
在
の
ア
メ
リ
カ
は
動
物
性
食
品
が
四
〇
―

五
〇
％
を
占
め
、
穀
物
は

一
〇
―

一
五
％
に

低
下
し
、
サ
ト
ウ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ト
マ
ト
、

亜
熱
帯
果
実
（
オ
レ
ン
ジ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
）

が
残
り
の
大
半
を
占
め
、
し
か
も
そ
れ
ら
す

べ
て
が
工
業
的
に
精
製
さ
れ
、
化
学
的
に
加

工
さ
れ
、
農
薬
に
よ

っ
て
変
質
し
、
そ
れ
に

加
え
て
、
人
類
発
生
以
来

い
ま
だ
か

つ
て
摂

っ
た
こ
と
の
な
い
人
工
調
味
料
や
人
エ
ビ
タ

ミ
ン
剤
、
栄
養
剤
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
吸
収

す
る
た
め
に
、
体
質
の
大
き
な
変
調
を
来
た

し
、
い
わ
ば
大
多
数
の
人
々
が
病
人

・
精
神

病
者
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
弱
い
狂

っ
た

「種
」

の
社
会

に
お
い
て
は
、
医
学
や
栄
養
学
が
ま

す
ま
す
発
達
し
、
集
団
保
険
制
度
が
発
達
し
、

法
律
が
ま
す
ま
す
発
達
せ
ぎ
る
を
え
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
達
を
、
私
た
ち

は
、
人
類
の
進
歩
と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
？

以
上
の
よ
う
な
反
省
の
上
に
立

っ
て
、
も

っ
と
も
幸
福
で
あ
り
、
平
和
で
あ

っ
た
日
本

人
と
し
て
、
こ
の
退
化
の
潮
流
か
ら
、
近
代

人
の
体
質
と
精
神
と
を
、
進
化
の
方
向
に
向

け
直
す
こ
と
に
、
そ
し
て
、
と
く
に
、
近
代

世
界
が
そ
の
大
き
な
部
分
を
依
存
し
て
い
る

欧
米
の
人
々
に
、
そ
の
物
質
文
明
の
繁
栄
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
努
力
に
対
す
る
感
謝
の

エ
マ
ソ
ン
や
ソ
ロ
ー
や
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー

や
ホ
ー
ソ
ン
を
生
ん
だ
ボ
ス
ト
ン
に
小
さ
い

家
を
借
り
て
数
人
の
米
人
青
年
と
起
居
を
共

に
し
、
玄
米
と
ミ
ソ
汁
と
野
菜

・
海
草

・
豆

類
を
副
食
と
し
て
、
東
洋
の
宇
宙
観
を
説
き

は
じ
め
て
か
ら
七
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
あ
い
だ
全
米
各
地
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
勉
学
希
望
者
も
年
ご
と
に
ふ
え
、
今
は
、

ボ
ス
ト
ン
周
辺
で
玄
米
食
を
実
行
し
て
い
る

米
人
は
数
千
人
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
日
本

人
の
同
志
、
相
原
信
雄
夫
妻
の
御
努
力
や
、

ボ
ス
ト
ン
卒
業
生
の
全
米
各
地
で
の
教
育
活

動
な
ど
の
お
か
げ
で
、
そ
の
実
数
は
つ
か
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
全
米
で
は
、
お
そ

ら
く
、
十
数
万
に
ひ
ろ
が
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
シ
カ
ゴ
、
ア
ナ

ー
バ
ー

（
ミ
シ
ガ
ン
州
）、
ソ
ー
ト
レ
ー
キ
、

デ
ン
バ
ー
、
タ
ル
サ

（
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
）
、
ツ

ー
サ
ン

（
ア
リ
ゾ
ナ
州
）、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン

一
つ
と
し
て
、
東
洋
の
す
ぐ
れ
た
人
生
観

・

宇
宙
観
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ

し
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
生
物
学
的
に
、
生

理
学
的
に
、
心
理
学
的
に
、
世
界

一
家
の
実

を
体
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
、

こ
の
さ
さ
や
か
な
人
生
を
捧
げ
よ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
等
に
は
、

教
育

の
セ
ン
タ
ー
、
食
品
店
、
食
堂
な
ど
が

米
人
の
同
志
諸
君
の
手
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
、

ま
た
、農
薬
を
用
い
な

い
米
、
小
麦
、
大
豆
、

ソ
バ
、
小
豆
、
そ
の
他
の
野
菜
の
栽
培
地
は
、

全
米
の
十
数
州
の
各
地
に
及
び
、
玄
米
、
ミ

ソ
、
シ
ョ
ー
ユ
、
小
豆
、
海
草
な
ど
を
扱

っ

て
い
る

一
般
小
売
店
は
、
全
米
で
五
〇
〇
―

一
〇
〇
〇
の
多
き
に
及
び
は
じ
め
て
き
ま
し

た
。
〔現
在
、
全
米
で

一
万
店
〕

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
食
生
活
の
変
革

の
傾
向
は
、
た
だ
に
正
食
の
普
及
に
よ
る
だ

け
で
は
な
く
、　
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
が
、
公

害

・
農
薬

・
化
学
薬
品
の
害
に
つ
い
て
次
第

に
認
識
を
ふ
分
め
、
そ
れ
が
、
自
然
農
法

や

工
ｏ
●
一一
す

「
８
０
　

（健
康
食
）
運
動
と
な

っ
て
、
ひ
ろ
く
展
開
さ
れ
て
い
る
時
流
に
も

か
な

っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
的
に
、
今
や
泄
界
が

一
つ
に
な
ろ
う
と

|′′
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し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と́
、
そ
の
た
め
、
新

し
い
統
合
の
原
理
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
と
、

欧
米
人
が
東
洋
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る

こ
と

と
、
―
―
そ
し
て
、
そ
の
Ｌ
に
、
Ｌ
記
の
先

人

・
先
輩
、
多
数
の
同
志
諸
氏
の
こ
努
力
に

負
う
も
の
で
ぁ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
前
途
は
多
難
で
あ
り
ま
す
。
現

在
の
食
生
活
を
穀
物
を
卜
食
と
す
る
無
農
薬

の
食
物
に
切
り
か
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
牧

畜
民
族
の
性
格
を
農
耕
民
族
の
そ
れ
に
転
換

す
る
こ
と
で
あ
り
、
社
会
経
済
の
大
き
な
変

更
を
も
た
ら
し
ま
す
し
、
そ
れ
は
近
代
文
明

の
い
ろ
い
ろ
な
部
門
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ぎ
る
を
え
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
真
に
、
世
界
の
人
類
に
世
界

一

家
の
平
和
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

近
代
人
の

一
人

一
人
の
血
液
と
細
胞
の
質
を

変
革
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
対
立

大
変
面
白

い
こ
と
に
、
今
ま
で
育
成
し
て

き
た
米
人
青
年
数
千
人

の
例
を
み
ま
す
と
、

食
生
活
を
明
り
か
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

出
　
慢
性
的
な
頭
痛
、
消
化
不
良
、
便
秘
、

ヒ
フ
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
性
的
不
能
、
糖

尿
病
、
全
身
虚
弱
、
脱
毛
、
許

の
う
症
、

■
・
‐間
が
一夕
７
れ
愛
一

‐‐
わ́
一る

・一　
　
　
　
　
　

、′

す
る
諸
民
族

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

一
体
化
を

心
身
の
底
か
ら
な
し
遂
げ
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
ま
す
。

ぜ
ん
そ
く
、
結
核
、
淋
病
、
気
う
つ
病
、

短
気
、
ゴ
ー
マ
ン
、
精
神
分
裂
、
偏
執
性

精
神
病
そ
の
他
多
く
の
身
体
的
心
理
的
な

病
気
が
治
り
、

２
　
明
朗
で
平
静
な
性
格
、感
謝
の
気
持
ち
、

ふ
か
い
思
索
と
洞
察
力
な
ど
が
回
復
し
て
、

夫
婦
間
、
親
ｒ
関
係
、
性
代
の
分
離
、
友

人
関
係
が
今
ま
で
の
不
幸
な
も
の
か
ら
幸

福
な
も
の
へ
変
わ
り
、

じ
　
人
生
に
大
き
な
新
し
い
夢
を
も

っ
て
、

ひ
ろ
く
社
会

の
た
め
に
働
こ
う
と
す
る
意

欲
が
湧
き
１１
っ
て
、
Ｈ
々
が
こ
の
上
な
く

楽
し
い
も
の
と
な
り
、
ひ
ろ
く
こ
の
道
を

Ｌ
界
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
志
が
わ
き
Ｌ

っ
て
き
ま
す
ｃ

こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
青
年
は
、
そ
の
出

身
地
に
帰

っ
て
こ
の
道
を
弘
め
る
か
、
外
国

こ
と
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
ソ
ビ

エ

ト
、
イ
ン
ド
の
地
域
に
出
か
け
て
こ
の
道
の

教
育
に
あ
た
ろ
う
と
し
、
ま
た
、
あ
る
い
は
、

こ
の
道
の
母
国
で
あ
る
日
本
に
わ
た

っ
て
き

ら
に
東
洋
の
心
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
の
間
に
、
彼
ら
の
間
で
の

結
婚
は
、
も
う

一
〇
〇
組
以
上
、
ま
た
赤
ん

坊
の
出
生
も
二
〇
〇
人
を
こ
え
、
そ
の
大
半

が
自
宅
で
の
自
然
分
娩
で
、
ま
た
、
出
産
時

の
人
院
の
さ
い
も
医
薬
を
用
い
る
必
要
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
す
べ
て
母
乳
を
も

っ
て
赤
ん

坊
を
育
て
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
避
妊
薬
の
服
用
は
、
み
ん
な

こ
れ
を
避
け
、
出
産
の
意
義
を
よ
く
理
解
し

て
妊
娠
中
絶
な
ど
は
ど
の
母
も
や
ろ
う
と
は

し
ま
せ
ん
。
社
会
全
体
の
性
関
係
が
乱
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
若

い
女
性
の
な
か
に
は
、
未

婚
の
う
ち
妊
娠
を
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
、
す
す
ん
で
赤
ん
坊
を
生
み
、
女

性
と
し
て
の
道
を
勇
ま
し
く
す
す
も
う
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
ま
る
女
性
た
ち
は
、
女
性
の
家

庭
に
お
け
る
中
心
の
立
場
を
理
解
し
、
家
族

の
健
康
と
精
神
を
確
保
す
る
た
め
に
、
い
か

に
料
理
が
大
切
で
あ
る
か
を
自
党
し
、
す
す

ん
で
台
所
に
一戻
っ
て
、
け

っ
し
て
加
Ｅ
さ
れ

ｌｉ
業
的
に
調
理
さ
れ
た
も
の
は
使
わ
ず
、
み

ず
か
ら
米
を
洗

い
、
野
菜
を
切
り
、
パ
イ
を

作

っ
て
、
家
事

の
た
の
し
さ
を
味
わ

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
を
実
行
す
る
す
べ
て
の
米
人
諸
君
が

―
―
そ
の
実
行
が
正
し
い
か
ぎ
り
―
―

〓
人

残
ら
ず
、
品
格
の
あ
る
美
し
さ
を
表
わ
し
、

誰
に
で
も
愛
敬
さ
れ
る
人
柄
を
身

に
つ
け
始

め
て
い
ま
す
。

＞

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

・
エ
レ
ホ
ン
自
然
食
品
店
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膨
ず

▲ 宇宙創造のメカニズムから、人体の構成、気の流れ、食物による健康法、

現代社会、個人生活の問題を説く久司氏。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
米
人
諸
君
の
な
か

か
ら
、
こ
の
五
年
の
う
ち
に

一
〇
〇
人
ほ
ど

を
世
界
の
各
地
に
送
り
出
し
た
い
も
の
と
望

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供

た
ち
の
た
め
に
も
新
し
い
正
し
い
人
間
の
教

育
を
ほ
ど
こ
す
学
校
を

つ
く

っ
て
あ
げ
た
い

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
大

さ
ら
に
、
日
本
の
皆
さ
ま
方
に
お
ね
が

い

申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
今
、
諸
外
国
か
ら

日
本
に
勉
強
に
行

っ
て
い
る
諸
君
に
、
い
ろ

い
ろ
の
便
宜
を
は
か

っ
て
や

っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
ま
た
、
今
後
も
、
毎
年
、
数

多
く
の
正
食
青
年
諸
君
が
東
洋
と
日
本
の
精

神
を
学
ぶ
た
め
に
出
か
け
て
い
き
ま
す
。

で
き
ま
し
た
ら
ば
、
彼
ら
を
受
け
入
れ
る

施
設
を
ご
提
供
下
さ
る
方
は
な
い
で
し
よ
う

さ
い
ご
に
皆
さ
ま
方
に
、
こ
と
に
日
本
の

将
来
に
つ
い
て
お
願
い
中
し
上
げ
た
い
こ
と

は
、
今
、
日
本
は
―

―
明
治
以
来
、
ラ
一と
に
、

こ
こ
二
十
五
年
間
―
―
欧
米
、
と
く
に
ア
メ

リ
カ
の
す
べ
て
を
模
倣
し
て
き
ま
し
た
が
、

き
な
資
金
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
す
が
、
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ

っ
て
、
何
と
か
実
現

さ
せ
た
い
も
の
と
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
学

校
の
た
め
に
、
こ
の
夏
は
全
米
か
ら
集

っ
た

約
四
〇
名
の
先
生
希
望
者
が
ボ
ス
ト
ン
で
新

し
い
教
育
の
方
法
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。

多形
窃颯

`〃

;‐
|´ |′

笏
多

,焼 |

ク%″ |

|ク・/%|
|〃〃|■

%′|=|

″″|`
%″|■

%%〃 |

げ つ る 諸 ら よ よ あ か
ま し と 君 な う う る ?

す ん こ の い な な い
°

で ろ た た 施 施 は 一｀
は め め 設 設 ご 般

お 無 に に で
｀

ぞ の
伺 い 開

｀ ｀
あ ん 御

い も 放 こ い る じ 家
も の し れ ま い の 庭
し で よ ら 使 は お で｀

し う の つ 寄 寺 も
お よ と 若 て 宿 や 結
願 う し く い 舎 神 構
い か て 真 ら や 社 で
申 ?く 面 つ 旅 な す
し  だ 目 し 館 ど が
上 つ さ な や の の

｀

そ
の
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
底
流
が
、

今
ま
で
の
見
か
け
の
文
明
に
あ
き
た
ら
ず
、

も

っ
と
自
鉄
を̈
回
復
し
よ
う
、
も

っ
と
人
間

性
の
健
実
な
素
朴
な
も
の
を
よ
み
が
え
ら
せ

よ
う
、
そ
し
て
、
も

っ
と
東
洋
や
日
本
を
学

|′ ||ケ″

″:`|ク、 ′″|″%%%
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ぼ
う
、
と
急
速
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
こ
と
に

目
を
止
め
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。△
フ
、

日
本
が
学
び
倣

っ
て
い
る
も
の
は
、
も
う
ア

メ
リ
カ
の
若
い
世
代
で
は
経
験
を
し
つ
く
し

た
上
で
、
こ
れ
で
は
駄
目
だ
―
―
と
い
う
結

論
が
出
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

高
い
ビ
ル
や
た
く
さ
ん
の
車
や
大
企
業
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ス
テ
ー
キ
や
ハ
ム
、
ソ

ー
ダ
、
チ
ユ
ー
イ
ン
ガ
ム
、
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー

ル
等
々
―
―
も
う
、
こ
う
し
た
も
の
は
時
代

お
く
れ
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
代

っ
て
、
東
洋
の
心
の
静
け
さ
、
玄

米
と
野
菜
の
味
、
そ
こ
か
ら
生
れ
て
く
る
人

生

へ
の
ふ
か
い
洞
察
―
―
そ
う
し
た
も
の
こ

そ
、
新
し
い
世
界
の
秩
序
な
の
だ
、
と
自
党

し
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
を
短
期
間
旅
行
な
さ

る
と
、
こ
う
い
う
底
流
に
は
、
ほ
と
ん
ど
お

気
に
つ
く
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

二
十
年
余
り
の
滞
米
と
そ
の
間
、
何
千
、
何

万
の
新
し
い
世
代
と
毎
日
接
触
し
て
い
る
私

た
ち
に
は
、
未
だ
表
面
に
そ
れ
と
は
表
わ
れ

な
い
が
、
急
速
に
成
長
し
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ

る
、
こ
の
大
き
な
底
流
を
よ
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
十
年
で
ア
メ

リ
カ
が
大
き
い
革
命
を
、
も

っ
と
も
し
ず
か

な
平
和
な
革
命
を
な
し
遂
げ
る
で
ぁ
ろ
う
、

そ
し
て
、
ぜ
ひ
、
そ
れ
を
成
就
さ
せ
た
い
も

の
で
あ
る
と
、
確
信
も
し
、
切
望
も
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
あ
か

つ
き
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、

ほ
ん
と
う
の
意
味
で
世
界
の
中
心
に
生
れ
か

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
ん
と

う
の
意
味
で
東
洋
と
西
洋
の
和
解
が
で
き
は

じ
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
私
た

ち
は
、
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
ソ
ビ

エ

ト
に
、
ア
フ
リ
カ
に
、
イ
ン
ド
や
ア
ラ
ビ
ア

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
、

皆
さ
ま
方
と
と
も
に
、
こ
の
人
類
の
血
液
と

細
胞
を
、
平
和
で
健
康
な
も
の
に
変
え
る
、

と
い
う
、
も

っ
と
も
根
本
的
な
人
間
性
の
革

命
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
、
旅
立
ち
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
皆
さ
ま
方
の
健
康
と
幸
福
、
日

本
と
世
界
の
運
命
の
た
め
に
、
日
常
の
食
物

を
、
玄
米
か
、
せ
め
て
半

つ
き
米
と
、
そ
の

他
の
精
白
し
な
い
穀
物
に
よ
る
食
品
（
ソ
バ
、

ウ
ド
ン
、
黒
パ
ン
な
ど
）
に
中
心
を
お
き
、

化
学
的
に
加
工
さ
れ
な

い
、
農
薬
の
か
か
ら

な
い
野
菜

・
海
草

・
豆
類
や
調
味
料
で
お
ぎ

な

い
、
時
に
動
物
性
食
を
お
と
り
に
な

っ
て

も
、
こ
と
し
て
魚
類
を
摂

っ
て
、
肉
食
は
な

る
べ
く
避
け

（肉
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
卵

な
ど
が
そ
の
飽
和
脂
肪
に
よ
り
、
心
臓
病
、

動
脈
硬
化
な
ど
の
有
力
な
原
因
と
な
る
の
で
、

肉
類
の
代
り
に
魚
類
を
と
れ
、
と
い
う
の
は
、

こ
こ
数
年
間
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
医
学
、

養
生
法
の
常
識
で
あ
り
ま
す
）
、
ま

っ
た
く

温
度
も
環
境
も
ち
が
う
地
域
に
で
き
た
熱
帯

性

。
亜
熱
帯
性
の
サ
ト
ウ
や
果
物
な
ど
は
な

る
べ
く
摂
ら
ず
に

（
サ
ト
ウ
が
精
神
病
の
原

因
、
全
身
虚
弱
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
常
識

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い
熱
帯
性
果
実
類

は
、
肉
食
と
あ
る
て
い
ど
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
肉
食
の
場
合
に
お
い

て
言
え
る
の
で
あ

っ
て
、
温
帯
地
方
で
穀
物

・
野
菜
を
主
と
す
る
食
制
で
は
不
必
要
で
あ

る
ば
か
り
か
有
害
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
季
節

の
、
そ
の
土
地
に
で
き
た
果
物
は
、
多
少
取

っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
健
康
で
幸
福
な
毎

日
を
お
送
り
く
だ
さ
る
よ
う
、
そ
し
て
ま
た
、

古
今
東
西
の
先
人

・
先
哲
の
道
を
、
身
を
も

っ
て
体
得
し
、
世
界
化
し
、
ひ
と
し
く
、
全

世
界
を
大
き
な
家
族
に
つ
く
り
あ
げ
る
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
の
ご
指
導
を
お
ね
が

い
申
し
上

げ
ま
す
。
す
す
ん
で
日
本
が
世
界
の
範
と
な

り
え
ま
す
よ
う
に
ぉ
ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
。

実
は
、
日
本
で
チ
ク
ロ
が
禁
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
チ
ク
ロ
の
禁

止
に
連
鎖
反
応
を
起
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
チ
ク
ロ
禁
上
の
法
案
が

そ
れ
ま
で
も
う
何
年
に
も
わ
た

っ
て
提
出
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
化
学
企
業
界
の
ロ
ビ

ー
や
国
会
議
員
た
ち
の
不
熱
心
で
、
い
つ
も

法
律
と
な
ら
な
か

っ
た
も
の
な
の
で
す
。
そ

れ
で
、
私
た
ち
の
ア
メ
リ
カ
の
友
人
で
あ
る
、

も
と
映
画
女
優

（無
声
映
画
以
来
の
女
優
の

大
御
所
）
グ
ロ
リ
ア

・
ス
ワ
ン
ソ
ン
が
、
熱

心
な
自
然
食
提
唱
者
で
、
ま
た
私
た
ち
の
感

化
で
玄
米
ミ
ヽ
ソ
汁
を

い
つ
も
召
し
上
が
り
、

ボ
ス
ト
ン
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
私
た
ち
の
宅

に
よ
く
お
泊
り
に
な
る
の
で
す
が
、
彼
女
が

ワ
シ
ン
ト
ン
で
国
会
議
員
の
奥
さ
ま
方
に
講

義
を

い
た
し
、
そ
の
結
果
、
各
議
員
た
ち
が

そ
の
重
大
さ
に
啓
蒙
さ
れ
て

一
挙
に
法
律
と

し
て
成
立
す
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

明
ら
か
に
万
人
の
支
障
と
な
る
こ
と
で
も
、

私
た
ち
は
な
お
ざ
り
に
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
万
人
の
幸
福
に
役
立
つ
こ
と
は
、
力
を

併
せ
て
、
実
現
し
、
新
し
い
世
界
の
さ
き
が

け
に
日
本
人
が
役
立
ち
え
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
と
く
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
総
局
、
吉
田
、
堀
井
、
加
藤
、

二
見
の
皆
さ
ま
方
の
ご
努
力
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
そ
の
ご
熱
意
に
対
し
、
ふ
か
く
敬
意

を
さ
さ
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の

活
動
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ご
紹
介
さ
れ
て
端
緒
を
お

ひ
ら
き
に
な

っ
た
の
は
、
東
京
丸
ビ
ル
　
四

一
五
区
、
ミ
ト
ク
株
式
会
社
の
風
間
昭
美
氏

で
、
同
氏
は
ま
た
純
正
食
品
の
ア
メ
リ
カ
向

け
輸
出
に
ご
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ
さ
ら

に
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
留
学
当
時
か
ら
の
友
人

。
大
林
新

（建
築

・
発
明
家
）
氏
も
お
口
添

え
く
だ
さ

っ
た
こ
と
で
し
た
。

ま
た
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
多
数

の
御
感
想
や
激
励
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
な
か

で
、
南
原
繁
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
東
大

の
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恩
師
諸
先
生
と
同
輩
の
友
人
諸
君
、
山
形
人
、

秋
田
中
学
・小
学
当
時
の
恩
師
友
人
の
方
々
、

秋
田
県
内
の
多
く
の
先
輩

・
知
友
の
方
々
、

ま
た
、
祖
先
代
々
の
地
、
南
紀

・
熊
野
、
下

里

・
太
出
村
の
先
輩

・
知
友
の
方
々
ま
た
ひ

ろ
く
全
日
本
に
わ
た
る
正
食
関
係
の
方
々
、

宗
教

・
教
育

・
経
済

・
政
治

・
文
化
関
係
の

方
々
、
ま
た
、
妻
借
代
の
出
身
地
で
あ
る
島

根
県
横
田
町
を
中
心
と
す
る
知
友
の
方
々
、

一
九
二
六
年
五
月
十
七
日
、和
歌
山
県
に

生
ま
れ
る
。
秋
田
中
学
、
山
形
高
校
を

へ
て
、

東
大
法
学
部
を
卒
業
。
同
大
学
院
で
元
総
長
、

南
原
繁
先
生
や
堀
豊
彦
先
生
の
指
導
を
う
け

る
。
在
学
中
、
国
際
法
の
研
究
か
ら
、
当
時
、

世
界
政
府
運
動
を
展
開
中
の
桜
沢
如

一
先
生

を
知
り
、
東
洋
哲
学
―
―

「宇
宙
の
秩
序
」

の
思
想
に
共
鳴
、
横
浜
日
吉
の
Ｍ
Ｉ

（桜
沢

塾
）
で
学
び
、
玄
米
正
食
を
始
め
る
。

一
九
四
九
年
十

一
月
、
桜
沢
先
生
と
ノ
ー

マ
ン

・
カ
ズ
ン
ズ
氏
の
努
力
で
渡
米
、
働
き

つ
つ
勉
学
、
賀
川
豊
彦
氏
の
紹
介
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
実
業
家
、
塚
田
氏
よ
り
学
費
援
助

を
え
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
学
ぶ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
の
ち
、　
一
九
五

一
年

七
月
、
同
志

・
横
山
偕
ｒ

（島
根
県
出
身
）

と
結
婚
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
高
島
屋
設
立
に
参

画
し
、
六
年
間
副
社
長
。
当
時
、
欧
米
で
マ

恩
師
田
中
茂

一
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

界
の
方

々
―
―

そ
し
て
、
数
多
く
の
夢
や
情

熱
を
書
き
送

っ
て
く
だ
さ

っ
た
日
本

の
若

い

男
女
占
少
年

の
方

々
―
―

さ
ら
に
、
わ
ぎ
わ

ぎ
ボ
ス
ト
ン
を
訪
ね
ら
れ
た

＞
∪

０
日
Ｚ
『
国
卿

Ｑ
ソ

ｒ
弓
）

の
秋
山
照
子
さ
ま
―
―
な
ど
の

数
え
切
れ
ぬ
多
く
の
方

々
に
、
あ

つ
く
御
礼

中
し
上
げ
ま
す
。

　

（３

ω
８
″
ユ
ラ
一３

刃
↑
ω
う
ｏ
ｏ
パ
一̈
５
ｐ
　
〓
＞

Ｏ
Ｎ
Ｈ卜
０
⊂
∽
＞
）

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
展
開
中
の
桜
沢
先

生
に
、
そ
の
協
力
を
強
く
要
請
さ
れ
、
全
米

を
桜
沢
先
生
と
同
行
、
そ
の
後
、
ボ
ス
ト
ン

北
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に

″イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ

ス
ト

・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
″

（東
西
学

院
）
を
設
七
、
占
年
教
育
を
開
始
。

現
在
、
″イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ
ス
ト

・
フ
ァ
ウ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
″
会
長
、
久
司
学
院
院
長
。

″
エ
レ
ホ
ン
商
事
″

（自
然
食
品
卸
し
小
売

り
、
年
商
８００
万
ド
ル
）
、　
″
セ
ブ
ン
ス

・
イ

ン
″
　
″
サ
ナ
エ
″

（自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
）

な
ど
の
事
業
を
指
導
。

欧
米
に
ひ
ろ
く

″平
和
な

一
つ
の
世
界
″

の
運
動
を
展
開
中
。　
一
九
七
七
年
二
月
と

一

九
七
八
年
八
月
、
『ガ
ン
お
よ
び
主
要
な
現
代

病
の
栄
養
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
国
際
学
術
会
議

を
主
催
。　
一
九
七
八
年
二
月
と

一
九
七
九
年

二
月
、
国
際
連
合
本
部
に
て
講
演
。　
一
九
七

七
年
九
月
、
『米
国
へ
の
食
政
策
提
言
』
を
発

表
。
著
書

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
本
』

『自
然
治
療
』
『東
洋
の
望
診
』
『自
然
農
業

と
病
気

の
原
因
お
よ
び
治
療
』
ほ
か
講
義
録

多
数
。

櫻輩涸
燒 t

瘍

▼ マクロビオティックの本や雑誌
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椒
蛭
Ⅷ
ｌ玄

米

を

食

べ

る

ア

メ

リ

カ

人

カ

メ

ヨ

　

カ

メ

ョ

　

ョ

ク

カ

メ

ョ

カ

メ

ョ

　

カ

メ

ョ

　

カ

メ

ヨ

カ
ラ
ダ
ガ
　
ツ
ヨ
ク
ナ
ル

昭
和
４６
年
、
５
月
４
日
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
は
、
ア
メ
リ
カ

・
ボ
ス
ト
ン
で
玄
米
食
の

共
同
生
活
を
し
て
い
る
若
者
た
ち
の
生
活
を

紹
介
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
青
年
た
ち
が

「
カ
メ
ョ
、
カ

メ
ヨ
」
と
日
本
語
の
歌
を
う
た
い
、
二
本
の

ハ
シ
を

つ
か

っ
て
米
を
食
べ
て
い
る
、
し
か

も
玄
米
飯
を
食
べ
て
い
る
風
景
が
全
国
の
茶

の
間
に
映
し
だ
さ
れ
た
。

「十
代
に
な

っ
て
、
自
分
の
周
囲
を
見
わ
た

し
て
、
ぼ
く
は
、
ひ
ど
く
失
望
し
て
し
ま

っ

た
。
世
間
の
人
た
ち
は
、
物
や
財
産
を
求
め

て
狂
奔
し
て
い
る
。
い
っ
た
ん
そ
れ
を
手
に

入
れ
る
と
、

つ
ま
ら
な

い
も
の
に
見
え
て
く

る
よ
う
だ
。

ピ

カ
ピ

カ

の
新

し

い
ク
ル

マ
や
、

す

て
き

な

レ
ス
ト

ラ

ン
に
か

こ
ま
れ

て

い
る
と

い
う

の
に
、
不
幸
で
み
じ
め
で
、
心
臓
病
や
離
婚
、

麻
薬
や
犯
罪
が
、
年
々
ふ
え
る
ば
か
り
。
も

っ
と
も
豊
か
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ

が
こ
ん
な
に
も
不
幸
だ
」
と
、
主日
年
が

い
う
。

あ
る
若
い
女
性
は
、

「私
は
テ
キ
サ
ス
か
ら
来
ま
し
た
。
夫
は
株

の
仲
買

い
人
で
、
大
金
持
ち
で
し
た
が
、
毎

日
が
満
ち
足
り
な
い
生
活
で
し
た
。
こ
こ
に

来
て
、
救
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

NHKテ レビ o召 46.5.4特派員報告)が報

じたアメリカのマクロビオティック運動
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「
私
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
指
物
師
で
し

た
。
生
活
に
夢
も
希
望
も
な
く
、
な
に
を
目

ざ
し
て
生
き
て
ゆ
く
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
知
り
、

玄
米

（ブ
ラ
ウ
ン

・
ラ
イ
ス
）
を
食
べ
て
い

る
の
で
、
今
は
幸
せ
で
す
」

「ぼ
く
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
来
ま
し

た
。
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
で
し
た
が
、
絶
望
的
な

日
々
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
て

幸
せ
を

つ
か
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今

は
粉
ひ
き
を
し
て
い
ま
す
」

「
私
は
学
生
で
す
が
、
麻
薬
中
毒
に
な
り
、

す

っ
か
り
健
康
を
そ
こ
な

い
ま
し
た
。
体
を

治
す
た
め
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
や

っ

て
い
る
の
で
す
」

で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
放
送
に
す
こ
し

お
ぎ
な

っ
て
紹
介
し
よ
う
。

―
―
二
百
ド
ル
だ
け
持

っ
て
い
な

い
と
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
つ
い
て
も
、
無

一
文

で
す
か
ら
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
行
き
の
バ
ス
の

切
符
が
買
え
ま
せ
ん
…
…

―
―

ソ
レ
が
オ
モ
シ
ロ
イ
冒
険
さ
…
…
ハ

ハ
ハ
ハ

私

（桜
沢
氏
）
は
、
ヴ
ィ
ヴ

ェ
ー
カ
ー
ナ

ン
ダ
の
本
を
と
り
出
し
て
見
せ
た
。

（
無

一

文
で
五
〇
年
も
前
、
夏
の
イ
ン
ド
服

一
枚
き

り
で
ア
メ
リ
カ
ヘ
行
き
、
平
和
の
道
を
と
き
、

シ
カ
ゴ
で
寒

い
夜
、
そ
の
夏
服
で
ふ
る
え
て

い
た
青
年
で
、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
中
に
東
洋

思
想
を
と
き
ま
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
と
び

ま
わ
り
、
つ
い
に
ロ
マ
ン

・
ロ
ー
ラ
ン
に
伝

記
を
か
か
せ
た
青
年
）
の
話
を
し
た
。
私
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
や

っ
た
こ
と
は
話
き
な
か

っ

たた
。

η
コ
ン
パ
文
庫
　
６
』
７‐
ぺ
‐
ジ
）

敗
戦
直
後
、
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ネ

を
す
る
の
で

一
生
け
ん
め
い
の
時
代
で
あ

っ

た
。
ア
メ
リ
カ
人
に
何
か
を
、
し
か
も
東
洋

思
想
を
教
え
に
行
く
な
ど
気
違

い
ざ
た
で
あ

っ
た
。
し
か
し
桜
沢
氏
は
信
じ
て
い
た
。

「十
年
を
出
で
ず
し
て
ミ
チ
オ
の
名
は
ニ
ュ

ー
ス
の
波
に
乗
る
だ
ろ
う
」

と
、
彼
は
そ
の
と
き
予
言
し
た
。

テ
レ
ビ
は
大
勢
の
青
年
た
ち
を
前
に
講
義

し
て
い
る
久
司
さ
ん
の
姿
を
う
つ
す
。

「私
た
ち
ア
ジ
ア
人
、
植
物
を
食
べ
る
民
族

の
指
導
原
理
は

″和
″
で
す
」

と
黒
板
に

″和
″
の
字
と

″
Ｗ

ａ
″
と
を

書
く
。
　
″禾

″
と
は
穀
物
の
こ
と
だ
。
植
物

の
実
を

〃
口
″
に
す
る
こ
と
が

″和
″
な
の

だ
と
い
う
。

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
肉
食
民
族
の
原

理
は
、
　
〃効
″
―
―

つ
ま
り
、
実
用
主
義
的

合
理
主
義
だ
。
そ
の
合
理
主
義
に
よ

っ
て
文

明
は
発
達
し
た
。

「
し
か
し
、
こ
の
文
明
の

発
達
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
は
、
か

つ
て
な

い

危
機
に
、
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で
す
。
戦
争

や
紛
争
が
た
え
ま
な
く
、
人
々
は
い
が
み
あ

い
、
な
ん
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
産
業
が
際
限
な
く
発
達
し
、
そ

の
跡
し
ま
つ
を
し
な
か

っ
た
た
め
に
、
土
地

が
農
薬
や
肥
料
や
、
い
ろ
い
ろ
な
化
学
物
質

で
汚
れ
、
本
や
草
は
も
ち
ろ
ん
、
空
気
も
汚

れ
、
水
も
汚
れ
、
海
も
汚
れ
、
私
た
ち
の
食

べ
物
ま
で
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

ど
う
し
て
生
き
て
ゆ
け
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
。

次
の
時
代
は
、
も
は
や
水
爆
の
時
代
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
　
″自
然
に
帰
る
″

生
活
の
改
革
が
必
要
な
の
で
す
。

君
た
ち
遊
牧
民
族
の
伝
統
を
も

つ
ア
メ
リ

リ
カ
に
農
業
文
化
の
伝
統
を
も
ち
こ
み
、
そ

れ
を
発
展
さ
せ
て
、
新
し
い
社
会
、
新
し
い

文
明
を

つ
く
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
久
司
さ
ん
は
若
者
た
ち
に
呼
び
か
け
る
。

久
司
さ
ん
に
共
鳴
し
た
若
者
た
ち
は
、
い

ろ
い
ろ
な
実
践
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
ト
ニ
ー
は
、
玄
米
食

を
売
る
屋
台
を
思
い
つ
き
、
去
年
の
九
月
に

開
業
、
今
で
は
三
台
に
ふ
や
し
た
。

も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
の
若
者
た
ち
は
、
な

に
か
を
や
り
た
が

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

な
に
を
や

っ
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

お
金
や
地
位
に
は
あ
き
あ
き
し
た
。
麻
薬
や

ヒ
ッ
ピ
ー
も

つ
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の

運
動
に
入

っ
て
く
る
の
だ
。

銀
行
か
ら
金
を
借
り
て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始

め
た
若
者
た
ち
も
い
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
前
は

″
サ
ナ
エ
″

（
日

本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
桜
沢
里
真
会
長
の
本
名
に
よ

る
）。
ボ
ス
ト
ン
の
中
心
街
に
あ
る
。

「ぼ
く
は
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ス
チ
ー
ブ
ン

で
す
。
銀
行
か
ら
８
万
ド
ル
借
り
て
、
こ
の

無

一
文

の
渡

米

ボ
ス
ト
ン
で
の
こ
の
運
動
の
共
鳴
者
は
数

千
人
。
全
米
で
は
数
万
人
に
お
よ
ぶ
。

（当

時
）彼

ら
は
、
肉
食
を
や
め
、
玄
米
に
季
節
の

野
菜
や
海
草
な
ど
を
主
と
し
た
簡
素
な
食
事

を
す
る
。
こ
れ
が
健
康
な
肉
体
と
正
し
い
判

断
力
の
精
神
を

つ
く
り
、
世
界
を

″和
″
の

こ
こ
ろ
で
結
ぶ
カ
ギ
な
の
だ
。

こ
こ
ボ
ス
ト
ン
の
リ
ー
ダ
ー
は
久
司
御
知

夫
氏
。　
一
九
四
九
年
に
渡
米
し
た
。
桜
沢
如

一
氏

（
天
を
一Ｔ

一染
０

が
全
世
界
に
送
り
出

し
た
教
え
子
の

一
人
で
あ
る
。

特
別
な
資
格
は
な
に
も
な

い
。金
も
な
い
。

横
浜
か
ら
出
発
す
る
前
日
、
彼
は
恩
師
の
ジ

ョ
ー
ジ

（桜
沢
如

一
氏
の
ベ
ン
ネ
ー
ム
０
８
１

●̈
ｏ
Ｏ
〓
∽ｏｌ
ｐ
）
に
こ
う
い
っ
た
―
―
―
。

―
―
も
う
七
万
円
だ
け
ほ
し
い
ん
で
す
が
。

―
―
何
の
タ
メ
に
？
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レ
ス
ト
ラ
ン
を

つ
く
り
ま
し
た
．
建
築
ｌｉ
事

は
、

い
っ
さ

い
ぼ
く
た
ち

の
■
で
や
り
ま
し

た
。そ

の
時

の
二
〇
人
の
仲
間
は
、

い
ま
こ
こ

で
コ
ッ
ク
や
ウ

エ
ー
ト
レ
ス
と
し
て
働

い
て

い
ま
す
。

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

つ
く

っ
た

目
的
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
市
民
の
あ

い
だ

に

ひ
ろ
め
る
た
め
な
の
で
す
」

料
理
の
材
料
は
、
す
べ
て
農
薬
や
肥
料
を

つ
か

っ
て
い
な
い
野
菜
や
穀
物
だ
。
米
、
ソ

バ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ウ
ド
ン
な
ど
が
ｌｉ
食
。

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
の
租
先
が
食
べ
て
い
た

よ
う
な
自
然
食
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
健
康

な
体
を

つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
ｃ

週
に
二
回
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
、
農

薬
や
肥
料
を

つ
か

っ
て
い
な

い
農
産
物
を
買

い
入
れ
、
日
本
か
ら
も
、
ノ
リ
や
海
草
、
ミ

ツ
や
梅
Ｆ
な
ど
を
取
り
よ
せ
て
い
る
。

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
人
繁
盛
し
て
い
る
．

植
物
食
に
つ
く
り
か
え
、
そ
れ
を
テ
コ
に
し

て
自
分
の
生
活
や
人
生
を
か
え
よ
う
と
い
う

も

の
で
、

い
わ
ば
心
の
問
題
だ
。
ア
メ
リ
カ

的
生
活
を
否
定
す
る
た
め
に
、
そ
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
を
食

べ
な

い
の
だ
。
も
う

一
つ
は
健
康
上

の
理
由

で
、

心
臓
病
な
ど
多
く
の
病
気
が
、
肉
を
あ
ま
り

に
食

べ
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
く
る
と
Ｌ
張
し
て

い
る
。

若
者
た
ち

の
仲
間
、
歯
科
医

の
シ

ュ
ヒ
タ

ー
さ
ん
は
、
こ
う
い

っ
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
人
の
心
や
肉
体

の
病
気
は
、
肉

や
砂
糖
、
食
品
添
加
物

の
と
り
す
ぎ
か
ら
き

て
い
る
と
思

い
ま
す
．

私
は
商
売
が
ら
、

い
つ
も
人
の
日
の
中
を

見
て
い
る
の
で
す
が
、
人
間
の
歯
は
、
穀
物

を
ｌｉ
食

に
、
野
菜
を
副
食

に
、
少
量
の
肉
を

食
べ
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
ｃ

人
間
の
歯
は
、
左
右

に
八
本
ず

つ
上
下
に
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
肉
を
噛
む
歯
は

＾

本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
前
歯
．
一本
は
野
菜
を

食
べ
る
た
め
で
あ
り
、
奥
歯
五
本
は
、
そ
の

形
か
ら
し
て
、
米
や
小
麦
、
大
麦
な
ど
、
穀

物
を
噛
む
た
め
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

す
」あ

る
若

い
女
性
は
、

「
こ
こ
に
来
て
い
る
女
性

の
ほ
と
ん
ど
が
、

む
か
し
は
、
た
く
さ
ん
肉
を
食

べ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
私
た
ち

の
生
活
に
も

の
す

ご
く
影
響
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

肉
食

に
よ

っ
て
独
立
心
が
非
常
に
つ
よ
く

な
り
、

い
つ
も
男
性
と
対
等

に
や
ろ
う
と
し

て
き
ま
し
た
。
女
な

の
に
大
学
を
出

て
、
出

世
す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
き
ま
し
た
。
料

理
を
習

っ
た
り
し
て
、
女
ら
し
く
な
る
な
ん

て
、
考
え
て
も
み
な
か

っ
た
こ
と
で
す
」

あ
る
若
者
は

い
う
。

「第
二
次
人
戦
後

に
、

ア
メ
リ
カ
で
は
大
き

な
産
業
Ｌ

の
変
革
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
ぼ
く
た
ち
は
、
化
学
物
質
を
た
く
さ
ん

使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
Ｇ
そ
れ
は
、
食
物

ば
か
り
で
な
く
、
医
薬
品
も
そ
う
で
す
。

こ
れ
が
、
ぼ
く
ら
の
体
と
心
を
大
き
く
変

え
て
し
ま

っ
た
の
だ
と
思
う
。
た
と
え
ば
、

ぼ
く
ら
は
母
乳
で
育

っ
た
の
で
は
な

い
ｃ
ぼ

く
ら
は
、
人
工
食
品
で
育

っ
た
最
初
の
性
代

な
の
だ
。
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
、
ぼ
く
ら
の

少
年
時
代
は
行
動
的
で
は
な
か

っ
た
。
生
活

全
般
が
人
ｌｉ
的
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、

ぼ
く
ら
は
、
ひ
よ
わ
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の

だ
」「ぼ

く
も
弱
か

っ
た
。
人
１１
食
品
と
冷
凍
野

菜
な
ど
と

い
う
生
命
の
な

い
食
物
ば
か
り
食

べ
て
育

っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
ぼ
く
が

モ
ヤ

シ
の
よ
う
に
な
る
の
も
当
然
だ
と
思
う
。

彼
ら
は
、
農
薬

に
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
食

料
を
手
に
入
れ
る
の
に
苦
心
し
、
独
自

の
流

通
機
構
を

つ
く
り
だ
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
や
テ
キ
サ
ス
の
農
家
と
契
約
し
て
、
農
薬

や
肥
料
を
使
わ
な

い
で
作

っ
て
も
ら

い
、
貨

卓
で
送

っ
て
も
ら

っ
て
い
る
の
だ
。

肉
を

や
め

て
穀
物
を

こ
の
運
動
が
肉
食
を
し
な

い
理
由
は
．
一
つ

あ
る
。　
一
つ
は
肉
食
だ

っ
た
自
分

の
体
質
を

▲ 久司御知夫氏
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こ
う
い
う
自
然
食
品
を
売
る
店
は
、
毎
日

大
入
り
満
員
。　
一
般

の
人
た
ち
も
大
勢
買
い

に
来
る
。
月
間
の
売
り
上
げ
は
二
〇
万
ド
ル

（
一
九
七
七
年
、
六
六
万
ド
ル
）
玄
米
は
週

に
五
万
ポ
ン
ド

（二
六
〇
俵
）
売
れ
て
い
る
。

伸
び
率
は
、
月
に
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。
年

間
五
倍
で
、
仕
入
れ
を
確
保
で
き
な
い
実
情

だん
。レ

ジ
ス
タ
ー
を
や

っ
て
い
る
の
は
、
ミ
シ

ガ
ン
大
学
歴
史
学
科
出
身
の
ア
ラ
ン

・
ジ

ョ

ー
ン
ズ
君
。
元
ヒ
ッ
ピ
ー
で
、
麻
薬
の
経
験

も
あ
る
二
十
六
歳
の
青
年
で
あ
る
。

久
司
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
、
ボ
ス
ト
ン
郊
外

の
自
宅
で
、
若

い
女
性
た
ち
に
日
本
風
の
礼

儀
作
法
を
教
え
て
い
る
。

そ
の

一
人
、
ド
ナ

・
ト
レ
イ
さ
ん
は
ニ
ト

三
歳
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
を
中
退
し
、
も

つ
と
も

ヒ
ツ
ピ
ー
ら
し

い
ヒ
ッ
ピ
ー
だ

っ
た

，
ｃ
い
う
。

父
親
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
外
交
官
。
ド
ナ
は

同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
働

い
て
い
る
ア
ラ
ン
が

好
き
に
な

っ
た
。
ア
ラ
ン
の
父
親
は
、
な
か

な
か
承
知
し
な
か

っ
た
が
、
二
人
の
熱
意
に

負
け
て
Ｏ
Ｋ
し
た
。

「
み
ん
な
の
な
か
で
、
大
学
を
中
退
し
た
人

は
？
」

と

い
う
と
、
あ
ら
か
た

の
男
女
が
手
を
あ

げ
る
。

「麻
薬
を
経
験
し
た
人
は

，
」

と

い
う
と
、
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
だ
。

「な
ぜ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
興
味
を
も

ち
、
フす
」
に
来
た
の
か
、
話
し
て
く
だ
さ

い
」

「
ぼ
く
は
、
ア
メ
リ
カ
式
の
ぜ

い
た
く
品
は

ぜ
ん
ぶ
持

っ
て
い
る
ｃ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
も
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
物
質

に
は
あ
き

あ
き
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
し
だ

い
に
大
学

に
も
興
味
が
な
く
な
り
、
中
退
し
た
ん
だ
」

「ぼ
く
は
、
ど
う
し
て
日
本
人
が

ア
メ
リ
カ

を
完
全
な
国
と
思

い
、

ア
メ
リ
カ
式
の
生
活

に
、
ま

っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で

い
る
の
か
、
わ

か
ら
な

い
。
ベ
ト
ナ
ム
を
見
る
が

い
い
。

精
神
病
や
、
小
中
学
生
に
ま
で
お
よ
ん
で

い
る
麻
薬
の
流
行
。
犯
罪

の
激
増
。

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
そ
の
他
の
人
都
市
で
は
、
夜
、
外

に
も
出
ら
れ
な

い
。
こ
れ
が

ア
メ
リ
カ
の
現

実
な
ん
だ
」

「ぼ
く
は
、
ふ

つ
う
の
教
育
を
う
け
た

の
で
、

ア
メ
リ
カ
社
会

で
安
定
し
た
地
位
を
得

て
い

る
。
こ
れ
は
、
ち
ょ

っ
と
お
か
し

い
と
思
う
（

ぼ
く
は
こ
こ
へ
来
て
、
み
ん
な
が
幸
福
で
な

け
れ
ば
、
だ
れ
も
幸
福
だ
と
は

い
え
な

い
、

と
さ
と

っ
た
」

「
私
の
場
合

は
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、

家
族
と
の
あ

い
だ
が
し

っ
く
り
ゆ
か
ず
、
悩

み
ま
し
た
。
そ
れ
で
麻
薬
を

の
み
、
大
学
を

や
め
ま
し
た
。
両
親
は
私
が
思
う
よ
う
な
娘

に
な
ら
な
か

っ
た
の
で
が

っ
か
り
し
て
し
ま

い
、
し
ょ

っ
ち

ゅ
う
親
１
ゲ
ン
カ
し
て
い
ま

し
た
」

「
世
界
で
い
ち
ば
ん
強
く
、

い
ち
ば
ん
豊
か

な

ア
メ
リ
カ
が
、
な
ぜ
ベ
ト
ナ
ム
に
勝

て
な

い
の
か
の
こ
れ
は
、
、け

っ
き
ょ
く

ア
メ
リ
カ

人
の
精
神
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
精
神
に
勝

て

な

い
か
ら
だ
と
思
う
」

久
司
さ
ん
は
若
者
た
ち
に
将
来

の
計
画
を

語
る
。

「
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
や
テ
キ
サ
ス
に
私
た
ち
の

米
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
仲
間

は
、

ア
メ
リ
カ
全
上
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
ま
す
´

政
府

は
い
ま
、
無
農
薬
、
無
肥
料

の
米
、

小
麦
な
ど
の
栽
培
を
計
画
し
て
お
り
、
私
た

ち
に
協
力
を
中
し
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。

栽
培
面
積
は
十
万

エ
ー
カ
ー
、
お
よ
そ
四

百
平
方
キ

ロ
で
す
。

私
た
ち
は

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
普
及
の

た
め
に
、
全
国
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
り
、
料
理

法
や
教
育
方
法
を
指
導
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

つ
ぎ

つ
ぎ

に
輸
を
ひ
ろ
げ
て
ゆ
き

ま
し
ょ
・つ
」

ド
ナ
と
ア
ラ
ン
は
結
婚
し
、
仲
間
の
み
ん

な
が
祝
福
し
て
く
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
の
原
野
に
根
拠
地

を
求
め
て
行
く
の
だ
。
若
者
た
ち
は
、
二
人

の
結
婚
祝
い
の
ゴ
ー
ゴ
ー
パ
ー
テ
ィ
を

い
つ

ま
で
も

つ
づ
け
た
。

（本
誌

一
九
七

一
年
七
月
号
よ
り
再
録
）

▲ ボストン “サナエ"自 然食レストラン
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久
司
御
知
夫
―
―

こ
こ
に
皆
様
ご
存
知
の

有
名
な
女
優
で
あ
る
グ
ロ
リ
ア

・
ス
ワ
レ
ツ

ン
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

い
て
、
た

い
へ
ん
幸

せ
に
思
い
ま
す
。
ス
ワ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
非

常
に
若

い
時
か
ら
、
映
画
の
誕
生
と
と
も
に

女
優
と
し
て
の
活
躍
を

つ
づ
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
日
で
は
、
自
然
食
運
動
の
精
神

的
な

″母
″
と
も

い
う
べ
き
活
動
も
し
て
お

ら
れ
、
良

い
習
慣
を
も
た
な

い
人
々
に
、
生

活
の
秩
序
を
取
り
戻
す
よ
う
働
き
か
け
て
お

ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
、
皆
様
は
、
ス
ワ
ン
ソ
ン

の
夫
で
あ
る

、
ウ
ィ
リ
ア
４

・
ダ

フ
テ
ィ
氏

も
、
き

っ
と
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
。
桜
沢

如

一
先
生
は
、
ダ

フ
テ
ィ
氏
の
活
動
を

い
つ

も
非
常
に
高
く
評
価
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
方
は
、
多
分
、
こ
の
お
二
人
の
よ

う
に
、
旅
行
す
る
時

に
、
旅
た
で
自
分
で
料

理
す
る
た
め
に
、
玄
米
や
味
嗜
、
醤
油
、
梅

Ｆ
、
時
に
は
無
農
薬
の
野
菜
ま
で
持

っ
て
行

く
人
を
知
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
お
二
人
は
、
し
ば
ら
く
前
か
ら
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
学
校
給
食
の
顧
間
を
勤
め

て
お
り
、
学
童
た
ち
の
た
め
の
調
理
場
を
自

身
で
持

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
お
二
人
が
、
す
べ
て
の

人
々
に
そ
そ
い
で
い
る
模
範
的
な
愛
情
に
た

い
し
て
感
謝

い
た
し
ま
す
ｃ
正
に
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
の
模
範
的
な
友
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
ｆ

―

　

‐―
コ
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ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー
初
め
に
、
久
司
さ
ん
の

お

っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
少
し
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
私
が
映
画
界
に
入

っ
た
の
は

映
画
の
草
分
け
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は

一
八
九
九
年
生
ま
れ
で
、
映
画
界
に
入

っ

た
の
は

一
九

一
六
年
で
す
。

今
考
え
る
と
、
私
が
昔
、
映
画
に
出
た
こ

と
が
あ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気

持
ち
で
す
。
私
が
は

っ
き
り
覚
え
て
い
る
た

だ

一
つ
の
映
画
は

『
サ
ン
セ

ッ
ト
大
通
り
』

で
す
。が
」
覧
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

二
十
年
も
前
の
映
画
で
す
。
そ
れ
以
後
は
映

画
で
は
大
し
た
仕
事
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

数
年
前
か
ら
私
は
別
の
名
前
を
持
ち
ま
し

た
。
ダ
フ
テ
ィ
夫
人
で
す
。
そ
の
事
情
を
お

話
し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
ウ
ィ
リ
ア

ム

・
ダ
フ
テ
ィ
に
会

っ
た
の
は
二
十
八
年
は

ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
彼
は
体
重
が
百
五
キ

ロ
も
あ
り
ま
し
た
。
見
か
け
は
百
五
十
キ
ロ

も
あ
る
か
と
思
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
頃

の
写
真
を
見
る
と
、
ま
る
で
脂
肪
の
塊
り
で

す
。
し
か
し
彼
は
非
常
に
変
わ
り
ま
し
た
。

私
が
彼
を
変
え
た
の
で
す
。

こ
の
脂
肪
の
塊
り
に
私
が
初
め
て
会

っ
た

と
き
、
私
は
彼
の
こ
と
は
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
彼
は
コ
ー
ヒ
ー
に
角
砂
糖
を

い
く

つ
も
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

の
私
は
、
街
で
知
ら
な
い
人
に
向
か

っ
て
、

「
そ
ん
な
も
の
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
毒

で
す
よ
」
な
ど
と
平
気
で
言
う
ほ
ど
狂
信
的

で
し
た
。
そ
れ
で
私
は
彼
に
言

い
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
毒
で
す
よ
。
私
は
そ
う
い
う
も
の

は
食
べ
な

い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
で
も
お

続
け
な
さ
い
。
や

っ
て
ご
覧
な
さ
い
。
毒
を

お
食
べ
な
さ
い
」

最
初
の
出
会

い
の
と
き
に
私
が
彼
に
い
っ

た
の
は
こ
れ
だ
け
で
し
た
。
〔ダ
フ
テ
ィ
著

『砂
糖
病
』
第

一
章
参
照
〕

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
彼
は
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ

（桜
沢
如

一
）
に
会

っ
て
、

彼
の
本

（
『君
た
ち
は
皆
二
白
眼
だ
し

を
訳

し
た
り
し
ま
し
た
。
彼
に
初
め
て
会

っ
て
か

ら
十
年
後
に
、
彼
は
私
の
客
間
に
現
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
、
彼
は
六
卜

一
、
ニ
キ
ロ
に

な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
に
結
婚
の
申

し
込
み
を
し
た
の
で
す
。
私
が
ひ
じ
か
け
イ

ス
に
か
け
て
い
る
と
、
彼
は
ひ
ざ
ま
ず
く
か

わ
り
に
床
に
座
り
ま
し
た
。
彼
は
直
接
的
に

は
結
婚
を
申
し
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

頃
の
彼
は
非
常
に
内
気
だ

っ
た
の
で
す
。
彼

は
問
題
の
囲
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回

っ
て
い
ま
し

た
。で

も
私
に
は
彼
の
言

い
た

い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
私
は
以
前

マ
ス
コ
ミ
の
記
者
に

再
婚
す
る
気
が
あ
る
か
ど
う
か
、
う
る
さ
く

聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
う
答

え
ま
し
た
。

「私
の
愛
す
る
人
に
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方

に
番
号
礼
を
貼
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
私
は
二
、
二
人
以
上
の
夫
を

も

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
」
彼
は
私
の

こ
の
答
え
を
知

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

は
最
後
に
彼
に
言
い
ま
し
た
。

「ビ
ル
、
私

は
あ
な
た
に
も
う

一
つ
の
番
号
に
な

っ
て
欲

し
く
な

い
の
よ
」

そ
う
す
る
と
彼
は
答
え
ま
し
た
。

「
い
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
は
私
の
こ
と

を
生
物
学
的
夫
第

一
号
と
呼
べ
ば

い
い
で
し

ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー
私
た
ち
の
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
前
に
、
久
司
ご
夫
妻
の
活
動

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
二
人
に
初
め
て
会

っ
た
の
は
、
ボ
ス
ト

ン
で
で
し
た
が
、
私
は
、
そ
こ
で
異
様
な
光

景
を
見
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
ス
リ
や
万

引
き
な
ど
の
犯
罪
が
多
く
、
ヒ
ッ
ピ
ー
が
あ

ふ
れ
、
み
ん
な
麻
薬
を
や

っ
て
ぃ
る
時
代
で

し
た
。
こ
う
い
う
陰
気
な
顔
を
し
た
青
年
た

ち
は
、
た
い
て
い
、
西
部
、
特
に
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
あ
た
り
か
ら
や

っ
て
来
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
大
き
な
住
宅
に
入
る
人
が
な

く
、
た
く
さ
ん
貸
し
に
出
て
い
ま
し
た
の
で
、

久
司
夫
妻
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
住
宅
地
に
大
き

な
家
を
借
り
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど

か
ら
来
た
若
者
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
住
む
こ

よ

う

」

ダ

フ
テ
ィ
ー
ー
‐実
際
は
私
は
ウ
ィ
リ
ア
ム

六
世
だ

っ
た
の
で
す
／

ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー
今
で
は
ビ
ル
は
以
前
ほ

ど
内
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
来
る
前

も
彼
は
私
に
言

い
ま
し
た
。
私
の
か
ぶ

っ
て

い
る
帽
子
が
好
き
じ

ゃ
な

い
と
。

ダ

フ
テ
ィ
ー
ー
私
は
大
変
陽
性

に
な
り
ま

し
た
。

と
に
し
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
ボ
ス
ト
ン
の
久
司
夫
妻
の
家

を
訪
ね
た
時
は
、
そ
う
い
う
わ
け
で
、
若
者

た
ち
が
大
勢
い
て
、
男
の
子
た
ち
は
、
家
の

外
や
庭
の
仕
事
を
し
て
、
久
司
氏
の
ま
ね
を

し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
女
の
Ｆ．
た
ち
は
、

家
の
中
の
仕
事
を
し
て
、
久
司
夫
人
の
ま
ね

を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

あ
な
た
方
は
多
分
、
麻
薬
の
悪
習
か
ら
颯

ち
直
る
こ
と
が
い
か
に
難
か
し
い
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
を
知

っ

て
お
い
で
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
久
司

家
に
い
る
若
者
た
ち
は
、
ま
る
で
本
当
の
楽

園
に
い
る
み
た
い
で
、
久
司
夫
妻
を
理
解
し

よ
う
と
努
め
、　
一
種
の
浸
透
の
よ
う
に
夫
妻

を
ま
ね
し
、
食
事
と
、
そ
の
食
事
の
元
に
な

っ
て
い
る
哲
）７
に
よ

っ
て
救
わ
れ
て
い
た
の

久
司
夫
妻
は
こ
う
し
て
…
…
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中毒の頃。(105キ ロ)
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で
し
た
。

以
前
は
、
ど
ん
よ
り
し
た
眼

つ
き
で
、
肩

ま
で
髪
の
毛
を
た
ら
し
、
ヒ
ゲ
も
じ
や
で
、

ハ
ダ
シ
で
い
た
彼
ら
が
こ
ん
な
に
変

っ
て
し

ま

っ
た
、
と
い
う
の
は
非
常
に
驚
く
べ
き
こ

と
で
し
た
。

彼
ら
に
、
風
呂
に
入
れ
と
か
、
髪
の
毛
や

ヒ
ゲ
を
切
れ
と
か
、
誰
も
言

っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
彼
ら
に
規
則
を
課
し
た

り
、
こ
う
こ
う
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
と

言

っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
彼
ら
は
こ
の

楽
園
で
、
た
ち
ま
ち
変

っ
て
ゆ
く
の
で
す
。

ス
テ
レ
オ
も
テ
レ
ビ
も
な
く
て
も
、
そ
こ
は

彼
ら
の
聖
域
な
の
で
す
。
夫
妻
は
、
彼
ら
に

玄
米
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
、
眠
る
と
こ
ろ
を

確
保
し
た
の
で
す
。

初
め
の
う
ち
、
ボ
ス
ト
ン
の
当
局
の
ほ
う

で
は
、
こ
の
家
を
、
麻
薬
の
出
入
り
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
見
張
り
、
久
司
氏

に
つ
い
て
も
注
意
深
く
監
視
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
も
な
く
、
警
察
の
ほ
う
か
ら
、

青
年
た
ち
を
送
り
こ
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
学
ん
だ
青
年
た
ち
は
、

今
度
は
他
の
青
年
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
中

へ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヘ
と
出
て
い

き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
非
常
に
大
き
な
運

動
が
、
こ
の
お
二
人
の
努
力
で
広
が

っ
た
の

で
す
。

私
は
、
お
二
人
が
、
私
を
家
族
の

一
員
の

よ
う
に
考
え
て
下
さ

っ
て
い
る
こ
と
に
非
常

に
感
動

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

た
。
で
す
か
ら
、
ビ
ル
の
本
を
読
ん
だ
り
久

司
ご
夫
妻
に
お
会

い
し
た
り
す
る
前
か
ら
同

じ
道
の
上
に
い
た
わ
け
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
大
切
な
こ
と
は

食
物
の
背
後
に
あ
る
哲
学
で
す
。
片

一
方
抜

き
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
精
神
的
面
が
大
変
重

要
で
す
。

―
―

ア
メ
リ
カ
で
現
在
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
な
さ

っ
て
い
ま
す
か
。

ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

一
部

の
小
学
校
で
、
あ
る
実
験
的
な
試
み
を
や

っ

ダ フテ イ氏 は こ う変 っ た
(『砂糖病』著者)

三
万
人
の
学
童
給
食
を
指
導

―
―
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
し
て
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た
か
。

ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー
ダ
フ
テ
ィ
の
本

「君
達

は
皆
三
白
眼
だ
」
を

一
九
六
四
年
に
読
ん
だ

お
蔭
で
す
。
そ
れ
か
ら
久
司
ご
夫
妻
の
お
蔭

で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
知
る
以
前
に
私

は
、
一
人
の
お
医
者
さ
ん
に
出
会

い
ま
し
た
。

彼
は
ク
ス
リ
を
信
用
し
な

い
で
、
良
い
食
物

と
、
体
の
毒
抜
き
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は

一
九
二
〇
年
代
の
こ
と
で
し
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て
い
ま
す
。
約
二
万
人
の
児
童
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
で
も
最
初
は
た
だ

一
校
だ
け
で
、

ダ
フ
テ
ィ
が
自
分
で
料
理
し
て
、
私
が
お
手

伝

い
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

こ
の
実
験
の
た
め
に
当
局
が
資
金
を
出
し
て

く
れ
る
ま
で
に
は
長
い
こ
と
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
恐
ろ
し
い
こ
と
や
苦

し
み
は
、
無
知
と
金
も
う
け
主
義
と
い
う
二

つ
の
原
因
に
よ

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
無
知
に
対
処
す
る
に
は
、
幼
稚
園
か
ら
始

め
て
、
小
学
校
、
中
学
校
と
教
育
を
続
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
の
頭
を
、
音
や
光
の
速
度
と
い

っ
た
よ
う
な
縁
の
遠

い
こ
と
で
い
っ
ぱ

い
に

す
る
か
わ
り
に
、
彼
ら
に
自
分
た
ち
の
身
体

の
美
し
さ
を
教
え
て
や
る
の
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
彼
ら
は
身
体
を
ゴ
ミ
箱
の
よ
う
に
扱

う
こ
と
を
や
め
る
で
し
ょ
う
。
愛
と
尊
敬
の

気
持
を
も

っ
て
体
を
扱
う
で
し
ょ
う
。

人
々
は
ま
ず
、
自
分
の
身
体
と
容
姿
が
ど

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
も
の
か
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
良

い
食
物

を
と
り
、
体
を
き
れ
い
に
し
た

い
と
い
う
気

持
に
な
る
で
し
ょ
う
。

―
―
あ
な
た
は

″幸
福
″
を
ど
う
お
考
え

で
す
か
。

ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー
私
に
と

っ
て
幸
福
と
は

朝
、
目
が
さ
め
た
ら
サ
ッ
と
ベ
ッ
ド
か
ら
跳

び
起
き
て
、
こ
う
言
え
る
こ
と
で
す
。

「神

様
、
私
は
生
き
て
い
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま

す
。
あ
な
た
の
た
め
に
今
日
は
何
を
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
」
―
―
も
し
あ
な
た
が
自
分

の
活
動
で
幸
せ
で
あ
れ
ば
、
何
時
間
も

ロ
ッ

キ
ン
グ
チ
ェ
ア
に
座

っ
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

ダ
フ
テ
ィ
ー
ー

ス
ヮ
ン
ソ
ン
と
私
は
、
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊
員
で
す
。
私
た
ち
は
、

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
郊
外
と
か
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
と
か
、
そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
中
の
い
た
る

所
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
日
本
、
イ
ン
ド
な
ど
に
降

下
し
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
お
友
だ
ち
の
皆

さ
ん
に
会

っ
て
、
幸
福
と
平
和
の
輪
を
広
げ

る
の
で
す
。

―
―
も
し
、
グ
ロ
リ
ア

・
ス
ワ
ン
ソ
ン
の

素
晴
ら
し
い
そ
し
て
模
範
的
な
人
生
の
伝
記

映
画
を
作
り
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

っ
た

ら
承
知
さ
れ
ま
す
か
。

ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー
こ
の
会
場
を
出
た
ら
私

た
ち
は
映
画
を
見
る
予
定
で
す
が
、
そ
の
映

画
の
女
監
督
が
私
に
映
画
に
出
演
す
る
よ
う

馨
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
多
分
私
は
出
る
で

し
よ
う
。

で
も
、
十
年
か
十
五
年
前
か
ら
の
こ
と
で

す
が
、
お
話
が
あ

っ
て
、
シ
ナ
リ
オ
を
見
せ

て
も
ら

っ
て
も
、
暴
力
や
ポ
ル
ノ
ば
か
り
多

く
て
…
…
。
私
は
旧
式
な
女
で
、
良

い
趣
味

を
信
じ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
日
の
大
部
分
の

映
画
に
は
我
慢
が
で
き
ま
せ
ん
。

ダ
フ
テ
ィ
ー
ー
私
た
ち
は
テ
レ
ビ
に
四
、

五
百
回
出
ま
し
た
。
短
い
の
は
５
分
か
ら
、

長
い
の
は

一
時
間
で
す
。
世
界
各
国
で
も
、

出
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
ワ
ン
ソ
ン
ー
ー

ア
メ
リ
カ
で
テ
レ
ビ
に

出
る
と
、
時
に
は
三
千
万
の
視
聴
者
に
話
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
そ
れ
は

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
健
康
食
運
動
が

こ
ん
な
に
速
く
発
展
す
る
の
も
テ
レ
ビ
の
お

蔭
で
す
。
今
で
は
テ
レ
ビ
の
ど
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
回
し
て
も
、
健
康
と
か
、
食
物
と
か
、

有
害
製
品
と
か
、
大
気
汚
染
と
か
、
土
壊
の

悪
化
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
ま

す
。
あ
と
五
年
も
す
れ
ば
健
康
食
品
運
動
は

か
な
り
の
発
展
を
み
て
い
る
で
し
ょ
う
。

―
―

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は

「或
る
」

真
実
で
す
か
、
そ
れ
と
も
真
理
そ
の
も
の
で

す
か
。

ダ
フ
テ
ィ
ー
ー
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン

テ
リ
向
き
の
質
問
で
あ

っ
て
私
た
ち
向
き
の

質
問
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（後

略
、
編
集
部
訳
）

Ｗ
ｏダ
Ｚ
ア
ィ
著
／
田
村
源

二
訳

現
代
の
食
生
活
の
な
か
で
、砂
糖
の
摂
取
は
、
″糖
尿
病
・心
臓
病
。肥
満
″
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
著
者
Ｗ
・ダ
フ
テ
ィ
は
個
人
的
体
験
か
ら
、
「砂
糖
は
ア
ヘ
ン
よ

り
致
命
的
」で
あ
り
人
体
に
い
か
に
有
害
で
あ
る
か
を
砂
糖
の
歴
史
、麻
薬
と
の

類
似
性
お
よ
び
砂
糖
消
費
量
上
糖
尿
病
死
亡
者
数
と
の
相
関
性
に
よ
り
証
明
し
、

「わ
れ
わ
れ
の
食
卓
か
ら
砂
糖
お
よ
び
砂
糖
入
り
食
品
を
追
放
し
よ
う
」
と
主
張
。

魅
惑
的
な
甘
さ
に
か
く
さ
れ
た
砂
糖
の
氾
濫
に
メ
ス
を
入
れ
た
衝
撃
的
警
告
の
童
見

各

紙
誌

絶
賛

／

●
日
刊
ゲ

ン
ダ

銘

●
週
刊
新
潮

イ
∽
●
東
京
新
聞
∽

●
読
売
新
聞
い
●
京
都
新
聞

∽
号
●
週
刊
文
春
の
号
●
週
刊
読
売
∽
号

☆
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
／
定
価

一
、
五
〇
〇
円
（〒
２００
）
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各
人

の
健
康
に
よ
る

世
　
界
　
平
　
和

私
は
、
今
日

こ
う
し
て
、
国
際
連
合
の
方
々
に
お
話
す
る

機
会
を
あ
た
え
て
く
だ
さ

つ
た
、
マ
ク
ロ‐
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

友
人
の
人
々
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
一
　
　
　
　
　
「

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
は
、
約
五
〇
年
ほ
ど
前
に
日

本
に
お
い
て
、
私
ど
も
の
先
生
で
あ
る
、
故

・
桜
沢
如

一
氏

に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
導

入
さ
れ
た
の
は
、
ほ
ぼ
二
十
五
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
つ
ド

で
ア
メ
リ
カ
に
広
が
り
、
今
日
で
は
、
ひ
ろ
く
全
世
界
で
教

え
ら
れ
、
実
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
平
和
な

一
つ
の
世
界
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
願
い
で
あ
り
ま
す
が
、
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
方
法
は
、
少
々
変
わ

っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
平
和
な

一
つ
の
世
界
の
土
台
と
な
る
も
の
と
し

て
、
各
個
人
の
健
康
と
幸
福
、　
一
人

一
人
の
肉
体
的
、
精
神

的
発
達
を
大
切
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
次
大
戦
後
、
世
界
連
邦
運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
、
メ
ー
ヤ
ー
氏
、
ト
ー
マ
ス

・
マ

ン
、
ア
プ
ト
ン

・
シ
ン
ク
レ
ア
ほ
か
多
数
の
有
名
な
思
想
家
、

哲
学
者
が
、
こ
の
運
動
を
唱
え
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
こ
の

よ
う
な
世
界
組
織
の
設
立
を
支
持
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
米
国
議
会
に
は
、
毎
年
の
よ
う
に
、
米
国
の
外
交
政
策
の

究
極
の
目
的
は
世
界
連
邦
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る
、

と
声
明
す
る
決
議
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
の
政
治
情
勢
や
、
い
ろ
い
ろ
な
国
際
問
題
の
た
め
に
、

こ
の
世
界
連
邦
運
動
は
、
あ
ま
り
大
き
な
力
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
、
世
界
連
邦
運
動
が
認
識
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
で



あ
り
ま
す
が
、
過
去
五
〇
年
来
、
ま
す
ま
す
激
し
く
な

っ
て

い
る
、
人
類
の
生
物
学
的
な
質
の
劣
化
こ
そ
が
、
根
本
的
な

問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
傾
向
が
非
常
に
強
ま

っ
て
い

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
■
０
は
紀
の
終
わ
り
の
二
〇

数
年
が
、
人
類
史
上
最
大
の
危
機
の
時
代
と
な
ろ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
ど
も
は
、
占
代
の
物

語
卜
え
が
か
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
破
局
の
例
を
知

っ
て
お

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
多
数
の
人
々
が
死
ん
だ
、
ノ
ア
の
洪

水
な
ど
の
物
語
で
す
。
し
か
し
、
今
日
に
お
い
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
国
々
、
人
種
、
宗
教
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
人
々
が
、
近

代
文
明
の
支
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
広
が

っ
て
い
る
、
生
物

学
的
な
退
化
の
過
程
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
社
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
進
歩
や
、
科
学
、

産
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
、
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
文
明
の
中
の
、
発
明
者
た
ち
、

企
業
の
創
設
者
、
事
業
の
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
、
各
種
の
会
社
、

企
業
な
ど
の
活
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、同
時
に
、

今
日
、
人
類
は
、
そ
の
生
命
の
質
を
、
直
接
に
、
根
本
的
に

冒
し
て
き
た
傾
向
の
頂
点
に
立
ち
い
た

っ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
徴
候
は
明
白
で
す
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
は
、
政
府
統
計
に
よ
る
と
、
国
民
の
五
人
に
二
人

が
、
心
臓
病
に
か
か
っ
た
り
、
心
臓
病
に
よ

っ
て
死
亡
す
る

こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
人
に

一
人
の
人
が
、

生
涯
の
あ
い
だ
に
、
ガ
ン
に
か
か
る
と
見
つ
も
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
実
に
、
米
国
の
全
世
帯
の
、
三
世
帯
に

二
世
帯
が
、
ガ
ン
の
苦
痛
に
悩
む
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
精
神
病
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
て
ん
か
ん
、
痛
風
、
全
般

的
な
疲
労
な
ど
が
、
驚
く
べ
き
率
で
広
ま
り
、
そ
れ
と
と
も

に
、
国
と
し
て
の
生
産
効
率
が
減
退
し
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
こ
こ
―■
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、
こ
の
現
代
社
会
の
傾
向

を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
工
業
化
さ
れ
た
国
々
は
、
経
済
、

政
治
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
大
混
乱
に

，
ち
い

た
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
各
国
民
の
大
多
数
の
健
康

と
活
力
が
そ
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
今
日
の
文
明
が
継
続

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
疑
わ
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

国
家
的
、
経
済
的
、
個
人
的
な
利
害
や
、
そ
の
他
の
あ
ら

ゆ
る
問
題
を
こ
え
て
、
世
界
中
の
衆
智
が
、
多
分
、
国
際
連

合
の
主
導
に
よ

っ
て
、
あ
つ
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
課
題
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
主
要
な
関
心

事
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
人
類
を
、
こ
の
、
坂
道
を
こ
ろ

げ
ゆ
く
よ
う
な
退
化
の
コ
ー
ス
か
ら
救
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
挑
戦
の
事
業
は
、
私
た
ち
の
共
通
の
問
題
を

討
議
し
解
決
す
る
た
め
に
、
地
球
上
の
東
西
南
北
、
あ
ら
ゆ

る
人
々
の
、
全
世
界
的
な
協
同
を
必
要
と
し
ま
す
。

人
類
の
生
物
学
的
な
退
化
は
、．
一
日

．
日
、　
一
年

一
年
の

進
行
は
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
に
重
大
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
世
界
中
の
私
た
ち
の
友
は
、
自

然
食
、
あ
る
い
は
有
機
食
の
運
動
と
い
う
名
で
、
良
質
の
食

品
を
ひ
ろ
め
る
活
動
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
が
教

育
活
動
を
始
め
た
十
二
年
ほ
ど
前
に
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
、

自
然
食
品
、
有
機
食
品
の
良
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

時
の
ほ
と
ん
ど
の
食
品
は
、
精
製
さ
れ
、
化
学
的
な
加
工
を

加
え
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
今
日
、
米
国
だ
け
を
と

っ
て
み

て
も
、　
一
万
軒
以
上
の
、
良
質
の
自
然
食
品
を
販
売
す
る
店

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
と
こ

ろ
、
カ
ナ
ダ
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
南
米
諸
国
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
そ
し
て
、

ア
フ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
国
々
で
も
、
同
様
の
運
動
が
ひ
ろ

ま

っ
て
お
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
同
々
の
政
府
が
、
食
品
の
質
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府

は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
堂
を
．
軒́
、
開
き
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
ア
ラ
ブ
諸
国
は
、
国
民
の
健
康
を
守
り
、
そ

の
自
然
農
業
を
保
護
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
国
々
の
政
府
は
、
重
工
業
と
化
学
工

業
の
発
達
が
、
国
民
の
健
康
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

再
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
人
類
の
未
来
に

つ
い
て
、
有
望
な
再
評
価
を
あ
た
え
る
も
の
で
す
。
私
は
ま

た
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
政
府
が
、
健
康
と
食
物
の
問
題
に
つ
い

て
は
ら

っ
て
い
る
関
心
や
、
合
衆
国
上
院
が
最
近
発
表
し
た

『
米
国
の
食
事
改
諄
目
標
』
な
ど
に
、
た
い
へ
ん
感
謝
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
が
唱
え
て
い
る
考
え
の
多
く

を
支
持
し
て
い
ま
す
。

■
共
兵

ル

生
存
の
た
め
の
三
段
階

人
類
の
生
存
の
た
め
に
は
、
二
つ
の
要
素
が
必
要
で
す
。

第

一
は
、
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
各
個
人
の
健
康
で
す
。
こ

れ
に
も
と
づ

い
て
、
家
庭
、
社
会
、
国
家
、
そ
し
て
国
際
的

な
健
康
が
確
立
さ
れ
ま
す
。
健
康
と
は
、
た
だ
単
に
肉
体
的

な
も

の
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
、
精
神
的
な
も

の
を
も
指
し
ま
す
。
最
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
健
康
な
人
民

が
、
第
´
．の
段
階

へ
、

つ
ま
り
、　
一
つ
の
世
界
、
あ
る
い
は
、

世
界
連
邦
と
呼
ば
れ
て
も

い
い
の
で
す
が
、
そ
こ
へ
導
く
で

し
ょ
う
。
こ
の

．
つ
の
要
素
な
く
し
て
は
、
今
日
、
世
界
を

悩
ま
し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
の
難
事
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
は
ま
ず
、
人
間
と

い
？ヽ
も
の
は
、
そ
の
環
境
か
ら
離
れ
た
存
在
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
類
は
、
数
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十
億
年
の
進
化
の
過
程
を
経
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
私
た

ち
は
、人
間
の
本
来
の
天
性
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
間
は
、
そ
の
環
境
の
中
の

一
つ
な
の
で
す
か
ら
、
私
た
ち

は
、
環
境
を
尊
重
し
て
、
大
自
然
を
涸
渇
さ
せ
た
り
、
汚
染

し
た
り
、
損
傷
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
や
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

第
二
に
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
伝
統
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
伝
統
と
は
、
五
〇
年
と
か
二
百
年
以
前
の

こ
と
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
祖
先
が
何
千
年
、

何
万
年
と
積
み
重
ね
て
き
た
、
飲
食
、
生
活
の
方
法
を
意
味

し
ま
す
。
た

っ
た
二
世
代
前
に
は
、
精
製
糖
、
精
白
穀
物
、

清
涼
飲
料
、
い
ろ
い
ろ
な
香
辛
料
、
工
業
的
な
、
化
学
処
理

さ
れ
た
食
品
と
い
う
も
の
は
、
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
加
工
食
品
は
、
輸
送
や
消
費
に
便
利
で
あ
り
、
製

造

・
販
売
業
者
の
利
益

マ
ー
ジ
ン
も
大
き
い
の
で
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
て
、
健
康
よ
り
も
金
銭
的
利
益
や
利
便
と
い
う

も
の
を
先
に
し
て
、
私
た
ち
は
、
そ
の
肉
体
的
条
件
を
、
自

然
の
環
境
と
人
間
の
生
物
学
的
な
天
性
と
矛
盾
さ
せ
る
よ
う

に
し
む
け
て
い
る
の
で
す
。

第
二
の
問
題
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
も
し
、
四
季
の
あ
る
、

温
帯
、
亜
熱
帯
、
熱
帯
に
住
ん
で
い
る
な
ら
ば
、
精
白
し
な

い
穀
物
を
主
食
と
し
て
摂
る
習
慣
を
復
活
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ラ
ブ
系
の
人

人
は
、
カ
ー
シ
ャ
や
ソ
バ
を
ず

つ
と
食
べ
て
き
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
食
べ
、
ア

ジ
ア
の
諸
民
族
の
多
く
は
、
近
代
施
設
が
精
米
を
始
め
る
ま

で
は
、
玄
米
を
食
べ
て
き
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
主
な
穀
物

は
、
キ
ビ
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
祖
先
た
ち
は
、全
粒
小
麦
、

オ
ー
ト
麦
、
ラ
イ
麦
、
大
麦
な
ど
の
全
粒
穀
物
を
食
べ
ま
し

た
。

〓
ョ
ぎ
ご

３
８
■
　
（完
全
な
食
事
）
と
い
う
言
葉
は
、
穀

物
の
食
事
、
と
い
う
意
味
で
し
た
。
今
日
、
完
全
な
食
事
と

い
え
ば
、
そ
れ
は
、
全
粒
穀
物
に
よ
る
も
の
で
す
。
不
幸
な

こ
と
に
、
私
た
ち
は
、
全
粒
穀
物
を
日
常
の
食
事
に
取
り
入

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
朝
食
に
穀
物
の
も
の
を
食
べ
た
り
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
、
ふ
つ
う
、
着
色
さ
れ
、
精
白
さ
れ
、
化
学

的
に
処
理
さ
れ
、
甘
味
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
全
粒
穀
物

と
は
、
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
す
。

主
食
の
ほ
か
に
、
副
食
に
な
る
も
の
は
、
野
菜
、
海
草
、

そ
し
て
、
あ
る
場
合
に
は
、
動
物
性
食
品
、
た
ま
に
季
節
の

果
物
な
ど
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
然
の
秩
序
に
し
た
が
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
ら
の
食
品
を
摂
る
に
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。
果
物
の
場
合
で
し
た
ら
、
た
と
え
ば
、

あ
な
た
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
住
ん
で
い
る
な
ら
ば
、
バ
ナ

ナ
、
パ
パ
イ
ヤ
、

マ
ン
ゴ
ー
や
、
そ
の
他
の
熱
帯
産
の
果
物

を
食
べ
て
は
い
●
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
は
、
私
た

ち
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
気
候
的
な
秩
序
に
し
た
が
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
も
し
、
果
物
を
食
べ
る
な
ら
、

そ
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
成
育
す
る
も
の
を
食
べ
る
べ
き

で
す
。
も
し
、
あ
な
た
が
熱
帯
性
の
気
候
の
と
こ
ろ
に
旅
行

し
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
、
そ
の
土
地
の
食
べ
物
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
温
帯
の
気
候
の
土
地
に
い
て
、

熱
帯
産
、
亜
熱
帯
産
の
果
物
を
食
べ
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
こ

の
環
境
に
た
い
す
る
適
応
性
を
失
い
ま
す
。
こ
の
原
則
は
、

野
菜
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
私
た
ち
は
、
熱
帯
が
原
産
の

野
菜
類
を
、
時
た
ま
食
べ
る
ほ
か
は
、
避
け
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
す
。

同
じ
こ
と
が
、
動
物
性
食
品
に
つ
い
て
も
言
え
ま
す
。
動

物
性
食
品
の
消
費
は
、
急
速
に
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
も
と
も

と
、
動
物
性
食
品
は
、
寒
冷
気
候
の
地
域
に
お
い
て
、
植
物

性
食
品
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
と
は
い
っ

て
も
、
そ
れ
は
主
食
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま

で
も
副
食
で
あ

っ
て
、　
一
般
的
に
い
っ
て
、
食
事
全
体
の
人

分
の

一
く
ら
い
ま
で
、
動
物
性
食
品
を
摂

つ
て
も
よ
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

人
間
に
は
、
１
卜
二
本
の
歯
が
あ
り
ま
す
。
人
本
の
問
菌

は
、
野
菜
を
か
み
切
る
た
め
の
も
の
で
す
。
次
に
大
菌
が
四

本
あ

っ
て
、
と
が

つ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
動
物
性
食
品

を
引
き
さ
く
た
め
の
も
の
で
す
。残
り
の
．
．卜
本
の
自
歯
は
、

穀
物
を
す
り
つ
ぶ
す
た
め
の
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
歯

と
門
菌
は
、
植
物
性
食
品
を
食
べ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
も

し
、
人
類
が
、
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
の
よ
う
に
、
動
物
性
食
品

だ
け
を
食
べ
る
も
の
な
ら
ば
、
私
た
ち
の
菌
は
、
ぜ
ん
ぶ
と

が

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
類
の
関
の

構
成
は
、
二
十
八
本
が
植
物
食
の
た
め
の
も
の
で
、
四
本
が

動
物
食
の
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
７
対
１
の
比
率
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
食
事
の
中
で
、
動
物
性
の

も
の
は
、
人
分
の

一
以
下
に
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
、
動
物
性
食
品
は
、
も

っ
と
大
き

な
比
率
で
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
私
た
ち
の

生
活
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
の
で
す
。

も
う

一
つ
の
重
大
問
題
は
、
砂
糖
の
大
量
消
費
で
す
。
砂

糖
が
健
康
に
よ
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
だ
ん
だ
ん
知
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
食
料
品
店
に
並
ん
で
い
る

食
品
の
ほ
と
ん
ど
に
、
砂
糖
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
の
大

き
な
問
題
は
、
乳
製
品
で
す
。
乳
製
品
を
毎
日
食
べ
た
り
、

あ
る
い
は
大
量
に
食
べ
た
り
す
る
こ
と
は
勧
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
常
識
の
問
題
で
す
。
牛
の
ミ
ル
ク
は
、
ｒ
牛
に
と

っ
て
は
、
そ
の
成
長
に
必
要
な
も
の
を
完
全
に
含
ん
で
い
る

の
で
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
人
間
の
赤
ん
坊
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は
、
母
乳
を
飲
む
べ
き
で
す
。
母
乳
は
、
牛
乳
と
は
、
そ
の

成
分
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
脂
肪
、
蛋
自
な
ど
の
比
率
が
違
う
の
で

す
。
ま
た
、
牛
の
子
で
さ
え
、
大
き
く
な

っ
た
ら
ば
、
母
牛

の
ミ
ル
ク
を
飲
ま
な
い
の
で
す
。

ガ
ン
や
そ
の
他
の
変
性
疾
患
が
激
増
し
た
原
因
は
、砂
糖
、

肉
類
、
化
学
処
理
し
た
加
工
食
品
お
よ
び
、
乳
製
品
の
摂
取

の
増
大
に
よ
る
も
の
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
自

然
の
秩
序
に
し
た
が

っ
て
、
食
物
を
選
び
、
調
理
し
、
食
べ

る
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
世
界
中
で
数
百
万

人
の
人
々
が
、
心
身
の
健
康
を
と
り
も
ど
す
喜
び
を
味
わ

っ

て
い
ま
す
。
彼
ら
の
血
液
と
細
胞
が
、
こ
の
食
事
方
法
に
よ

っ
て
、
変
わ
る
に
し
た
が

っ
て
、
彼
ら
は
、
よ
り
健
康
に
、

よ
り
幸
せ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
活
法
は
、
新
し
い
も

の
と
い
う
よ
り
も
、
世
界
各
国
の
占
い
伝
統
に
の
っ
と

っ
た

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
ア
ジ
ア
で
、
ア
メ

リ
カ
で
、
ア
フ
リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
た
方
法
な
の
で
す
。　
一

般
的
に
言

っ
て
、
私
た
ち
の
祖
先
は
、
み
な
、
こ
の
よ
う
な

食
生
活
を
実
行
し
て
い
た
の
で
す
。

肉
体
の
条
件
が
、
精
神
面
を
規
定
し
ま
す
。
私
た
ち
が
日

＝
食
べ
る
と
こ
ろ
の
食
物
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
る
血
液
が
、

全
身
を
養

っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
私
た
ち
が
、
自
分
の
血
液

の
質
を
よ
く
し
た
ら
、
頭
が
ス
ッ
キ
リ
し
て
、
思
考
と
理
解

が
良
く
な
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
が
胎
児
の
時
、
ヘ
ソ
の
緒

を
通
し
て
受
け
た
、
母
の
血
液
が
、
私
た
ち
の
頭
脳
と
神
経

系
統
を
つ
く
り
ま
し
た
。
胎
児
期
に
お
い
て
、
頭
脳
と
神
経

系
統
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
私
た
ち
の
精
神
は
、
ま
だ
活

動
を
始
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
母
胎
の
中
で
、
精
神

が
活
動
し
な
い
前
か
ら
、
す
で
に
母
の
血
液
を
通
し
て
、
食

の
い
と
な
み
を
し
て
い
た
の
で
す
。
食
物
は
精
神
に
先
行
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
な
ぜ
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量

に
摂
る
と
思
考
が
乱
れ
、
砂
糖
を
大
量
に
常
用
す
る
と
、
疲

れ
や
す
く
な
り
、
判
断
力
が
く
も
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
肉
や
そ
の
他
の
食
べ
物
を
た

く
さ
ん
食
べ
る
と
、
私
た
ち
の
精
神
は
不
安
定
に
な

っ
た
り
、

さ
え
な
く
な

っ
た
り
す
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
レ
ビ
記
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
モ
ー
セ

の
教
え
や
、
釈
尊
ほ
か
た
く
さ
ん
の
聖
人
た
ち
の
教
え
の
中

に
、
食
を
正
す
こ
と
の
大
切
さ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。
生
物
学
的
な
基
礎
こ
そ
が
、
適
正
な
精
神
活
動
の

土
台
と
な
る
の
で
す
。

食
物
が
家
庭
を
結
束

現
在
、
家
庭
と
い
う
も
の
が
、
表
面
上
、
不
可
解
な
崩
壊

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
が
問
題
で
あ

っ
て
、
そ
の
解
決
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

む
か
し

か
ら
、
妻
は
、
夫
の
た
め
に
、
そ
の
食
物
を
選
び
、

家
庭
で
料
理
し
た
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
妻
は
、
生
物
学

的
な
主
人
で
あ
り
、
料
理
を
通
じ
て
、
夫
に
直
接
、
影
響
を

お
よ
ぼ
し
て
い
た
の
で
し
た
。
妻
は
、
毎
日
毎
日
、
夫
の
心

身
を
養

つ
て
い
た
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
し
て
、
妻
は
夫
の

精
子
を

つ
く
り
、
自
身
の
卵
子
を
つ
く

つ
た
の
で
す
。
妻
は

夫
の
精
子
を
受
け
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
つ
く
り
ま
し
た
。
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
、
妻
は
、
自
分
の
食
べ
た
も
の
で
つ
く

っ
た
母
乳
で
、
養

つ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
は

大
き
く
な
り
、
大
人
に
な
る
の
で
す
。
人
は
、死
に
際
し
て
、

そ
れ
が
二
十
才
の
時
で
あ
ろ
う
と
、
四
十
才
の
時
で
あ
ろ
う

と
、
八
十
才
の
時
で
あ
ろ
う
と
、
母
の
こ
と
を
思
い
、
母
の

名
を
呼
ん
で
死
ん
で
ゆ
く
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
子
は
母
と

一
体
だ
か
ら

で
す
。
同
じ
も
の
を
食
べ
れ
ば

一
体
に
な
り
、

家
族
は
結
束
し
ま
す
。

今
日
、
事
情
は
変
わ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
女
性
は
、

日
々
の
料
理
を
、
主
人
の
仕
事
と
し
て
考
え
ず
、
ド
レ
イ
が

す
る
べ
き
雑
用
だ
と
見
な
し
て
い
ま
す
。
女
性
た
ち
は
、
夫

た
ち
の
精
子
と
、
彼
女
自
身
の
卵
子
と
を
つ
く
る
作
業
を
放

棄
し
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
、
そ
れ
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
ま

か
せ
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
、
体
重

一
三
〇
キ
ロ
の
コ
ッ

ク
が
料
理
す
る
、国
際
パ
ン
ケ
ー
キ

・
ハ
ウ
ス
に
行
き
ま
す
。

彼
女
が
こ
の
コ
ッ
ク
の
料
理
を
食
べ
れ
ば
、
生
物
学
的
に
い

う
と
、
彼
女
は
そ
の
コ
ッ
ク
と
結
婚
し
た
の
で
あ
り
、
彼
女

の
思
考
は
、彼
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
コ
ッ
ク
さ
ん
が
、
彼
女
の
体
と
、
卵
子
と
を
つ
く
る
の

で
す
。

妻
が
料
理
を
し
な
い
の
で
、
彼
女
の
夫
は
、
九
〇
キ
ロ
の

デ
ブ
の
女
料
理
人
が
い
る
、
ハ
ワ
ー
ド

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ヘ
行

き
ま
す
。
こ
の
女
コ
ッ
ク
が
、
彼
を
養
う
の
で
す
。
彼
は
、

生
物
学
的
に
は
、
こ
の
女
コ
ツ
ク
と
結
婚
し
て
し
ま

っ
た
の

で
す
。
彼
の
思
考
は
、
こ
の
女
コ
ッ
ク
に
左
右
さ
れ
、
彼
の

体
と
、
精
子
と
は
、
彼
女
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
の
夫
婦
が
愛
し
あ
う
と
、
彼
女
の
体
の
中
で
、
国
際
パ
ン

ケ
ー
キ

・
ハ
ウ
ス
の
料
理
人
と

、
ハ
ワ
ー
ド

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

の
料
理
人
が
結
婚
し
て
、
ｒ
供
を

つ
く
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
と
、
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
牝
牛
と
い
う
義
母
の

乳
と
、
工
場
製
の
食
品
と
い
う
義
父
に
よ

っ
て
養
わ
れ
る
の

で
す
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
子
供
が
大
き
く
な
る
と
、

「
あ

ん
た
た
ち
は
、
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
で
も
、
お
父
さ
ん
で
も
な

い
よ
／
」
と
い
う
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

子
の
言
う
こ
と
は
正
し
い
の
で
す
。
生
物
学
的
に
い
っ
て
、

こ
の
子
は
、
そ
の
夫
婦
の
子
で
は
な
い
の
で
す
。
彼
の
本
当

の
親
は
、
国
際
パ
ン
ケ
ー
キ

・
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、
ハ
ワ
ー
ド

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
で
あ
り
、
牝
牛
で
あ
り
、
ベ
ビ
ー
食
品
工
場
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な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
彼
は
家
に
落
ち
着
か
な
く
な
り
、
国

際
パ
ン
ケ
ー
キ

・
ハ
ウ
ス
や
ハ
ワ
ー
ド

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
行

く
と
、
ホ
ッ
と
す
る
の
で
す
。
彼
は
、
田
合
に
行

っ
て
、
牛

に
会
い
ま
す
。
あ

っ
ち
の
町

へ
行

っ
た
り
、
こ
っ
ち
へ
行

っ

た
り
…
…
。
こ
れ
こ
そ
が
、
家
庭
の
分
裂
、
い
わ
ゆ
る
世
代

の
断
絶
の
原
因
な
の
で
す
。

夫
婦
は
家
で
い
っ
し
ょ
に
食
べ
、
結
束
し
、
そ
し
て
、
加

工
食
品
や
化
学
処
理
し
た
食
品
、
異
な
っ
た
風
土
の
食
品
を

避
け
、
外
食
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
交
際
上
、
た
ま

に
外
食
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
日
常
の
食
事
は
、
家
で

共
に
摂
る
べ
き
で
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
家
庭
と
い
う
も
の

は
な
く
、
ま
と
ま
り
も
な
く
、
心
身
の
状
態
も
同
じ
で
は
な

く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
瞑
想
や
説
教
や
誠
意
だ
け
で
は
、

夫
婦
の
離
別
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
う
い
う
夫
婦
の
あ
い
だ
に
は
、
別
々
の
食
物
か
ら
生
じ
た
、

生
物
学
的
な
具
体
的
な
差
異
が
あ
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
見
解
を
、
国
際
問
題
に
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
世
界
地
図
を
見
る
と
、
私
た
ち
は
、
人
類
が

何
千
年
と
な
く
、
世
界
中

い
た
る
と
こ
ろ
で
、国
と
国
と
が
、

あ
る
い
は
、
国
の
中
で
の
グ
ル
ー
プ
間
で
、
争

い
を
く
り
か

え
し
て
き
た
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
ぜ
、
人
々
は

互
い
に
理
解
し
あ
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
な
ぜ
戦
争
が

お
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
私
た
ち
は
、
研
究
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
食
生
活
の
影
響
が
い
か
に
大
き
い
か
と
い
う
こ
と
を

知
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
気
候
の
秩
序
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
同
じ
よ
う
な
気
候
の
下
に
住
ん
で
い
る
人
々
は
、
だ

い
た
い
、
同
じ
よ
う
な
も
の
を
食
べ
る
べ
き
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、　
一
つ
の
大
陸
の
中
に
も
、
海
岸
も
あ
れ
ば
、
山
地
も
あ

り
、
島
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
違
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
地

域
的
な
差
と
い
う
も
の
は
、
あ

っ
て
も
よ
い
も
の
で
す
。

極
地
に
お
い
て
は
、
動
物
食
に
極
端
に
か
た
む
い
て
食
べ

る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
な
こ
と
で
す
．
長
年
の
あ
い
だ
、

エ
ス
キ
モ
ー
は
、
そ
う
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
彼
ら

の
環
境
で
で
き
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、

エ
ス
キ
モ
ー
た
ち
は
、
カ
ン
ヅ
メ
や
白
パ
ン
や
、
砂
糖
や
清

涼
飲
料
な
ど
を
摂
り
だ
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
お
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
原
始
的
な
生
活
を

し
て
い
た
種
族
や
、
未
開
発
国
の
人
々
が
、
そ
の
伝
統
的
な

食
生
活
を
捨
て
て
、
外
来
の
、
近
代
的
な
食
生
活
を
と
り
人

れ
る
と
、
も
う
そ
の
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
、
病
気
に
な

っ
た
り
、
死
に
絶
え
た
り
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

正
し
い
食
の
道

四
季
の
あ
る
よ
う
な
気
候
の
も
と
で
は
、
人
間
は
、
食
事

全
体
の
５０
パ
‐
セ
ン
ト
か
ら
６０
パ
‐
セ
ン
ト
は
、
精
白
し
な

い
穀
物
を
摂
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
ス
ー
プ
が
５
パ
ー
セ

ン
ト
、
野
菜
類
は
１
食
の
半
分
く
ら
い
で
、
残
り
は
豆
類
、

海
草
類
で
す
。
海
草
は
、
た
い
へ
ん
ミ
ネ
ラ
ル
に
富
ん
で
お

り
、
お

、
」く
調
理
で
き
ま
す
。

も
し
、
動
物
性
食
品
を
食
べ
た
い
の
で
あ

っ
た
ら
、
週
に

１
、
ｉ
度
く
ら
い
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場

合
、
そ
の
動
物
は
、
生
物
学
的
に
い
っ
て
、
な
る
べ
く
人
間

か
ら
遠
い
も
の
を
選
ぶ
べ
き
で
す
。
と
い
う
の
は
、
私
た
ち

の
兄
弟
姉
妹
を
食
べ
る
よ
り
は
、
サ
ル
や
牛
や
ブ
タ
を
食
べ

る
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
し
、
牛
や
ブ
タ
を
食
べ
る
よ
り
も
、

ト
リ
や
七
面
鳥
や
ヘ
ビ
を
食
べ
る
ほ
う
が
良
い
し
、
そ
う
い

う
も
の
を
食
べ
る
よ
り
は
、
カ
エ
ル
や
カ
メ
の
ほ
う
が
よ
く
、

魚
介
類
の
ほ
う
が
、
な
お
さ
ら
い
い
の
で
す
。
動
物
進
化
の

う
え
で
、
人
間
か
ら
で
き
る
だ
け
遠
い
種
の
も
の
が
よ
い
の

で
す
。
植
物
は
、
動
物
よ
り
も
、
さ
ら
に
遠
い
も
の
な
の
で

す
。時

た
ま
、
私
た
ち
は
果
物
を
食
べ
て
も
よ
い
の
で
す
が
、

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
、
こ
の
気
候
の
と
こ
ろ
に
で
き
る
も

の
を
、
そ
の
産
す
る
季
節
に
摂
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
「
エ

ス
キ
モ
ー
な
ど
の
原
始
種
族
が
絶
減
し
か
か
っ
て
い
る
の
は
、

彼
ら
が
、
そ
の
環
境
に
生
態
学
的
に
、
ま
た
、
気
候
的
に
調

利
し
た
食
事
を
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

っ
て
、
フ
」れ
こ
そ
が
、

私
た
ち
が
、
そ
の
環
境
と
調
和
し
な
い
生
活
を
し
た
ら
ど
う

な
る
か
、
と
い
う
実
例
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
も
し
、
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
の
地
方
に
近
づ

い
た
ら
、
そ
れ
だ
け
、
そ
の
気
候
の
ド
に
産
す
る
食
物
を
食

べ
る
べ
き
で
す
。
そ
う
し
て
、
そ
の
地
方
に
元
か
ら
産
す
る

穀
物
な
ど
の
植
物
性
食
品
を
多
く
食
べ
る
よ
う
に
す
べ
き
で

す
。
こ
の
場
合
に
は
、
穀
物
を
減
ら
し
て
、
そ
の
分
、
果
物

を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

料
理
法
も
、
そ
の
環
境
に
よ

っ
て
、
変
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
¨
こ
の
こ
と
は
、
自
然
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
暑

い
場
所
や
夏
季
に
は
、
私
た
ち
は
長
く
調
理
し
た
り
せ
ず
、

塩
味
を
う
す
く
、
生
野
菜
や
、
生
の
食
品
を
食
べ
ま
す
。
寒

い
気
候
の
所
や
冬
季
に
は
、
私
た
ち
は
、
強
い
火
で
長
く
調

理
し
、
塩
味
を
強
く
し
ま
す
。

も
し
、
全
人
類
が
、
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
原
――――
で
食
事
す
る

よ
う
に
な

っ
た
ら
ば
、
世
界
中
の
家
庭
に
平
和
が
よ
み
が
え

り
、
人
々
の
心
身
は
健
全
に
な
り
、
お
互
い
に
よ
り
よ
く
理

解
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
、
互
い
に
心
の

底
か
ら
語
り
あ
え
る
よ
う
に
な
り
、
誤
解
が
な
く
な
る
で
し
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ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
世
界
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
環
境
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
特
殊
性
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
基
本
的
な
原
則
と
い
う
も
の
は
、
み
な
同
じ
で
す
。

そ
こ
で
、
人
類
が

一
つ
の
家
族
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
人
類

が
、同
じ
原
則
に
し
た
が

っ
て
食
生
活
を
す
る
か
ど
う
か
に
、

大
き
く
か
か
わ

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
原
則
で
食

生
活
を
す
る
こ
と
は
、
ガ
ン
や
糖
尿
病
の
よ
う
な
変
性
疾
患

を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、
平
和
な

一
つ
の
世
界
を
つ
く
り

だ
す
の
で
す
。
こ
う
し
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
食
物
と
い

う
も
の
は
、
病
気
の
よ
う
な

マ
イ
ナ
ス
の
も
の
を
防
ぐ
こ
と

に
有
効
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
の
も
の
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

自

己

反

省

各
個
人
は
、
そ
の
生
活
に
つ
い
て
、
自
己
反
省
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。人
類
は
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
聖
書
が
予
言
し
て
い
る
、
最
後
の
審
判
の
時
期
で

あ
り
ま
す
。
も
し
、
私
た
ち
が
自
然
の
秩
序
に
の
っ
と
り
、

伝
統
的
な
食
生
活
に
も
ど
ら
な
い
な
ら
ば
、
人
類
は
絶
滅
す

る
で
し
ょ
う
。
社
会
は
崩
壊
し
、
国
際
連
合
も
崩
壊
す
る
の

で
す
。
す
べ
て
の
国
民
経
済
は
大
混
乱
に
お
ち
い
り
、
荒
廃

す
る
で
し
ょ
う
。
も
し
、
国
民
の
半
数
以
上
が
、
つ
ね
に
病

気
に
悩
ん
で
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
そ
の
社
会
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
そ
の
状
態
に
急
速
に
近
づ
い

て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
誤
ち
を
お
か
し
ま
し
た
。　
一

人
や
二
人
の
人
が
誤
ち
を
お
か
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

清
涼
飲
料
業
界
や
砂
糖
業
界
だ
け
で
な
く
、
利
己
的
な
自
分

勝
手
な
人
々
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
誤
ち
を
お
か
し

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
全
人
類
的
な
規
模
で
自

己
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
無
知
は
、
搾

取
と
戦
争
と
、
数
百
万
の
人
々
の
受
難
と
死
と
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
は
、
今
な
お
、
毎

日
毎
日
、
多
大
の
誤
ち
を
お
か
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

私
た
ち
の
家
族
が
死
に
、
友
が
死
に
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

状
態
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

で
は
、
大
き
な
自
己
反
省
を
し
ま
し
ょ
う
ｃ
あ
る
い
は
、

そ
れ
を
瞑
想
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
私
た
ち

は
行
動
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
先
に
、

政
治
運
動
や
組
織
改
革
よ
り
も
先
に
、
行
政
の
転
換
よ
り
も

先
に
、
（こ
れ
ら
は
大
切
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
）
ま
ず
、

私
た
ち
は
、
食
べ
る
も
の
の
内
容
を
変
え
、
そ
し
て
血
液
の

質
を
良
く
し
、
さ
ら
に
、
脳
髄
ま
で
も
ふ
く
む
全
身
の
数
兆

の
細
胞
の
質
を
良
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ

ば
、
私
た
ち
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
大
自
然
と
こ
の
環
境
に
調

和
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
新
し
い
人
類

が
出
現
す
る
で
し
ょ
う
。

自
然
の
生
活
秩
序
に
し
た
が
う
人
々
は
、
生
存
す
る
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
人
々
が
、
幸
福
な
、
平
和
な
米
来
の
世

界
を

つ
く
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
友
す
べ
て
が
い
だ
い
て
い

る
、
こ
の
よ
う
な
夢
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
、
ア
プ
ト

ン

・
シ
ン
ク
レ
ア
、
ガ
ン
ジ
ー
な
ど
の
大
思
想
家
た
ち
の
計

画
し
た
米
来
像
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
人
類
の

あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と
受
け
つ
が

れ
て
き
た
夢
な
の
で
す
が
、
私
は
、
現
世
代
の
人
類
、
私
た

ち
が
、
こ
れ
を
実
現
で
き
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
こ
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
た
い
へ
ん
幸
せ
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、
全
世
界
の
数
百
万
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
友
た
ち
に
と

っ
て
、
た
い
へ
ん
幸
せ
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

米
国
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
日
本
な
ど
の
諸
国
政
府
は
、
こ
の

目
的
の
た
め
に
動
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
前
途

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
化
学

産
業
や
製
糖
産
業
の
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
に
、
ど
う

対
処
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
ら
を
私
た
ち
の
敵
と
し
て
考
え

る
よ
り
も
、
私
た
ち
は
、
友
と
し
て
見
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど

の
よ
う
に
し
て
、
私
た
ち
の
経
済
的
条
件
や
工
業
的
な
食
品

形
態
を
、
段
階
的
に
転
換
さ
せ
て
い
く
か
？
　
ど
の
よ
う
に

し
て
学
校
給
食
計
画
や
、
公
衆
食
事
計
画
、
自
然
農
法
計
画

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
　
し
か
も
、
既
存
の
産
業
界

に
問
題
を
ひ
き
お
こ
さ
ず
に
ｃ

こ
れ
ら
は
、
大
変
な
問
題
で
す
。
し
か
し
、
も
し
私
た
ち

の
日
標
が
、
全
世
界
の
人
々
の
健
康
と
幸
福
で
あ
り
、
も
し
、

私
た
ち
が
協
同
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
国
際
連
合
の
方
々
が
、
平
和

な

一
つ
の
世
界
と
い
う
私
た
ち
の
夢
と
、
人
類
が
協
同
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
世
界
が

一
家
族
と
な
る
と
い
う
私
た
ち
の
信

念
を
共
有
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
私
た
ち
は
、

正
し
い
食
の
道
に
よ

っ
て
、
個
々
人
の
生
物
学
的
な
、
生
理

学
的
な
基
礎
を
つ
く
り
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で

は
、
こ
の
夢
を
、
私
た
ち
の
世
代
の
間
に
実
現
す
る
よ
う
に

働
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
き

世
界
を
、
未
来
の
世
代
の
手
へ
、
彼
ら
の
健
康
と
幸
福
の
た

め
に
、
渡
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（編
集
部
訳
）

■
こ
の
講
演
会
は
、
国
連
本
部
内
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ
の
努
力
で
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
動
物
性
食
品

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
聴
衆
の
人
々
に
理
解

さ
れ
や
す
い
よ
う
に
久
司
先
生
が
表
現
し
て
い
る
の
だ
、
と

理
解
し
ま
す
。
（編
集
部
Ｘ
本
誌

死
貨
年
主
月
号
よ
り
再
録
〕
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砂 糖 の 毒 性

につ い て

私
は
、
も
と
も
と
、
薬
の
研
究
、
薬
理
学
と
い
う
も
の
を

研
究
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
な
ぜ
砂
糖
に
関
心
を
持

っ
た

か
と
い
う
と
、
薬
の
作
用
に
、
病
気
の
症
状
に
対
し
て
有
効

な
主
作
用
の
ほ
か
に
、
副
作
用
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

副
作
用
と
い
う
の
は
、
な

い
方
が
い
い
ん
で
す
が
、
人
に
よ

っ
て
、
副
作
用
が
出
る
人
と
出
な
い
人
が
あ
る
。
極
端
な
場

合
は
、
主
作
用
が
出
る
前
に
副
作
用
が
出
て
し
ま
う
。
た
と

え
ば
、
熱
が
あ
る
の
で
、
解
熱
剤
を
与
え
る
と
す
る
と
、
熱

が
下
が
る
前
に
、
ジ
ン
マ
シ
ン
が
出
て
く
る
人
が
あ
る
。

こ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
と
、
い
わ
ゆ
る
体
質
の
問
題
で

あ

っ
て
、
体
質
と
い
う
の
は
、
日
常
、
そ
の
人
が
摂

っ
て
い

る
食
物
の
表
わ
れ
で
あ
る
わ
け
で
す
。

栄
養
学
で
、
毎
日
必
要
な
摂
取
カ
ロ
リ
ー
、
熱
量
が

い
く

ら
、
と
い
う
こ
と
を
言

い
ま
す
が
、
誰
に
も
共
通
の
基
準
と

い
う
も
の
は
な

い
わ
け
で
す
。
運
動
量
の
多
い
人
は
、
よ
け

い
に
カ
ロ
リ
ー
が

い
る
し
、
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な

い
人
は
、

そ
ん
な
に
い
ら
な

い
。
運
動
量
の
少
な

い
人
が
、
カ
ロ
リ
ー

を
摂
り
過
ぎ
る
と
、
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
と
、
余

っ
た
分

は
、
脂
肪
と
し
て
体
に
蓄
積
さ
れ
、
こ
れ
が
多
く
な
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

私
の
大
学
で
は
、
砂
糖
を
使

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
実

験
を
し
て
い
ま
す
。

１
パ
ー
セ
ン
ト
の
砂
糖
溶
液
を
毎
日
、
ネ
ズ
ミ
に
与
え
た

ら
、
六
三
〇
日
後
に
死
に
ま
し
た
。
体
重
四
五
四
グ
ラ
ム
で

す
。
非
常
に
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ふ
つ
う
、
実
験
に
使

う
ネ
ズ
ミ
と
い
う
の
は
、
八
〇
―

一
二
〇
グ
ラ
ム
く
ら
い
の

も
の
で
す
。
解
剖
し
て
み
る
と
、
体
中
に
脂
肪
が
た
ま

っ
て
、

は
れ
た
よ
う
な
状
態
で
す
。
ネ
ズ
ミ
の
寿
命
は
、
長
く
て
も

二
年
で
す
か
ら
、
か
な
り
長
生
き
は
し
て
い
る
が
、
ご
ら
ん

の
よ
う
な
状
態
で
す
。

こ
れ
は

〔別
の
写
真
を
指
し
て
〕
０
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
砂
糖

溶
液
を
与
え
た
も
の
で
す
が
、
体
は
ふ
く
ら
ん
で
い
て
も
、

解
剖
し
て
み
る
と
、
内
臓
は
細
く
萎
縮
し
て
い
ま
す
。
〔ま
た

別
の
〕
こ
の
ネ
ズ
ミ
の
場
合
、
胃
で
も
腸
で
も
非
常
に
出
血

し
や
す
く
な

っ
て
い
る
。
〔別
の
〕
こ
れ
は
、
脂
肪
が
い
っ
ぱ

い
で
、
大
き
い
腫
瘍
が
で
き
て
、
内
臓
は
萎
縮
し
て
い
る
ｃ

ネ
ズ
ミ
に
砂
糖
を
長
期
間
あ
た
え
る
と
、
こ
う
い
う
現
象

が
共
通
し
て
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ネ
ズ
ミ
に
表
わ
れ
る
こ
と
が
、
人
間
に
も
同

じ
よ
う
に
表
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な

く
と
も
、
似
た
よ
う
な
傾
向
が
表
わ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
は
言
え
ま
す
。

日本大学教授 田 村 豊 幸 氏の講演より
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た

り
砂
糖

）

結 核

一Φ
ヽ
Ｏ

ス
ト
レ
ス
に
弱
く
な
る

人
間
で
も
ネ
ズ
ミ
で
も
、
腎
臓
の
上
の
と
こ
ろ
に
、
副
腎

と
い
う
小
さ
な
内
臓
が
あ
り
ま
す
。
腎
臓
と
い
う
の
は
、
血

液
を
こ
し
て
、
尿
を
作
る
所
で
、
副
腎
は
、
ス
ト
レ
ス
に
対

抗
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
作

っ
て
い
る
所
で
す
。
砂
糖
を
や
ら
な

い
普
通
の
ネ
ズ
ミ
の
副
腎
は
、
紫
色
の
ポ
ツ
ポ
ツ
が
あ
る
ん

で
す
が
、
砂
糖
を
や

っ
た
ネ
ズ
ミ
の
副
腎
は
、
真

っ
白
に
な

っ
て
脂
肪
が
た
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
脂
肪
が
た
ま

っ

て
し
ま

っ
て
は
、
ホ
ル
モ
ン
な
ど
作
る
は
ず
は
な
い
で
す
。

つ
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
に
非
常
に
弱
く
な
る
。
だ
か
ら
、
薬
を

飲
ん
で
も
、
す
ぐ
副
作
用
を
お
こ
す
わ
け
で
す
。

一
〇
Ч
Ｏ

一８
０
　
　
　
今
、
薬
害
の
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
薬
の
毒
性
そ
の
も
の
も
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ

の
薬
を
受
け
入
れ
る
体
自
身
の
抵
抗
力
、
シ
ョ
ッ
ク
や
副
作

用
に
対
す
る
抵
抗
力
が
、
日
増
し
に
弱

っ
て
い
る
た
め
で
も

一８
０
　
　
あ
る
ん
で
す
。
今
言

っ
た
よ
う
な
理
由
で
抵
抗
力
の
弱

っ
た

体
に
薬
を
入
れ
た
ら
、
も
う
事
故
の
お
き
る
の
を
待

っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
。

麟
ｏ
　

余
分
な
脂
肪
が
た
ま
る

砂
糖
の
毒
性
は
、
い
ろ
ん
な
方
面
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
ま
ず
、
千
不
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
な
か

っ
た

余
分
な
も
の
が
、
脂
肪
に
変
わ

っ
て
、
肝
臓
で
も
、
心
臓
で

一８
０
　
　
も
、
腎
臓
で
も
、
体
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
た
ま

っ
て
し
ま
い

ま
す
。
た
ま

っ
た
脂
肪
は
、
体
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
時
に

は
消
費
さ
れ
ま
す
が
、
使
わ
な
い
場
合
は
、
あ
と
か
ら
あ
と

一Ｒ
Ч
　
　
か
ら
、
ま
す
ま
す
た
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。　
一
方
、
動
物
性

の
脂
肪
も
い
っ
し
ょ
に
た
ま

っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
高
濃

度
の
血
中
脂
肪
が
で
き
て
、
こ
れ
が
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
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り
ま
す
。

肥
満
児
と
い
う
の
は
、
見
た
と
こ
ろ
は
、
大
き
く
て
発
育

が
い
い
ん
で
す
が
、
実
際
は
、
体
の
中
に
脂
肪
が
た
ま

っ
て
、

非
常
に
危
険
な
状
態
な
ん
で
す
。
今
の
Ｆ
供
た
ち
は
、
だ

い

た
い

″半
病
人
′′、
″
半
健
康
児
″
で
す
。
こ
れ
は
、
な
ぜ
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
子
供
が
小
学
校
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
、
冷
蔵
庫
を

開
け
て
、
ジ

ュ
ー
ス
や
コ
ー
ラ
を
飲
む
。　
一
本
の
ジ
ュ
ー
ス

や
コ
ー
ラ
の
中
に
、

１５
グ
ラ
ム
か
ら
３。
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
砂

糖
が
入

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
の
前
に
す
わ

っ
て
、

一
日
、
四
時
間
く
ら
い
見
て
い
ま
す
。
今
の
子
供
は
、
少
し

耳
が
遠
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
す
ぐ
前
に
行
か
な

い
と
、
よ
く
聞
こ
え
な

い
。
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
く
よ
う
に

し
て
見
て
い
る
。

そ
し
て
、
見
て
い
る
の
は
、
チ
カ
チ
カ
、
パ

ッ
パ

ッ

と
、

神
経
を
刺
激
す
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
神
経
を
刺
激
す
る
と
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ
を
消
耗
し
ま
す
。
体
の
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ

が
少
な
く
な
る
と
、
砂
糖
の
毒
性
が
つ
よ
ま
り
ま
す
。
砂
糖

の
毒
性
が

つ
よ
ま
る
と
、
中
枢
神
経
の
方
で
、
物
事
を
集
中

的
に
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
物
事
に
集
中
で
き
な
い
子
供
が

学
校
へ
行
く
。
ま
る
で
分
か
ら
な

い
。
学
校
か
ら
帰
る
。
ジ

ュ
ー
ス
を
飲
む
。
テ
レ
ビ
を
見
る
…
…
こ
れ
を
年
中
、
繰
り

返
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
半
健
康
児
に
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
日
本
中
で

こ
の
悪
循
環
が
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
、
ど

こ
か
で
断
ち
切
ら
な
く
て
は
ダ
メ
で
す
。
た
と
え
ば
、
冷
蔵

庫
を
や
め
て
し
ま
う
と
か
、
テ
レ
ビ
を
捨
て
て
し
ま
う
と
か

し
な
い
と
、
こ
れ
は
、
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
。

甘
党
で
、
砂
糖
を
た
く
さ
ん
摂

っ
た
人
が
死
ん
で
、
火
葬

し
ま
す
と
、
骨
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
て
、
形
を
な
さ
な

い
ん

で
す
。
今
、
こ
う
い
う
人
が
非
常
に
多
い
。
特
に
、
甘
党
で

あ

っ
て
、
い
ろ
ん
な
薬
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
た
人
、
リ
ウ

マ
チ
で
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
長
年
と

っ
て
い
た
人
、
こ
う

い
う
人
は
、
特
に
骨
が
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

砂
糖
を
た
く
さ
ん
摂

っ
た
女
性
が
妊
娠
す
る
と
、
胎
児
の

頭
蓋
骨
が
非
常
に
軟
ら
か
い
。
だ
か
ら
、
産
道
を
通
過
す
る

時
　
頭
蓋
骨
の
中
で
出
血
が
お
こ
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

脳
性

マ
ヒ
や
小
児

マ
ヒ
に
な

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
を

大
阪
の
甲
田
光
雄
先
生
が
発
表
し
て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
奪
う

″砂
糖
を
摂
り
過
ぎ
る
と
虫
歯
に
な
る
″
と
い
う
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
歯
も
骨
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
で
で
き

て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
歯
が
悪
く
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、

骨
も
も
ろ
く
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

砂
糖
、
学
問
的
に
言

い
ま
す
と
薦
糖
、
サ

ッ
カ
ロ
ー
ス
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
や
す
い
の
で
、
体
の
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
を
ど
ん
ど
ん
奪

っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
歯
や
骨
が
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
歯
や
骨
の
中
ば
か
り
で
な
く
、
筋
肉
な

ど
の
軟
ら
か
い
組
織
の
中
に
も
あ
る
の
で
、
砂
糖
が
体
の
中

に
入

っ
て
く
る
と
、
ま
ず
、
こ
う
い
う
軟
ら
か
い
組
織
に
変

化
が
お
こ

っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
筋
肉
に
も
脱
カ
ル
シ
ウ

ム
症
が
お
こ
っ
て
、
筋
肉
が
硬
く
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
硬

い
筋
肉
を
押
す
と
、
と
び
あ
が
る
ほ
ど
痛

い
。
今
の
■
供
た

ち
は
、
背
中
を
押
し
て
も
、
ど
こ
を
押
し
て
も
、
非
常
に
痛

が
り
ま
す
。
筋
肉
が
軟
ら
か
け
れ
ば
、
健
康
な
証
拠
で
す
。

軟
ら
か
け
れ
ば
、
弾
力
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
痛
党
神
経
が

刺
激
さ
れ
ま
せ
ん
。

砂
糖
に
や
ら
れ
た
子
供
た
ち

カ
ル
シ
ウ
ム
が
な
く
な
る
と
、
皮
膚
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
ジ
ン
マ
シ
ン
が
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
精
神
的
に

も
、
集
中
力
が
な
く
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
ま
す
。

今
の
小
学
生
を
調
べ
て
み
る
と
、
休
み
時
間
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
出
て
遊
ぶ
の
は
、
全
体
の
五
分
の

一
く
ら
い
し
か
、

い

な
い
。
ど
う
し
て
か
、
と
い
う
と
、
休
み
時
間
に
遊
ん
で
疲

れ
る
と
、
学
校
か
ら
帰

っ
て
塾
に
行

っ
た
時
、
居
眠
り
し
て

し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
お
母
さ
ん
に
叱
ら
れ
る
か
ら
、
昼

間
は
ジ
ッ
と
し
て
い
る
。
か
わ
い
そ
う
で
す
ね
。

母
親
の
中
に
は
、
塾
に
子
供
を
や
る
前
に
、
興
奮
剤
の
カ

フ
ェ
イ
ン
の
錠
剤
を
の
ま
せ
る
こ
と
ま
で
や

っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
長
距
離
の
ト
ラ
ッ
ク
便
の
運
転
手
さ
ん
が
、
夜
、
居

眠
り
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
飲
む
も
の
で
す
。
こ
ん
な
も
の

を
子
供
に
や

っ
て
い
る
。

今
、　
″落
ち
こ
ぼ
れ
″
と
い
っ
て
、
学
科
の
進
み
具
合
に

つ
い
て
い
け
な
い
子
供
た
ち
の
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
本
人
が
不
勉
強
だ
と
か
、
知
能
が
ど
う
と
か

い
う
前

に
、
体
の
ほ
う
が
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
ん
で
す
。
中
枢
神

経
が
脱
カ
ル
シ
ウ
ム
症
で
マ
ヒ
し
て
、
集
中
力
が
な
い
。
体

が
酸
性
化
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
も
興
奮
す
る
。
凶
暴
に
な
る
。
そ
う
か
と
思
う
と
、　
一
転

し
て
、
ゆ
う
う
つ
に
な
る
。
中
に
は
自
殺
す
る
子
供
ま
で
出

て
く
る
わ
け
で
す
。

今
の
子
供
た
ち
の
体
は
、
非
常
に
硬
く
な

っ
て
い
ま
す
。

両
足
を
そ
ろ
え
て
立
た
せ
て
、
体
を
前
に
倒
し
て
も
、
手
が

床
に
つ
か
な
い
。
脱
カ
ル
シ
ウ
ム
症
で
、
背
中
が
非
常
に
硬

く
な

っ
て
い
る
。
動
脈
硬
化
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
砂
糖
を
摂
り
過
ぎ
た
た
め
に
、
近
眼
が
ふ
え
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●
清
涼
飲
料
水
中
の

砂
糖
の
量

（
一
本
に
つ
い
て
の
グ
ラ
ム
数
）

て
き
て
い
る
。
小
学
生
で
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
る
生
徒
が
た

く
さ
ん

い
ま
す
。
ひ
ど
い
の
は
、
幼
稚
園
で
も
う
か
け
て
い

Ｚり
。だ

い
た

い
、
今
の
子
供
た
ち
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い

で
学
校

へ
行
く
の
が
半
分
く
ら
い
、
い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
ン

ト

・
コ
ー
ヒ
ー
に
砂
糖
な
ん
か
い
れ
て
飲
む
。
こ
れ
で
は
、

胃
の
粘
膜
が
や
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
ん
な
も
の
を
小
さ

い
う
ち
か
ら
飲
ん
で
い
た
ら
大
変
で
す
。
ま
た
、
夜
に
夜
食

だ
と
い
っ
て
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

・
ラ
ー
メ
ン
な
ん
か
を
食
べ

る
。
こ
れ
は
、
使

っ
て
い
る
油
が
酸
化
し
や
す
い
も
の
で
す

し
、
食
品
添
加
物
の
重
合
燐
酸
が
入

っ
て
い
て
、
鉄
の
吸
収

を
お
さ
え
て
し
ま
う
。

子
供
た
ち
の
中
に
は
、

コ
ー
ラ
中
毒
に
な

っ
て
い
る
の
が

い
て
、　
一
日
に
ホ
ー
ム
サ
イ
ズ
の
大
び
ん
を
三
本
ず

つ
飲
ん

で
い
る
、
な
ん
て
い
う
の
が

い
ま
す
。
こ
れ
を
続
け
た
ら
、

強
い
脱
カ
ル
シ
ウ
ム
症
が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。

清
涼
飲
料
よ
り
水
か
お
茶
を

こ
こ
で
、
飲
み
物
の
こ
と
を
も
う
少
し
考
え
て
み
る
と
、

人
間
は
、
男
の
成
人
で
、
体
重
の
６０
パ
ー
セ
ン
ト
が
水
分
で

す
。
こ
れ
が
、
乳
児
だ
と
、

７０
パ
‐
セ
ン
ト
も
水
分
が
あ
る
。

し
か
も
、
大
人
の
場
合
、
一
日
に
出
入
り
し
て
い
る
水
分
は
、

だ

い
た
い
七
分
の

一
く
ら
い
で
す
が
、
子
供
の
場
合
は
、
半

分
く
ら
い
入
れ
替

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
水
分
を

摂
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
の
場
合
、
非
常
に
影
響
が

強

い
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
の
子
供
た
ち
の
飲
む
も
の
は
、
炭
酸
飲
料

が
多

い
。
炭
酸
ガ
ス
を
入
れ
る
と
、
細
菌
が
ふ
え
な
く
て
、

保
存
性
が
高

い
た
め
に
、
炭
酸
飲
料
と
い
う
も
の
が
非
常
に

出
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
を
長
期
に
わ
た

っ
て

連
用
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、

だ
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

と
い
う
安
全
性
の
確
認
は
、
ま

そ
の
ほ
か
に
、
酸
性
の
乳
酸
、
酒
石
酸
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

問
題
に
な
る
も
の
が
入

っ
て
い
る
。
当
然
、
自
砂
糖
が
た
く

さ
ん
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
雪
印
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

一
本
の
中
に

一
六

・
ニ
グ
ラ
ム
の
砂
糖
が
入

っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
表

を
見
て
い
た
だ
け
ば
分
か
り
ま
す
が
、
同
じ
飲
料
で
も
、
カ

ン
入
り
の
も
の
は
、
ビ
ン
入
り
の
も
の
よ
り
も
倍
く
ら
い
砂

糖
が
入

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ど
う
い
う
わ
け
で
し
ょ
う

か
ね
。

こ
ん
な
も
の
よ
り
、
た
だ
の
水
の
ほ
う
が
、
ど
れ
だ
け
い

い
か
分
か
ら
な

い
。
ま
あ
、
冬
な
ら
、
ほ
う
じ
番
茶
か
、
夏

な
ら
、
冷
や
し
た
麦
茶
が

い
い
で
し
ょ
う
。

体
を
酸
性
化
す
る

人
間
の
体
は
、
酸
性

・
ア
ル
カ
リ
性
で
い
っ
て
、中
間
の
、

弱
ア
ル
カ
リ
性
が

い
い
わ
け
で
す
。酸
性
食
品
と
い
う
の
は
、

そ
の
食
品
を
実
験
的
に
焼

い
て
残

っ
た
灰
の
中

に
、
カ
ル
シ

ウ
ム
が
少
な
く
、
硫
黄
の
多

い
も
の
で
す
。
味
で
酸

っ
ぱ

い

か
ど
う
か
は
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
砂
糖
が
体
に
入

っ
て
い

く
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
非
常
に
う
ば
う
の
で
、
体
を
酸
性
化

し
ま
す
。

体
が
酸
性
に
な
る
と
、
全
体
に
疲
労
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

筋
肉
も
神
経
も
疲
労
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
中

毒
が
お
こ
り
や
す
く
な
り
、
化
膿
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
糖

尿
病
も
体
が
酸
性
で
す
。
十
分
に
睡
眠
し
な
い
で
疲
れ
が
残

る
、
と
い
う
時
は
、
酸
性
に
な

っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
し
て
、

体
に
十
分
な
ア
ル
カ
リ
の
ス
ト
ッ
ク
が
な
い
と
、
体
は
酸
性

に
か
た
む
き
ま
す
。
そ
れ
で
夏
み
か
ん
な
ど
の
酸

っ
ぱ

い
も

の
が
ほ
し
く
な
る
ん
で
す
。

不 二 家 ネ ク タ ー '

フ ァンタ・ グレープ 1  16.3

コ カ ・ コ ー ラ 1 15.6
|

キ リ ン・ レ モ ン   10.9

26.3

32.3

30.4

19.2
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い
わ
ゆ
る
薬
類
は
、
重
曹
以
外
は
、
み
ん
な
酸
性
で
す
。

糖
尿
病
の
患
者
の
人
は
、
体
が
非
常
に
酸
性
で
す
か
ら
、
ふ

つ
う
の
人
よ
り
四
倍
く
ら
い
、
胃
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
。

ネ
ズ
ミ
と
い
う
の
は
、
キ
ズ
を
受
け
て
も
非
常
に
治
り
や

す
い
も
の
で
す
。
ウ
サ
ギ
も
そ
う
で
す
。
薬
な
ん
か
使
わ
な

く
て
も
、
ど
ん
ど
ん
治
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
体
の
中
に
カ

ル
シ
ウ
ム
の
少
な
い
ネ
ズ
ミ
、
砂
糖
を
た
く
さ
ん
摂

っ
た
ネ

ズ
ミ
の
皮
膚
を
刺
激
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
炎
症
が
ひ
ろ
が

っ

て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
砂
糖
を
ぬ
い
た
コ
ー
ラ
と
、
ふ
つ
う
の
、
砂
糖

入
り
の
コ
ー
ラ
と
を
用
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ズ
ミ
に
飲
ま

せ
ま
す
と
、
砂
糖
ぬ
き
の
ほ
う
の
ネ
ズ
ミ
は
、
白
血
球
が
正

常
で
、
細
菌
を
食
べ
ま
す
。
キ
ズ
を

つ
け
て
も
、
化
膿
し
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
砂
糖
入
り
の
コ
ー
ラ
で
育

っ
た
ネ
ズ
ミ

の
自
血
球
は
、
細
菌
を
食
べ
る
働
き
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

砂
糖
が
な
ぜ
体
に
わ
る
い
か
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
も
分
か

り
ま
す
。

恐
ろ
し
い
奇
形

今
、
薬
の
服
用
に
よ
る
奇
形
の
出
産
が
非
常
に
ふ
え
て
い

ま
す
。
あ
ま
り
ひ
ど
い
奇
形
の
場
合
は
、
医
師
は
産
婦
に
見

せ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
奇
形
が
お
こ
る
か
、
と
い
う
と
、
正
常
な
血
液
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
の
比
率
が
５
対
２
く
ら
い
な
ん
で
す
が
、

砂
糖
を
摂

っ
て
い
る
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
減
少
し
て
、
リ
ン

が
過
剰
に
な
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
減
る
と
、
血
液
が
固

ま
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
出
血
し
て
も
、
固
ま
ら
な
い
性
質

に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
奇
形
に
関
係
し
ま
す
。

砂
糖
を
常
用
し
て
い
る
母
親
が
妊
娠
す
る
と
、
無
頭
、
無

眼
、
無
口
、
脳
水
腫
と
い
っ
た
奇
形
や
、
胎
児
の
発
育
抑
制

が
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ヘ
ル
ニ
ア
、
異
常
に
大
き
な
脱
腸
、
こ
れ
も

奇
形
で
す
。
内
臓
巨
大
症
、
内
臓
が
異
常
に
大
き
く
な

っ
て

し
ま
う
、
こ
う
い
う
も
の
は
、
糖
尿
病
の
母
親
か
ら
生
ま
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
、
麻
薬
が
は
や

っ

て
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
幻
覚
剤
、
こ
れ
を
妊
娠
の
あ

る
時
期
に
の
む
と
、
手
足
の
な
い
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
虫
歯
の
予
防
だ
と
い
っ
て
、
フ
ッ
素
と
い
う
も
の

を
歯
に
ぬ

っ
た
り
、
水
道
の
水
に
入
れ
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
す
が
、
妊
娠
中
に
フ
ッ
素
を
と
る
と
、
精
神
薄
弱
の
子
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
精
神
薄
弱
と
い
う
の
は
、

脳
の

一
種
の
奇
形
、
先
天
異
常
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ッ
素
を

ネ
ズ
ミ
に
与
え
る
と
、
前
足
の
な
い
ネ
ズ
ミ
が
生
ま
れ
ま
す
。

フ
ッ
素
と
い
う
の
は
、
腎
臓
か
ら
排
泄
さ
れ
る
時
か
な
り
腎

臓
に
障
害
を
与
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
腎
臓
の
弱

い
人
は
、
少
量
の
フ
ッ
素
で
も
、
多
量
と
同
じ
よ
う
な
影
響

が
出
ま
す
。
か
り
に
、
虫
歯
の
予
防
に
な

っ
た
と
し
て
も
、

こ
ん
な
作
用
が
あ
る
の
で
は
、
か
る
が
る
し
く
フ
ッ
素
を
使

用
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

厚
生
省
の
報
告
で
、
三
歳
の
子
供
で
８４
パ
‐
セ
ン
ト
虫
歯

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
虫
歯
が
あ
る
の
が
当
た
り
前

で
、
む
し
ろ
、
な
い
方
が
異
常
で
す
。
し
か
し
、
保
育
園
に

収
容
さ
れ
て
い
る
子
供
に
は
４
．
８
パ
‐
セ
ン
ト
し
か
虫
歯
が
な

い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
保
育
園
で
は
、
砂
糖
の
人

っ
た
も

の
を
や
ら
な

い
わ
け
で
は
な
く
て
、
た
だ
、
間
食
の
時
間
を

定
め
て
、　
一
日
二
回
、
午
前
十
時
と
午
後
二
時
に
し
か
や
ら

な

い
。
こ
れ
だ
け
で
も
虫
歯
に
な
る
率
が
少
な
く
な
る
わ
け

で
す
。

砂
糖
が
体
に
入
り
ま
す
と
、
脱
カ
ル
シ
ウ
ム
症
が
お
き
て
、

筋
肉
を
弱
め
る
、
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
子
宮
も
筋
肉
で

で
き
て
い
ま
す
か
ら
、
流
産
、
早
産
、
月
経
痛
な
ど
が
お
き

ま
す
。

こ
れ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
欠
乏
さ
せ
た
ウ
サ
ギ
の
子
宮
で

す
が
、
健
康
な
ウ
サ
ギ
の
子
宮
と
比
べ
る
と
、
こ
ん
な
に
細

く
な

っ
て
い
ま
す
。
普
通
の
、
理
想
的
な
食
物
を
与
え
た
ウ

サ
ギ
の
子
宮
は
、
〇

・
五
五
グ
ラ
ム
で
す
が
、
砂
糖
を
や

っ

た
ウ
サ
ギ
の
子
宮
は
、
〇

・
〇
四
グ
ラ
ム
と
、
非
常
に
や
せ

細

っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
未
来
は
な
い
／

人
間
の
子
供
の
場
合
で
問
題
な
の
は
、
今
、
人
工
栄
養
で

育
て
る
場
合
が
多

い
ん
で
す
が
、
ミ
ル
ク
に
非
常
に
甘
味
が

入

っ
て
い
ま
す
。
母
乳
と
い
う
も
の
は
、
そ
ん
な
に
甘
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
甘
い
ミ
ル
ク
で
育

っ
た
子

供
と
い
う
の
は
、
食
べ
物
、
飲
み
物
と
い
う
の
は
甘
い
も
の

だ
、
と
い
う
ふ
う
に
慣
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

体
自
体
が
、
甘
い
も
の
の
中
毒
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
甘

い
お
菓
子
や
清
涼
飲
料
を
非
常
に
食
べ
る
。
そ
し

て
、
半
健
康
児
に
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
や
が
て
日
本

人
の
絶
滅

に
通
じ
る
と
思
う
ん
で
す
。

今
、
日
本
の
人
日
の
問
題
、
老
齢
人
口
が
ふ
え
る
と
か
、

問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
、
七
十
年
前
、
八

十
年
前
に
生
ま
れ
た
人
が
、

，す
」
ま
で
生
き
て
き
た
わ
け
で
、

今
、
生
ま
れ
て
き
た
子
供
た
ち
が
、
そ
こ
ま
で
生
き
ら
れ
る
、

と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、
途
中
で
ど
ん

ど
ん
死
ぬ
で
し
ょ
う
か
ら
、
人
口
の
こ
と
だ
け
言

っ
た
ら
、

何
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で

す
け
ど
ね
。
防
衛
問
題
が
ど
う
の
こ
う
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
う
な

っ
た
ら
、
か
り
に
外
国
か
ら
攻
め
て
こ
ら
れ
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な
く
て
も
日
本
は
滅
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

砂
糖
と
心
筋
梗
塞
の
関
係

各
国
別
に
砂
糖
の
摂
取
量
と
心
筋
梗
塞
の
死
亡
率
の
関
係

を
出
し
た
表
で
、　
一
九
五
二
年
で
す
か
ら
、
少
々
古

い
ん
で

す
が
、
と
に
か
く
、
砂
糖
の
摂
り
方
と
心
筋
梗
塞
の
死
亡
率

と
は
、
ほ
と
ん
ど
直
線
関
係
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え

ま
す
。
砂
糖
は
、
子
供
に
害
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
大

人
の
病
気
に
も
、
重
大
な
関
係
が
あ
る
わ
け
で
す
。

薬
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
ま
る

マ
ウ
ス
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
に
砂
糖
を
与
え
て
お
い
た
時
、

い
ろ
ん
な
薬
の
毒
性
が
、
ど
う
変
わ
る
か
、
と
い
う
実
験
を

し
ま
し
た
。
歯
医
者
さ
ん
が
歯
の
治
療
の
時
に
使
う
局
所
麻

酔
剤
を
、
ふ
つ
う
に
育
て
た
ネ
ズ
ミ
百
匹
に
注
射
し
て
、
百

匹
の
う
ち
二
十
匹
、死
ぬ
量
を
調
べ
ま
す
。
五
〇
％
致
死
量
、

Ｌ
Ｄ
５０
と
ぃ
ぃ
ま
す
。
そ
こ
で
、
〇

・
一
％
の
砂
糖
水
、
○

・
五
％
の
砂
糖
水
を
飲
ま
せ
て
育
て
た
ネ
ズ
ミ
に
、
ふ
つ
う

の
ネ
ズ
ミ
な
ら
半
数
が
死
ぬ
量
の
麻
酔
剤
を
打

つ
と
、

９０
パ

ー
テ
ン
ト
の
ネ
ズ
ミ
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
薬
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
ま

っ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
す
。
砂
糖
を
ご
く
わ
ず
か
の
期
間
、

の
ま
せ
た
だ
け
で
も
、
こ
ん
な
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
わ
け

で
す
。

困

っ
た
こ
と
に
、
歯
医
者
に
来
る
患
者
さ
ん
と
い
う
の
は
、

み
ん
な
砂
糖
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
よ
う
な
人
ば
か
り
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
歯
を
抜
く
の
に
局
所
麻
酔
剤
を
使
う
も
の
で
す

か
ら
、
シ
ョ
ッ
ク
が
激
し
い
。
歯
科
の
先
生
が
、
い
ち
ば
ん

事
故
の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
今
、
私
、

歯
医
者
の
先
生
方
に
、
そ
う
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
お
り
ま

す
。奇

形
の
ひ
ど
い
の
に
、
単
眼
症
、
目
が

一
つ
し
か
な

い
、

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
目
が
鼻
の
上
に
で
き

る
、
と
い
う
、
位
置
の
奇
形
も
あ
り
ま
す
。
最
も
重
症
の
奇

形
で
す
が
、
困

っ
た
こ
と
に
、
こ
の
ご
ろ
、
珍
し
く
な
く
な

っ
た
か
ら
、
学
会

に
も
報
告
さ
れ
ま
せ
ん
。
学
会

で
は
、
珍

し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
学
者
が
喜
ば
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
砂
糖
を
摂
り
過
ぎ
る
と
、
骨
髄
の
萎
縮
が
お

こ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
下
剤
、
鎮
痛
剤
、
抗
炎
症
剤
な

ど
、
体
に
衝
撃
を
あ
た
え
る
薬
の
副
作
用
が
強
く
出
ま
す
。

ま
た
、
貧
血
が
お
こ
っ
て
、
顔
が
背
く
見
え
ま
す
。

チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
と
い
う
お
菓
子
が
あ

っ
て
、
ガ
ム
を
か

ん
で
い
れ
ば
、
唾
液
が
よ
く
出
て
、
歯
の
間
の
食
べ
物
の
カ

ス
が
取
れ
る
か
ら
、
虫
歯
の
予
防
に
い
い
、
な
ん
て
こ
と
を

言
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
ガ
ム
に
は
大
量
の
砂

糖
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
歯
の
い
ち
ば
ん
表
面
の
エ
ナ

メ
ル
質
を
と
か
し
て
し
ま
う
。
砂
糖
の
ほ
か
に
、
ブ
ド
ウ
糖
、

水
あ
め
、

コ
ー
ン
シ
ロ
ッ
プ
、
人
工
甘
味
料
、
香
料
と
か
、

い
ろ
ん
な
食
品
添
加
物
が
入

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
好
ま

し
く
な
い
も
の
で
す
。

砂
糖
と
ガ
ン
の
関
係

砂
糖
と
発
ガ
ン
の
関
係
を
動
物
実
験
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

自
砂
糖
を
あ
た
え
る
グ
ル
ー
プ
と
、
あ
た
え
な
い
グ
ル
ー
プ

と
を
比
較
す
る
と
、
あ
た
え
な
い
ほ
う
の
ガ
ン
は
九
五

・
五

グ
ラ
ム
の
重
さ
な
の
に
、
自
砂
糖
を
あ
た
え
た
ほ
う
は
、　
一

五

一
・
五
グ
ラ
ム
と
、
大
き
く
な
っ
て
い
て
、
肺
や
肝
臓
、

腎
臓
に
対
す
る
転
移
が
は
げ
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
別
の
実
験
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
を
あ
た
え
な

い
場

合

の
ガ
ン
の
電
さ
が
七
〇
グ
ラ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
を
あ
た

え
た
場
合
は
三
十
二

・
四
グ
ラ
ム
、
と
い
う
数
字
が
出
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
が
ガ
ン
を
防
ぐ
、

と
簡
単
に
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
砂
糖
を
あ

た
え
た
場
合

の
ガ
ン
は
大
き
く
な
る
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
あ
た

え
た
場
合
は
小
さ
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
動
物
実
験
の

段
階
で
は
言
え
る
の
で
す
。

〔た
む
ら

・
と
よ
ゆ
き
氏
は
日
本
大
学
教
授

（薬
理
学
）。

昭
和
５４
年
１
月
２８
日
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
の
講
演
よ
り
。
文

責
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
編
集
部
〕

（
こ
の
講
演
会
は
、
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
共
催
、
ぐ
る
う
ぷ

味
穂
後
援
で
し
た
）

ダ
フ
テ
ィ

『砂
糖
病
―
シ

ュ
ガ
ー

・
ブ
ル
ー
ス
』

（
日
貿

出
版
刊
）
の
ほ
か
に
、
砂
糖
の
問
題
を
え
ぐ
る
本
が
も
う

一

冊
出
た
。
ジ

ョ
ン

・
ユ
ド
キ
ン
著
、
坂
井
友
吉
他
訳

『純
自
、

こ
の
恐
ろ
し
き
も
の
―
砂
糖
の
問
題
点
」

（評
論
社
刊
、
九

八
〇
円
）
Ｂ
６
判
二
四
八
ペ
ー
ジ
。

ユ
ド
キ
ン
博
士

（医
学

・
哲
学
）
は
、
医
師

・
生
化
学
者

で
、
ロ
ン
ド
ン
大
学

（栄
養
学
）
名
誉
教
授
。
一合
五
―
轟
年
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
ク
イ
ー
ン

・
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
カ
レ
ッ
ジ
の
生

理
学
教
授
、
死
吾
―
三
年
、同
じ
く
栄
養
学
お
よ
び
食
餌
学
教

授
を
勤
め
た
人
。
白
パ
ン
で
も
黒
パ
ン
で
も
、
化
学
肥
料
の

じ
や
が

い
も
で
も
有
機
肥
料
の
じ
ゃ
が

い
も
で
も
大
差
な
い

と
、
自
然
食
運
動
と
は
違

っ
た
見
解
だ
が
、
砂
糖
に
つ
い
て

は
、
（砂
糖
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
有
害
な
性
質
と
同
じ
性

質
が
ヽ
も
し
他
の
食
品
添
加
物
に
、
そ
の
ほ
ん
の

一
部
で
も

認
め
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
物
は
、
即
刻
使
用
禁
上
に
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
言

っ
て
い
る
。



■
正
食

医
学

シ
リ

ー
ズ

①
ネ
フ
ロ
ー
ゼ

②
陽
性
胃
腸
病

―
ｌ
①
は
ゴ

マ
塩
で
締
め
る
　
　
②
は
オ
カ

ユ
で
ゆ
る
め
る
―
―

〔
″Ｑ
″
は
質
問
者
相
談
、　
″―
―
″
は
大
森
英
桜
先
生
の

発
言
〕

司
会
／
３３
歳
の
男
性
で
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
で
す
。
３
月
か
ら
４

月
ま
で
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
５
月
か
ら
玄
米
食
で
す
が
、

１
日
１
回
は
外
食
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
２
カ
月
、
ス
テ

ロ
イ
ド
を
使
い
ま
し
た
。
現
在
、
顔
、
手
、
体
が
黄
色
く
、

痔
の
出
血
が
あ

つ
て
、
大
便
に
血
が
混

っ
て
い
ま
す
。
夜
、

疲
れ
気
味
に
な
り
、
疲
れ
る
と
胸
が
苦
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
嗜
好
品
は
甘
い
も
の
、
コ
ー
ヒ
ー
、
果
物
な
ど
で
す
。

動
物
性
蛋
白
は
腎
臓
病
の
元

大
森
英
桜
先
生
健
康
相
談

―
―
相
当
は
れ
ま
し
た
か
？

Ｑ
／
え
え
、
足
を
押
し
て
戻
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

―
―
足
首
の
太
さ
は
ど
の
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
か
？

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の
人
の
足
は
象
の
足
の
よ
う
に
な
り
ま
す
が
Ю

Ｑ
／
そ
れ
ほ
ど
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
は
難
病
の
ひ
と
つ
に
入
る
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
普
通
の
腎
臓
病
と
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
私
達
の
体

液
の
汚
い
水
と
塩
分
を
ろ
過
し
て
捨
て
る
の
が
腎
臓
の
役
目

で
す
。
で
、
腎
臓
の
糸
球
体
の
穴
は
小
さ
い
ん
で
す
。
水
と

塩
の
分
子
し
か
出
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ

か
ら
、
普
通
に
玄
米
と
野
菜
を
食
べ
て
い
る
人
だ

っ
た
ら
、

一
生
涯
腎
臓
病
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
動
物
性
蛋
白
を
摂
る
と
、
分
ｒ
が
大
き
い
か
ら
、

ど
う
し
て
も
糸
球
体
へ
つ
ま

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
さ
ら
に

蛋
白
を
食
べ
る
と
、
蛋
自
が
糸
球
体
か
ら
外

へ
出
て
尿
の
中

に
蛋
白
が
出
て
く
る
。
こ
の
段
階
が
普
通
の
腎
臓
病
な
ん
で

す
。陰

性
腎
臓
病
に
は
小
豆
昆
布

こ
れ
に
対
し
て
西
洋
医
学
は
牛
乳
と
果
物
し
か
勧
め
な
い
。

腎
臓
病
の
治
療
に
牛
乳
と
果
物
を
摂

っ
て
い
っ
た
ら
、
現
在

動
い
て
い
る
血
を
ろ
過
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
血
が
う
す
く

な
り
、
体
力
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

私
達
の
体
を
循
環
し
て
い
る
血
液
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ

ウ
ム
が
１
対
５
の
比
率
の
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。
こ
れ
が
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、　
一
人
前
に
体
が
使
え

な
い
わ
け
で
す
。

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
は
尿
の
中
に
蛋
白
が
出
て
い
る
以
外
に
、
自

分
の
血
液
の
中
の
蛋
白
ま
で
減

っ
て
き
て
い
る
。
糸
球
体
が

ゆ
る
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
。
健
康
体
の
人
な
ら
血
液
が
腎
臓

へ
行

っ
て
悪
い
も
の
だ
け
ろ
過
し
て
出
し
、
い
い
も
の
を
ま

た
血
液
に
入
れ
て
再
利
用
し
て
い
る
。
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の
場
合
、

血
液
の
蛋
白
ま
で
減

っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
力
も
入
ら
な
い

で
す
ね
。

Ｑ
／
え
え
。

―
―
ど
ん
な
治
療
法
か
と
い
う
と
、
植
物
性
蛋
白
は
摂
り

ま
す
。
当
然
、
小
豆
を
毎
日
摂
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で

す
が
、
ゆ
る
ん
で
い
る
か
ら
、
小
豆
昆
布
で
す
。
普
通
の
腎

臓
病
の
場
合
は
糸
球
体
に
蛋
白
質
が
つ
ま

っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
か
ら
、蛋
白
質
を
と
か
す
た
め
、
利
尿
剤
の
ウ
リ
科
を
使

っ

て
小
豆
南
瓜
を
摂
り
ま
す
。
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の
場
合
、
そ
れ
以

上
小
水
を
出
し
て
し
ま

っ
た
ら
血
液
の
蛋
白
が
ど
ん
ど
ん
減

り
ま
す
か
ら
、
小
豆
昆
布
を
食
箋
で
毎
日
摂
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
／
私
は
１
日
に
１０
回
か
ら
１２
回
、
小
水
に
行
き
ま
す
。
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く
糸
球
体
の
構
造

―
―
体
力
が
な
い
ん
で
す
。
小
水
の
回
数
は
男
の
場
合
、

１
日
４
回
な
ら
４
回
に
も

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
治
り
ま
せ
ん

しｒい
。あ

ま
り
小
豆
に
と
ら
わ
れ
ぬ
こ
と

Ｑ
／
回
数
の
多
い
原
因
は
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
に
あ
る
の
で
す
ね
。

こ
の
頃
小
豆
を
摂

っ
て
い
る
そ
の
影
響
で
は
な
い
で
す
か
？

―
―
摂
り
方
に
よ
り
ま
す
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
摂

っ
た
ん

で
す
か
？

Ｑ
／
小
豆
で
作

っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
小
豆
の
汁

粉
食
べ
た
り
、
玄
米
の
中
に
小
豆
を
入
れ
て
食
べ
た
り
し
ま

し
た
。

―
―
小
豆
と
い
う
の
は
果
し
て
陽
性
か
、
と
い
う
問
題
で
、

北
海
道
の
よ
う
な
寒
い
所
で
出
来
る
よ
う
に
、
豆
科
の
中
で

は
陽
性
で
す
ね
。
し
か
し
小
豆
自
体
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
カ
リ

ウ
ム
の
比
率
を
み
る
と
、
大
変
な
カ
リ
ウ
ム
を
持

っ
て
い
る
。

そ
し
て
小
豆
は
体
の
中
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
変
化
す
る
も
の
を

持

っ
て
い
る
か
ら
、
利
尿
の
役
割
を
す
る
。
そ
こ
で
食
養
で

小
豆
を
使

っ
て
い
る
ん
で
す
。

た
だ
、
ゆ
る
ん
で
い
る
腎
臓
病
の
場
合
、
小
豆
を
過
剰
に

摂

っ
た
場
合
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
ど
ん
ど
ん
ゆ
る
ん
で

し
ま
う
。
そ
こ
で
毘
布
の
よ
う
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
も
の

を
抱
き
合
わ
せ
て
摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
小
豆
に
あ
ん
ま
り
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
だ
け
ゆ
る
ん
で
い
た
ら
便
秘
は
な
い
で
し
ょ
う
。
便
秘

の
あ
る
年
寄
り
だ

っ
た
ら
毎
日
小
豆
御
飯
を
食
べ
さ
せ
て
も

い
い
け
ど
、
あ
な
た
は
小
豆
御
飯
は
せ
い
ぜ
い
１
週
間
に
１

回
。
ま
た
、
あ
な
た
の
場
合
、
ゆ
る
ん
だ
方
の
陰
性
の
腎
臓

病
に
入
り
ま
す
か
ら
、
塩
気
も
適
当
に
摂

っ
て
い
か
な
け
れ

ば

い
け
な
い
。
ち
ょ
っ
と
で
も
塩
気
が
お
ち
る
と
心
臓
に
き

ま
す
か
ら
。

Ｑ
／
え
え
、
苦
し
く
な

っ
て
き
ま
す
。

―
―

そ
れ
だ
け
体
が
む
く
ん
で
き
た
と
い
う
の
は
臓
器
も

み
ん
な
む
く
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
塩
気
が

不
足
す
る
と
は
れ
た
臓
器
が
上
を
圧
迫
し
て
き
ま
す
よ
。

Ｑ
／

ス
ポ
ー
ツ
や
っ
て
く
た
び
れ
た
時
、
特
に
き
ま
す
。

み
そ
、
油
、
海
草
料
理
、
切
千
大
根
を
摂
る

―
―
だ
か
ら
み
そ
汁
も
、
動
物
性
蛋
白
を
摂
り
す
ぎ
た
人

の
腎
臓
病
の
食
箋
と
ち
ょ

っ
と
違
い
ま
す
。
ワ
カ
メ
、
玉
ネ

ギ
、
ネ
ギ
は
毎
日
入
れ
ま
す
。
あ
と
な
を
入
れ
、
あ
な
た
の

場
合
、
少
量
の
玄
米
餅
は
い
い
で
す
。
そ
れ
で
足
が
相
当
冷

え
る
で
し
ょ
う
？

Ｑ
／
え
え
冷
え
ま
す
。

―
―
あ
な
た
の
場
合
、
テ
ッ
カ
み
そ
も
少
量
摂

っ
て
い
い
。

１
日
だ
い
た
い
小
さ
じ
１
杯
く
ら
い
。
そ
れ
と
油
み
そ
も
毎

日
少
量
い
い
で
す
。
テ
ッ
カ
み
そ
の
よ
う
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
も

っ
て
い
か
な
い
で
、
ペ
ー
ス
ト
状
態
の
と
こ
ろ
で
摂
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
海
草
料
理
を
摂
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

本
当
は
食
養
と
い
う
の
は
基
礎
料
理
が
あ

っ
て
、
基
礎
料

理
を
最
初
摂

っ
て
病
気
を
治
し
ち
ゃ
う
。
も
し
、
厳
し
く
指

導
し
た
ら
、
あ
な
た
の
場
合
最
初
の
３
カ
月
は
お
か
ず
は
キ

ン
ピ
ラ
、
ヒ
ジ
キ
蓮
根
き
り
し
か
食
べ
さ
せ
な
い
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
味
気
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な

る
か
ら
野
菜
の
ケ
ン
チ
ン
汁
は
結
構
で
す
。
あ
な
た
の
場
合
、

み
そ
お
で
ん
も
結
構
で
す
。
み
そ
料
理
は
う
ん
と
体
を
温
め

ま
す
。
そ
れ
と
あ
ん
か
け
料
理
。
野
菜
を
煮
こ
ん
で
最
後
に

本
葛
を
入
れ
る
。
あ
な
た
の
場
合
、
な
ん
て
い
っ
た

っ
て
小

水
の
回
数
を

へ
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
で
も
動
物

性
は
使
い
た
く
な
い
。
野
菜
て
ん
ぷ
ら
も
い
い
で
す
よ
。
で
、

大
根
お
ろ
し
は
て
ん
ぷ
ら
を
食
べ
る
時
だ
け
で
す
。
大
根
お

ろ
し
だ
け
摂

っ
た
ら
、　
一
遍
に
ゆ
る
め
ま
す
か
ら
。

Ｑ
／
そ
う
で
す
か
。大
根
お
ろ
し
は
か
な
り
摂
り
ま
し
た
。

―
―

そ
れ
じ
ゃ
あ
小
水
は
い
く
ら
で
も
出
ま
す
ね
。
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
の
人
は
大
根
料
理
は
切
り
千
し
が
い
い
で
す
。
陰
性

の
腎
臓
病
の
人
は
切
り
干
し
大
根
を
た
く
さ
ん
使

っ
て
い
く

ん
で
す
。
み
そ
汁
に
入
れ
た
り
、
海
草
と
煮
合
わ
せ
た
り
し

て
、
油
揚
げ
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
て
い
い
で
す
。
小
豆
昆
布
は

毎
食
、
大
さ
じ
４
杯
く
ら
い
、食
箋
料
理
と
し
て
摂
り
ま
す
。

今
、
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

正
月
の
ご
ち
そ
う
で
死
ぬ
病
人

Ｑ
／
家
に
い
る
時
、
１
回
く
ら
い
玄
米
食
べ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
外
に
い
る
時
が
多
い
の
で
、
夜
は
で
き
る
だ
け
ソ
バ

か
ウ
ド
ン
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
忘
年
会
が
多
く

1 輸入動脈

2 輸出動脈

3 糸球体腔

4尿 細 管

糸球体は血管の球で、血液からろ過 されて最初の尿

(原尿)がつくられる。血液は 1の輸入動脈から糸球

体に入り、 2の 輸出動脈へ出てイiく 。この間に尿が 3

の糸球体月空へろ過 される。糸球体の膜は非常にうナい。
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て
…
…

―
―

い
ち
ば
ん
危
な

い
の
は
正
月
で
す
。
病
人
が

一
生
懸

命
や

っ
て
治

っ
て
き
て
失
敗
す
る
の
は
今
度
は
正
月
で
す
か

ら
。
ガ
ン
の
人
も
せ

っ
か
く
歩
け
る
体
力
つ
い
て
、
こ
ち
ら

に
年
賀
状
よ
こ
し
て
、
そ
し
て
正
月
過
ぎ
て
死
ぬ
人
が
多

い

ん
で
す
。
あ
な
た
は
ガ
ン
の
人
の
よ
う
に
食

べ
て
パ
タ

ッ
と

死
ぬ
病
気
じ
ゃ
な

い
で
す
が
、
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
は
長
び
く
病
気

で
す
よ
。

Ｑ
／
ウ
ド
ン
で
も

い
い
で
す
か
？

―
―

結
構
で
す
。
よ
く
時
間
を
か
け
て
味
を
煮
込
ま
せ
な

け
れ
ば
だ
め
で
す
よ
。

ソ
バ
の
方
は
な
お
結
構
で
す
。
そ
の

時
は
必
ず
ネ
ギ
、
油
揚
げ
を
入
れ
、
小
麦
蛋
白

の
セ
イ
タ
ン

も
使

っ
て
結
構
で
す
。
ソ
バ
屋
よ
り
よ
ほ
ど
お

い
し
く
出
来

ま
す
よ
。

ム
ク
ミ
に
は
し
ょ
う
が
湯

お
か
ず
は
お
い
し
い
塩
味
で
、
少
量

そ
れ
か
ら
、
ム
ク
ミ
は
し
よ
う
が
湯
で
と
れ
ま
す
。

Ｑ
／
塩
分
は
？

―
―
あ
な
た
が
食
べ
て
み
て
、
お
い
し
い
と
い
う
塩
味
が

い
い
で
す
。塩
か
ら
い
お
か
ず
で
も
少
量
な
ら
こ
わ
く
な
い
。

量
の
問
題
で
す
。
テ
ッ
カ
ふ
そ
な
ら
１
日
の
摂
取
量
小
さ
じ

１
杯
な
ら
１
杯
で
、
１
日
の
量
は
た
い
し
た
こ
と
な
い
で
す
。

食
養
料
理
が
お
い
し
い
と
い
っ
て
、
お
か
ず
の
食
べ
す
ぎ
で
、

塩
気
の
摂
り
す
ぎ
に
な

っ
て
失
敗
し
ま
す
よ
。

私
達
は
野
菜
を
油
と
塩
で
味
つ
け
ま
す
が
、
少
墳
摂

っ
て

い
る
分
に
は
だ
い
た
い
１
日
８
グ
ラ
ム
か
ら
１０
グ
ラ
ム
で
す
。

白
米
で
魚
な
ど
を
食
べ
て
い
る
人
よ
り
塩
気
を
摂

っ
て
い
な

い
わ
け
で
、
そ
う
い
う
人
達
が
食
養
の
料
理
を
食
べ
た
ら
塩

味
が
す
る
か
ら
と
、
玄
米
の
人
達
は
塩
気
の
摂
り
す
ぎ
と
い

い
ま
す
が
、
本
に
書
い
て
あ
る
通
り
、
お
か
ず
は
、
主
食
の

３
分
の
１
な
り
を
巌
守
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
１
日
３

回
食
べ
て
も
１
日
の
塩
分
の
摂
取
量
は
た
い
し
た
量
で
は
な

い
で
す
。

水
分
の
摂
取
量
が
多

い
と
治
ら
な

い

Ｑ
／
果
物
は
ど
う
で
す
か
？

―
―
あ
な
た
に
い
ち
ば
ん
悪
い
で
す
よ
。
飲
み
物
は
ヤ
ン

ノ
ー
で
す
。
し
か
し
飲
み
す
ぎ
た
ら
、
や
は
り
や
ら
れ
ま
す

よ
。
小
水
の
量
少
な
い
ん
で
す
か
？
　
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で

・し
よ
う
？
・

Ｑ
／
そ
れ
ほ
ど
少
な
く
は
な
い
ん
で
す
。

―
１

１
日
の
水
分
の
摂
取
量
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

Ｑ
／
そ
れ
が
結
構
多
い
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
を
や

つ
て
い
る
限
り
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
で

す
よ
。
と
人
が
長
い
間
、
魚
や
肉
を
摂

っ
て
顔
が
締
ま

っ
た

よ
う
に
な
り
、
小
水
が
タ
ラ
タ
ラ
と
し
か
出
な
か
っ
た
り
、

色
が
衡
油
の
よ
う
に
濃
か

っ
た
り
と
、
長
年
の
塩
分
の
摂
り

す
ぎ
で
塩
気
が
た
ま

っ
た
場
合
は
、
塩
分
を
溶
か
す
利
尿
剤

を
大
量
に
摂

っ
て
も
結
構
で
す
。
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の
場
合
は
ゆ

る
め
て
そ
う
い
う
も
の
を
出
し
す
ぎ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
か

ら
、
腎
臓
の
糸
球
体
を
締
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
す
。
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
は
ゴ

マ
塩
を
が

っ
ち
り
摂

っ
て
い
い

で
す
か
ら
。
あ
な
た
の
場
合
、
そ
ん
な
に
ひ
ど
く
な
い
で
す

よ
。
今
は
む
し
ろ
、
子
供
の
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
が
い
ち
ば
ん
治
し

に
く
い
。

司
会
―

こ
の
方
は
２
カ
月
、
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使

っ
て
い
ま

し
た
。

―
―

ス
テ
ロ
イ
ド
を
や
め
る
の
を
こ
わ
が

っ
て
、
な
か
な

か
や
め
な
い
人
が
い
る
ん
で
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
使
う
と
今
度

は
副
腎
が
ど
ん
ど
ん
弱
く
な

っ
て
い
く
ん
で
す
。
副
腎
は
自

律
神
経
を
支
配
し
て
い
る
か
ら
、
今
度
は
全
身
の
病
気
に
な

っ
て
し
ま
う
。
あ
な
た
も
相
当
摂

っ
た
ん
で
す
か
？

Ｑ
／
６
月
で
ピ
タ
ッ
と
や
め
た
ん
で
す
。
４
月
に
三
千
ミ

リ
２
つ
の
点
滴
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
日
６０
ミ

リ
ず
つ
１
カ
月
や
っ
て
、
そ
し
て

４５
ミ
リ
ず
つ
や

っ
て
、
６

月
で
や
め
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
、ピ
タ
ッ
と
や
め
ま
し
た
。

―
―
障
害
な
い
で
し
よ
う
？

Ｑ
／
全
然
な
い
で
す
。

―
―

よ
か

っ
た
、
早
く
や
め
て
。
あ
れ
を
４
、
５
年
や

っ

た
ら
、
玄
米
で
も
な
か
な
か
治
せ
な
い
で
す
。
自
律
神
経
が

弱

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
で
治
す
力
が
な
く
な

っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

司
会
／
こ
の
方

（男
性
３‐
歳
）
は
食
道
と
胃
の
障
害
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
こ
８
年
、
お
お
む
ね
自
然
食
で
、
玄
米
に

し
た
り
、白
米
に
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、大
学
病
院
で
３

食
に
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
実
行
し
た
ら
悪
化
し
ま
し
た
。

冒
が
痛
く
、
夜
よ
く
目
が
覚
め
る
ほ
ど
で
、
２
食
で
少
食
に

し
て
も
、
６
時
間
以
上
た
た
な
い
と
、
食
事
が
と
れ
な
い
と

い
う
状
態
で
す
。

玄
米
を
３
食
で
は
食
べ
過
ぎ

―
１

８
年
間
、
ど
う
い
う
食

べ
方
だ

っ
た
ん
で
す
か
？

Ｑ
／
は
じ
め
桜
沢
先
生
の
本
を
読
ん
で
や

っ
て
、
ち
よ

つ

と
調
ｒ
よ
か

っ
た
ん
で
す
が
、
３
食
た

べ
る
と
胃
が
痛
み
ま

し
た
。

―
―

玄
米
を
３
食
で
す
か
？
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Ｑ
／
は
い
。

―
―
そ
れ
は
食
べ
す
ぎ
で
す
よ
。
私
だ

っ
て
や
ら
れ
て
し

ま
う
。
い
ち
ば
ん
消
化
の
よ
い
も
の
で
も
４
時
間
、
消
化
の

悪
い
も
の
は
５
７
６
時
間
、
胃
の
中
で
も
ん
で
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
玄
米
の
よ
う
な
、
非
常
に
こ
く
の
あ
る
も
の
を

日
３
回
食
べ
れ
ば
、
前
の
も
の
が
胃
か
ら
出
な
い
う
ち
に
、

ち
と
か
ら
入
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
ら
胃
は
疲
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

Ｑ
／
そ
れ
で
、玄
米
は
少
し
き
つ
す
ぎ
る
の
か
と
思

っ
て
、

ま
た
自
米
に
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
白
米
で
も
３
食
た
べ
る

と
痛
む
ん
で
す
。

―
―
痛
む
の
は
あ
る

一
定
の
時
が
き
て
か
ら
で
す
か
？

Ｑ
／
食
べ
て
い
て
、
ま
ず
非
常
に
眠
く
な

っ
て
く
る
ん
で

す
が
。

―
―
そ
れ
は
食
い
す
ぎ
で
す
よ
。

極
端
な
塩
の
摂
り
過
ぎ
は

胃
腸
・
肝
臓
障
害
の
元

Ｑ
／
少
量
に
す
る
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
塩
を
き
か
せ
れ

ば
い
い
ん
だ
と
思

っ
て
藻
塩
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
買

っ
て
使
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
使

っ
て
３
年
間
、
毎
日
塩
か
ら
く
し
て
食

べ
て
い
た
ん
で
す
。

―
―
そ
う
す
る
と
も
の
す
ご
く
濃
縮
し
て
極
陽
性
に
な

っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
胃
の
出
口

（幽
門
）
の
細
い
所
が

狭
窄
し
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
潰
瘍
が
始
ま

っ
て
い
る
で
し

よ

いつＱ
／
そ
う
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
２
年
ほ
ど
た

っ
て
胃
カ

メ
ラ
撮

っ
た
ら
、
跡
は
あ

っ
て
も
、
治

っ
て
い
る
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

―
―
根
跡
は
残

っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
で
、
食
べ
て
ど

の
く
ら
い
た
つ
と
痛
く
な
り
ま
す
か
？

Ｑ
／
だ
い
た
ド
常
時
痛
む
ん
で
す
。
あ
と
、
慢
性
肥
厚
性

の
胃
炎
が
噴
門
の
所
に
あ
り
、
ま
た
食
道
炎
も
あ
る
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

結
局
、
粘
膜
を
全
部
痛
め
ち

ゃ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら

ね
。
肥
厚
と
い
う
の
は
、
極
端
な
塩
気
を
入
れ
た
か
ら
、
粘

膜
が
代
謝
で
き
な
く
な

っ
た
。
ゴ

マ
塩
１
日
何
勺
と
い
う
よ

う
に
自
分
の
体
質
が
わ
か
ら
ず
に
や

っ
て
し
ま
う
と
、
胃
腸

障
害
を
お
こ
す
と
同
時
に
、
肝
臓
障
害
を
お
こ
し
て
く
る
。

ま
た
塩
気
を
摂
る
か
ら
胃
酸
が
ど
ん
ど
ん
出
て
、
い
く
ら
で

も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

Ｑ
／
玄
米
４
合
く
ら
い
、
ペ
ロ
ッ
と
い
っ
て
し
ま

っ
て
（笑

い
）。
こ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思

っ
て
も
、
本
当
に

ペ
ロ
ッ
と
い
っ
て
し
ま
う
。

固
練
り
の
ク
ズ

。
水
分
の
少
な
い
オ
カ
ュ
、

粉
食
を
摂
る

―
―

こ
れ
を
治
す
の
に
は
少
食
に
す
る
ん
で
す
が
、
な
か

な
か
い
っ
ぺ
ん
に
少
食
に
で
き
な
い
。
い
ち
ば
ん
い
い
の
は

ク
ズ
の
よ
う
な
も
の
を
摂

っ
て
い
け
ば

い
い
。
国
練
り
に
し

た
ク
ズ
を
朝
食
に
す
れ
ば

い
い
で
す
。
そ
れ
で
労
働
で
き
ま

す
か
ら
。
あ
な
た
の
場
合
、
特
に
十
二
指
腸
を
や
ら
れ
て
い

る
の
で
、
固
い
玄
米
を
食
べ
る
こ
と
よ
り
、
玄
米
を
軟
ら
か

く
し
て
ア
ル
フ
ァ
ー
化
し
て
摂
る
こ
と
の
方
が
い
い
で
す
。

Ｑ
／
オ
カ
ユ
に
し
て
で
す
か
？

そ
う
で
す
が
、
炊

い
た
ご
飯
の
よ
う
な
、
水
気
を
少

な
く
し
た
オ
カ
ユ
に
す
る
こ
と
で
、
水
気
が
多
い
オ
カ
ユ
だ

と
体
力
な
く
な
り
ま
す
か
ら
。
あ
と
、
麺
類
を
摂
る
こ
と
。

今
私
達
は
全
国
で
玄
米
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
１
回
１
回
、

粉
食
を
摂
る
よ
う
に
言

っ
て
い
る
ん
で
す
。
あ
な
た
の
場
合

も
そ
れ
を
勧
め
ま
す
。

早
く
治
し
た
け
れ
ば
ま
ず
２
日
断
食

手
当
は
湿
布
と
パ
ス
タ
ー

ま
た
、
お
腹
に
し
ょ
う
が
湿
布
と
里
芋
パ
ス
タ
ー
し
な
け

れ
ば
治
ら
な
い
。
昼
間
、
働
い
て
い
る
ん
だ

っ
た
ら
、
夜
や

る
こ
と
で
す
。
食
道
も
胃
も
全
部
や
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
広

い
範
囲
に
湿
布
し
て
、
あ
な
た
は
血
の
気
が
あ
る
か
ら
１０
分

ぐ
ら
い
や
れ
ば

い
い
。
そ
の
あ
と
パ
ス
タ
ー
を
思
い
切

っ
て

大
き
く
。
厚
さ
１
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
し
て
や
り
な
さ
い
。
大

量
だ
か
ら
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
を
使

っ
て
作
れ
ば
早
い
で
す
。

１０

日
ぐ
ら
い
や

っ
た
ら
、
ほ
と
ん
ど

ハ
レ
が
と
れ
て
し
ま
い
ま

す
。Ｑ

／
１０
日
で
す
か
？

―
１

１０
日
で
と
れ
ま
す
。
痛
み
が
き
た
ら
、
し
ょ
う
が
湿

布
で
あ
た
た
め
る
と
痛
み
が
と
れ
ま
す
が
、
い
つ
も
対
症
療

法
ば
か
り
や
っ
て
い
て
、
痛
み
が
な
い
か
ら
そ
れ
で
治

っ
た

と
思

っ
て
い
た
ら
し
よ
う
が
な
い
で
す
よ
。

本
当
に
１０
日
間
で
治
し
た
か
っ
た
ら
、
ま
ず
２
日
間
、
断

食
。
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
お
い
て
ク
ズ
湯
を
１
日
。
飲
み
物
は
う

す
い
梅
生
番
茶
。
そ
の
あ
と
は
オ
カ
ユ
。
手
当
て
は
湿
布
と

パ
ス
タ
ー
。
こ
れ
だ
け
。

１０
日
で
治
る
。

Ｑ
／
１０
日
で
治
り
ま
す
か
？

―
―
僕
な
ん
か
君
よ
り
ひ
ど
い
胃
カ
タ
ル
、
何
回
も
や

っ

て
い
る
。
塩
気
も
あ
な
た
よ
り
き
つ
い
摂
り
方
を
し
た
。

Ｑ
／
自
分
も
よ
く
あ
ん
な
か
ら
い
の
を
食
べ
た
な
あ
と
感

心
し
ま
し
た
。

―
―

私
は
あ
な
た
よ
り
も

っ
と
摂

っ
た
か
ら
ね
。
そ
れ
で

も
片

一
方
で
ヤ
ン
ノ
ー
ど
ん
ど
ん
摂
り
、
あ
と
は
ス
ポ
ー
ツ

を
や

っ
た
。
猛
烈
に
塩
気
を
入
れ
て
は
出
し
、
全
身
の
大
掃
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除
を
や

つ
た
。

Ｑ
／
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
何
か
す
ご
く
短
気
に
な

っ
た
感
じ

が
す
る
ん
で
す
が
。

―
―
な
り
ま
す
よ
。
塩
気
が
入

っ
て
い
る
か
ら
。

硬
い
も
の
は
ダ
メ

Ｑ
／
特
に
い
け
な
い
も
の
あ
り
ま
す
か
？

―
―
硬
い
も
の
は
だ
め
で
す
ね
。
十
二
指
腸
潰
瘍
、
食
道

狭
窄
を
し
た
人
は
硬
い
玄
米
を
二
百
回
か
む
と
い
う
の
で
は
、

な
か
な
か
治
ら
な
い
。
ハ
レ
が
と
れ
て
か
ら
玄
米
二
百
回
と

す
れ
ば
、
非
常
に
仕
上
が
り
は
い
い
で
す
け
ど
。
あ
な
た
の

は
塩
気
の
塩
酸
過
剰
で
や
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
治
療
法
は
桜

沢
先
生
の
本
に
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
ん
で
す
。

胃
腸
だ
と
陰
性
だ
か
ら
と
、
６
対
４
の
ゴ

マ
塩
を
１
日
３

勺
な
ん
て
摂
る
と
、
肝
臓
を
し
め
て
失
敗
し
ま
す
か
ら
。

特
に
沖
縄
あ
た
り
で
そ
れ
が
多
い
。
暖
か
い
所
へ
行

っ
た

ら
、
だ
ん
だ
ん
カ
ロ
リ
ー
は
い
ら
な
い
わ
け
で
す
。
あ
ん
な

暑
い
所
で

「新
食
養
療
法
』

の
通
り
ま
じ
め
に
や
っ
て
、
あ

な
た
と
同
じ
よ
う
に
顔
が
黄
色
に
な
り
、
黄
色
を
越
し
て
黒

み
が
出
て
く
る
。
そ
の
頃
に
な
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
不
眠
症

に
な

っ
て
、
ど
な
り
つ
け
た
り
、
あ
ば
れ
る
。
あ
な
た
は
そ

こ
ま
で
行
か
な
い
け
ど
、
痛
み
が
先
に
き
た
ん
だ
ね
。

痛
み
に
う
す
い
梅
生
番
茶

そ
れ
か
ら
痛
い
時
、
梅
生
番
茶
が
効
く
。
あ
な
た
の
場
合
、

あ
ん
ま
り
濃
い
の
で
な
く
、
お
い
し
い
と
い
う
味
で
い
い
で

す
。Ｑ

／
食
事
以
外
の
時
、
何
か
飲
む
と
痛
む
の
で
す
が
。

ｌ
ｌ
梅
生
番
茶
な
ら
大
丈
夫
。
そ
の
痛
み
を
と
る
の
は
梅

生
番
茶
し
か
な
い
か
ら
。

Ｑ
／
わ
か
り
ま
し
た
。

―
―
あ
な
た
の
場
合
、
だ
い
ぶ
黄
胆
が
と
れ
て
き
て
い
る
。

肝
臓
は
治

っ
て
き
て
い
ま
す
。
塩
気
を
摂
り
す
ぎ
て
肝
臓
障

害
を
お
こ
し
て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
治
し
に
く
い
。

ぁ
と
、
モ
チ
を
上
手
に
食
べ
な
さ
い
。
も

つ
と
ふ

つ
く
ら

し
た
顔
に
な

っ
て
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
の
が
治

っ
て
く
る
。

僕
は
あ
な
た
よ
り
も

つ
と
ひ
ど
い
ん
だ
。
食
べ
る
と
な
る

と
ト
コ
ト
ン
食
べ
る
か
ら
。　
一
晩
で
堅
焼
セ
ン
ベ
イ
３０
枚
食

べ
、
急
性
胃
カ
タ
ル
お
こ
し
て
七
転
八
倒
の
苦
し
み
。
焼
け

火
箸
で
胃
の
中
を
か
き
む
し
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
を
覚
え
、

た
い
が
い
１
週
間
続
ぐ
。

そ
れ
で
も
こ
う
い
う
所
へ
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

梅
生
番
飲
ん
で
、
湿
布
し
て
、
ご
ま
か
し
て
こ
う
い
う
所
で

笑
い
顔
で
や
る
わ
け
で
す
か
ら
ね

（笑
い
）。
そ
の
時
の
つ
ら

さ
ね

（爆
笑
）。

Ｑ
／
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
昔
は
重
湯
だ
け
飲
ん

で
い
た
ら
体
重
が
３‐
キ
ロ
ま
で
減

っ
た
ん
で
す

（身
長
は
‐６４

セ
ン
チ
）。
今
は
重
湯
だ
け
に
し
て
も
、
ぜ
ん
ぜ
ん
減
ら
な
い

ん
で
す
。

―
―

そ
れ
は
陽
性
で
体
を
し
め
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
今
は
限

界
に
き
た
ん
で
す
。
私
は
３９
キ
ロ
で
ヽ
食
べ
な
い
と
３７
キ
ロ

で
す
。

３７
キ
ロ
な
ら
１
週
間
く
ら
い
寝
な
く
て
す
む
け
ど
、

今
は
少
し
食
べ
る
か
ら
、
３
１
４
時
間
寝
ま
す
。
こ
れ
以
上

太

っ
た
ら
い
け
な
い
か
ら
、
な
る
べ
く
今
の
限
界
で
体
を
し

め
て
い
る
ん
で
す
。
や
せ
て
い
る
の
と
違
う
。
し
め
て
い
る

ん
で
す
。

玄
米
ク
リ
ー
ム
よ
リ
オ
カ
ユ
が

い
い

繰
り
返
し
ま
す
が
、
胃
潰
瘍
だ

っ
た
ら
胃
酸
過
多
で
、
唾

液
は
強
ア
ル
カ
リ
で
す
か
ら
、
玄
米
を
三
百
回
か
め
ば
早
く

治
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
す
。
十
二
指
腸
だ
と
腸
な
ん
で

す
か
ら
ア
ル
カ
リ
分
泌
で
、
管
が
細
い
ん
で
す
か
ら
、
柔
ら

か
い
も
の
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
。
細
い
所
が

塩
気
の
摂
り
す
ぎ
で
狭
窄
し
て
い
る
か
ら
、
ゆ
る
い
も
の
を

入
れ
る
。
玄
米
ク
リ
ー
ム
で
も
い
い
が
、
オ
カ
ユ
が
い
い
で

す
。
ク
リ
ー
ム
よ
り
体
力
つ
き
ま
す
か
ら
。

Ｑ
／
ク
リ
ー
ム
だ
と
き
つ
い
で
す
ね
。
ク
リ
ー
ム
は
こ
し

て
陰
の
部
分
、
と

っ
ち
や
っ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

―
―

や

っ
ば
り
陽
性
の
部
分
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。
あ
な

た
は
む
し
ろ
陰
の
部
分
が
必
要
な
ん
だ
か
ら
、
広
げ
る
も
の

が
あ
る
か
ら
、
オ
カ
ユ
の
方
が
い
い
で
す
よ
。
で
、
足
は
冷

え
る
方
で
す
か
？

Ｑ
／

い
や
、
む
し
ろ
あ

つ
い
く
ら
い
で
す
。

―
―
す
ご
い
と
こ
ろ
へ
も

っ
て
い
つ
ち
や
つ
た
ね
。
あ

っ

さ
り
し
た
野
菜
や
、
里
芋
の
よ
う
な
も
の
摂

っ
て
い
い
で
す

か
ら
。
そ
れ
か
ら
ウ
リ
科
の
も
の
を
少
し
入
れ
て
。
こ
ん
な

の
陰
性
で
摂

っ
ち
や
だ
め
だ
と
思

っ
て
い
た
の
が
、
食
べ
た

ら
こ
ん
な
に
お
い
し
い
の
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら
。

（昭
和
５３
年
１２
月
３
日
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
に
て
。

文
責
／
小
栗
健
嗣
）

●
福
岡
正
信
先
生
を
囲
む
会

（
口
剛
［
淑
遊
“
時
）

愛
媛

・
伊
予
市
で
無
農
薬

。
無
肥
料
の
農
業
を
長
年
探
究

し
、　
″無

″
の
哲
学
を
唱
え
て
い
る
福
岡
正
信
先
生
を
囲
む

懇
談
会
を
開
き
ま
す
。
本
誌
１
月
号
で

〃松
く
い
虫
″
の
こ

と
を
取
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
松
だ
け
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
て
、
日
本
の
自
然
の
生
態
系
が
バ
ラ
ン
ス
を

失

っ
て
き
て
い
る
証
拠
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
い
ろ
い

ろ
な
話
題
で
お
話
が
あ
り
ま
す
ｏ
会
費
／
千
円
。
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1979年 2月 22日

枯れ草の合い問から若芽の芽ばえる春が訪れ、大自然の新たな息吹きをなげかけてくれる今日

この頃です。 さて、この春に先がけ、玄米食を実行 している独身者や、若者のつどいとしてここ

にグリーンクラブ発足のご案内を致 したく、ご挨拶申し上げます。

各地でひとり、玄米食を実行 されている方、また東京でも語る友なく、玄米食を実行 されてい

る方たちが、一つのつどいをもって励ましあい語 りあい、困った時には助けあい、共に玄米人生

を高めあっていけたら、どんなにか心強いことで しょうの グリーンクラブは、 このようなこと

を目的としながら、さらに季節折 り折りのハイキ ング、ロー ドクラブと合同にてのお茶会、その

他楽 しい催 しをとり入れながら、クラブ員の心身の健康的親睦を図っていこうとするクラブです。

こぞって入会 し、楽 しいユメ多き人生をきりひ らいていこうではありませんか。

なお、このグリーンクラブは、顧間の諸先生方の力添えを得て、ロー ドクラブ内の若い方々や、

点在 して孤立状態にある玄米独身者や、若者を一つの輸にしたいということで生 まれましたの願

わくば、良きカップルの生まれることを祈って、大切に育みたいと思います
^

入会希望者は、下記用紙に記入の上、入会金 1万円を添えてスタッフあてご提出下 さい。

●顧  間/吉成知江子 大森英桜 大森一慧

●スタッフ/盛谷奈加 加藤大季 辻 映三子 加藤千枝

●連 絡 先/〒220-01神 奈川県津久井町三井735 TEL.o427-84-3163加 藤大季、千枝

___― 一 一十~キ  リ ト リ 線―― ―一一一―

● グ リ ー ン ク ラ ブ 入 会 申 込 書 (入会は、玄米を食べていることが条件です)

型ギ1_______―一一一一―― 男 生 年 月 日 年齢

氏

名 上L_ J
現

住

所

一Ｔ

1他 の
j土絡 先

本

籍

地

一Ｔ

|■_1
他 の

連絡先

家族構成 (本 人との関係も ) 「
‐

あなたの人生観、ユメ、 したい事、希望…他なんで も (足 りない

日寺は別紙で )
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マ
ク

ロ
ビ

オ

テ
ィ
ッ
ク

座
談
会
報
告
記

１
月
２４
日
　
参
加
者
１９
名

（男
性
１
名
）

ま
ず
気
分
を
は
ぐ
し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
大
森

一
懲
先
生
の
提
案
で
、
「ど

じ
ょ
っ
こ
ふ
な

っ
こ
』
を
皆
で
歌

っ
て
開
会
。

一
人
ず

つ
、
自
己
紹
介
を
か
ね
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
か
か
え
て
い
る
問
題
を
話
し
ま
し
た
。

主
な
話
題
と
な

っ
た
の
は
、
「幼
児
の
し
つ

け
に
つ
い
て
』
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

外
で
近
所
の
ｒ
供
に
も
ら

っ
た
お
菓
子
を

食
べ
て
し
ま
う
。
子
供
に
お
菓
了．
を
禁
止
し

た
ら
、
ア
メ
を
ひ
ろ

っ
て
食
べ
た
．
幼
稚
園

で
母
親
が
交
替
で
園
児
に
お
や

つ
を
出
し
て

い
て
、
「甘
い
も
の
は
歯
に
悪

い
か
ら
」
と
、

他
の
お
母
さ
ん
方
を
説
得
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
説
得
を
あ
き
ら
め

る
か
、
ま
た
は
、
子
供
に
お
や
つ
を
あ
き
ら

め
さ
せ
る
方
向
に
も

っ
て
い
く
か
迷

っ
て
い

ツリ
、　
わ
ひ
ガ
」
。

こ
れ
に
対
し
、
神
奈
川
の
加
藤
千
枝
さ
ん

（
Ю
歳
男
ｒ
、
７
歳
女
ｒ
の
母
）
の
体
験
と
し

て
、

「
ｒ
供
が
近
所
の
ｒ．
供
た
ち
と
遊
び
た

い
の
は
当
然
な
の
で
、
子
供
の
遊
び

に
行
く

範
囲
の
近
所

に
、
お
菓
子
を
あ
げ
な

い
で
ほ

し

い
こ
と
、
本
当
に
欲
し
が

っ
た
ら
家

へ
帰

さ
せ
て
ほ
し
い
こ
と
を
お
願

い
し
て
歩

い
た
。

今
は
ｒ
供
も
そ
の
気

に
な

っ
て
遊
ん
で
お
り
、

友
だ
ら
を
家
に
連
れ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
」

と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

人
森
先
生
の
意
見
と
し
て
、

「
近
所

の
人
の
こ
と
を

い
う
前

に
、
ま
ず
家

で
の
し

つ
け
を
第

一
に
考
え
る
こ
と
で
、
団

体
生
活

に
入
る
前
に
し

つ
け
る
こ
と
。
お
菓

―
を
あ
げ
ら
れ
な

い
か
ら
子
供
が
ふ
び
ん
と

い
う
の
は
甘
や
か
し
に
な
る
。
食
養
し
な
が

ら
食
養

の
筋
を
通
さ
な

い
こ
と
の
方
が
、
１

供

に
と

っ
て
は
よ
け

い
か
わ
い
そ
う
で
あ
る
ｃ

ま
ず
お
母
さ
ん
が
き
ち
ん
と
筋
を
通
し
た
姿

勢
を
保

つ
こ
と
で
、
そ
う
す
れ
ば
近
所

の
人

達
も
わ
か

っ
て
く
れ
る
し
、
ま
た
、
わ
か

っ

て
く
れ
る
ま
で
行
動
し
、
待

つ
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
途
中
か
ら
玄
米
食

に
切
り
か
え
た

子
供
の
場
合

は
時
間
が
か
か
る
が
、
あ
せ
ら

ず
、
じ

っ
く
り
み
て
あ
げ
る
こ
と
し
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
Ｇ

そ
の
他
、

つ
い
大
食
し
て
し
ま
う
脳
み
、

お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
１
供
に
お
菓

ｒ
を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の
問
題
が
出
さ
れ

ま
し
た
っ

ま
と
め
と
し
て
大
森

．
慧
先
生
か
ら
、
家

庭
内
だ
け
の
こ
と
に
と
ど
ま
る
の
で
な
く
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
活
動
な
ど
も
す
る
こ
と
で
、

そ
う

い
う
こ
と
を
通
じ
て
自
分

の
欠
点
、
わ

が
ま
ま
な
ど
が

わ
か
り
、
反
省
さ
せ
ら

れ
る
、

と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
ｏ

２
月
７
日
　
参
加
者
１７
名

（
男
性
１
名
）

今
回
か
ら
運
営
法
を
変
え
、
参
加
者
が
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
進
行
係
の
リ
ー
ド
で
話
し
合

い
た

い
テ
ー

マ
を
出
し
合

い
、
そ
れ
を
ふ
た
た
び
全
体
の

場
で
発
表
す
る
と

い
う
方
式
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

第
１
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、

一
、
１
歳
の
赤
ち

ゃ
ん
の
理
想
的
な
大
小
便

の
回
数
は
？
　
ま
た
果
物
は
ど
の
く
ら

い
与

え
て
よ

い
か
。

二
、
生
後
３
カ
月
の
赤
ち

ゃ
ん

（
ミ
ル
ク
育

ち

）
の
皮
膚
が
カ
サ
カ
サ
に
な

っ
た
が
、
そ

の
治
し
方
と
、
離
乳

の
仕
方
．

■
、
左
足

に
静
脈
瘤
が
あ
り
、
カ
ゼ
を
ひ
き

や
す

い
（女
性

）が
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
。

四
、

２‐
歳
男
１
で
、
運
動
神
経
に
ぶ
く
、
赤

面
症
で
、
自
己
表
現
が
相
１
に
う
ま
く
伝
わ

ら
な

い

（食
養
は
し
て
い
な

い
）、
な
ど
。

第
２
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

＾
、
玄
米
食
の
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
、玄
米

の

施
設
を
作
る
運
動
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
。

１
、
正
食
で
病
人
の
治
療
を
し
た

い
が
、
家

族

に
理
解
し
て
も
ら
う
む
ず
か
し
さ
に
ど
う

対
処
す
る
か
。

■
．、
皆
が
ど
う

い
う
キ

ッ
カ
ケ
で
正
食

に
人

何
と
か
玄
米
を
食
べ
る
よ
う
に
は
な

っ
た

も
の
の
、
い
ざ
玄
米
食
を
継
続
し
て
い
く
段

に
な
る
と
、
近
所
付
き
合

い
、
子
供
の
こ
と
、

幼
稚
園
や
小
学
校
で
の
給
食
の
問
題
、
ご
主

人
や
親
が
理
解
し
て
く
れ
な
い
な
ど
か
ら
、

お
乳
が
出
な
い
、
い
ろ
ん
な
健
康
法
の
情
報

に
う
も
れ
て
、

い
っ
た

い
、
何
を
食

べ
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
直
面
し
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
を
皆
で
話
し
合

っ
て
、
先
輩

た
ち
の
体
験
や
意
見
を
聞
く
会

で
も
あ

っ
た

ら
、
と

い
う
の
で
１
月
か
ら
毎
月
第
１
と
第

３
水
曜
日
の
午
後
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

座
談
会
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

独
身
男
女
、乳
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
方
、

子
育

て
を
終
え
た
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
相
談

役
は
６
人
の
玄
米
児

の
母
、
大
森

一
態
先
生

で
す
。

第

一
回
―
第
二
回
は
、
こ
ん
な
様
ｒ
で
し

た
。
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^大
森―懸先生をかこんで “井戸端会議"。 和気あいあいと…

っ
た
か
知
り
た

い
、
ま
た
、
人
に
正
食
を
説

得
す
る
の
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

四
、
正
食
者
の
結
婚
相
手
を
捜
す
の
が
む
ず

か
し
い
の
で
、
何
か
方
法
が
考
え
ら
れ
な
い

か
、
な
ど
の
テ
ー
マ
が
出
さ
れ
ま
し
た
ｃ

第
１
グ
ル
ー
プ
は
病
気
相
談
が
主
と
な
り
、

一
方
、
第
２
グ
ル
ー
プ
は
個
人
的
な
も
の
か

ら
発
展
し
た
問
題
が
卜
と
な
る
と
い
う
好
対

照
を
示
し
ま
し
た
。

第
１
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
た
問
題
に
つ

い
て
、
大
森
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
赤
面
症
の
男
性

（質
問
者

は
当
人
の
姉
）
に
つ
い
て
、
食
事
法
に
つ
い

て
は
、
お
か
ず
食

い
の
家
庭
に
育

っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
７
号
食
に
近

い
こ
食
中
心
の
食

事
が
よ
い
が
、
こ
う
い
う
食
事
を
し
な
さ
い

と
勧
め
る
や
り
方
で
な
く
、
講
演
や
書
物
な

ど
で
、
ま
ず
思
想
（
Ｐ
Ｕ
）
に
ふ
れ
さ
せ
、
『な

ぜ
自
分
が
そ
う
い
う
状
態
に
な

っ
た
か
』
と

い
う
こ
と
を
自
党
さ
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、

自
分
の
意
志
で
食
養
に
入
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
し
ょ
う
、
と
い
う
意
見
で
し
た
ｃ

第
２
グ
ル
ー
プ
で
、
玄
米
施
設
の
提
案
を

し
た
の
は
神
奈
川
の
加
藤
さ
ん
。
玄
米
を
始

め
て
１０
年
だ
が
、今
日
に
至
る
ま
で
に
、
デ
」
主

人
に
対
す
る
説
得
、
子
供
に
対
す
る
食
事
の

失
敗
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

へ
て
、
途

中
、
気
持
ち
が
ふ
ら
つ
い
た
り
も
し
た
と
い

う
こ
と
で
、・
目
分
の
よ
う
に
悩
む
人
が

い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
玄
米
の
幼
稚
園
や
学
校

を
作
り
た

い
と
発
言
し
ま
し
た
。

こ
れ

に
対
し
て
大
森
先
生
は
、
『
逆
境
が
あ

っ
て
こ
そ
、
そ
れ
だ
け
進
歩
も
あ

っ
た
の
で

し
ょ
う
。
問
題
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
は
幸

せ
な
こ
と
で
、
そ
こ
で
前
向
き
に
な
れ
る
し
、

そ
う
な
れ
ば
、
特
に
玄
米

の
施
設
も
必
要
な

い
の
で
は
』
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

結
婚
相
手
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
健
康
学

園
な
ど
が
食
養
の
人
を
み

つ
け
る

い
い
機
会

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
を
最
大
限
利
用
す

る
こ
と
、
ま
た
健
康
学
園
を
主
催
す
る
方
も
、

参
加
者
が
十
分
交
流
で
き
る
よ
う
、
時
間
配

分
な
ど
考
慮
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

２
月
２‐
日
　
参
加
者
１１
名

（
男
性
１
名
）

３
回
日
と
も
な
る
と
、
何
人
か
の
人
は
常

連
に
な
り
、
自
分
か
ら
問
題
を
出
す
だ
け
で

な
く
、
他
の
参
加
者

の
よ

い
相
談
相
手
に
も

な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
国
と
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
ー

マ
は
、

一
、
生
後

４６
日
の
赤
ち

ゃ
ん
の
母
で
、
母
乳

不
足
の
た
め
豆
乳
と
玄
米

の
重
湯
を
与
え
て

い
る
が
、
一呈
乳
を
や
め
て
玄
米

ス
ー
プ
だ
け

に
す
る
自
信
が
な

い
し
、
赤
ち

ゃ
ん
も
豆
乳

だ
と
甘
味
が
あ
る
の
で
よ
く
飲
ん
で
く
れ
る

が
、
顔

に
湿
疹
が
出

て
い
る
。

二
、
玄
米
が
お

い
し
く
て
お

い
し
く
て
、
食

べ
す
ぎ
る
が
、
防
止
策
は
な

い
も

の
か
。

そ
の
他
、
食
養
を
始
め
た

い
が
、
基
本
的
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な
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う
栃
本
か
ら
来
た

人
、

１６
歳
の
時
か
ら
結
核
で
、
５
年
前
か
ら

い
ろ
い
ろ
健
康
法
を
や

っ
て
み
た
が
、
は
た

し
て
玄
米
菜
食
で
丈
夫
に
な
れ
る
の
か
ど
う

か
疑
間
と
不
安
が
あ
る
と
い
う
人
な
ど
の
間

題
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
の
問
題
に
つ
い
て
大
森
先
生
か
ら
、
豆

乳
を
や
め
て
も
心
配
な
い
が
、
豆
乳
を
与
え

て
い
た
子
は
甘
味
を
欲
し
が
る
の
で
、
し
ば

ら
く
は
重
湯
に
米
ア
メ
を
入
れ
て
よ
い
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
横
浜
の
田
中
は
る

美
さ
ん
ら
の
体
験
と
し
て
、
米
ア
メ

（ま
た

は
麦
芽
）
を
入
れ
る
と
、
ロ
ヤ
ニ
が
出
て
く

る
の
で
、
早
い
時
期
に
米
ア
メ
な
し
に
し
た

方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
母
乳
の
出
が
悪
く
な

っ
た
経
験
を
し
た
神
奈
川
の
溝
川
寿
子
さ
ん

か
ら
、
乳
が
出
る
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
た
り
、
し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
を
し
た
こ
と
、

ま
た
５
カ
月
日
か
ら
、
お
母
さ
ん
自
身
が
噛

ん
だ
玄
米
を
３
倍
の
水
で
う
す
め
て
煮
て
、

母
乳
不
足
を
補

っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

大
森
先
生
に
よ
れ
ば
、
か
ん
だ
玄
米
は
消

化
酵
素
が
入

っ
て
い
る
か
ら
吸
収
が
よ
く
、

離
乳
食
と
し
て
与
え
る
の
な
ら
そ
の
ま
ま
、

ま
た
、
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
、
そ

れ
を
４
倍
の
水
で
う
す
め
て
与
え
て
よ
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

結
論
と
し
て
、
当
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
も

ち
米
６
割
、
う
る
ち
米
４
割
で
炊
い
た
重
湯

と
、
お
母
さ
ん
が
か
ん
だ
う
る
ち
米
を
う
す

め
て
与
え
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
森
先
生
を
含

め
て
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
大
食
に
悩
ん

だ
、
ま
た
は
現
在
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
前
２
回
の
座
談
会
で
も
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
主
食
を
よ
く
か
む
こ
と
、
や
た
ら
と

料
理
を
作
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
大
食
防
止
の

苦
心
談
が
出
ま
し
た
が
、
『
よ
く
食
べ
ら
れ
る

の
は
結
構
な
こ
と
で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
大

き
な
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
食
べ
る
だ
け
で

お
わ
ら
せ
ず
、
別
の
こ
と
に
転
換
す
る
こ
と

で
す
ね
』
と
、
大
森
先
生
か
ら
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。÷

　
　
÷

　
　
÷

以
上
、
３
回
ま
で
の
報
告
を
し
ま
し
た
が
、

会
員
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
問
題
、
ま
た
、
展

望
を
持

っ
て
い
る
か
、
生
の
声
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
充
実
し
た
座
談
会

に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
栗

・
記
）

急 男

募 子
営

業

社

員

ノ

２５
‐
３０
歳
、
普
通
自
動
車
免
許
要
。

自
然
食
運
動
に
熱
心
な
人
歓
迎
。

‐５
‐
２０
万
円
、
詳
細
面
談
。

み
ず

ほ
健

康
食

品

●
０
３

・
４
８
０

・
３
２
４
０

大森英桜先生正食医学家庭宝鑑作成講座

①手当法=生体の凡ゆる異状、疾患に対応する 100種

に及ぶ正食医学手当法の徹底解説

②無形の食物摂取法=無形の食物 とは何か……

その生体に及ぼす重大な PU的意義と、波及のメ

カニズム並びに理想的摂llX法 の詳説指導

③禁忌食、禁忌事項の解明一凡ゆる疾病、不運の素因

を成す約 130種 類に及ぶ禁忌食、禁忌事項の徹底

解明とその排毒解消の処置法の指導

日時=4月 -13、 14、 15日 。

会費=宿泊する人=3万円。宿泊 しない人-2万 円

分割受講の場合は会費 1日 7,000円

◎大森英桜先生個人指導あり (実 費を要す )… ■1室で大森先生から

PU正 食学園コース案内

一

◎玄米正食法宿泊実習コース

◎正食医学家庭宝鑑、研修コース

◎食養基本食、食箋治療食

料理実習コース

◎正食医学手当法実習コース

◎食養健康相談

以上詳細はお問合せ下さい。

◎特別指導=JF食行による

身′じヽ改造に真剣な人に限り

陰陽の破状毒素を集約排除

解消する「気の体理」演練

一者開顕の活法の秘技を逐

1対 1で懇切な指導が受けられる一申込 4月 5日 まで電話で  1 次伝授する。

「

~  .: ..T「
「

~I―
:.二F[可可́Ⅲ…_1‐

「

‐

日本部PU正食学園
野区西田辺町2-2-29(〒 545)電 話06・ 691・ 1590



炊
飯
法
//

自
然
食
を
や
り
は
じ
め
て
、
だ
れ
も
が

一

番
気
に
す
る
問
題
は
、
や
は
り
白
米
ご
は
ん

か
ら
玄
米
ご
は
ん
へ
の
食
生
活
の
転
換
で
あ

る
よ
う
で
す
。
初
め
て
の
人
は
圧
力
鍋
で
思

う
よ
う
に
炊
け
な
か

っ
た
り
、
で
き
た
ご
飯

が
ど
う
も
食
べ
づ
ら
い
と
感
じ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
妊
娠
中
の
方
に
お
い

て
は
、
玄
米
の
臭

い
が
鼻
に
つ
い
て
食
べ
ら

れ
な
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

原
因
の

一
つ
と
し
て
、
合
成
ゴ
ム
で
作
ら
れ

て
い
る
パ

ッ
キ
ン
の
臭
い
が
お
米
に
し
み
つ

い
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ア
ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
害
に
つ

い
て
も
日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
近
い
う
ち
に
、

重
大
を
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
さ

を
開
発
し
て

れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
皆
さ
ん
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
今

度
私
ど
も
で
開
発
し
ま
し
た
″オ
ー
サ
ワ
鍋
″

を
使

っ
た
″オ
ー
サ
ワ
式
玄
米
炊
飯
法
″
で
炊

き
ま
す
と
、
以
上
の
諸
問
題
を
ほ
ぼ
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
方

法
か
と
い
い
ま
す
と
、
従
来
か
ら
あ
る
圧
力

鍋
に
、
フ
タ
の
つ
い
た
陶
器
製

の
内
鍋
を
入

れ
て
炊
く

、
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
パ

ッ
キ
ン
の
臭

い
や
、

金
属
イ
オ
ン
の
害
を
防
げ
る
だ
け
で
な
く
、

他
に
も
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
外
鍋
と

内
鍋
の
間
に
４
合
弱
の
水
を
入
れ
ま
す
の
で
、

だ
れ
に
で
も
焦
げ

つ
か
せ
る
こ
と
な
く
上
手

に
炊
け
ま
す
し
、
量
が
少
な
く
て
も
お
い
し

く
炊
け
ま
す
。

ま
た
内
鍋
に
は
均

一
に
熱
が
加
わ
る
の
で

対
流
が
起
き
な
い
た
め
、
野
菜
を
煮
て
も
煮

く
ず
れ
し
ま
せ
ん
し
、
二
色
ご
は
ん
が
炊
け

る
の
も
お
も
し
ろ
い
特
長
で
す
。

オ
ー
サ
ワ
鍋
は
、
私
ど
も
が
半
年
間
に
わ

た

っ
て
実
験
を
く
り
返
し
て
き
た
も
の
で
、

以
上
の
他
に
も
多
く
の
利
点
を
も

っ
て
い
ま

す
。皆
様
に
も
ぜ
ひ
お
使
い
い
た
だ
き
た
く
、

こ
こ
に
自
信
を
も

っ
て
お
薦
め
申
し
あ
げ
ま

す
。
（
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
新
製
品
開
発
部
）

古 代 と現 代 の 融和 / 従 来 の圧 力鍋 の 欠点 を補 う新 式玄米 炊飯 法

一ワ一オ 1鋼1新発1売|:″

「lだれにでも簡単に炊けて失敗がない

少ない量でも 焦げつく心配がなく、とでもおいしく炊ける。

しかも 従来の陶器鍋より早くできあがる。

巨]金属イオンが米にふれないので健康によい

アルミやステンレスなどから漏出する金属イオンの害を防くこ

とができる。また ゴムパッキンの臭いt,米 につかない

E3J内鍋を取り出してそのまま食卓に出せる
陶器製なので、ごはんなどをそのまま入れておいてt, 鍋の臭

みがつかない。

□ いろいろな応用料理ができる
二色ごはんが炊ける。あずきを煮てもニガ味が出ない.古 いご

はんやバンを蒸すとできたてのようになる。野菜も煮くずれせ

ず、しかも早くやわらかくできる。 定価3800円  4月 上旬発売予定
(7月 15日 まで、特価3650円 )
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掛
鰤
櫛
鰤
「
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「
い
「
藝
¨
藝
藝
¨

２
月
３
日
、
月
例
の
講
演
会
は

『黒
焼
き

の
効
用
』
。　
講
師
は
大
森
英
桜
先
生
。

黒
焼
き
は
、
蒸
し
焼
き
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
水
分
や
陰
性
な
成
分
を
飛
ば
し
、
残

っ

た
成
分
が
濃
縮
さ
れ
る
も
の
で
、
相
当
に
陽

性
な
効
果
を
お
こ
す
。

た
だ
、
種
々
の
成
分
が
濃
縮
し
て
残
る
、

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
食
べ
物
な

ど
を
乾
燥
さ
せ
た
だ
け
で
、
中
の
ミ
ネ
ラ
ル

の
量
の
増
減
が
あ
る
よ
う
に
、
黒
焼
き
の
場

合
も
、
か
な
り
の
程
度
に
、
材
料
の
成
分
の

量
と
質
が
変

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

も
う

一
つ
頭
に
と
め
て
お
く
こ
と
は
、
陰

性
の
に
お
い
を
バ
イ
菌
に
近
づ
け
る
と
、
菌

は
２
分
以
内
に
コ
ロ
イ
ド
状
に
な

っ
て
死
ぬ

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
者
た̈
り
焼

い
た
り

し
た
も
の
だ
と
、
さ
ら
に
殺
菌
効
力
は
強
ま

る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
食
養
料
理
は
必
ず
火

を
通
す
と
い
う
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
。

黒
焼
き
の
作
り
方
と
し
て
は

一
、
直
接
、
人
に
焙
る
も
の

二
、
容
器
に
入
れ
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
も
の

二
、
上
鍋
な
ど
に
入
れ
て
焼
く
も
の

な
ど
が
あ
る
が
、
最
も
多

い
の
は
、素
焼
き
の

土
器
を
使

っ
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
も
の
で
、

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

く

桜
沢
里
真
先
生

フ
タ
の
所
を
粘
に
な
ど
を
塗

っ
て
日
張
り
し
、

針
金
で
し
ば

っ
て
焼
く
。
昔
は
、
ぬ
ら
し
た

和
紙
に
包
ん
で
、
人
鉢
の
灰
の
中
に
入
れ
て

作
る
こ
と
も
し
た
。

も
し
素
焼
き
の
ツ
ボ
が
な

い
時
は
、
１１
薬

を
・塗

っ
て
い
な
い
植
本
鉢
で
代
用
で
き
る
。

黒
焼
き
の
材
料
と
し
て
は
、
動
物
性
の
も

の
と
植
物
性
の
も
の
が
あ
り
、
動
物
性
で
も
、

骨
、
血
、
肉
と
あ
る
。

黒
焼
き
に
す
る
時
の
温
度
、
焼
き
方
な
ど

に
よ

っ
て
、
で
き
あ
が
り
も
変

っ
て
く
る
が
、

相
当
に
陽
性
な
の
で
、
陰
性
の
も
の
と
抱
き

合
せ
て
摂
る
こ
と
が
必
要
で
、
体
質
、
症
状

に
応
じ
て
、
白
湯
、
水
、
酒
、
甘
酒
、
ア
メ

な
ど
が
使
わ
れ
て
き
た
ｃ
だ
か
ら
、
ほ
う
じ

番
茶
は
使
わ
な
い
。

摂
取
す
る
分
量
は
、　
一
日
に
１
グ
ラ
ム
か

ら
、
多
く
て
‐２
グ
ラ
ム
が
限
度
で
、摂
り
過
ぎ

は
害
に
も
な
る
。
特
に
動
物
性
の
も
の
は
必

髪
も
な

い
の
に
摂
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た

摂
る
時
も
正
し
く
摂
ら
ね
ば
危
険
で
あ
る
。

食
養
で
最
も

一
般
的
な
の
が
、
ナ
ス
の
ヘ

タ
の
黒
焼
き
。
こ
れ
は
特
に
歯
槽
膿
漏
に
効

く
が
、
焼
き
塩
だ
け
で
は
効
か
ず
ナ
ス
の
ヘ

タ
が
効
く
の
は
、
ナ
ス
の
陰
性
が
、
動
物
性

の
食
事
も
原
因
の
歯
槽
膿
漏
に
必
要
だ
か
ら

で
あ
る
。

ま
た
、
ガ
ン
の
出
血
な
ど
の
よ
う
に
、
血

管
が
切
れ
て
出
血
し
た
の
で
な
く
、
血
液
そ

の
も
の
の
崩
壊
に
よ
る
出
血
に
は
、
塩
や
ゴ

マ
塩
で
な
く
ハ
髪
の
毛
（特
に
異
性
の
も
の
）

の
黒
焼
き
が
効
く
。
分
量
は
親
指
大
を

一
日

３
回
。
こ
れ
は
、
■
宮
病
、
卯
巣
病
の
出
血
、

下
血
、
血
尿
に
も
使
う
。

そ
の
他
、
心
臓
病
、
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
、

病
気
別
の
黒
焼
き
の
材
料
の
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
面
白
い
も
の
で
は
、
カ
ゼ
に
ゴ
キ
ブ

リ
（油
虫
）を
使
う
と
い
う
も
の
。
こ
れ
は
、

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼

い
て
粉
末
に
し
た
も
の
を
、

１
回
に
親
指
の
頭
ほ
ど
の
量
を
１
日
３
回
服

用
す
る
が
、
こ
れ
を
人
に
飲
ま
せ
る
時
は
、

決
し
て
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
黒
焼
き
だ
と
は
明
か

さ
な
い
で
飲
ま
せ
る
こ
と
。
そ
う
し
な
い
と

心
理
的
に
う
ま
く

い
か
ず
、
効
く
も
の
も
効

か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
月
１０
日
か
ら
３
日
間
、
泊
ま
り
込
み
の

集
中
講
座
、
『
正
食
料
理
講
座

。
初
級
前
期
』

の
講
習
が
、
本
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
、
短

期
集
中
講
座
と
あ

っ
て
、
日
本
各
地
か
ら
、

３２
名
の
人
（男
性
５
名
）が
参
加
し
、
朝
は
６

時
か
ら
掃
除
、
７
時
か
ら
夜
の
９
時
半
ま
で

ニ

ュ

ー

ス

■
一「
一̈
痴
痴
十
一♯
一甍
¨
一痴
一喘
一怖
一̈
痴
痴
鰤
痴
弥
藝
藝
手
掛
渉
渉
「
螂
一

く
浮
津
宏
子
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
吉
成
知
江
子
先
生

.ヽ_鶯ぶ

罹

ド膚
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は
料
理
実
習
と
講
義
に
と
、
濃
密
な
３
日
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

料
理
実
習
の
講
師
は
桜
沢
里
真
先
生
、
浮

津
宏
子
先
生
、士
［
成
知
江
ｒ
完
生
が
オｌｌ
当
し
、

全
部
で
５
回
。
玄
米
、
ゴ

マ
塩
、
金
平
な
ど

食
養
基
本
料
理
に
始
ま
り
、
そ
の
他
、
き
び

団
ｒ
、
カ
ボ
チ
ャ
パ
イ
、
ク
ッ
キ
ー
、
小
豆

南
瓜
な
ど
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
も
。
男
性
も

エ
プ

ロ
ン
を

つ
け
、
包
丁
を
握

っ
て
、
切
り

方
、
炒
め
方
か
ら
実
習
し
ま
し
た
。

講
義
は
里
真
先
生
の

『食
養
基
礎
理
論
』
、

橋
本
政
憲
編
集
長
の

『無
双
原
理
の
話
』
、
お

よ
び
大
森

一
慧
先
生
の

『食
隻
料
理
』
の
３

講
義
。

里
真
先
生
か
ら
は
、
陰
陽
の
物
の
見
方
の

話
と
、
身
上
不
二
、　
一
物
全
体
、
季
節
の
も

の
を
摂
る
こ
と
な
ど
、食
養
の
基
本
的
な
話
。

橋
本
編
集
長
か
ら
は
、
な
ぜ
人
は
穀
物
食
な

の
か
に
つ
い
て
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
た

生
物
学
的
な
話
。
大
森
先
生
か
ら
は
、
玄
米

ス
ー
プ
、
鉄
華
み
そ
、
小
豆
南
瓜
な
ど
、
食

隻
料
理
を
作
る
心
構
え
、
効
能
、
用
途
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
単
に
料
理
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
原
理
の
勉
強
、
ま
た
そ
の
応
用
と
い
う
こ

と
で
、
上
記
の
講
義
を
設
け
ま
し
た
が
、
食

箋
料
理
の
講
義
は
少
し
む
ず
か
し
か

っ
た
よ

う
で
す
。

懇
談
の
時
間
に
は
、
み
な
で
自
己
紹
介
。

息
ｒ
さ
ん
が
西
洋
医
学
の
学
生
で
、
だ

い
ぶ

衝
突
し
た
が
、
玄
米
だ
け
は
食
べ
る
よ
う
に

な

っ
た
と
い
う
人
、
９
年
間
、
自
己
流
の
玄

米
食
だ

っ
た
が
、
は
じ
め
て
料
理
を
習

っ
て

お
い
し
い
も
の
だ
と
知

っ
た
と
い
う
人
、
女

ｒ．
が
玄
米
食
を
す
る
と
、
色
が
黒
く
て
ガ
リ

ガ
リ
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た

が
、
里
真
先
牛
を
み
て
そ
う
で
な
い
と
わ
か

っ
て
安
心
し
た
と
い
う
人
、
イ
タ
リ
ア
料
理

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
や

っ
て
い
る
が
、
じ
ょ
じ

ょ
に
調
味
料
な
ど
か
ら
い
い
方
に
持

っ
て
い

き
た
い
と
い
う
人
、
ヨ
ガ
の
指
導
を
し
て
い

る
が
、
自
分
が
ポ
チ
ャ
ポ
チ
ャ
し
て
い
る
の

に
や
せ
る
ポ
ー
ズ
な
ど
を
教
え
て
い
る
の
で
、

よ
く
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
と
い

う
人
、
２
週
間
前
ま
で
は
ケ
ー
キ
と
肉
と
牛

乳
ば
か
り
で
し
た
と

い
う
人
、
た
生
方
の
女

ら
し

い
し
ぐ
さ
を
見
て
、
私
も
あ
の
よ
う
に

な
り
た

い
で
す
と

い
う
人
。

ま
た
、
男
性
で
は
、

つ
き
合

い
で

い
ろ

い

ろ
食
べ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
を

一
夜

に
し
て

元
に
戻
す
法
を
研
究
中
と

い
う
人
や
、
本
当

は
奥
さ
ん
が
来
る
は
ず
だ

っ
た
が
、
乳
児
を

抱
え
て
い
る
の
で
、
自
分
が
代
わ
り
に
来
ま

し
た
と

い
う
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
＾

閉
会
式
で
は
桜
沢
里
真
先
生
か
ら
、
『
私
た

ち
人
間
は
二
人
の
親
か
ら
だ
け
生
ま
れ
た
の

で
は
な
く
、
何
千
年
、
何
億
年
も

の
長

い
歴

史
を

へ
て
で
き
あ
が

っ
た
大
切
な
命
で
あ
る

こ
と
を
自
党
し
、
本
当
に
命
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
料
理
を

一
つ
習

っ
た
ら
、
そ
こ
か
ら
十

の
料
理
を
創
作
し
て

下
さ

い
」
と

い
う
あ

い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
皆
で
輪
に
な
り

『別
れ
の
歌
』
を

歌

っ
て
、
２
泊
３
日
の
講
習
を
終
え
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
感

　
想

　
文

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

（敬
称
略
）

●
ＩＥ
食
に
入

っ
て
３
年
以
上
で
す
が
、
育
児

に
追
わ
れ
て
、
料
理
は
自
己
流
で
、
な
か
な

か
お
い
し
く
で
き
な
い
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
学

ぼ
う
と
思

っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
や
は
り
、

基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
こ
要
さ
を
身

に
し
み

て
感
じ
、
自
己
流
で
や

っ
て
き
た
疑
問
点
が

▲里真先生の説明に真剣なまなざし
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３
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「
『
掛
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掛
静
甍
掛
櫛
螂
♯
螂
驀
驀
「
掛
強
勢
螂

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

。
ニ

ュ
ー

ス

静
慟
螂
讐
驀
帯
掛
瞥
事
事
事
磐
騨
啓
事
事
驀
魯
磐
磐
誉
誉
驀
驀
誉
螂

ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
消
さ
れ
て
、
非
常
に
有
益

で
し
た
。

そ
し
て
、
料
理
が

い
か
に
微
妙
で
、
い
か

に
重
要
で
あ
る
か
、
再
認
識
し
ま
し
た
。
や

は
り
料
理
は
お
い
し
く
な
く
て
は
、
作
る
気

も
食
べ
る
気
も
し
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
を
参
考
に
し
て
、
お
い
し
い
料
理
を
作

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
（神
奈
川

・
大
迫
有
花
）

●
正
食
料
理
と
い
う
も
の
は
普
通
の
料
理
と

全
然
違

い
、
料
理
に
対
す
る
心
く
ば
り
の
素

晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
味
の
方
も
、

素
晴
ら
し
い
味
が
出
せ
る
も
の
だ
と
感
心
し

ま
し
た
。

内
容
が
多
く
て
、
充
分
消
化
し
き
れ
た
か

ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
実
に
充
実
し
た

３
日
間
で
し
た
。
ず

い
ぶ
ん
多
く
の
こ
と
を

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
帰

っ
て
か
ら
も
、
こ
の
料
理
が
少
し
で
も
自
分

の
も
の
に
な
る
よ
う
、
実
際
に
自
分
の
手
で

や
り
な
が
ら
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。
　

　

　

　

　

（東
京

・
加
藤
富
清
）

●
私
は

一
家
そ
ろ

っ
て
正
食
の
で
き
る
め
ぐ

ま
れ
た
環
境
に
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
正
食
を
自

分
の
生
活
に
密
着
さ
せ
た
い
。
料
理
は
母
が

し
て
い
る
が
、
私
も
機
会
あ
る
ご
と
に
台
所

に
立
ち
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
里
真
先
生
に

お
会

い
で
き
て
本
当
に
よ
か

っ
た
と
思
う
。

正
食
を
続
け
れ
ば
す
て
き
な
人
に
な
れ
る
ん

だ
、
と
い
う
信
念
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。

（東
京

・
金
田
和
世

・
高
校
生
）

●
ま
だ
病
気
が
完
全
に
治

っ
て
い
な
い
の
で

冬
は
少
し
つ
ら
か

っ
た
の
で
す
が
、
思
い
切

っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
本
当
に
よ

か

っ
た
と
思

い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
キ
ン

ピ
ラ
に
し
ろ
、
ネ
ギ
ミ
ソ
に
し
ろ
、
副
食
の

作
り
方
が

い
い
加
減
だ

っ
た
こ
と
を
思
い
知

うヽ
さ
れ
ま
し
た
。
て
い
ね

い
に
、
あ
た
た
か

い
愛
情
を
も

っ
て
作
る
の
で
す
ね
。
陰
性
と

陽
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
の
む
ず
か
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
女
と
し
て

の
責
任
の
重
さ
も
双
肩
に
ず

っ
し
り
と
感
じ

ま
し
た
。
今
回
の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
栄

養
に
し
て
、
少
し
で
も
前
進
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

　

（静
岡

。
紅
林
典
江
）

●
食
べ
物
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
あ
り
よ

う
を
考
え
直
し
て
み
た

い
と
い
う
単
純
な
動

機
で
参
加
し
た
の
で
す
が
、
講
師
の
方
々
、

ま
た
、
集
ま
ら
れ
た
皆
様
の
貴
重
な
体
験
を

教
え
て
い
た
だ

い
て
、
新
し
い
世
界
の
入
り

口
を
知

っ
た
気
持
が
し
ま
す
。

求
め
て
い
る
人
々
が
本
当
に
地
味
に
頑
張

っ
て
い
る
こ
と
を
支
え
と
し
て
、
私
自
身
も

一

日

一
日
を
大
切
に
や

っ
て
行
く
覚
悟
で
す
。

（東
京

・
黒
柳
和
子
）

●
こ
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
来
た
の
も
何
か
縁
が

あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

つ
い
最
近
ま
で
ロ

―
ス
ト
ビ
ー
フ
や
牛
乳
、
パ
ン
、
果
物
と
い

っ
た
も
の
ば
か
り
食
べ
て
い
て
、
す
ぐ
便
秘

に
な

っ
た
り
、
体
が
む
く
ん
で
き
た
り
、
し

っ
か
り
食
べ
て
い
る
の
に
フ
ラ
フ
ラ
に
な

っ

た
り
、
体
の
調
子
が
全
く
狂

っ
て
い
ま
し
た
。

整
骨
の
所
へ
行

っ
た
り
、
体
操
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
や

っ
ぱ
り
体
の
中
に
入
る

も
の
が
変
ら
な
い
限
り
、
イ
ラ
イ
ラ
も
な
く

な
ら
な

い
し
、
身
体
も
よ
く
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
桜
沢
先
生
の
本
で
自
覚
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
、
身

体
が
変
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
は
思

っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
そ
れ
な
ら
い
っ
た
い
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
具
体
的
な
こ
と

が
わ
か
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
が
、
正
食
料
理

講
座
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
今
ま
で

抽
象
的
に
つ
か
ん
で
い
た
も
の
が
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
自
分
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る

気
持
で
す
。

近
い
将
来
、
正
食
の
民
宿
み
た
い
な
の
を

や

っ
て
み
た
い
ね
、
と
家
族
で
話
し
て
い
ま

す
。
　

　

　

　

　

（大
阪

・
小
松
万
里
子
）

●
こ
の
講
座
に
参
加
し
た
の
は
、
玄
米
の
正

し
い
食
べ
方
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
こ
と
と
、

お
い
し
い
正
食
料
理
を
作
り
た

い
た
め
で
し

た
。
正
食
と
は
考
え
て
い
た
よ
り
も
ず

っ
と

難
し
く
、
奥
も
深
く
、
正
食
イ
コ
ー
ル
正
し

い
精
神
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
正
食
を
学
ぶ

▲男性陣も大奮闘中/

-48-



鮮 |1機豪

條

堂

喜

堂

事

壼

事

堂

幕

堂

事

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

ニ

ュ
ー

ス
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螂
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勢
勢
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螂
事
事
事
螂

と
い
う
こ
と
は
自
己
を
学
ぶ
こ
と
で
す
し
、

一
生
か
か

っ
て
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

い
わ
ば

一
つ
の
宗
教
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

今
は
環
境
的
に
も
正
食
を
お
こ
な

っ
て
い

く
こ
と
は
困
難
な
状
態
で
す
し
、
自
分
自
身

も
勉
強
不
足
で
自
信
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
正
食
を
勉
強
し
た
こ
と
を
無
駄
に
し
な

い

で
、
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　

（栃
本

・
神
保
京
子
）

●
最
近
、
身
体
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
も

敏
感
に
な
り
、
ど
こ
か
悪

い
の
で
は
な
い
か

と
取
り
越
し
苦
労
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

つ

く
づ
く
健
康
で
あ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
今
ま
で
の
食
生
活
に
疑
間
を
抱
く
よ
う

に
な

っ
た
と
こ
ろ
へ
、
正
食
と
い
う
も
の
が

あ
る
こ
と
を
聞
き
、
で
は
ま
ず
自
分
で
作

っ

て
み
よ
う
と
思
い
、
少
し
ず

つ
始
め
た
の
で

す
が
、
ど
う
し
て
も
味
が
悪
い
の
で
、
そ
れ

で
は
料
理
か
ら
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
、
こ
の
講
座
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

自
己
流
に
作

っ
た
味
と
数
段
の
へ
だ
た
り

が
あ
り
、
味
の
よ
い
の
に
び

っ
く
り
し
ま
し

た
。
こ
れ
な
ら
ば
正
食
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
し
た
。
（
愛
知
・鈴
木
深
重
子
）

●
理
論
と
実
践
。
こ
の
二
つ
は
切
り
離
せ
な

い
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
こ
の
実
践
面

の
こ
と
を
重
視
し
て
参
加
し
ま
し
た
。宇
宙
、

人
間
社
会
、
そ
し
て
人
の
体
、
い
ず
れ
も
完

全
に
解
明
さ
れ
尽
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
こ
の
人
の
体
の
成
立
の
因
果
関
係
に
、

現
在
と
て
も
関
心
を
持

っ
て
い
る
私
で
す
。

そ
れ
が
陰

・
陽
で
あ

っ
て
も
い
い
が
、
私
が

知
り
た
い
の
は
そ
の
カ
ラ
ク
リ
、
す
な
わ
ち

普
遍
的
法
則
が

い
か
な
る
も
の
か
、
で
す
。

た
し
か
に
講
習
で
作

っ
た
料
理
を
食
べ
る

と
、
翌
日
は
シ
ャ
キ

ン
と
、
普
段
の
自
分
と

違

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
く
。
そ
の
カ
ラ

ク
リ
は
、
や
は
り
実
践
か
ら
も
進
め
て
い
か

な
い
と
、
と
て
も
把
握
で
き
な

い
こ
と
に
最

近
気
が

つ
き
ま
し
た
。（東

京

・
玉
川
洋
次
郎
）

●
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て
、
少
な
い
材

料
で
も
野
菜
の
気
持
ち
を
聞
く
よ
う
に
愛
情

を
も
ち
、
植
物
が
人
間
に
対
し
て
生
命
を
投

げ
出
し
て
い
る
こ
と
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
、
料
理
す
る
先
生
方
の
姿
に
、
技
術
だ
け

で
な
く
、
植
物
に
対
す
る
マ
ナ
ー
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
植
物
が
人
間
に
生
命
を
投

げ
出
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、

大
食
を
し
て
、
植
物
に
申
し
わ
け
な
か

っ
た

と
思

っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
胃
潰
瘍
で
切
除
す
る
所
を
、
沖
正

弘
先
生
の
指
導
を
受
け
ま
し
て
、
体
の
鍛
練

と
、
毎
日
の
食
事
を
玄
米
に
し
て
、
と
に
か

響

▲ さあ、できたぞ。感謝をこめて “いただきます"
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¨
「
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♯
「
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「
「
静
¨
静
「
『
掛
勢
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掛
螂
¨
静
「
静
事

く
治
り
た
か

っ
た
ら
や

っ
て

み
ろ
と
い
う
話
か
ら
、
病
気

を
転
じ
て
福
と
い
う
か
、
人

食
の
駄
目
さ
、
植
物
の
重
要

性
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
は
私

に
接
す
る
す
べ
て
の
も
の
に

感
謝
し
な
が
ら
生
き
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

（静
岡

・
仁
藤
悟
）

●
こ
の
講
座
に
出
席
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま

す
。
料
理
の
時
間
、
講
義
な

ど
、
２
泊
３
日
の
企
過
程
の

中
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

を
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
言
葉
で
表
現
で

き
な
い
の
で
す
が
、

―，‐∫
か
私

の
中
に
変
化
が
起
き
て
き
た

気
配
を
た
し
か
に
感
じ
ま
す
。

懇
談
会

の
席
で
私
は

『腕
組

み
を
し
な
い
女
に
な
り
た
い
」

と
誓

い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉

に
す
べ
て
を
こ
め
て
…
…
ら

（愛
知

・
星
野
雅
代
）

●
た
い
へ
ん
楽
し
い
講
習
会

で
し
た
。
講
習
も
、
来
ら
れ

た
方
た
ち
と
の
触
れ
合

い
も
、

お
互
い
に
わ
か
り
合
え
る
部
分
が
あ
り
、
日

常
生
活
の
中
で
は
孤
立
し
た
自
分
を
と
き
は

ぐ
す
よ
う
な
感
じ
を
も
ち
ま
し
た
。
Ｃ
Ｉ
に

来
た
の
は
三
度
日
で
す
が
、
来
る
ご
と
に
知

っ
た
人
を
作
れ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ｃ
料

理
講
習
を
受
け
て
反
省
し
た
こ
と
は
、
今
ま

で
非
常
に
乱
蝶
だ

っ
た
な
あ
、
と
い
う
こ
と

で
す
っ
分
量
に
対
す
る
正
確
さ
、
材
料
に
対

す
る
心
づ
か
い
、
何
も
か
も
な

っ
て
い
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
料
理
は
あ
ま
り
好
き
で

は
な

い
の
で
す
が
、
家
に
帰

っ
て
早
く
復
習

し
た
い
よ
う
な
、
料
理
を
す
る
こ
と
の
お
も

し
ろ
さ
を
引
き
お
こ
し
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
私
に
と

っ
て
は
大

き
な
収
穫
で
し
た
。
　
■
（庫

・
渡
辺
佳
子
）

２
月
１７
日
、
特
別
料
理
講
習
、
『
豆
の
調
理

法
』
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
日
本
Ｃ

Ｉ
の
台
所
を
預
か
る
吉
成
知
江
子
先
生
。

豆
は
、
豆
入
り
御
飯
、
五
日
豆
、
豆
も
ち

な
ど
、
日
本
人
の
食
卓
に
た
び
た
び
出
て
く

る
材
料
な
の
で
、　
一
度
き

っ
ち
り
習

っ
て
お

い
て
も
う
お
う
と
い
う
も
の
。

内
容
は

（約
釦
人
分
、
単
位
／
グ
ラ
ム
）

一
、
豆
入
り
玄
米
御
飯
―
―
玄
米
、
フ
ン
ド

豆

（玄
米
の
５
バ
ー
セ
ン
ト
）、
塩
。

ｌ
、
五
目
豆
―
―
大
豆
２
カ

ッ
プ
、
ご
ぼ
う

‐００
、
人
参
園
、
蓮
根
２００
、
ゥ」
ん
に
ゃ
く
１
枚
、

高
野
豆
腐
。

二
、
花
豆
中
華
風
―
―
花
豆
２
カ

ッ
プ
、
工

ね
ぎ
３
コ
、
人
参
枷
、
隠
ん
１５
本
、

コ
ー
フ

‐
２００
、
ビ
‐
フ
ン
、
生
姜
少
々
。

四
、
う
ず
ら
豆
甘
煮
―
―

う
ず
ら
豆
２
カ

ッ

プ
半
、
麦
あ
め
大
さ
じ
２
杯
、
千
し
柿
２
コ
。

五
、
黒
豆
の
油
み
そ
―
―

黒
豆
１
カ
ッ
プ
、

ご
ぼ
う
‐００
、
み
そ
ｃ

六
、
ず
ん
だ
（呉
汁
）―
―
人
豆
２
カ
ッ
プ
、

人
根
８００
、
人
参
３００
、
油
揚
げ
３
枚
、
味
哺
３６０
。

七
、
水
無
月
―
―
玄
米
粉
枷
、
も
ち
玄
米
粉

３００
、
黒
豆
１
カ

ッ
プ
。

ま
ず
豆
に
つ
い
て
吉
成
先
生
か
ら
総
体
的

な
話
が
あ
り
、
豆
は
陰
性
の
カ
リ
ウ
ム
が
多

い
食
べ
物
な
の
で
、
必
ず
塩
気
を
使

っ
て
調

理
し
、
ま
た
み
そ
な
ど
を
作
る
過
程
に
使
わ

れ
る
、
人
、
時
間
と
い
う
陽
性
の
力
な
ど
も

加
え
る
こ
と
。
ま
た
、
長
時
間
水
に
浸
し
て

お
い
た
時
は
圧
力
な
し
で
煮
た
方
が
お
い
し

く
で
き
、
圧
力
鍋
を
使
う
時
は
水
に
浸
し
て

す
ぐ
人
に
か
け
る
か
、
せ
い
ぜ

い
２０
分
程
度

浸
す
の
が
お
い
し
い
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

五
日
豆
の
大
豆
は
圧
カ
ー５
分
で
煮
、
そ
の

他
の
材
料
は
サ
イ
の
日
に
切

っ
て
醤
油
で
煮

じ
め
る
。

花
豆
中
華
風
は
、
煮

て
お

い
た
花
豆
と
炒

▼ メデタク修了。参加者全員でチーズ.′

茫
し
鵜
攣
祓
鷹
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め
た
材
料
に
、
油
で
揚
げ
た
ビ
ー
フ
ン
を
入

れ
る
も
の
で
、
汁
を
ビ
ー
フ
ン
が
吸

っ
て
、

ク
ズ
を
加
え
ず
に
あ
ん
か
け
風
に
な
る
と
い

う
も
の
。
生
姜
は
あ
と
で
加
え
る
。

う
ず
ら
豆
甘
煮
は
、
ち
ょ
っ
と
甘
い
も
の

も
ひ
と
つ
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
、
麦
あ
め
と
刻
ん
だ
干
し
柿
を
使

い
ま
し

た
。
豆
は
１
時
間
水
に
浸
し
て
お
い
て
、
圧

力
な
し
で
２
時
間
煮
ま
し
た
。

黒
豆
の
油
み
そ
は
、
炒
め
た
サ
サ
ガ
キ
ご

ぼ
う
と
カ
ラ
炒
り
し
た
黒
豆
に
、
同
量
の
水

で
う
す
め
た
み
そ

（材
料
の
２
分
の
１
）
を

加
え
て
煮

つ
け
た
も
の
。

ず
ん
だ
は
、
２
日
間
水
に
浸
し
て
お
い
た

人
豆
を

つ
ぶ
し
た
も

の
を
入
れ
た
み
そ
汁
．

大
豆
は
す
る
と
泡
が
出
る
の
で
、

つ
ぶ
し
た

方
が
よ

い
と

い
う
二
と
で
す
ｃ

水
無
用
は
ふ
か
し
た
米
粉
を
ね

っ
て
黒
豆

を
は
さ
み
入
れ
た
も

の
で
、
参
加
者
全
員
で

す
り
鉢
で
叩

い
た
り
、
こ
ね
た
り
し
て
作
り

上
げ
ま
し
た
。

２
月
１８
日
、
大
阪
に
本
拠
を
置
く
世
界
正

食
協
会
会
長
の
岡
田
周
三
先
生
を
招

い
て
、

『食
養
四
方
山
噺
』
の
題
で
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

岡
田
先
生
は
桜
沢
如

´
先
生

（
Ｇ
Ｏ

）
に

師
事
し
て
３０
年
、
今
年
で
こ
の
道
４５
年
の
大

先
輩
で
、

７５
歳
の
今
日
も
、
講
演
、
健
康
指

導
な
ど
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「私
は
Ｇ
Ｏ
か
ら
頭
が
悪

い
と
言
わ
れ
た
だ

け
の
落
第
生
で
す
が
、
落
第
生
の
話
も
何
か

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
前
置
き

し
、
食
養
の
道
に
入

っ
て
４５
年
の
間
、
風
邪

ひ
と
つ
ひ
か
な
か

っ
た
が
、
昨
年
の
１２
月
、

仕
事
が
山
積
し
て
無
理
を
続
け
、
風
邪
を
ひ

い
て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

そ
の
風
邪
と
い
う
の
が
、

４０
度
の
高
熱
が

出
、
芋
パ
ス
タ
ー
で
も
豆
腐
パ
ス
タ
ー
で
も

熱
が
下
ら
ず
、
ク
ル
ッ
プ
性
肺
炎
と
わ
か

っ

て
、
鯉
パ
ス
タ
ー
を
３
日
や

っ
て
治
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
な
ぜ
ク
ル
ッ
プ
性
肺
炎
と
い
う

陽
性
肺
炎
病
に
、
豆
腐
で
な
く
鯉
が
効
く
か

に
つ
い
て
触
れ
、
鯉
の
血
液
の
酸
素
は
組
の

そ
れ
の
１０
１
１５
倍
あ
り
、
患
者
に
ま
ず
頭
の

生
血
を
飲
ま
せ
る
が
、
そ
れ
が
酸
素
吸
人
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
、
ま
た
、
も
の
が
腐
る

時
は
ま
わ
り
の
熱
を
吸
収
す
る
よ
う
に
、
鯉

パ
ス
タ
‐
が
３０
７
６０
分
と
い
う
早
い
速
度
で

腐
る
腐
敗
熱
を
利
用
し
て
熱
を
下
げ
る
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
近
く
の
親
し
い
医
師
に
診
て
も

ら

っ
て
ク
ル
ッ
プ
性
肺
炎
と
診
断
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
医
師
は
か
つ
て
肝

臓
病
を

わ
ず
ら
い
、
現
代
栄
養
学
的
に
高
蛋

自
、
高
栄
養
で
や

っ
て
、
肝
機
能
は
低
ド
す

る
ば
か
り
だ

っ
た
が
、
岡
田
先
１１
に
指
導
を

受
け
、
お
か
ゆ
と
梅
干
、
そ
れ
に
ひ
じ
き
か

き
ん
ひ
ら
少
々
と
い
う
、
現
代
栄
養
学
と
逆

の
食
事
で
み
ち
が
え
る
ほ
ど
よ
く
な

っ
た
人

と
い
う
こ
と
で
す
“

そ
の
医
師
が
、
岡
田
先
生
が
鯉
パ
ス
タ
ー

で
治

っ
た
こ
と
に
び

っ
く
り
し
、

７０
歳
以
上

で
そ
う
い
う
肺
炎
に
か
か

っ
て
、ヽ
ま
と
も
に

治

っ
た
人
は
い
な

い
と
言

っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
、
「砂
糖
や
肉
が
悪

い
」
と
我

々
が
言

っ

て
も
、
自
ら
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
を
医
者

は
せ
ず
に
バ
カ
に
す
る
．
彼
ら
は
や

っ
て
も

み
な
い
の
に
、
机

の
Ｌ
で
判
断
す
る
。

「
と
こ
ろ
が
、
科
学
と
い
う
名
の
も
と
に
、

現
代
栄
養
学
、
現
代
医
学
が
教
育
の
場
で
無

理
矢
理
お
し

つ
け
ら
れ
、
信
じ
こ
ま
さ
れ
て

い
る
の
が
今
の
日
本
の
現
状
で
す
」
と
批
判
。

現
代
医
学
を
信
奉
す
る
医
者
、
学
者
が
結

局
、
何
も
わ
か

っ
て
い
な

い
証
ノ
‐‐
と
し
て
、

国
ｔ
が
え
セ
ン
タ
ー
の
代
々
の
所
長
な
ど
ガ

ン
研
究
の
大
家
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ガ
ン
で
死

ん
で
い
る
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。

昨
年
の
■
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
、

ベ
ル
ギ
ー
の
ガ
ン
市
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
食
品
の
見
本
市
を
見
て
き
た
こ
と
、
ロ
ン

▲ 黒豆を巻きこんでつくる水無月

静
静
強
跡
弥
¨
「
『
「
「
「
「
藝
警
痴

イ

ン
タ
ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
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「
螂
勢
椰
郵
郵
螂
『
螂
螂
『
「
嘗
讐
静

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

一
一
ュ

ー

ス

「
静
手
掛
螂
一■
夢
藝
郵
螂
弱
藝
掛
螂
掛
跡
「
勢
椰
魯
郵
黎
掛
掛
警
螂

ド
ン
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
正
食
者
会
議
に
出
席
し

た
こ
と
、
そ
の
他
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ

ン
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
を
訪
れ
て
来
て
、
現
地

の
正
食
者
や
日
本
人
指
導
者

に
会

っ
て
き
た

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
ン
の
正
食
品
見
本
市
で
は
、
会
場
の
広

さ
４
千
坪
、
入
場
者
が
３
日
で
４
万
人
と
い

う
規
模
の
大
き
さ
、
人
々
の
関
心
の
高
さ
に

び

っ
く
り
し
た
こ
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、

先
生
と
１０
数
年
の
交
遊
の
あ
る
ガ
ラ
ン
バ
と

い
う
指
導
者
の
も
と
に
、
正
食
品
の
製
造
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
普
及
に
大

い
に
力
を

つ
け
て
い
る
こ
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
は
、
元
Ｍ
Ｉ

（
Ｃ
Ｉ
の
前
身
）出
身
で
、

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
移

っ
た
安
原
久
雄
氏

（
ロ
ー

ラ
ン
）
が
玄
米
食
堂
を
開
い
て
い
て
、
学
校

の
先
生
な
ど
、
知
識
階
級
に
正
食
が
浸
透
し

つ
つ
あ
る
こ
と

（安
原
さ
ん
の
料
理
は
非
常

に
お
い
し
く
、
評
判
だ
と
の
こ
と
で
す
）、
特

に
ス
ペ
イ
ン
の
青
年
達
と
会

っ
て
、
彼
ら
の

中
に

「今

一
度
、
昔
の
ス
ペ
イ
ン
の
活
力
を

再
興
し
よ
う
」
と
い
う
気
概
が
芽
ば
え
て
い

る
こ
と
を
感
じ
た
こ
と
。

ま
た
、

ロ
ン
ド
ン
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
正
食

会
議

（
リ
ー
ダ
ー
は
ボ
ス
ト
ン
の
久
司
道
夫

氏
）
に
参
加
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
人
を

ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
日
本
人
だ
か
ら
で
き

た
こ
と
で
あ
り
、
世
界
の
健
康
、
平
和
運
動

に
お
け
る
日
本
人
の
果
た
す
役
割
は
重
大
で

あ
る
と
思

っ
た
こ
と
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
ガ
ブ

リ
エ
ル
と
い
う
青
年
が
活
躍
し
て
い
る
が
、

‐３
年
前
会

っ
た
時
は
、
地
下
で
小
さ
な
玄
米

食
堂
を
し
て
い
た
も
の
が
、
今
は
非
常
に
正

食
運
動
が
広
ま

っ
て
お
り
、
米
な
ど
は
年
に

２
千
ト
ン
も
扱

っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
正
月
は
前
記
の
よ
う
に
肺
炎
で
寝

て
い
た
た
め
、
も

っ
ぱ
ら
テ
レ
ビ
を
見
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
番
組
で
喜
劇
役
者

の
藤
田
ま
こ
と
が

「
最
近
の
日
本
の
女
性
は

た
る
み
す
ぎ
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
、
私
の

女
房
は
結
婚
当
時
は
５４
キ
ロ
の
体
重
だ

っ
た

も
の
が
、
今
は
７４
キ
ロ
」
と
し
ゃ
べ
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
日
教
組
の
全
国
大
会
で
、
小
学

生
が
無
気
力
で
、
意
欲
な
く
、
や
る
気
を
な

く
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が
全
国
の
先
生
か

ら
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
、

福
祉
の
行
き
届

い
た
国
ほ
ど
老
人
の
自
殺
が

多
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
、
治
し
方

を
ど
な
た
も
心
得
て
い
な

い
、
そ
れ
ら
た
る

ん
だ
姿
の
大
き
な
原
因
は

『暖
衣
、
飽
食
、

過
保
護
』
に
あ
る
と
指
摘
。
日
本
人
の
教
育

の
根
幹
を
な
し
て
い
た

『
サ
ム
サ
、
ヒ
モ
ジ

サ
、
ク
ル
シ
サ
』
を
与
え
る
こ
と
が
本
当
の

人
間
教
育
で
、
何
も
か
も
与
え
ら
れ
る
と
何

も
求
め
な
く
な
る
の
が
無
気
力
性
で
あ
る
以

上
、
サ
ム
サ
、
ヒ
モ
ジ
サ
、
ク
ル
シ
サ
を
与

え
れ
ば
、
無
気
力
症
は
治
る
、
ま
た
そ
こ
に

正
食
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
し
、
も

っ
と

動
物
性
蛋
自
が
必
要
だ
な
ど
と
い
う
栄
養
学

者
、
医
者
の
机
上
の
論
理
に
日
本
人
が
わ
ぎ

わ
い
さ
れ
て
い
る
現
在
、
昔
の
日
本
人
が
そ

う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
肉
な
ど
な
く
と
も
野

菜
が
あ
れ
ば
丈
夫
に
や

っ
て
い
け
る
し
、
女

一房
の
た
る
み
も
、
子
供
の
無
気
力
も
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
に
再
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
、
と
話
さ
れ
ま
し
た

。

最
後
に
、

２０
代
の
青
年
の
時
か
ら
抱

い
て

い
た
夢
に
つ
い
て
、

２２
歳
の
時
、
中
国
、
蒙

古
を
訪
れ
、
広
漠
た
る
モ
ン
ゴ
ル
の
大
砂
漠

を
見
て
、
「
こ
れ
は
何
と
か
な
ら
な
い
か
、
こ

こ
に
水
を
も

っ
て
く
れ
ば
大
草
原
が
で
き
、

そ
こ
に
作
物
の
作
れ
る
緑
地
が
で
き
る
」
と

い
う
夢
を
ず

っ
と
持

っ
て
き
て
、
科
学
者
、

経
済
人
、
政
界
人
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
水

量
が
琵
琶
湖
の
５０
倍
あ
る
バ
イ
カ
ル
湖
の
水

を
蒙
古
の
大
砂
漠
に
持

っ
て
い
く
た
め
の
現

地
調
査
寸
前
ま
で
事
が
運
ん
だ
が
、
日
本
、

米
国
、
中
国
、
ソ
連
を
取
り
巻
く
政
治
情
勢

が
か
ら
ん
で
、
足
ぶ
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
夢
は
必
ず
実
現
す
る
し
、
私

が
生
き
て
い
る
う
ち
に
実
現
し
な
く
て
も
、

次
の
世
代
の
人
が
や
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
、

と
話
し
、
「
ど
ん
な
夢
で
も
よ
い
。
と
に
か
く

―

―

―

∃

▲ たんたんと語られる岡田周三先生
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夢
を
持

っ
て
生
活
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
生
き
甲
斐
が
な

い
し
、
無
気
力

に
な

っ
て
し
ま
う
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

２
月
２５
日
、
手
作
り
み
そ
講
習
会
が
お
こ

な
わ
れ
、
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
は
浮
津
宏
子
先
生
。

講
習
内
容
は
麦
み
そ
、
径
山
寺
み
そ
、
納

豆
み
そ
の
３
品
日
、
麦
み
そ
は
大
豆
１０
カ

ッ

プ
、
玄
麦
こ
う
じ
ｎ
カ

ッ
プ
、
塩
４
カ

ッ
プ

＞
浮
津
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

柴
田
頼
子
レ
ポ
ー
タ
ー

掛
鰤
滞
３
曇
「
『
静
螂
「
「
「
勢
讐
¨

半
、
煮
汁
１
カ
ッ
プ
の
割
合

の
も
の
。
（
で
き

あ
が
り
約
５
キ
ロ
）

径
山
寺
み
そ
は
大
豆
、
米
こ
う
じ
、
玄
米

ご
飯
に
、
大
根
、
人
参
、
き
ゅ
う
り
、
運
根
、

し
ょ
う
が
な
ど
を
混
ぜ
合
せ
、
食
養
的
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
お
か
ず
み
そ
。
納
豆
み
そ
は
大

豆
と
米
こ
う
じ
に
、
叩
い
た
納
豆
を
加
え
た

な
め
み
そ
。
１
カ
月
ほ
ど
か
ら
食
べ
ら
れ
る

も
の
。

日
曜
日
と
あ

っ
て
、
定
員
オ
ー
バ
ー
の
４０

人
が
参
加
。
ま
た
、
外
人
も
３
人

（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
）、
日
本
人

に
ま
じ

っ
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
月
曜
日
に
放
送
の

『奥

さ
ん
ご

い
っ
し
ょ
に
』
の
録
画
撮
り
に
、
ラ

イ
ト
を
照
ら
し
、
カ
メ
ラ
を
回
し
て
撮
影
し

た
た
め
、
み
な
さ
ん
少
々
緊
張
気
味
の
う
ち

に
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

浮
津
先
生
か
ら
作
り
方
の
説
明
が
あ

っ
た

あ
と
、
麦
み
そ
作
り
の
実
習
に
入
り
、
柔
ら

か
く
煮
た
大
豆
を
す
り
鉢
で
つ
ぶ
し
、
塩
と

よ
く
ま
ぜ
て
も
み
ほ
ぐ
し
て
お
い
た
麦
こ
う

じ
と
練
り
ま
ぜ
、
だ
ん
ご
に
し
て
樽

に
入
れ

る
ま
で
を
勉
強
。

番
組
レ
ポ
ー
タ
ー
の
柴
田
頼
子
さ
ん
が
聞

き
役
と
な

っ
て
、
手
作
り
の
コ
ツ
や
味
わ
い

を
聞
い
た
り
、
参
加
者
に
も

い
ろ
い
ろ
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
。

講
習
終
了
後
は
、
玄
米
ご
飯
に
、
去
年
作

っ
た
麦
み
そ
を
使

っ
た
テ
ッ
カ
み
そ
と
み
そ

汁
に
、
径
山
寺
み
そ
と
納
豆
み
そ
の
お
か
ず

で
食
事
。
み
そ
汁
を
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を

ア
ッ
プ
で
撮
ら
れ
て
ヒ
ヤ
汗
の
人
も
。

当
日
の
模
様
は
約
１０
分
に
わ
た

っ
て

『
あ

な
た
も
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か

。
手
作
り
み
そ

講
習
会
』
と
う
た

っ
て
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

内
地
産
の
大
豆
、
玄
麦
の
こ
う
じ
、
自
然

塩
な
ど
を
使

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
レ

ポ
ー
タ
ー
の
柴
出
さ
ん
は
、
値
が
は
り
、
し

か
も
そ
う
１
軽
に
入
手
で
き
な
い
も
の
を
使

っ
て
い
る
こ
と
で
、
特
殊
視
し
た
き
ら
い
が

あ
り
、
食
養
的
に
身
上
不
二
、　
一
物
全
体
を

理
想
と
し
て
い
る
か
ら
そ
う
な
る
と
い
う
面

を
理
解
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
の
は
残
念
。

み
そ
作
り
講
習
を
取
材
す
る
キ

ッ
カ
ケ
と
な

っ
た
の
は
、
月
円
情
報
誌
の
行
事
欄
で
講
習

を
知

っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の

『奥
さ
ん
ご

い
っ
し
ょ
に
』
の
番
組

は
視
聴
率
約
１０
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、

番
組
終
了
後
、
テ
レ
ビ
を
見
た
人
か
ら

「同

じ
よ
う
に
み
そ
を
作
り
た
い
ん
で
す
が
、
詳

し
く
教
え
て
下
さ
い
」
と
か
、
「来
年
参
加
し

ま
す
か
ら
、
通
信
誌
を
送

っ
て
下
さ
い
」
な

ど
の
電
話
が
ひ

っ
き
り
な
し
に
か
か
り
、　
一

時
は
応
対
に
人
わ
ら
わ
の

一
幕
で
し
た
。

（
レ
ポ
ー
タ
１
／
小
栗
健
嗣
）

函
館
玄
米
く
ら
ぶ
２
月
例
会
の
報
告

２
月
■
日
（
日
）
の
午
後
１
時

に
始
ま
り
、

４
時
５０
分
に
終
了
。
雪
の
た
め
ツ
ル
ツ
ル
の

道
路
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
で

一

番
多

い
１５
名
の
集
合
で
し
た
。

ま
ず
折
内

ハ
チ
ミ
ツ
店
夫
人
の
Ｆ
作
リ
ト

ー
フ
の
講
習
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
副
会
長
の

梅
川
実
が
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
正
食
医
学
基

礎
講
座
中
級
後
期

（
１
月
１３

・
‐４

・
‐５
日
）

に
参
加
し
た
報
告
を
し
ま
し
た
。

会
員
に
慢
性
膀
脱
炎
の
女
の
方
が
お
ら
れ

た
の
で
、
皆
で
意
見
を
出
し
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
手
作
リ
ト
ー
フ
の
試
食
を
し
、
楽

し
く
語
り
合

っ
て
散
会
し
ま
し
た
。
（梅
川
）

‐５３

日
黒
区
三
田
．

〒

●
○
．１
・
し

０

健

．ｌ
　
ｆｉ
ｌ

一
二

．
九

・
三
四
六

一

（有

）
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス

イ

ン
タ
ー

マ

ッ
ク

。
一
一
ュ
ー

ス

「
「
掛
静
掛
事
「
弥
ホ
「
「
掛
小
ホ
「
「
鰤
強
強
勢
掛
「
螂
螂
静
痴
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■
僕
達
は
今
、
空
前
の
病
的
時
代
を
生
き
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
破
滅
的
問
題
が
地
球

的
規
模
で
吹
き
出
し
、
人
々
は
有
効
な
解
決

手
段
を
見

つ
け
ら
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
目
を

つ

ぶ
り
、
耳
を
ふ
さ
い
で
き
ま
し
た
。

現
在
の
状
況
は
ま
さ
に
、
ガ
ン
の
末
期
的
症

状
に
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
問
題
が
、
実
は
そ
れ
ら

を
生
み
出
し
て
し
ま

っ
た
人
間
の
問
題
、
人

間
の
生
活
原
理
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
多
く

の
人
々
が
気
付
き
始
め
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
人
々
が
次
第
に
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。

僕
達
は
今
、
こ
れ
ら
の
未
知
の
人
々
と
出
逢

い
、
知
恵
を
尋
ね
、
学
び
、
実
践
す
る
た
め

に
歩
き
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
人
々
が

変

っ
た
時
に
世
界
は
変
る
で
し
ょ
う
。
人
々

が
真
の
健
康
を
取
り
戻
し
た
時
、
地
球
は
自

然
な
治
癒
能
力
を
発
揮
す
る
で
し
ょ
う
。

■
こ
の
行
進
が
、
５
月
３
日
の
『
太
陽
の
日
』

に
北
海
道
を
出
発
し
、
約
８
カ
月
か
け
て
沖

縄
ま
で
歩
く
と
い
う
こ
と
は
先
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
通
り
で
す
が
、
新
た
に
出
発
前
の

総
決
起
集
会
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が

い
く

つ

か
決
定
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『聖
な
る
地
球
の
つ
ど
い
Ｌ
惑
星

一
周
に
向

け
た
生
存

へ
の
行
進
出
発
総
決
起
集
会

）

日
　
時

４
月
１４
日
（上
）

午
後
１
時
１
８
時

場
　
所

ン
η
／
１

，

目
黒
公
会
堂

（東
横
線
祐
天
寺
駅
下
車
、
徒

歩
７
分
）

入
場
料

一、
〇
〇
〇
円

（食
事
券
付
き

一、
五
〇
〇
円
。

食
事
は
玄
米
弁
当
と
ミ
ソ
汁
）

集
会
は
、
講
演
会

の
あ
と

、
食
事
を
は
さ
ん

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
ｃ
講
師
と
演
奏

者
は
次
の
方
々
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

講
　
師

阿
部

一
理
　
ャ
マ
ト
食
養
友
の
会
代
表
ｃ
大

変

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
正
食
運
動
を
展
開
し
、

生
存

へ
の
行
進
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も
最
初

か
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
貫
淑
子

″日
立
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

会
″
ｌｉ
宰
。
反
原
発
を
叫
ん
で
電
気
料
金
の

不
払
い
運
動
を
行
い
、
電
気
を
止
め
ら
れ
て

ラ
ン
プ
と
ロ
ー
ソ
ク
で
暮
ら
し
た
経
験
を
も

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

沖
　
正
弘
　
全
国
、
海
外
に
も
支
部
を
持

つ

″沖
ヨ
ガ
″
道
場
の
総
帥
。

桜
沢
里
真
　
皆
さ
ま
ご
存
知
の
日
本
Ｃ
Ｉ
協

〈
バ
ベ
パ
」Ｘ
。

谷
　
克
彦
　
日
本
食
用
塩
研
究
会
研
究
班
代

表
。
自
然
塩
復
活
運
動
の
ワ
ン

・
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
″赤
穂
の
ぇ
塩
″
の
製
品
開
発
を
指
導
。

現
在
、
海
か
ら
直
接
製
造
す
る
真
の
自
然
塩

の
新
し
い
製
塩
法
を
研
究
中
で
す
。

新
島
淳
良
　
山
岸
会

″幸
福
学
園
″
の
創
立

者
で
あ
り
、
現
在

″緑
の
ふ
る
さ
と
″
運
動

を
通
じ
て
、
子
供
の
教
育
問
題
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
ｃ

西
尾
　
昇
　
一九
東
大
白
ｌｉ
講
座
反
原
発
グ
ル

ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
今
度

″市
民
工
不ヽ
ル

ギ
ー
研
究
所
″
を
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
現
代

革
命
論
研
究
会
同
人
で
も
あ
り
ま
す
。

福
岡
正
信

愛
媛
で
、　
″無
の
哲
学
″を
掲
げ

聟 瘍
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て
全
世
界
に

『わ
ら

一
本
の
革
命
』
を
起
し

て
お
ら
れ
る
偉
大
な
お
百
姓
さ
ん
で
す
。

武
者
宗

一
郎
　
大
阪
府
立
大
学
教
授
、
理
学

博
士
、
日
本
食
用
塩
研
究
会
会
長
…
…
日
本

で
屈
指
の
分
析
化
学
者
で
あ
り
、

１０
年
近
く

前
か
ら
玄
米
食
を
実
行
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

〈敬
称
略
　
ア
イ
ウ
エ
オ
順
〉

演
奏
者

あ
が
た
森
魚
と
マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
ス

ヒ
ノ
コ

・
バ
ン
ド

ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ

・
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
バ
ン
ド

（そ
の
他
多
数
交
渉
中
）

こ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
や

っ
て
い
る
人

々
、
少
数
民
族
問
題
と
取
り
組
ん
で
い
る
ア

メ
リ
カ

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
ア
イ
ヌ
の
人
々
、

ま
た
、
都
合
に
よ
り
集
会
に
参
加
で
き
な
い

人
達
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
あ
げ
る
予
定
。

■
カ
ン
パ
も
次
々
と
寄
せ
ら
れ
て
来
て
い
ま

す
。
練
馬
の
″味
穂
″さ
ん
か
ら
は
玄
米
３０
キ

ロ
、
高
崎
の
群
馬
食
養
友
の
会
青
年
部
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
玄
米
を
提
供
し
て
下
さ
る
と

の
申
し
出
も
あ
り
ま
す
。
日
本
食
用
塩
研
究

会
か
ら
は
天
然
の
塩
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン

か
ら
は
ミ
ソ
と
シ
ョ
ー
ユ
の
提
供
の
申
し
出

が
あ
り
ま
す
。

各
地
で
行
進
を
迎
え
て
下
さ
る
方
々
も
出
て

来
て
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

僕
達
に
日
々
与
え
ら
れ
て
い
る
大
自
然
の
大

い
な
る
恵
み
を
返
す
旅
は
、
も
う
す
で
に
始

ま

っ
て
い
ま
す
。
玄
米
を
か
み
じ
め
つ
つ
歩

く
旅
に
よ

っ
て
、
僕
達
は
ど
ん
な
こ
と
を
学

ぶ
で
し
ょ
う
か
。
僕
達
の
身
心
は
ど
ん
な
変

貌
を
と
げ
る
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
運
動
を
し
て
い
る
人
以
外
に
も

全
行
程
を
歩
き
通
し
た
い
と
い
う
人
達
が
現

わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ｃ
Ｉ
か
ら
参

加
す
る
３
名
を
含
め
て
、

２０
数
名
い
ま
す
。

し
か
し
、
８
カ
月
間
に
わ
た
る
こ
の
行
進

を
歩
き
通
す
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
１
週
間
か
１０
日
、
い
や

１
日
、
半
日
で
も
い
い
の
で
す
。
こ
の
行
進

が
あ
な
た
の
近
く
を
通

っ
た
時
、
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
の
で
す
。　
一
緒
に
歩
け
る
の
が

た
と
え
１
時
間
で
も
、
私
た
ち
の
間
に
生
ま

れ
る
縁
を
大
切
に
し
た
い
の
で
す
。　
一
人
で

も
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
行
進
出
発
の
日
時

・
場
所

一
九
七
九
年
５
月
３
日
（本
）
の
夜
明
け
、

北
海
道
日
高
の
静
内
よ
り
出
発

②
行
運
者
の
用
意
す
る
も
の

食
費
＝
全
行
程
を
歩
く
人
は
、
８
カ
月
間

の
玄
米
代
夭
、
８
ｏ
円

（
１
俵
）

船
賃
＝
背
函
連
絡
船
　
約
全
ｏ
円
。　
鹿
児

島
―
沖
縄
間
往
復
　
約
き
、
ｏ８
円

テ
ン
ト

・
寝
袋

・
雨
具

・
懐
中
電
灯

・
食

器

・
洗
面
具

・
衣
類

・
他
必
要
な
も
の

さ
あ
、
あ
な
た
も
歩
い
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
。　
一
日
だ
け
で
も

い
い
、
僕
達
は

一
人

で
も
多
く
の
人
が
参
加
し
て
下
さ
る
よ
う
に

と
祈

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
駒
沢
宏
季

③
参
加
希
望
者
の
連
絡
先

〒
脚
　
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

５
の
４
の
１７
　
ヽヽ
ヽ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

４

２

２

・
５

３

・
６

４

８

３

ま
た
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
　
石
河
里
枝
子

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

３

・
４

６

９

・
７

６

３

１

の
行
進
の
進
行
状
況
や
行
進
中
の
で
き
ご
と

を
お
知
ら
せ
す
る
『生
存
へ
の
行
進
通
信
』

を
発
行
し
ま
す
。
購
読
料

一、
８
０
円
プ
ラ
ス

カ
ン
パ
金
を
添
え
て
、
右
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ

イ
あ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

⑤
な
お
、
体
の
不
自
由
な
方
や
急
病
人
の
た

め
に
、
自
動
車
も
用
意
さ
れ
ま
す
。

⑥
行
進
の
途
中
や
り
た
い
、
や
っ
て
ほ
し
い

催
し
物
、
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ピ
ー
ル
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

生
存
へ
の
行
進
実
行
委
員
会

募

集
　
〃
¨

行
進
中
の
連
絡
や

『生
存

へ
の
行
進
通

信
』
の
作
製
な
ど
の
事
務
局
の
仕
事
を

し
て
く
れ
る
、
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
の
住

人
を
募
集
中
。
希
望
者
は
連
絡
を
乞
う
。
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健
康
と
平
和
の
道
じ
る
べ

世
界
正
食
協
会
の
機
関
誌

一
部
３００
円

送
料
３３
円

●
購
読
ご
希
望
の
方

ヘ

「正
食
」
誌
は
、　
一
カ
年
分
前
納
、
送
料
こ
み
で

三
六
〇
〇
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
現
金
書
留

ま
た
は
郵
便
振
替

（
日
座
番
号

。
大
阪
５
６
３
１

３
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
購
読
開
始
月
、
お
名

前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
、
カ
イ
書
で
書

い
て

お
送
り
く
だ
さ

い
。

●
着
本
ま
で
の
期
間

ご
送
金
か
ら
着
本
ま
で
は
、
現
金
書
留
で

一
週
間

か
ら
十
日
、
郵
使
振
替
な
ら
約
半
月
か
か
り
ま
す
。

●
送
金
先
／
大
阪
市
東
区
大
手
通
二
―
五
―

一

（〒
５
４
０
）
世
界
正
食
協
会
　
編
集
部

（電
話
／
０
６

・
９
４
１

・
７
５
０
６
１
８
）

ミИヽ

_  

´

|

ラルの多い自然の塩
ホ青製 しない村11霊 のI未

塩の生命 は

「赤穂の天塩」
◆ lヤ か ら塩が作 られ ていた塩 111は 、日r:利 l

46年 ↑lniげ

`:|:さ

れ 、 11場 大 tヽ生産 方式

(イ オ ン交換月英製塩 法 )に かわりました

◆ その結 果、塩 は 、NaC1 99%以 11の 精 製

されたもの にな りました

◆ 自然珀I`'活 を駆iう 日本 CIは じめ 各 ソ「

の ご協 ′Jに よ り′
liれ た「赤穂の 人41」

は、食′
11活 の原′liと しての11を と も し

つづけてお ります

響 邸自然塩普及協会
東京都新宿区百人町2丁 目24番6号 〒 160

803 ・364 ・ 2721

海水が自然 にもつ成分

ミネラル等の独特の

バランスにあります

塩の微量成分は

食品の仕上 りや味に

決定的な役割りを

果たし志す

美 術 印 刷 一 般
製 造

販 売

=社 東 樹 社
取締役 里予ケ 山 量 尉 矢ロ

台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111

2  7      9  層
『電 話  東 京  (862)代 表  1 6
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マクロビオティック クッキング サロン

食 養 基 本 料 理 解)

桜 沢 里 真

|ゝ ヽ

報

=‐
■11           ■■|

▲ 1例 蓮根入り玄米御飯 (左 )、 よもぎ餅 (中央後ろ)、 たくわん(中央前)、 庄内送の清汁(右 )

″
●

‥
滲Ъ理 一出

賎

＊
１
例
＊

|よ
:

一も

●
材
料

（
５
人
前

）
＝
Ｌ
亀
玄
米
粉

（
――
ッ

プ
２
）、
玄
米
粉

（
力

■
ブ
ー
）、
塩

（
小
、に
し

ち

）
以
Ｌ
よ
ザ
る

よ
―
，

，
（
７０

，

ソ
ム
）、
水

（
熱
湯
）、
小

呈
（
均

‐
ソ
ち
一、
（′
‐‐
′
一
均
　
ノ

％
）、
塩

（
小

‘
、
Ｌ
ち

）

●
よ
Ｌ
ど
の
業
を
塩
湯

で

‘
、

，
と
―ヽ１，
Ｃ
、
細

か
く
き
ぎ
む
¨

②
粉
と
塩
を
合
わ
せ
、
熱
湯
各
・Ｆ
そ
が
、
少

少
か
た
め
に
、」ね
、
↓
■
ん
で
、
熱
し
に
ヤ

イ
ロ
で
約
１５
分
ふ
か
ｔノ、
す
り
鉢
」
取
り
、

０
の
よ
―，
ド
の
葉
Ｌ
■
げ
っ
つ
、
っ
ハ
よ
ぜ

０̈
。

０
小
豆
は

三
倍
の
水
か
〔
火
Ｌ
か
け
、
煮
」吼

「．に
ら
弱
火
Ｌ
ｔ
′
●
、
１‐
に
水
が
な
く
な

ぅ

た
時
、
材
料
が
か
ぶ
る
く

，，
い
の
水
を
静
か

に
端
に
入
れ
、
ふ
に
行
―
′
て
諄

ら
に
煮
る
。

こ
れ
を
１
、
５
１１１‐
く
り
返
り
占
小
豆
は
ふ
く

れ
る
．́Ｌ
が
軟
ら
か
く
な
り
、
マ

／ヽ、
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
■
に
水
／リー
見

え
な
く
な

っ
た
ら
、

塩
１
カ

「
ノ
に
小
ハ
じ
軽
く
１
杯
入
れ
、
は

じ
め
て
よ
ぜ
る
こ
っ
り
は
別
に
煮

て
、
塩

一

つ
よ
み
人
ね
て
煮

つ
日
た
Ｉ，
の
を
そ
の
時
よ

ぜ
、
ま
だ
水
分
が
あ
り
、　
ａ
，
占
・り
　
・ノて
い

る
時
に
火
か
ら
ド
ろ
す
。
冷
よ
し
て
２
セ
レ

餅
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▲ 2例 炒め御飯 (左後ろ)、 コマ塩(左前 )、 セリとあげ煮びた し(中央後ろ)、 漬けもの (中 央前)、 野菜入りみそ汁(右 )

チ
く
ら
い
の
俵
型
に
九
め
作
る
。

④
　
②
を
４
セ
ン
チ
丸
さ
に
取
り
、
よ
く
丸

め
Ｃ
■
の
ひ
ら
で
端
を
少
々
厚
め
に
丸
く
の

し
、
あ
ん
を
入
れ
て
柏
形
に
は
し
に
水
を
つ

け
て
は
り
つ
け
て
作
り
、
両
指
で
端
を
持
ら
、

波
形
に
左
右
に
お
し
ま
げ
形
を
作
る
。

●
材
料
＝
玄
米

（
カ
ッ
プ
３
）、
蓮
根

（
５
２

６
セ
ン
デ
）、
塩

（少
々
）、
水

（
カ
ッ
プ
３
と

％
）

（０
玄
米
は
、
水
と
塩
小
さ
じ
％
入
れ
て
ふ
っ

く
り
圧
力
釜
で
た
き
、

Ｃ
蓮
根
は
、
１
セ
ン
チ
く
ら
い
の
あ
ら
れ
に

明
り
、
＾
一、
三
滴
の
ゴ
マ
油
を
鍋
に
落
と
し
、

蓮
根
を
さ
っ
と
炒
め
、
材
料
半
分
く
ら
い
の

水
を
入
れ
て
フ
タ
を
し
て
煮
込
み
、
水
が
少

な
く
な
っ
た
ら
、
普
油
小
さ
じ
２
入
れ
て
煮

つ
け
、
①
の
御
飯
に
手
早
く
ま
ぜ
る
。

●
材
料
＝
庄
内
磐

（
２
枚
）、
ネ
ギ

（
１
本
‐００

グ
ラ
ム
く
ら
い
）、
人
参

（花
形
２０
枚
）、
三

つ

葉

（
１
束
）、
塩
、
醤
油
、
油
、
コ
ン
．フ

①
庄
内
魅
は
水
に
さ

っ
と
く
ぐ
ら
せ
、
ぬ
れ

布
巾
に
包
ん
で
お
く
。
ネ
ギ
は
た
て
に
包
丁

し
、
３
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
人
参
は
５

ミ
リ
く
ら
い
の
う
す
切
り
、
モ
ミ
ジ
か
桜
の

花
形
を
取
り
、
塩
を
ふ
り
、
さ

っ
と
炒
め
て

大
さ
じ
１
の
水
を
入
れ
て
ふ
た
を
し
、
む
し

煮
を
し
、
煮

つ
け
る
。
二
つ
葉
は
葉
の
と
こ

ろ
を
つ
よ
み
、
白
い
部
分
は
２
セ
ン
チ
に
切

る
。

②
水
カ
ッ
プ
５
に

・
――
ン
ブ
‐０
ヤ
ン
チ
ー
枚
を

入
れ
て
ひ
と
煮
立
ら
さ
せ
、
１
レ
ノ
を
引
き

上
げ
る
。

鍋
に
ゴ
ν
油
二
、
三
滴
落
と
し
、
ネ
ギ
の

占
い
と
こ
ろ
を
先
に
人
れ
少
し
炒
騎
、
白
い

部
分
を
入
れ
こ
さ

，
お
よ
ば
、
出
し
を
そ
そ

ぎ
、
塩
大
さ
じ
％
と
醤
油
で
味
を
Ｌ
と
の
え
、

庄
内
継
は
、
１
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
さ

っ
と
油
で
揚
げ
た
１，
の
を
椀
に
五
、
六
個
人

れ
、
■
つ
葉
の
青
い
葉
を
二
、
二
枚
入
れ
、

三
つ
業
の
白
い
軸
を
（
２
セ
ン
チ
切
り
）汁
に

入
れ
、
そ
れ
を
そ
そ
ぎ
、
ゆ
ず
の
皮
を
少
々

の
せ
て
供
す
。
た
く
わ
ん
二
切
れ
と
共
に
。

＊
２
例
＊

●
材
料
＝
玄
米
御
飯

（
カ
ッ
プ
４
）、

（
１
本
‐００
ゲ

フ
ム
）、
よ
め
菜

（
“
ブ

人
参
（
２０
グ
ラ
ム
）、
塩
（
小
さ
じ
％
）、

さ
じ
２
）

ネ
ギ

ラ
ム
）、

油
（
小

戦
一玄



彗

▲ 301 玄米ムスビ(左 )、 野菜の水無し炊き(中 央後ろ) 漬けもの(中央前 )、 金平(右 )

０
ネ
ギ
は
小
１１
切
り

（
５
セ
ン
チ
）、
よ
め
菜

（
な
け
れ
ば
は
こ
べ
）
は
、
ハ

つ
」
塩
ゆ
で
、

小
日
切
り
、
人
参
あ
ら
れ
切
り
。

０
は
け
め
、
中
華
鍋
を
大
ハ
Ｌ
５
杯
く
ら
い

の
油
で
よ
く
温
め
、
油
を
あ
け
、
ま
ず
ネ
ギ

の
占
い
部
分
を
炒
め
、
白
い
と
こ
ろ
を
入
れ

て
し
ん
な
り
さ
せ
、人
参
を
加
え
少
々
炒
め
、

塩
小
さ
じ
％
加
え
、
ま
ビ
、
冷
ゃ
御
飯
を
は

く
し
て
入
れ
、
よ
く
■
は
、
ノ
タ
を
し
て
約

５
分
く
弓
い
し
て
ノ
タ
を
取
り
、
よ
く
炒
め
、

よ
め
菜
を
バ

ノ
リ
と
ふ
り
入
れ
、
器
に
盛
る
３

●
材
料
＝
野
ビ
リ

（
馳
グ

ノ
ム
）、
よ
め
菜

（
５０

，

ノ
ム
）、
あ
げ

（
１
枚
と
％
）、
油
、
醤

油
、
炒
リ
コ
ィ
、
ユ
ズ

０
あ
げ
は
、
ど

っ
と
熱
湯
を
通
し
、
油
ぬ
ハ

し
、
た
て
包
Ｆ
し
、
二
↓
に
切
り
、
小
Ｈ
細

切
り
に
す
る
ｃ
レ
リ
は
２
セ
レ
′
く
ら
い
ｔ
て‥

切
り
、
よ
め
菜
は
さ

っ
Ｌ
湯
を
通
し
、
細
か

く
切
り
、
油
を
鍋
に
小
さ
じ
１
温
め
、
セ
リ

を
よ
く
炒
め
、
よ
め
菜
を
加
え
、
炒
め
る
。

あ
げ
も
後
か
ら
入
れ
て
少
々
炒
め
る
ｃ

②
白
コ
′
は
少
々
炒

っ
て
お
き
、
①
に
讐
油

大
さ
じ
１
と
小
さ
じ
１
と
水

（出
し
な
ら
な

お
よ
い
）カ
ッ
ノ
ー
加

ス
こ
さ

っ
と
煮
立
て
、

器
ｌ
ｔ盛
り
、
炒
り
―
ヾ
と
ユ
ズ
の
皮
を
天
も

り
に
す
る
。

●
材
料
＝
ネ
ギ

（
１
本
）、
Ｌ
り
（
５０
ブ
ラ
ム
）

よ
め
菜

（
”
グ
ラ
ム
一、
「
ン
ブ
（
１０
セ
ン
チ
）

み
そ

（
７５
グ

ソ
ム
）、
水

（
５
カ

ッ
プ
）

①
ネ
■
は
５
ミ
リ
輪
切
り
、
セ
リ
小
日
１
セ

ン
，
切
り
、
よ
め
菜
ｔ，
セ
リ
と
同
じ
よ
う
に

切
る
。

②
鍋
に
油
小
さ
じ
１
温
め
、
ネ
ギ
の
音
い
部

分
を
先
に
炒
め
、
色
よ
く
な

っ
／
ｔｌら
白
い
部

分
を
入
れ
て
し
ん
な
り
す
る
ほ
ど
炒
め
、
よ

め
菜
、
セ
リ
を
入
れ
て
ま
ぜ
、
色
よ
く
な

っ

て
き
た
ら
水
カ
ッ
プ
５
、
コ
ン
ブ
を
入
れ
て

煮
立
て
野
草
が
軟
ら
か
に
な

っ
た
ら
み
そ
を

そ
の
汁
で
と
き
、
鍋
に
流
し
入
れ
、
ひ
と
煮

Ｌ
ら
さ
せ
Ｃ
仕
Ｌ
が
り
。

以
上
三
品
を
五
分
の

一
ず

っ
器
に
取
り
、

漬
け
ｔ，
の
、
■
ν
塩
を
添
え
て
供
す
る
。

＊
３
例
＊

御
飯
を
ふ

っ
く
り
炊
き
、
カ
ツ
プ
ー
を
４

個
の
結
び
と
し
、
塩
少
々
と
手
水
を
つ
け
て

好
み
の
形
に
結
び
、
２
個
か
３
個
、
次
の
食

事
ま
Ｃ
に
大
変
お
腹
が
す
く
よ
う
な
ら
４
個

1野|

:菜・

:栞 |

litJI:

|み t

lキそ「
'tl汁t

|1玄・:

1米|

|ム :

|ス|

11ビ|:
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で
も
よ
ろ
し
い
、
自
由

に
お
摂
り
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
か
む
こ
と
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

●
材
料
＝
白
菜

（
３００
グ
ラ
ム
）、
人
参

（
‐００
グ

ラ
ム
）、
あ
げ

（
２
枚
）、
大
根

（
２５０
グ
ラ
ム
）、

ネ
ギ

（
２
本
）、
ゴ
マ
バ
タ
ー

（大
さ
じ
１
）、

醤
油

（大
さ
じ
１
と
％
）、
油

（
小
さ
じ
２
）、

炒
リ
ゴ
マ

（
少
々
）

①
白
菜
は
葉
の
と
こ
ろ
は
包
丁
で
取
り
、
２

セ
ン
チ
く
６
い
に
切
る
。
葉
の
と
こ
ろ
は
細

か
く
切
る
。
人
参
は
う
す
く
乱
切
り
、
あ
げ

は
湯
を
通
し
、
油
ぬ
き
を
し
、
た
て
に
切
り
、

小
日
１
セ
ン
ア
く
ら
い
に
切
る
。
大
根
は
２

セ
ン
チ
く
ら
い
の
タ
ン
ザ
ク
切
り
、
厚
さ
は

５
ミ
リ
く
ら
い
、
ネ
ギ
は
斜
め
１
セ
ン
チ
厚

み
に
切
る
。
．コ
マ
パ
タ
ー
は
煮
も
の
か
ら
出

た
汁
で
と
き
、
讐
油
と
ま
ぜ
、
全
体
に
流
す
。

②
鍋
に
油
小
さ
じ
２
を
入
れ
て
温
め
、
ネ
ギ

を
入
れ
て
炒
め
、
大
根
、
自
菜
の
く
き
の
部

分
、
人
参
を
入
れ
て
ま
ぜ
つ
つ
炒
め
、
す
べ

て
し
ん
な
り
し
た
と
こ
ろ
へ
、
あ
げ
、
白
菜

の
葉
の
部
分
を
か
え
て
塩
少
し
入
れ
て
フ
タ

を
し
、
煮
軌

っ
た
ら
弱
火
に
し
て
む
し
煮
に

し
、
す
べ
て
が
軟
ら
か
に
な

っ
た
と
こ
ろ
へ
、

醤
油
で
と
し、
た
ゴ
マ
パ
タ
ー
を
流
し
、
味
を

見
て
仕
上
げ
る
。
器
に
盛
り
、
炒
リ
ゴ
マ
か

切
リ
ゴ
マ
を
ふ
る
。

●
材
料
＝
ゴ
ボ
ウ

（
１００
グ
ラ
ム
）、
み
そ

（
２５

２
３０
グ
ラ
ム
）、
油

（
小
さ
じ
２
）、
切
リ
ゴ

マ

（
少
々
）

①
ゴ
ボ
ウ
は
サ
サ
が
き

②
鍋
に
油
を
入
れ
て
温
め
、
ゴ
ボ
ウ
を
独
特

の
臭
み
が
消
え
る
ま
で
よ
く
炒
め
、
材
料
ひ

た
ひ
た
に
出
し
汁

（
コ
ン
ブ

で
取
る
）
を
加

え
、
フ
タ
を
し
て
煮
立
て
、
弱
火
に
し
て
軟

か
く
な
る
ま
で
ゆ

っ
く
り
煮
こ
み
、
み
そ
を

同
量
の
出
し
汁
で
と
き
、
流
し
入
れ
、
そ
の

ま
ま
煮

つ
け
、
大
さ
じ
山
も
り
１
ほ
ど
器
に

取
リ
ゴ
マ
を
ふ
る
。

以
上
三
品
と
、
つ
け
も
の
を
添
え
て
供
す
。

ひ
じ
き
で
も
ゴ
マ
塩
で
も
付
け
合
わ
せ
て
よ

ろ
し
い
で
す
。

＊
４
例
＊

（ド
ー
ナ
ツ
式
）

●
材
料
＝
ネ
ギ

（２
本
）、
人
参
（
５０
グ
ラ
ム
）

地
粉

（
カ
ッ
プ
４
）、
油

（小
さ
じ
１
）、
あ
げ

（
１
枚
）、
讐
油
、
塩
、
ユ
ズ

（少
々
）、
コ
ン

▲ 4例 煮込み手打ちうどん (左 )、 はこベコマ和 え(中央)、 のびる(右後ろ)、 漬けもの (右前 )
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ブ

（
１０
セ
ン
チ
２
枚
）

①
地
粉
に
塩
小
さ
じ
％
入
れ
て
水
で
耳
た
ば

よ
り
少
々
か
た
め
に
よ
く
こ
ね
、
３
セ
ン
チ

大
に
ま
る
め
、
お
ぼ
ん
に
軽
く
粉
を
ふ
り
、

そ
の
上
に
な
ら
べ
、
ぬ
れ
布
巾
を
か
け
、
１

時
間
ほ
ど
ね
か
せ
て
お
く
。

②
ネ
ギ
は
た
て
に
包
丁
し
、
２
セ
ン
チ
く
ら

い
に
切
る
。
人
参
は
桜
か
も
み
じ
形
を
１０
個

取
り
、
あ
げ
は
油
ぬ
き
し
、
た
て
に
包
丁
し
、

小
さ
く
三
角
に
切
る
。

③
鍋
に
油
小
さ
じ
１
煮
立
て
、
ネ
ギ
の
青
い

と
こ
ろ
を
先
に
、
次
に
自
い
と
こ
ろ
を
炒
め

つ
つ
入
れ
、
人
参
の
形
を
取
っ
た
後
の
も
の

を
加
え
、
ま
ぜ
、
あ
げ
を
入
れ
て
カ
ッ
プ
５

の
水
と
コ
ン
プ
を
入
れ
て
煮
立
て
、
火
を
弱

め
て
野
草
を
煮
こ
み
、
塩
小
さ
じ
２
と
醤
油

で
味
を
つ
け
、
お
酒
が
あ
っ
た
ら
大
さ
じ
１

加
え
る
。

④
　
①
の
お
だ
ん
ご
を
両
方
の
親
指
と
人
さ

し
指
に
は
さ
み
、

１２
１
‐３
セ
ン
チ
に
の
ば
し
、

そ
の
真
ん
中
に
指
を
入
れ
て
二
つ
に
さ
き
、

ド
ー
ナ
ツ
形
に
自
然
の
ま
ま
作
り
、
煮
立
っ

た
汁
の
中
に
次
々
と
手
早
く
入
れ
、
ひ
と
煮

立
ち
さ
せ
、
う
ど
ん
が
上
に
上
が
っ
て
き
た

ら
器
に
盛
り
入
れ
、
ュ
ズ
の
皮
、
ゆ
で
花
形

を
飾
り
、
供
す
。

●
材
料
＝
の
び
る

（
２００
グ
ラ
ム
）、
み
そ

（大

さ
じ
３
、
約
４０
グ
ラ
ム
）、
出
し
汁

（
カ
ッ
プ

％
）、
油

（大
さ
じ
１
）

の
び
る
は
き
れ
ｔ、
に
し
、水
で
よ
く
洗
い
、

１
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
鍋
に
油
を
温
め

て
入
れ
、
し
ん
な
り
し
た
と
こ
ろ
で
み
そ
を

同
量
の
水
と
と
も
に
入
れ
、出
し
汁
を
加
え
、

フ
タ
を
し
て
軟
ら
か
に
煮
こ
み
、
ま
ぜ
て
仕

上
げ
る
。
器
に
大
き
じ
山
も
り
１
盛
る
。

は
こ
べ
２００
グ
ラ
ム
を
き
れ
い
に
ゴ
ミ
や
枯

れ
葉
を
取
り
、
１
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、

油
小
さ
じ
２
で
よ
く
炒
め
、
ゴ

マ
パ
タ
ー
に

み
そ
を
加
え
、
出
し
で
ゆ
る
め
、
は
こ
べ
に

流
し
入
れ
、
フ
タ
を
し
て
さ
ら
に
煮
こ
み
、

煮

つ
け
る
。

以
上
三
品
に
漬
け
も
の
を
添
え
る
。

マハ　　　　　　　　亨ム　　　　　　　　一̈ハ

■
今
月
は
、
野
外
に
出
て
つ
み
草
を
し
て
、

お
料
理
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
セ
リ
、
た
ん

ぽ
ぽ
な
ど
た
く
さ
ん
取

っ
て
う
す
く
塩
漬
け

に
し
て
ガ
ー
ゼ
に
包
み
、
み
そ
の
中
に
つ
け

る
と
、
お
い
し
い
野
草
の
み
そ
漬
が
で
き
ま

す
。
よ
も
ぎ
も
軟
ら
か
い
う
ち
に
た
く
さ
ん

取
り
、
水
を
煮
立
て
、
た

っ
ぶ
り
塩
を
加
え

て
ゆ
で
、
ザ
ル
に
あ
げ
、
水
を
切
り
、
塩
を

２
割
く
ら
い
ま
ぜ
て
器
に
入
れ
て
保
存
し
ま

す
と
、
い
つ
で
も
美
し
い
草
も
ち
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
年
で
も
保
ち
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
お
作
り
く
だ
さ
い
。
そ
ろ
そ
ろ
八

重
桜
の
葉
も
大
き
く
な
る
で
し
よ
う
か
ら
木

の
あ
る
お
宅
で
は
葉
の
軟
ら
か
い
と
こ
ろ
を

取
り
、

１０
枚
く
ら
い
重
ね
て
た
ば
ね
、
塩
づ

け
に
し
て
お
く
と
、
い
つ
て
も
お
い
し
い
桜

も
ち
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
変
た
の

し
み
な
も
の
で
す
。

●
作
り
方

野
草
は
、
つ
む
の
は
お
も
し
ろ
い
の
で
す

が
、
あ
と
の
手
間
が
大
変
で
す
。
水
に
つ
け

ぬ
前
に
ど
ろ
や
、
ご
み
、
枯
れ
葉
、
根
な
ど

を
て
い
ね
い
に
取
り
、
た

っ
ぶ
り
の
水
で
よ

く
す
す
ぎ
、
手
で
も
ん
で
葉
に
キ
ズ
を
つ
け

ぬ
よ
う
、
何
回
も
洗

っ
て
き
れ
い
に
し
、
ザ

ル
に
上
げ
て
水
気
を
き
り
、
お
料
理
し
て
く

だ
さ
い
。
料
理
法
は
、
私
の

『
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
イ
ッ
ク
料
理
』
の
本
に
た
く
さ
ん
書
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、参
考
に
し
て
料
理
を
作
り
、

春
の
食
卓
を
に
ぎ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

雪
の
ふ
か
い
新
潟
、
妙
高
あ
た
り
は
五
月

頃
た
く
さ
ん
の
つ
み
草
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
お
い
し
い
か
ら
と
い
っ
て
お
皿
い
っ
ぱ

い
食
べ
た
り
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
と
肩

に
来
て
、
首
が
ま
わ
ら
な
く
な
り
、　
一
週
間

く
ら
い
は
苦
し
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
注
意

し
て
二
、
三
品
は
食
卓
に
の
せ
て
も
、
小
さ

じ
１
杯
く
ら
ｔ、
ず

つ
食
べ
る
こ
と
で
す
。

つ
く
だ
煮
に
で
き
る
も
の
、
み
そ
煮
な
ど

は
た
く
さ
ん
作

っ
て
少
々
ず

つ
取
り
出
し
て

く
だ
さ
れ
ば
、
そ
し
て
、
時
々
変
わ

っ
た
も

の
を
出
せ
ば
、
お
い
し
く
た
び
た
び
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。　
一
家
で
つ
み
草
を
し
、
そ

れ
を
皆
で
き
れ
い
に
し
、
料
理
を
し
て
頂
く

た
の
し
さ
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ぬ
行
事
で

す
。
子
供
も
喜
ん
で
手
伝
う
で
し
ょ
う
し
、

ま
た
、
親
子
の
情
も
通
じ
、　
一
家
の
平
和
を

増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

近
ご
ろ
子
供
の
家
出
、
自
殺
、
こ
ろ
し
、

放
火
な
ど
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
目
に
つ
き
ま

す
。
こ
れ
も
み
な
親
子
、
兄
弟
等
の
愛
情
に

欠
け
た
家
庭
か
ら
多
く
出
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
家
庭
の
主
婦
が
心
を
こ
め
て
健
康
に
な

れ
か
し
と
作

っ
た
料
理
を
頂
い
て
な
ご
や
か

な
ふ
ん
い
気
の
中
で
育
て
ら
れ
た
子
供
は
、

そ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
心
を
持
つ
こ
と
は
な
い

で
し
よ
う
。
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〈新 入 会〉

富士見台自然食品の店 0176練′馬区貫井314-16a193・ 990・ 6
773* 9～ 19 *代 表酒井三恵 r、 自然農法食品、化粧品、
鍼灸治療院併設

小川自然食品店 0362上尾市上』12725 8048774・ 8504 *

義:i「 f蓮農違楊、
(権

摩綸蒙1基得li食堂魯云lZrI↑灘酪
安語ξ妹羞三[サオ雪

容
ご駆β姜峨軍な[詳:輩虜

師
:紹脱:il

l駆i9雷纂機器PI』器具9無蹴ま命獣
既ヽ鯛ヽ は

新津自然食 0956わ F津市北|:11536 80250245810 *lo
～ 7 *毎月2い IC祝  *食 養|「里教室=毎 月第3C9～ 4‖キ・
小|み ち講llll、 食養‖1談 、食占li、 日本CI図 書・テーフ

第

二
回
民
間
医
療
者

日
中
友
好
訪
中
団
員
募
集

日
中
友
好
は
一
人
一
人
の
人
情
の
通
い
か
ら
こ

団
長
は
中
国
通
の
金
治
潔
先
生
。
団
員
あ
げ
て

家
族
的
な
親
し
み
で
、
友
好
外
交
を
意
図
し
た

意
義
深
い
旅
行
で
す
。

ｏ
旅
行
コ
ー
ス
　
大
阪
↓
北
京
↓
昆
明
↓
重
慶

↓
上
海
↓
大
阪

ｏ
期
日
　
昭
和
５４
年
８
月
１５
日
，
２
週
間

○
人
員
　
３。
名
　
〇
費
用
　
四
〇
万
円

ｏ
参
加
責
格
　
東
洋
医
学
に
関
心
を
持
つ
人
で

健
康
な
人
。
年
齢
６。
歳
ま
で

ｏ
申
込
み
　
世
界
正
食
協
会
訪
中
旅
行
係

８
０
６
・９
４
１
・７
５
０
６
′
８

確かな商品を選ぶ目。4′
よい品 を よ り安 く提 供す る…… …・

ブづ牲2ラZ″ (株 )はそれだけを考えています
健康rt品・自然 fヒ ,L『:・ 無公宵性 :た 1101c.

lt t哺l:は ,1で F,低 価格で揃いま; 門店ご希
望のかた、又、すでに販′tさ れこぃるかた子′
お気軽にメjを かけてください

ナ チ ュ ラ フレオ朱式 会 ネ土 〒547大 阪市平野区喜連東1210
TEL∞ (70911163(代 )

ヘ
ス
問

わ

れ

て

い
る

特長
● いつまでも使 える

南部鉄製て,●アル

フアー化 を持続 して

おい しく炊けます●

アル ミ製とちがって

健康安全 てす●昔 な

か らの本の フタで炊

きあか りの味わいは

格別です●鉄分補 給

のはたらきで貧血予

防 に役 たちます●単

純構造で故障 があ り

ません●煮 もの、炊

きもの、蒸 しもの

メ少め もの   な ん に

で も使 え ま す● ガ ス

火 で使 え ま す ,火 ま

わ りはムラな くム ダ

な く経済的です●新

工夫した落としブタ式

でふきこばれしません。

定価
(4ヽ )一 -13.Ollll円

1合 から鈴 炊 (5411cc)

巾2“口:奇 さ16Cm

iさ 約2 7kg

(大 , -15,000円

1合 から7合炊 (1,260(()
l,28c■ 高さ19 5Cm

重さ約4 3kg

鐙
釜

聰
ε

遷送 オ|は 全LIl無 11楽 3-5回の 分■1夕、も●I

豪お店 にない ときは現 令 書留 で 直■髪お申 し込 み 卜さ い

翡

′こつt′亡天 味 釜 本 舗

〒150東 京都渋谷IX桜丘田r4番 24:」

●(034632936・ 461‐ 37116

てんみがま

―
―

∃
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自然食品の店
ミとんま、o583羽 曳野市古市1-420(ス ーパート

リオト前)80729・

“

・0166 *10半 ～20 *⑬ *健康講座月
1回 ヨーガ指導 (毎 水・木曜 )、 お好み焼

堺自然食品センター「康口」o590堺市竜神橋町1-2-6(南海本線
駅前)●0722・ 32・3357 *8～20 *① *料理教室、健康相
談、漢方薬局、振替 大阪3f14407

いはらはら刀根山薬獨 o%0豊 中市刀根山4-3-51 ●06・ 854・ 2

541*8～22 *元旦を除き年中無休 *代 表取締役上西義直

山本祥園 (ソ フィー)o573枚方市高田2-2-2 PU学 園 ay20
・53・ 2200 *福 園、水。金曜。健康相談、マクロピオテ ィンク

料理教室、 PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 o572寝屋川市三井ケ丘4-13

8"20・ 22・ 4555 *9～ 19 *関 西一円に宅配 (無料)整体指
圧と正食料理教室

く近畿地方〉
京都マクロビオティックセンター o606京都市左京区高野蓼原

町77 ●075・ 711・ 4551 *24時 間営業 *無  *正 食品、料理

器具、書籍、料理講習、折詰弁当 (予 約制)英語版書籍販売

京都自然食品センター o604京 都市中京区河原町通夷川角 a
075・ 221・ 7890、 2310348 *平 日夏季 9～ 18半 、冬季 9～ 18

*①祝13～ 18

いエンチーム三丹 o620福知山市堀内[」町1953-2 80773・ 22・

9508 *8半 ～20 *不 定期の①  *食 品、厨房器具、酵素化

粧品、天塩、マクロピオティンク書籍、その他

天粒 (て んりゅう)マ クロビオテ ィックセンター o624舞鶴市
北田辺126-16本町バス停前 日Э773・ 767126 *9～19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い

南紀自然食品センターシャロン勝浦本店 o649-53和 歌山県那智

郡勝浦町4018"355′ 1107 *10～19 *①  *1に食料理講
習会、健康講座

但馬健康学口 0668Ю l兵庫県出石郡出石町宮内1544 807965・ 2

3931*無  *自 由人の故郷、ワークキャンプ (サ マーキャン
プ)自然農園、足心道、竹細 [、 わらじづくり

神戸ヘルスフーズ o658神 Fi市 東灘区住吉町室の内237井 Lビ
ル (国鉄住吉駅北100m)●078・ 822・ 2600*10～ 19 *○ *
食養相談、毎月第211曜美容相談

く中国。四国地方〉
岡本そば店 o683′鳥取県米子市旗ケ崎523日田59・ 321491 *
H～24 *無 *岡本幸子、PUの普及、はぶ茶、よもぎ茶あ

ります。
ビバ健康ハウス本部 o733広島市榎町2-23 8“22・ 93・ 8321(代 )

*9～ 19 *東洋医学研究会 (毎 月第3日 曜)、 自然食料理教室

(毎 月第3本曜 )、 毎年夏休みに入って最初の金・土 。日曜 (2
泊 3日 )健康合宿

皆実C! o734広 島市皆実町4112 ●0822・ 55・ 2846 *平賀
佐和子、毎月第4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会 )

明治製粉 l■l o726広島県府中市中町536*小川清 *めん類製造
人間医学社府中支局 い健康医学社広島総特約店 8726府中市

下辻町 80847・ 41・ 7668 *特 に定めず *食品、ライスピネ
ガー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導

西日本自然食品センター o722尾道市新浜1■ -21国道 2号線沿
8∞ 48・ 22・ 5577 *9～ 6 *①祝 *自 然食品販売、普及活

動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ )

岩国自然食品センター o740山 11県岩国市今津町1-5-9 8“
27・ 21・ 5975 *9～ 18 *①祝 *正 食研究会 (月 1回 )

ビオチーム健康社 o740岩国市卓町2-7-21 8∝ 27・ 21・ 2049

*ピオチーム健康清涼飲料卸、電 r治療器販売リース、健康食
品、健康食養相談

鶴島食品 o747口 」口県防府市南松崎田r5-48器 35・ 22・ 0347 *
例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料配布)に て催 しも
のを i告 します。

山口健康生活センター o753山 国市大市町22808392・ 3・ 1842

*10～18 *① *健康教室、料理教室 (出張にibず )西 日本

健康自然食品協会

-63-

アズマヤ o760香 川県高松市紺屋町3■ 8“ 78・ 21・ 7665 *9
-21

愛健自然食品センター o690愛媛県松江市雑賀本町65 80852
・25・ 3635 *10～ 19 *① *民間療法指導

愛燿純正食品センター o790愛媛県松山市湯渡町10-2280899
・43・ 6464(松 山東高東3CXlm)*8～20 *4① *菅本フジ

子、健康相談、料埋講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日 曜 )

く九州地方〉
八幡自然食品センター o805福岡県北九州市八幡西区八千代町
6-22 8093・ 621・ 4184  *9半～18 *1・ 3① *料理講習

(月 1回 )健康相談 (月 1～ 2回 )勉強会 (月 1回 )

上原商店 o837福 岡県大牟田市字平野山1807-450(平野山病院

前)●∞445・ 5・ 8721 *9半 ～18半  *① *健康指導

未来を考える会・販売部 o879-02大 分県宇佐市南敷田250本 多
公子方 8∞783・ 2・0808 *特 に定めず *正 食料理教室、自
然農法研究会、̀健康・美容相談

般若日本自然療能研究所 o857佐世保市京坪町7(a∞ 56・ 25・

0369
■ホ*十粧 (じ っしょう)ナチュラル下通店 o860熊本市下通1-

488096354・ 9161 *10～ 19 *第 1第 3③ *福山奎輔、

体質別食養相談、オリーブ自然美容法相談 *1・ 3①
十粧ナチュラル子飼店 o860熊本市東子飼町358"63・ 43・ 40

43 *無  *福山千春、体質別食養相談、オリープ自然美容法

菊池自然食品センター o861-13 負日本県菊池市切明30580968
2・ 5・ 0720 *8～ 20 *① *配達可、豆腐販売

自然食品の店とどろき o861Ю 5熊 本県山鹿市鍋田1348096843
・6021*① 祝 *勉強会 (月 1回 )、 配達可、体質別食養相談、

料理講習会

蜘創美健社 o862熊 本市新生13611(水辺動物園より東300

m)● 0963・ 69・ 1502 *8～ 20 *無体を原則 *配達可、体
質別食養・美容相談、有機里r菜販売、沖縄自然塩販売

黒田栄子 o867熊 本県水f美 市古賀町1-2-1809666・ 3・0108 *
9半～ 17半  *純正食品販売、食事・健康相談、美容相談

あさひ健康自然食品センター o89518鹿 児島県薩摩郡宮之城町
舟木4456(屋 地駅前)*健康自然食品販売、■塚機久郎 (自 )

3・ 0704

いずみ自然健康食品センター o899Ю 2出 水市昭和町1028809
966・ 2・ 4828 *8～21 *無  *健康講演会、料理講習、食養

指導、配達口∫(市民薬局となり)

出水健康センター o899-02出 水市沖田出水市役所通り 3"966
・2・ 4865*11～ 午前 1 *無  *ミ ネラル温泉、男性・ 女性サ
ウナ、健康サロン、玄米食堂

く沖 縄〉
石嶺正食品センター o902那覇市首里石嶺町312180988・ 87
・3801・ 3434 *9半～20 *オ ーサワジャパン純正食品、食養
相談、 GO書籍PUテ ープ販売、卸・小売

よもぎ自然食品店 o903】β覇市首里赤平町2-2(赤 平バス停向)

●0988・ 53・ 0795 *11～ 21 *①  *食養相談、 PU勉強会、

書籍販売

自然食品センター陽報 (よ うほう)o900那覇市久茂地3-11-5

●0988・ 61・ 7195 *9半～19 *① *食養相談、正食料理教
室、書籍販売、純正食品、リマ化粧品卸・小売

味口 o900那覇市泉崎1911琉球新報社向 80988・ 66・ 5366*
9～19 *①祝 *自 然食品、玄米レストラン、陽報・泉崎店

沖縄陰陽研究会 o902那 覇市壷屋町184

8"88・ 63・ 4646 *料理教室 (毎週火曜)姓 名判断、改

名1旨 導

子供の健康を守る母親の会 o903那 覇市首里石嶺町4-56 α )9

88・ 87・3801 *9半～20 *①祝 *iE食 とPU勉強会、11食

料理研究会、野草摘みピクニッタ

自然食品店サンリヴ 0900那覇市久茂地2-13-14-銀 サービス

内 *食品、化粧品、その他、Ii食 普及、配達口「

比嘉健康食品センター o900那覇市安謝51 80988・ 68・ 3090

正食品店 万然 o902那覇市寄宮1“  a"88・ 54・ 0296 *11
～20 *① *食養相談、書籍販売、純 iE食 品、 リマ化粧品



横浜健康食品滝田口 0240横浜市保上ケ谷区岩間町1-10-7 ●

045・ 3416876 *10半～18半  *①祝も休むことあり *自 宅

11045・ 335・ 3083

自然食品センター弘明寺店 o233横浜市南区中島町4-81 a04
5・ 712・3339 *9半 ～19 *渋 谷自然食品センター姉妹店

菊屋百貨店・健康自然食品センター o244横 浜市戸塚区戸塚町
44 8∝ 5・ 881・ 7636 *9半～19 *第 3④  *健康村l談

サンエイ相棋自然食品 o228 村l模 原市旭町9-16 ●餌27・ 46・ 6

314、 45・7401 *9～ 20 *① *毎 月 l Lnl食 品研究会

習志野健康食品おおくば京彙堂 o275習 芯野市本大久保5-3-24

80474・ 73・ 2957 *10半 ～19平 日、13～ 19①・祝 *④ *食
品販売、食事相談

平和堂高砂自然食品支店 o27211川 市真問31112 ●0473・

22・ 0810 *10～ 19 *① *準1理講習(バ ン作・豆腐作他Xマ
ルチレーターによる健康、美容相談(無 料 )

|ヒ 習志野自然食品センター初穂 o274船 橋市西習志野2287
a領 74・ 64・ 9130 *電 話で健康相談に応 じます。

アンダーソン慢性離病研究所 0292本 更津市十込390 8■ 38

・418058 内房線袖ケ浦駅、タクシー8分  *8～22 *無
電話 r約制 *食品販売、フレンシヤ~実技指導無料、3～ 7

月汐千狩名所、■～ 3月 海苔の産地、静養宿泊歓迎

溝口番油 o29922千 葉県君津郡袖ケ浦横田989 a1438・ 75・

2003 *天然醸造普油「金明」製造、オーサワジャパンIIX扱

内田繁商店自然食品部 0300-12茨 城県十久町牛久3475 *0298
7・ 2・ 0135 *9～ 19 *④  *食品、書籍、器具

茨城 。大宮はりきゅう療院 o319-22茨 城県那珂郡大宮町中富10

87 a02955・ 3・ 0264 *8半 ～19 *①・〇 *健康指導、催眠

講習会(常 陸大宮駅歩 5分 )

そば処無双長寿庵 o332111国 市 LH「 本西1-325 8∝ 82・ 51

7001 *ll～ 20 *①  *「 アマテラス会J食品、書籍販売

桜井商店 (埼玉東部プロック)o343越 谷市大沢4-10-5 804
89・ 62・3479 *8～ 21 *無  *オ ーサワジャパン食品、ど籍

太田屋本店自然食品部 o346久喜市南18-18 8И 80・ 21・ 0102

*9～ 19 *①  *食養相談、健康指導、食品、図書販売、リ
マ化粧品、玄米試食会、CI定期講習会

けいらく操法普及会 o386浦 和市常盤9-32-21 8M88・ 31・ 78

19 *千 日米 r、 J:食 とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (随

口er)r・ ″Jぉ1

自然食品の店コレクト o開O HI越 市霞ケ関Jし325 804923
1・ 1897 *10～ 19 *3④

霞正食会 o350サ |1越市的場215328 電磁 92・ 310153 *8～
19 *⑥ *本間健滋、毎月第3上曜日、正食、無双原理勉強

会、健康相談

自然・健康食品の店 玄米の宿 o277柏市南l首尾2229-61 ●

0471・ 73・ 1468 *9～ 19 *無  *配達口∫、千本質別食養・美容

相談、ヨガ、催眠、民間療法等指導

く東海地方〉

日本健康センター磐田店 (ケ ンコー社モリモ ト)o438静岡県磐

田市中央町12215磐田商工会議所前 ●05383・ 2・ 3016 *9半
～21 *無 *治療器無料開放、自然食品、健康食品、料理教

室

イマミネ健康食品 o460名古屋市中区新栄242-16イ マミネビ

ル 3F a052・ 263・ 0806 *9～ 17 *① *食品販売

自然の家
ミ
玄ミo451名 古屋市西区上名古屋町 1-32 ●052・ 524

・0289*9～ 19 *①祝 *PU研 究会 (毎金曜日PM7～料

理教室 (出張に応ず )

東海食警友の会0"藤商店 o453名古屋市中村区則武1-19-3

8052・ 451・ 4195 *8～ 20 *無  *正食普及、海水パンツ、

毛100%ニ ント製品製造販売

ヘルスガイド美健 o4∞ 名古屋市昭和区小坂町321*052,7
33・ 1283(代 )*9～ 20 ⑥のみ9～ 18 *①祝 *自 然食品販

売、無料健康相談、出張自然料理講習会、隔月健康相談、会員

募集中/

健食の富森島 o482愛 女口県岩倉市中本田I古 市場48-2 80587・ 3

7・ 2479、 666003 *8～ 20半 *無  *日 本 CI正 食料理教室

月 2回、自然食品コーナー、指導教室、健康相談、玄米弁当・

胚芽ご飯 (会合注文に応 じます)

-64-

愛知陰陽会 (長生堂) o485愛 知県小牧市大字寺浦2943 805
68・ 76・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に一度位 )

無料食養健康相談、CI書籍、テープ、自然食品、リマ化粧品

販売

春日井自然食品センター o486愛 知県春日井市瑞穂通7-1-11

8幅 68・ 82・ 7661*9～ 20 *① *食養料理教室 け12レ 1)

豊橋自然食品センター o440豊橋市松葉日r3う 5市民病院前 8
053254・ 5876 *9～ 18半 *① *食品 /1・般、化粧品、健康

相談

日本健康センター (ケ ンコー社) o442愛知県豊川市市Hl田∫大

道 ド17市 田[1バ ス停前 8“ 338・ 65679 *lo～ 18*①  *各
種治療器、健康食品、「1然 食品、書籍、健康サロン無料開放

ごとう自然食品 (美顔教室)o500岐 阜市吉野田j2 8“826
35894,7032 *9～20 *=キ籍、食養村I談 、正食講座、本1理

教室、化粧品、無料健康体操教室、無料美顔相談、(に きび、 し

み、黒皮症 )

岐阜健康自然食品センター o502岐阜市長良崇福寺町 2「 日
8∞ 82・ 32・ 0631 *9～ 20 *①  *健康食品、書籍、化粧品

正食講座、料理教室

高山自然食品センター o506岐阜県高山市錦町12-6 80577・ 3

2・ 2997 *9～20 *無  *川 上高賢、自然食品、CI書籍、

リマ化粧品、食養相談

〈北陸・甲信地方〉
福井健康学口 0910福井市照手l112 80776・ 21・ 3811 *ヨ

ガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場 (予 定)。 自然農園、植

林。自然食品センターti市 内 )

健康食品の店大和 (や まと)o910福 井市か口茂河原2-19128
0776・ 36・ 6747 *8～ 19 *料理教室 (第 2■曜 1時、第4日

曜11時 )足 心道指導 (予 約制)三 島貫信

正食の店・和や o930富 山lj中 川原17 807“ 251448 *8
～20 *無  *第 2日 曜 [J、 おしものの集い

丸の内薬局 o930富 山市丸の内2118"64・240891 *9～
19 *①  *漢 方相談、健康相談

酒井須三子 o380長野市上松1-5-35 80262・ 343824 *リ マ

化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

清水騰堂 o399-13長 野県 ド伊那郡南イー:濃村大|´ 八重河内字此 |ll

l192-2

南佐久CIく らぶ o384-14長 野県南佐久郡川上村大深山673●
02679・ 7・ 2709    *lE食 研究会

長野正食センター付属ポリオ研究会 (1ヽ児マヒ研究所) o380
長野市三輪6-9-17 ●∝62・ 34・ 5349 *7～ 19 *無 体を原則
*年刊「ポリオJ発行、小児マヒの方募集

もりいずみ o385長 野県佐久市岩村日本町7628盤 676・ 7・ 3730

*9半～19 *① *自 然食品、野菜小売・近隣市町村配達百r

く大阪地区〉

世界正食協会  o540大 阪市東区大手通251806・ 941・ 7506

*9～18 *①  *料理教室 (毎火・本曜日)定例会 (第 1日 曜 )

ムソー食品谷町店 o543大阪市天王寺区谷町9-28a16・ 771・ 7M
5*10～ 18半  *①

ナチュラルい o547大阪市平野区喜連東1210 日%・ 709・ ll

63、 1183 *9～ 17 *③ 半休① *純正食品、製造、卸、小

売

研心館本部食養道場 0545大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29 8
06・ 691・ 1590*9～ 21 *無  *無双原理研1蓼、食養道場、気
の研究会、心身統一合気道

堀江自然食品店 o550大 阪市西区南堀江2-5(九新ビルA-102

号)αル 538・ 2225*10～18 *①  *食品、リマ化粧品、書

籍、器具

健康普及会粉浜店 o559大阪市住之江区粉浜1-21-5 8“・673

・6473*10～ 19 *①祝 *自 然食品販売、食養指導、玄米試

食会

まるよし健康食品店 or。 61豊中市小曽根1-8-23 8“・334・ 0088

*7半～19 *2・ 4① *料理、健康講習会 (月 2回 )松 岡四郎

先生ほか



く 北 海 道 〉 ― ― ― ― ― 一 一 一 ― ― ― ― ― ― 一 一 一 ― ― ―
―

― ― ― ― 一 ―  l

北海道健康学苑 o078Ю 2旭川市永山町1152-6 8帆 6648
4107 *8～20 *①  *食 養村1談、足心道指導、食品・メ下籍

小売

自然・健康食品のデパートサンケン o064本し幌市中央区南18条

西73(第 5コ ーボ)劉 11・ 5118232 *9～ 19 *①祝 *玄
米試食会、健康相談、指圧、

'p小

売配達、料理講習会

l■lウ リ薬局 o073-01砂川市西1条 Jヒ ll´ 日9 8u255・ 2・ 43

86 *漢方J.3斉」

く東北地方〉

青山自然食品センター o020Ю l岩 1県岩手郡滝沢村穴日4364
8019684・ 3420*特に定めず *海の学校、山の学校、食品

雑穀、農産物通信販売、予約販売、料理研究会

味穂 (み ほ)自然食粗供給センター雑穀普及協会 o027岩 手

県宮古市大通3425 8019363・ 6310*10～ 18 *①  *岩
手の自然農・海産物、 l」 ll工品のlll・ 小売、日本CI協会古古支

l“

ヨヒ上正食センター o024岩 手県北上市新穀町135 801976
・47048 *無  *堀込幸雄、食品、図 Iキ販売、出張講演に応

ず、試食会 (無料 )

みちのく自然食品センター o980仙台市中央3107 α )222・ 6

2・ 7677 *9半～19 *1～ 3 kll *料JIE講 lll、 食品、丼籍販

売、食養相1談

く東京23区 〉
オーサワジャバン o151渋谷区大山町115イ ンターマ ンク1階

●

“

・465・ 5021 *10～ 18 *①  *部内配達、国内発送 (′ 1ヽ

||1急 線東Jじ尺1分 11)

い自然食品センター本店 0150渋谷区桜ケL~町43日)3463・

' 4441 *10～ 1914日 、10～ 18C祝  *30 *レ ストラン「天味」

併設、食品、器具、化粧占占、図書、小売、卸、十
「

1教室 〔営業

所〕横浜lf緑 区美 しが丘5138 8045901・ 5111*① 祝

都立大自然食品センター初穂 0152日 黒区中根1216 8“・

723・9202 *11～ 18半  *①祝 *ヨ ガ体操 (毎週金、 PM 6
半～ 8半 )純 iE食 品、農産物、器具、 リマ化粧品

高砂自然食品センター o125葛飾区高砂8135 8お・600・ 1412

*9～ 19 *無  *料理講習・美容相談、マルチレーターによる

健康相談 (無料)

不二自然食品 o106港区麻布十番2-21-4 8お 451・ 8966 *
9半 ～19 *①  *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (一 の

橋交差点バス停前)

ふるさとや自然食品センター 0135江東区白河43-7 8路・6

435247 *9～ 19 *① *食養相談、整体指圧治療 (予約

制 )

サンライト自然食品センター九品仏 (く はんぶつ)駅前店 o
158世 田谷区奥沢7-20158∞ 704・ 5191*10～ 20 *3①
*食品、農産物、器具、化粧品等600余 種llk扱 、料理教室 (毎火

曜日・金曜日、春季・秋季年二期コース )

い野原商会 o150,支 谷区鴬谷田r5-7●03・ 496・ 0656*9～  *
①祝 *赤穂の天塩IIX扱 、その他、天塩使用食品 (天塩味晴・

天塩梅千等)

ホビット村 o167杉並区西荻南3-15-3803・ 332・ 1187(大 代)(プ

ラサード書嗜i) *マ クロピオティノク図占取扱、各種講座、

無農薬野菜 (ナ モ商会8お 1・ 3599)

いゲダツ商事 o160新宿区荒本町 4 333・ 357・ 1161 *代 表

取締役岡野武徳、一般食品、健康食品、」―食法の図書販売

いそうけん健康食品センター o121足 立区東伊興田∫33-228“

―-65-

■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。4行 以上になる場合は、 1行 につ

き5,000円 増しになります。★ (*)印 の数は法人会員中込IJ数 です。

■内容は、太字が名称、次が郵使番 )ナ 、住所、電話、デi業時‖l(8～ 18は 、ll前 8時 から'「後 6時のこと。19半 は 7時〕〕分のこと、次は

休IJ(① は毎日1種 休日、3③は第3水曜日、祝は祝日体み、無は年中無休)、 その次は代表者及び備考です。

8531724*9～ 1914 *●  *月 一卜1料理教室、食養‖1談

味穂 (み ほ)o176練 鳴区栄日ra)江 古ll1 3分 a“ 94857()1*
10た21 *古 |1剛 章、無農薬野菜、1毎産物、食品、健康相談、

F lfLtt all、 美容村1談

く東京都下〉
―

―
ltlケ ンコー o182調布市布田1-27-2 80424・ 840376 *9～
17 *①祝 *食品rp、 配i菫 、発送承ります。

みずほ健康食品 o182狛 江市西野サ11205 8“ 4803240*
9～20 *① *食 品販売、玄米食運動の宣伝と卜II里 法の普及

蜘むさしの自然食品 o180武蔵里F市中町1 23 17 aω 22・ 51・ 29

58 *10～ 19 *①  *代 表取締役高ltl敏 行、11食 品、本、野

菜、料理教室 (第 2・ 4上曜、13～ 16)

はじめ健康食品店 o180武蔵野市中田]1-29-5 aⅨ 22・ 54・ 7716

*8半～20 *無  *食 品全般、 fヒ粧品・洗斉」、書籍

命救鍼法創始所 o188保 谷市富士町5722 日 )424・ 61・ 3785

*9～ 18 *① *痛みなく痕つかぬ、はり、灸、白道 (ハ ク

ドウ)

自然食品センター上水店 o190 tll市 柏町4514 80425・ 37

3051*914～ 19半  *無  *大量展示 Hlに よる引き売りも致

しております。白家栽培の無農薬野菜lllx売 。

味穂 (み ほ)多摩1■業所 o192-03八 王 1市「 柚本1801 憲 )426

761258 *8～ 20 *C *食 品、化粧品、二「籍、農産物、

山菜の販売、配達専門。
ltマ ナ自然食品センター o196H“ 島市H召和田J555日 M25・ 44・ 88

66(夜 41・ 6068)*10～ 19 *①  *健康食品・メI然 食品 。電

r Fi療 器総合専門りi、 毎月最終本曜、料■E教室、配達

ヤマト食養友の会 o192八王 r市南田13-H美 山ビル ay26 2
67261 *9～ 18 *料 11数室、健康村1談 、講演、健康サ園、

医学講座、食養全国大会、出版、機関誌 (ヤ マ ト食養の道 )

東京シードl■l支店 o184」 金ヽ井 Iド 本町65シ ャトー小金井 1階

am23・ 84・ 4600 *10～ 18 *①  *食 品 。メF籍 ・器具販売、

美容・健康相談

く関東地方〉

群馬マクロビオテ イックセンター o370高崎「if和 目l町713 8
0273・ 225484,25・ 5560 *9～ 19 *無  *図 書、食品販売、

月例無双原理 と正食の勉強会・健康相談

高崎自然食品センター o370高 崎市新町1018∝ 73・ 25・ 2605

*9～ 19 *無 *食品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康

鈴渠[字 037012高 崎市山名日I乙611劉 273・ 464921*自然

農法の玄米・野菜、農産物カロエ、料理教室、群馬県安全農法研

究会、群馬食養友の会

七庸会 o3701島 崎市小塙町樋越351 8舵 73・ 43 8181 *出 中
ふじ枝、第 2・ 4① l～ 3時 =料理教室、第3① l～ 4時 =①

勉強会 (テ キス ト、桜,I(・ 人森)酬 究発表会、毎⑥10～ 4時
=健康‖1談会 食ど:・ 書籍

里味 (さ とみ) o370[葛崎市イi原田r493-81m27325・ 8057

*10～ 19 *①祝 *マ クロビオテ ィック・フーズ販売、ポン

セン・玄米バン・各種黒焼・参泉製造、自然農園あり

井上自然食品センター o371前 橋ll本 田」l-12-13●幌72・ 2418
1骰代)*8～ 1911 *① *自 然食講習、美容講習、食事相談、

人′
L‖ 談

般若苑 (は んにゃえん)o211横浜市神奈川区広台太‖1田 121 ●

045・ 321・ 0499 *9～ 19 *l①  *市内配達小ります。東洋

文化を深 く研究する同志を求む



l               The teaching wlthout words   i
国際修練道場 (4月 1日 ～6月 1日 )

: :藝鼻フ彗ミIII19(テ TT言り1:;〔12;Υノt〔」Tさん)            :
: Iこ繁首嘗琢督;:月名参カロ∫曇:菫 : 事]|し饉尻:宴: 今讐す1寺婆『

(・:食三食) :

漏
■

編

集

後

記

●
今
号
は
、米
国
の
久
司
御
知
夫
夫
妻
、
グ
ロ

リ
ア
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・ダ
フ
テ

ィ
夫
妻

一
行
の
歓
迎
特
集
号
と
し
た
た
め
、

残
念
な
が
ら

『生
命
と
医
学
の
８
大
原
理
変

革

（
４
と

『断
食
の
分
析
化
学

（下
ど
は
、

次
号
に
回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
し
か

ら
ず
お
許
し
願
い
ま
す
。

●
人
間
医
学
社
の
大
浦
孝
秋
氏
が
二
月
十
九

日
、
死
去
さ
れ
た
。
八
十
四
歳
。
阪
大
の
片

瀬
淡
博
士
の

″酸
塩
碁
平
衡
論
″
を
元
に
、

野
菜

・
海
草
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
食
品
、
カ
ル

シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
食
品
の
授
取
を
説
き
、
健

康
法
の

一
派
を
開
拓
さ
れ
た
。
フ
桜
沢
式
″

は
、
水
を
飲
む
な
、
塩
を
と
れ
と
い
う
」
と

批
判
さ
れ
て
い
た
。
本
当
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
ら
何
と
言
わ
れ

た
だ
ろ
う
か
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
ｃ

●
ま
た
、
日
本
の
漢
方
医
学
の
大
御
所
、
大

塚
敬
節
氏

（北
里
研
究
所
付
属
東
洋
医
学
総

合
研
究
所
長
）
が
、
こ
の
た
び
日
本
医
師
会

最
高
優
功
賞
を
受
賞
し
た
。

●
３
月
１８
日
、
高
崎
で
群
馬
食
養
友
の
会

の

発
足
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
、
牛
尾
盛
保
副

会
長
と
谷
克
彦
氏

（
日
本
食
用
塩
研
究
会

）

の
講
演
が
あ

っ
た
。

会
場
の
高
崎
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤

高
史
氏
が
、
初
め
て
桜
沢
先
生
に
お
目
に
か

か

っ
た
時
の
話
を
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
佐

藤
さ
ん
は
ハ
ン
コ
作
り
の
修
業
を
し
て
い
た

が
、
桜
沢
先
生
が
質
問
し
た
。

「
ハ
ン
コ
作
り
は
何
年
や

っ
た
ら

一
人
前
に

な
る
か
ね
」

―
―
十
年
や
れ
ば
ま
あ
ま
あ
で
す
。

「十
年
ね
。
体
で
覚
え
る
も
の
は
十
年
く
ら

い
か
か
る
だ
ろ
う
ね
。
ぼ
く
は
こ
の
運
動
を

も
う

二̈
十
年
も
や

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
社
会

的
な
運
動
と
い
う
も
の
は
、
三
十
年
も
か
け

れ
ば
何
と
か
な
る
も
の
だ
よ
。
君
は

一
生
か

け
て
何
を
や
る
の
か
ね
」

●
最
近
読
ん
だ
面
白
い
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

浅
間

一
男

『生
物
は
な
ぜ
進
化
し
た
か
』
講

談
社
ブ
ル
ー
バ

ッ
ク
ス
　
５４０
円

″生
物
発
生
以
来
二
五
億
年
の
間
に
、
地
軸

が
次
第
に
傾
き
、　
一
年
中
単
調
な
気
候
か
ら

四
季
変
化
が
明
瞭
に
な
り
、
冬
が
厳
し
く
な

っ
た
こ
と
が
、
動
植
物
の
進
化
を
促
し
た
″

ア
ー
ド
レ
イ

『狩
り
を
す
る
サ
ル
ー
ー
人
間

本
性
起
源
論
』
河
出
書
房
新
社
　
蜘
円

″人
類
は
狩
猟
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
残

酷
も
慈
悲
も
共

に
人
間
の
本
性
で
あ
る
″

ダ
ビ
ド
ビ

ッ
チ

『
ユ
ダ
ヤ
人
は
な
ぜ
殺
さ
れ

た
か
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
　
千
加
円

″
こ
う
し
た
運
動
の
中

に
は
、
自
然
回
帰
主

義
者
、菜
食
ｌｌ
義
者
、
神
秘
主
義
者
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
信
心
家
が
姿
を
見
せ
は
じ
め
、

み
な
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
運
動
の
中
に
場
所
を
え

て
い
っ
た
…
…
″

宮
本
倫
好

『
ア
メ
リ
カ
の

「内
な
る
国
境
」

サ
ン
ケ
イ
出
版
　
千
２００
円

ユ
ダ
ヤ
系
、
黒
人
、
イ
タ
リ
ア
系
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
系
、
ワ
ス
プ
、
日
系
を
取
り
上
げ
、

複
雑
な
こ
の
移
民
国
家
を
解
剖
し
て
い
る
。

佐
伯
陽
介

『現
代
革
命
と
大
崩
壊
』
新
泉
社

千
８００
円
　
マ
ル
ク
ス
が
ど
こ
で
誤

っ
た
か
を

論
証
し
、
古
代
共
同
体
の
理
想
を
シ
ュ
メ
ー

ル
に
尋
ね
る
、
革
命
理
論
新
構
築
の
試
み
。

太
田
竜

『自
然
科
学
批
判

（自
然
農
法
、
自

然
食
、
自
然
医
学
に
学
ぶ
こ
現
代
革
命
論
研

究
会
月
報
１４
号
　
新
泉
社
気
付
　
３００
円

″
Ｇ
Ｏ
は
孔
子
的
易
学
の
天
地
陰
陽
の
逆
転

か
ら
促
券
古
易
を
復
活
し
た
″
―
―
人
も
知

る
新
左
翼
の
理
論
的
闘
将
が
玄
米
自
然
食
の

実
行
例
を

一
週
間
分
、
発
表
し
て
い
る
。

吉
田
寅
二
『易
と
漢
法

・
経
国
済
民
の
思
想
』

東
明
社
　
千
５００
円
　
著
者
は
交
通
日
Ｈ
新
聞

代
表
者
。
易
の
現
代
的
復
活
に
よ
る
新
東
洋

思
想
の
模
索
。
Ｇ
Ｏ
思
想
も
紹
介
。

三
島
由
紀
夫

『豊
餞
の
海
』
全
四
巻
　
新
潮

文
庫
　
掘
皿
転
生
に
か
り
て
″美

″
の
瞬
間
性

を
華
麗
精
緻
に
描

い
た
三
島
美
学
の
遺
吉
。

危
険
な
美
酒
。
　

　

　

　

　

（橋
本
政
憲
）

一―

―

―

―

―

‐‐―

新
し
き
世
界
へ
　
四
月
号

こ

　

一
九
Ｌ
九
年

　

■
　
　
号

発
行
日
　
昭
和
た
卜
四
年
四

Ｈ
　
＝

編
集
兼
発
行

′、
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

舛
何
所

　

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
　
一Ｔ

＝

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

．
．
―
＝

電
話
　
０
３
１
４
６
９
１
７
６
３
１
代

振

替

　

一ヽ

早

０

１

１

９

４

１

２

５
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旅 行 条 件
口 お 申 込 条 件

015才 未満の方のご参力0は  父兄または保護者の同行を条件とします。15才以

上18才 未満の方のご参力0は  父兄または保護者の同意書が必要です。
●満65才 以上の方 身体障害者および現在健康を害している方 その他通常の

団体行動に支障をきたす方は  その旨お申し出ください。当協会の趣旨に基

つく診断をさせていただき その結果 団体行動に支障をきたすと当協会が

判断する場合は 参力0を お断 りさせていただくか 同イ半者の同行を条件とす

る場合があります。
● 当協 会 は 旅行 中に 参力0者 の 疾 病 、 傷 害 、その 他の事 由 に よ り 必 要に応 じ こ

適 切 な 措 置 を取ることがあ り ます 。 これ にかか るい つさいの 費用 は 参加 者の

負 担 と な ります。

●参力0者 の ご都 合による別 行動 (主 と して航空機区間 )は 原 則 と して でき ません。

0法令または公序良俗に反する行為の恐れのある方 妊娠中の方および旅行の
円滑な実施に支障をきたす恐れのある方は参力0を お断りする場合があります。

日旅行内容の変更または取消 し

当協会は旅行出発前において 次に掲げる場合は コースその他の内容の全部

または一部の変更、も しくは中止をすることがあります。
●運輸機関 宿泊施設 その他の旅行サービス提供機関が満員 満室 運休

休 業  条件 不適な どの事由 で 、旅 行 の 実 施 が困難 も しくは 不 可 能 にな つた場

合 。

●天 災 地 変  戦 乱  暴動  ス トライ キ  その他 やむ を得 な い 事 由 に よ り 旅行

の 実 施 が困難 も しくは不可能 に な つた 場合。

●参カロ者が最低実施人数に達しなかつた場合。ただし 6月 30日 までにその旨
を 参 力0者 に通知 した場合に限 り ます 。

日旅行契約の解除

当協会は旅行契約後 次に掲げる場合は旅行契約の全部を解除することがあ ll

ます。
●参力0者 の申し出があつた場合。
0参力D者 から所定の期日までに旅行費用の支払いがなかつた場合。 (0-ン の
融資が実行されなかつた場合も含みます。)

0参力0者 が所定の集合時刻に間に合わず ,薔 乗 乗車できなか つた場合 .

●旅行内容の変更または取消しの項の記載事項による場合。
●参加者が法令または公序良俗に反する行為をなし 旅の円滑な実施を妨げる

と認め られる場合。
●その他 当協会の業務上やむを得ない事由がある場合。

日 取 消 料

お申込みののち 参加者のご都合により お取消しになる場合は 次の取消lll

を申し受けます。

5月 200以 n~  … ………手数料3千円

5月 218～ 6月 20日   ……  …5万 円

6月 21B～ 7月 10日      ¨費用の50%
7月 118～ 出発日 ………  費用の1∞ %

0当 協会の責任とならない0種 El― ンの取扱手続上およびそのイt渡 航諸手続上
の事由に基づき お取消しになる場合も上記取消オ1を お支払いいただきます。

●旅行費用が所定の期日までに入金がなく 当協会が参力0を お断りした場合も

上記取消料をお支払いいただきます。

●お取消時にすでに渡航手続きを開始または終了している場合は 上記取消料

のイ也に渡航手続実贅および渡航手続取扱料金をお支払いいただきます。

口添乗サービス

●添乗 員が行 う添乗 サー ビ ス内容 は原 則 と して あ らか じめ定 め られ た旅 行 日

程 上  団 体 行 動 を行 うため に必 要 な 業 務 とい た します。

●旅 行 を 円 滑 に実 施 するため  参力0者は 添乗 員の指 示に従 つて い た だ き ます。

●参加者が添乗員の指示に従わず または法令もしくは公序良俗に反する行為
をなし、旅行の円滑な実施を妨げた場合は 旅行の途中であつても その参
力0者の 事 後の 旅行 契約 を解 除 す る こ とがあ り これ にかか る ―切 の 費用 は 参

加 者の 負 担 とな ります。

回 免 責 事 項

●主催者 旅行取扱会社および運輸会社は参力0者 の皆様が受けられた損害が次

の理由による場合は責任を負いかねますので あらかじめご了承ください。
●天 災  海 難  火 災 政 府お よび その 他 の 公 共団体の 指令  不 可 抗 力に よ る 事

故  戦 争  暴動  ス トライ キ 盗難  64欺  ハイジ ャ ンク 流行 病  税関 規

則 その 他 主 催 者  旅行 会社 が管 理 出 来な い不可抗 力 本 人の 不 注意 、 怠慢 に

よtl起 きた事故 またそれによ つて生した諸経費。なお この実施要項に記

載された以夕Iの 諸条件は旅行会社の約款 運輸会社の運輸約款によります。

回 参 カロ者 の 責任

●参力0者の 故 意 も しくは 過 失  法 令 も し くは 公序 良 1谷 に反 す る行 為  当協 会の

趣 旨に そぐ わ ない 行為な どに よ つて 当協 会が損害 を受け た場 合は  当 協 会は

その参力0者 から損害の賠償を申じ受けます。

問合せ 、お申込みは
主催者/日 本 C:協 会 南米マクロビオテ ィック・ツアー係

〒151東京都渋谷区大山町115 ●03・ 469・ 7631 ft)(高祖英二 )

取扱い旅行代理店/運輸大臣一般登録463号  日新 航空サービスい (取扱主任者・内田忠 ,

〒104東 京都中央区銀座19-10 大日本図書ビル 803・ 545・ 5551、 5633561
(係・ 橘 正 治 )

※旅券をお持ちでない方は、戸籍抄本1通、住民票1通、写真4枚 (5× 5Cln、 無帽、正面、背景なし)、 身分を証明

するもの (健康保険証、運転免許証など)、 葉書1枚、印鑑をご用意ください。

※

1旅 券 番 号
|

―
可II―十

(数 次旅 券お持 ち の方の み ご記入下さい。)

旅 券 有 鉦

1旅 券 発 行 日
|

年 月 日

天菖基峯al月 |※有 鉦 ビザの有効期限 年 月 日

● アンケート(○印でかこんでください。)

日本 CI協会の会員ですか? 玄米を 食べていますか ? 些
稲
Ｆ

外 旅 行 の 経 験 は ?

|

い る いない ない

先

))年

は い いいえ
{壇富塁粂9、 始めて(

指導可能項目・趣味・特技

(備 考 )



募 集 要 項

間

用

期

費

行

行

旅

旅

日

日

口召和54年 7月 20日 (金 )-3月 7日 (火 ) 15,自 19日 Fn3(機中,自  3,自 )

825,000R

32名

申込書と申込金5万円を日本C:協会南米マクロピオティック・ツアー係まで。

昭和54年5月 15日 (火 )必着。(ただし、満員になり次第、締め切ります。)

昭和5準間月20日 までに残金をお支払い下さい。(納入先は男‖こお知らせします)

3・ 6・ 10・ 12・ 18・ 24回払い可有ヒ。お気軽にご利用ください。

※□―ン申込み締切は、昭和54年5月 1日 (必着、申込金5万円を同封の上)です。

申込金は□―ンの頭金といたします。

マクロピオティックを実行している人、またはこれから実行しようと志し、旅行中、

マクロピオティックの趣旨に基づいて行動できる人。

※日本Ci協会会員でない方は、申込時にご入会ください。(年会費 ¥4,0∞ より)

日定    員

日 申  込  み

日 申込み締切 り

回費 用 払 込 み

回□―ン取扱い

回参 加 資 格

日費用に含まれるもの

0往復航空墨賃 (エコノミークラス )

0バス運賃 (送迎、移動、観光 )

●宿泊贅 (一 般ホテル の原則として2人部屋、パスまたはシャヮー付。税、サ

ービス料含む。)

●食事代 (朝のバンと飲み物｀

0観光料金 (日 程郵 こ明示されたものにかかる入場 入口・見学料、ガイド料

など。※任意参加の場合は、各自ご負担下さい。)

●座議会、交流会などにかかる費用

0団体行動中のチップ、サービス料

●規定内の航空手荷物遍搬料

0空港税

★上記の費用は、参加者の都合によリー部利用されない場合でも払戻しはいた

しません。

★上記の費用算定は昭和54年 2月 28日 を基準としております。運輸機関、宿泊

その他利用施散の料金改定、為替相場その他の変動事由により、変更または

追加料金をいただく場合があります。

日費用に含まれないもの

●渡航手続諸費用(旅券印紙代、査証料、予防機種料および渡航手続料など。)

●クリーニング代、電報 電話料、郵便料、飲物代 、記念写真代、ホテルのル

ームポーイ・メイ ド等に対するチップ、その他個人的な費用とそれにかかる

税全、サービス料およびチップ

●おみやげ品および持込品にかかる関税

●参加者の傷害 疾病に関する医療費 入院費および海外旅行傷害保険料

●最終日程衰に明示されていない食●代および観光料金、自由行動中の諸費用

0超過手荷物料金

‐――――――― キ  リ  ト  リ  線 ―――――――

●南米マクロビオテ ィック・ツ アー申込書     申込日

※印のある欄では該当ィロ所を○でかこんで下さい。 ★裏面もcta入 ください一



●
目
的
―
―
南
米
大
陸
で
も
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
非
常
な
発
展
を
と
げ
て
い
ま

す
。
肉
が
何
よ
り
も
安
く
、
コ
ー
ヒ
ー
と
砂
糖
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
国
々
で
す
が
、
今

や
三
百
席
の
世
界
最
大
の
玄
米
食
堂
ま
で
現
わ
れ
、
し
か
も
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
だ

と
い
い
ま
す
。
正
食
の
み
で
な
く
、
各
種
の
東
洋
文
化
、
武
道
、
東
洋
医
学
、
健
康
法

が
熱
心
に
学
ば
れ
、
そ
の
奥
に
あ
る

″
和
″
の
精
神
、
宇
宙
統
合
の
思
想
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
か
つ
て
日
本
Ｃ
Ｉ
の
前
身
、
Ｍ
Ｉ

（桜
沢
先
生
の
青
年
塾
）
の
道
場
長

を
動
め
、
プ
ラ
ジ
ル
に
渡

っ
て
２５
年
の
菊
池
富
美
雄
氏
が
、
か
つ
て
桜
沢
如

一
先
生
が

一
度
も
訪
ね
ら
れ
な
か
っ
た
南
米
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
郊
外
の
無
双
学
園
に
、
桜
沢
里
真
先

生
お
よ
び
日
本
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
方
々
を
招
き
、
南
米
全
土
か
ら
ニ
ー
三
百

人
参
加
の
大
研
修
会
を
開
き
ま
す
。
正
食
指
導
、
料
理
指
導
、
足
心
道
、
整
体
術
、
そ

の
他
の
東
洋
医
学
、
日
本

・
東
洋
文
化
の
指
導
の
で
き
る
方
々
、
そ
し
て
、
国
際
友
好

の
熱
意
あ
る
方
々
が
お
い
で
下
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
友
好
と
交
流

の
旅
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
観
光
―
―
観
光
が
主
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
三
大
美
港
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
市
見
物
、
有
名
な
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
海
岸

（冬
季
で
す
が
、
年
中
水
浴
可
能
）、
幅
５
キ

ロ
の
イ
グ
ア
ス
の
大
滝
、
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
、
プ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
、
リ
マ
、
そ
し
て
、

イ
ン
カ
遺
跡
の
ク
ス
コ

（酸
素
稀
薄
の
た
め
希
望
者
の
み
、
別
費
用
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

な
ど
、
多
彩
な
見
間
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
宿
泊

・
食
事

。
費
用

・
服
装
そ
の
他
―
―
宿
泊
は
、　
一
級
ホ
テ
ル
の
ツ
イ
ン
含
一人
）

部
屋
で
す
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
は
無
双
学
園
泊
。
食
事
は
、
無
双
学
□
宿
泊
中
お
よ
び
各

地
の
正
食
関
係
施
設
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
正
食
が
供
さ
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は

正
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
以
外
で
の
昼
食
、
夕
食
は
、
各
自
負
担

と
な
り
ま
す
。

７
１
８
月
は
現
地
で
は
冬
季
で
す
。
前
半
は
南
回
帰
線
の
あ
た
り
で
温
暖
で
す
が
、

ウ
ル
グ

ァ
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
少
々
寒
い
の
で
コ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
真
夏
で
す
。　
一
般
の
旅
行
で
は
、
フ」
の
規
模
で
す
と
百
二
十
万
円
前
後
で
す
が
、

菊
池
先
生
の
ご
好
意
そ
の
他
の
事
情
で
比
較
的
少
な
い
会
費
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
ツ
ア
ー
係

ラテン・アメ リカ PU交流 のツアー
● 日 ri請:(日 本とプラジルとは12時間の時差があります )

数 月 日 時 間 者5 市 名 摘 要 宿 泊 地

1 7月 20日 (金 ) 18:00 東 京 (成田空港)発 プラジル、リオデジャネイロヘ 機  中 泊

2 21日 土 ) 07:30 リ オ デ ジ ャ ネ イ ロ 着 着後ホテルヘ。午後 ノヾ―ティ リ  オ

3 22日 日) リ オ デ ジ ャ ネ イ ロ 滞 在 市内観光、午後講習会 リ  オ

4 23日 月 ) リオデジャネイロ→サンパウロ 講習、午後自由、夜歓迎会 サ ンパ ウロ

5 24日 火 ) サ ン パ ウ ロ 滞 在 1菊池先生招待。マクロビオティック研修 サ ン パ ウロ

6 25日 水 ) 可¬百ミ子工Z覇「 無膊 園泊 サ ン パ ウロ

7 26日 木 ) |サンパウロ市内見物そ25日午後) サン パ ウロ

8 27日 金 ) 1午後無双小学校定礎式、夜パーティ サ ン パ ウロ

9 28日 土 )

３

民 サ ン パ ウ ロ → イ ク ア ス イグアスの大滝見物へ イ グ ア ス
ｎ
ｕ 29日 日 ) イ グ ア ス→ モ ンテ ビデオ 夜、現地会員との交歓会 モンテビデオ

30日 月 ) モ ン テ ビ デ オ 滞 在 午前講習、午後観光 モンテビデオ
０
こ 31日 火 )

４

ｎ モンテビデオ→フエノス→リマ フエノスアイレス観光 、交歓昼食会 リ   マ

０
０ 8月 1日 水 ) リ  マ  滞  在 午前中自由。午後 リマ市内観光 リ  マ

14 2日 木 ) 1希望者はインカ文明の遺跡見学、 リ  マ

Ｅ
Ｕ 3日 (金 ) lクスコヘツアー(別費用 ) リ  マ

Ｏ
Ｕ 4日 土 )

00:30
リ マ → ニ ュ ー ヨ ー ク リマよリアメリカのニューヨークヘ 機  中  泊

口
′ 5日 日) ニ ユ ー ヨ ー ク 滞 在 終日ニューヨーク市内観光 ニューヨーク
０
０ 6日 月 ) 11 :45 ニ ュ ー ヨ ー ク 発 帰国ヘ 機  中  泊
ｎ
ｕ 7日 火 ) 18:00 東       京 (成 田)着 東京着、解散





至
小
田
原 ●会員でなくても参加歓迎です

●録音はご遠慮ください

日 本 CI協 会

〒 :5:東京都渋谷区大山町‖-5

2,03 ・ 469・ 763: (0

小田急線・東 北 沢 駅 下車2分

4月 7日 (土 )11時 ～2時/健康相談講習会 (公 開 )

担当=大森英桜 正 しい食べ物、食べ方、生活法に

よる健康確立、体質改善、性格改造、病気指導の公

開講習会 です。性格、病気 など、心と体の悩 み、間

題 に大森英桜先生が食養の面からア ドバイス します。

会費/相談 を受ける人-5,000円 (会員に限 ります )

聴 講者=2,300円 (会員 2,000円 )

●相談希望の人は必ず予約 して下さい。 当 日は、簡

単 な食歴 、相談内容などを所定の用紙 に書いていた

だ きますので、10時 までに会場へ来て くだ さい。相

談時 間は一人約30分です。

●聴講のみの人は予約はい りません。質問は相談者

に限 ります。

4月 7日 (土)3時～ 7時 /月 例講演会/大森英桜

『宗教 にみる戒律の研究』 仏教などにある戒律、特

に食戒 の意味を解明する。

会費/1,500円 (会員1,200円 )

4月 8日 (日 )11時 ～ 2時 //健康相議会 (個別 )

会費 -10,000円  要予約。(聴講はできません )

4月 8日 (日 )3時～ 7時/如月会例会/大森英桜

rPU心 霊学』一般/1,800円
4月 12日 (木)安藤昌益研究会/午後 6時半～ 9時

テキス ト・岩波文庫 r統道真伝』下巻127～ 143ペ ー

ジ。会 費/300円 毎月第 2木曜に開きます。

4月 13日 (金)6時～ 9時 /福岡正信先生 を囲む会

自然農法 その他の話題。会費-1000円

4月 15日 lE) 春のつみ草会
日本 Cl協 会

如月会 共催

今月の17日 で満80歳 を迎 えられる桜沢里真 先生 とい

っ しょに、水の澄んだ 嵩麓出を望む奥武蔵へつみ草

に出かけよう/

場所 =埼玉県飯能市吾野キャンプ村

集合 =西武池袋駅 7番ホーム。午前 8時38分発急行

秩父行 きに乗車して下 さい。10時頃、吾野 に到着 し

ます。(所沢で 9時頃、西武新宿線より接続 )

●駅 か ら吾野キャンプ村 (25分 )へ集合後、つみ草に

出ます。昼食は野草がゆ(多 くは作れませんので、軽

食を持参 して下さい )。 野草の指導は横田稲吉先生。

●持参 品一 茶椀、は し、スコップ、袋、地 面 に敷 く

もの (新聞紙 など)● 参加費/500円。●雨天 中止。

小雨の時は 7時～ 7時 半に日本 cIへ電話で確 かめ

て下 さい。 ●要予約 (13日 まで )

4月 18日 (水 )2時半～ 4時半/マ クロビオテ ィック

座議会。家族 に対する食養の説得、子供の学校給食、

予防接種、また育児問題 などを大森一慧先生を囲ん

で話 し合 う食養井戸端会議。 (出産、育児 など別個

に相言炎も受けます。あ らか じめ電話 して下 さい )。 5

月よ り火曜 日に変更 (8、 22日 )。 会費=500円

4月 20日 (金 )玄米食入門料理教室/午後 6時～ 8時

半。玄米、ゴマ塩、清 し汁、ねぎみそ、八宝菜 を講

習。初心者向き。参加費/500円  要予約

4月 21日 (土)特別請演会 /2時 ～ 6時 /大竹利一

『何でもやってやろう 。現地人密着世界旅行』本誌

3月 号編集後記で紹介 した大竹利一 さんを招いて、

アフリカ、アラブ、アジア、ヨーロッパの人々とど

う触 れ合い、何を感 じたかを話 していただきます。

特 に若い人必聴の体験談です。会費/500円

4月 22日 (日 )桜沢如一先生 記念祭

第 1部 。祭典 4時～ 5時

第 2部・偲ぶ会 5時 半～ 8時半  (神酒 と黒豆御

飯 を用意致 します )。 1思 ぶ会では、現在、フレッシュ

に活動 している方々に、現在の状況、未来への展望

を語 っていただきます。

4月 26日 (木)PU研究会 /午後 6時半～ 9時

カ レル著『人間―この未知 なるもの」の GO解 説の

研究。会費=300円 毎 月第 4木曜に開 きます。

4月 28日 (土)～ 30日 (月 。祝 日)正 食料理講座

初級後期 詳細は別ページをご覧下 さい。

5月 4日 (金 )～ 6日 (日 )正 食医学基礎講座

上級前期 詳細は別ページをご覧下 さい。

5月 6日 (日 )2時～ 6時 /如月会例会/大森英桜

『占星学の研究』 一般 -1,800円

※ 5月 3日 (木・祝 日)は休館いたします。



●4月 19日 (木)枚方・子供食養グループ/10～ 1時

/会場 。問合せ=山本祥園■0720-53-2200(枚方市

F80日ヨ2-2-2)

●4月 29日 (日 )・ 30日 (月 )M・ E宇治健康学口

精神講座・ 食養・ 料理講座・正食茶会入門・整体実

習 。他/講師=長沢一栄、小川法慶 、榎本雅一、松

岡四郎、山本祥園、中山宗政、岩木幸男、吉真嶽士、

他/会場 =心華寺内M・ E協会宇治健康学園研lll道

刃島00774-43-4890 (京都府宇ツ台市ネ申明石塚66)/大
入 =15000円、学生 =13000円、子供 (小学生まで)=
5000円 、 0歳～幼稚園 =25∞円

主催 。申込み―マ クロビオテ ィック・ ェ コロジー協

会 (M・ E)● 06-582-2557(〒 552大 阪市港区市岡元

F丁3-3-16)

● 5月 5日 (土 )・ 6日 (日 )第 1回 自由人へのライフ

スクール (亀岡・M・ E山 の生活学校 )

無双原理・食養・正食料理教室・茶会・陶芸・姓名

学・整体入門・パーテ ィ・畑仕事 。他/講師=松岡四

郎、太田郁子、岩木幸男、吉真嶽士、前川真人、山

本祥園、有川悦子/対象=中 学生以上35名 /会費=
10,000円 (陶芸1500円 )/会場=サ ムサーラの森 (京

吉F″子資彗Fll'僣象手父音FF丁才自IF力巨P勺 16-2)0077124-1915

石田良雄方/主催・申込み=マ クロビオティック・

エコロジー協会 (上記宇治健康学園参照 )

●4月 15日 (日 )福井市・ 正食料理教室 /11～ 4時/
講師=山本祥園/会場一大和 自然食品セ ンター●07

76-36-6747 (囀冨チヤ司F力 11た力丁うヨ2-19-12)

●4月 28日 (土 )～ 30日 (月・祝 )熊本・ 健康学園

下記参照

熊
本
・阿
蘇
健
康
学
園

●日時/昭和54年 4月 28日 (土 )～ 30日 (月・祝 )

●会場/西山荘

熊本県阿蘇郡阿蘇町車返 奮 (09673)5Ю 124

(豊肥線、赤水駅下車、徒歩25分 )

●講師/大森英桜、阿部一理

●講義内容/
28日 (土 )/14:00～   =オ リエ ンテーション

14:30～ 17:00=『 大脳生理学と教育論』(阿部 )

夕食

19:00～ 21:30=『食養入門と人間の目的』(阿部 )

29日 (日 )/7:00～ 9:30=『病気の 7段階」(大森 )

朝食

11:30～ 14:00=『 7号食とその実際』(大森 )

14:30～ 17:00=『 自律神経の異常とその治療法』(大森)

夕食

19:00～ 21:30=『 行動とクセにみる人物診断』(大森)

30日 (月 )/7:00～ 9:30=『数霊 と姓名学』(大森 )

朝食

11:30～ 14:00=『運命転換のヒケツ』(大森 )

●会費/17,000円 (100名 以上の時は15,000円 )

●問合せ 。申込み先/
鎌 山奎輔 ● (0963)54-9161

〒860熊本市下通14■ 十粧ナチュラル

②児玉良夫 ● (09672)2-3434

〒869つ6熊本県阿蘇郡阿蘇町一の宮町宮地4131

●主催/賞ヨ本玄米200会

●後援/日 本 CI協会



1～ 8時半/講師 =桜沢里真、沖正弘、谷克彦、新

島淳良、西尾昇、福岡正信、武者宗一郎、大貫妙子、

阿部一理/出 ,寅者一あがた森魚 とマ クロバイオテ ィ

クス、ヒノコバ ン ド、 ミルキーウ ェイバ ンド、その

他交渉中、/会場 =目 黒公会堂‐ 712-2932(目 黒区

中町2-45-11、 東横線祐天寺下車)/入 場料=1000円

(+カ ンパ
)、 玄 米弁当=500円 /問合せ一生存への

行進実行委員会,0422-536483ま たは、日本 CI内

「生存への行進」係ヘ

●4月 22日 (日 )レ デ ィース・ フ リースクール/12時
半～ 5時/大森一慧『胎教・妊娠 ・出産』/聴講料

ロー ドクラブ会員 =1000円 (聴講料の一部として500

円を3カ 月分前納のこと)、 一般 =1700円 (ロ ー ドク

ラブ入会金2000円 )会場一万世橋 区民会館、区民集

会室 (秋葉原駅 3分‐ 2514691)/主催=ロ ー ドク

ラブ●866-1020 盛谷奈加 (男性 も参加可 )

●食養料理教室 /講師=小川み ち/毎金曜=1～ 4

時、 6～ 9時 または土曜日=2～ 5時 (た だ し、第

1、 第2、 第 3の金 土 )/会 費、 3カ 月前納 =13,000円 、

1カ 月分納 -5000円、1回 =2000円 /会場 =神宮前区

民会館●409-4565(原 宿駅10分、千代田線神宮前駅

3分 )/申 込み =小川宅●464-5657(早朝又は夜間 )

●4月 2日 (月 )。 26日 (木 )岐阜市・ 正食料理教室

n～ 4時/講師 =山本祥園/会場 =岐阜健康自然食

品セ ンター‐ 0582-32つ 631(岐阜市長良崇福寺 2丁

目)※ 3月 号 に 4月 5日 とあるのは誤 りです。

●4月 9日 (月 )。 23日 (月 )岩倉市・ 正食料理教室

①ll時～ 3時、② 4時半～ 8時/講師 =山本祥園

会場 =森島 自然食品センター‐ 0587-37-2479(岩 倉

市中本町古市場48)

●4月 22日 (日 )野革摘み、愛知県 Jヽ原村ヘ

緑 に囲まれた きれいな空気の下で野草についての勉

強 と野草の試食会 (弁 当は各自持参 )、 講師は未定、

会費-500円 ～ 1000円 /会場 =下記、小原園/現地 10

時集合(小牧 か らマイクロバスが出 ます。定員40名 。

8時 半伊藤宅集合、 9時出発/バス代一大入1500円 、

子供1000円 )/申 込み締切 リー 4月 10日 (火 )、 現地 お

よび伊藤宅への地図をお送りします。

主催=愛知陰陽会●0568-76-2731伊 藤誠

舅モ7,fこ〕E"て 6)籍 052-451-4195カ ロ嘉姜‖事

岐阜正食友の会,0582-32つ631 千葉桂子

●常設健康学園  自然農場 。
Jヽ原口 /農業体験、農

村生活を しなが ら自己を見つめ、心身の改造、生活

の向上 をめ ざします。「 自然農法研究・正食料理実

習 。加工食品、生活用品、人形 等の手作 り等」会費

一一泊 (食事つ き)1000円 よ り25∞円まで。食事の

み=一 食 500円 /〒470-05愛知県西加茂郡月ヽ原村

北42名 古屋 か ら車で 1時 間‐ 056565-2869西 村 (呈 案

内書、来園の方は前もって ご連絡 を)

●5月 12日 (土 )。 13日 (日 )大山市。生理学解説セミナ

ー/講師 =大森英桜/%1時 ～%4時 半(1泊 2日 )

%=『 自律神経 をPUで 解明J、 『ホルモンの働 きに

ついて』、%=『 PU質 問箱 J、 『大脳生理学をPUで
解明』、『生体 による原子転換 について』/会費=90

00円 (宿泊 費、七号食代含む)/申 込み=愛知陰陽

会 (〒 485 /Jヽ牧市寺 ,甫2943)‐ 0568-76-2731イ升藤誠

《世界正食協会 4月 の予定〉

●4月 8日 (日 )世界正食協会20周 年記念祝賀会/1
～ 5時/記念講演=丸 山博『正 食運動に思 う』/20
00円 (会食後懇談会・要予約 )

●4月 15日 (月 )正食入門基礎講座 /10～ 4時/岡田

周三『生体への食物の陰陽的働 き』、飛坂篤毅『生命

現象と環境 J、 山口卓三『血筋 と家柄 と食物 と運命』

/2000円 (昼食付 )

●4月 22日 (日 )桜沢如―先生 14周 忌追悼法要/1～
5時/会場 =福泉寺 (南区中寺町18-3)/1000円/
法要後茶話会 を行ないます。(要 予約 )

●4月 29日 (日 )家庭手技療法講習会/12時 半～ 5時

/守孝/5000円 /定員=40名 /申込み=電話番号明

記の上、現金書留にて

●正食料理教室/毎週火曜 日=初級、木曜 日=中級

各 1-4欧キ///1回 2000円   (材 料 とも)

●健康指導/毎週火曜日～土曜 日/10～ 4時 (土曜

日は正午 まで)/指導料=初回5000円、 2回以後30

00円 (要予約 )

●合気道稽古 (無 双会)/毎 週火曜日 。金曜 日/夜
7～ 9時/入会費-3000円 、月謝 =3000円

●PU木曜研究会/午後 6時半～ 8時 半/500円
5日 『漢方 と正食入門J山 本祥園、12日 『石油危機

と正食』大場淳二、19日 『風土 と民族の特質』金治

潔、26日 『結婚講座Ⅳ』山本益二朗

以上問合せ =世 界正食協会 ●06-941-7506～ 8

(〒 540大阪市東区大手通2-5-1)

●4月 5日 (木 )大阪・正食料理教室/1～ 4時/講
師=山本祥園/問合せ=ゑ びす 自然食品セ ンター●

06-752-9503(大 阪市生野区小路東一丁 )

●4月 13日 (金 )～ 15日 (日 )大阪 。研心館月例講座

大森英桜/問合せ一●06-941-1590(44頁 参照 )



■この欄は全国の会員の活動情報欄 とします。掲載料は無料ですので下記の要項にしたがい、どしどし情報をお知らせくさい。

各種行事を企画の方は次の事項を原稿用紙に書いて「編集部・各地の活動係」まで郵送してください。①月月、曜日、開始時間、終了

時間 ②会場と住所、電話、交通の便 ③行事内容 ④講師・指導者名 ⑤会費 ⑥主催者・問合せ先とその電話 ①備考 原稿の締

め切りは毎号、前月の10日必着です。なお、内容が、当協会の活動の趣旨にそぐわないものは、お載せできません。

●4月 18日 (水 )横浜・ サニークラブ月例会/12～ 5

時/500円 (食事付)/『 安産・難産は食歴いかんJ

会場 。問合せ=山県良江● 045-711-7019(横浜市南

区大岡3-41-14、 京浜急行上大岡駅下車→磯子行バス

万福寺下 車 2分 )男性の参加 も歓迎 (毎 月18日 )

●函館市・ 正食講演会、正食料理教室 (月 日未定 )

講師=小り‖法慶/問合せ=函館玄米くらぶ ● 0138

-53-5368梅 川実(2～ 3日 の道南観光のプランあ り)

●4月 15日 (日 )仙台・食養料理鵬習会/小川み ち

10～ 2時/23∞円/会場・ 申込み=●0222■ 2‐7677

みちの く自然食品センター (仙 台市中央3-10-7)

●4月 22日 (日 )仙 台 。正食講演会と健康相談 /10～

7時半/講師一大森英桜/1部 =肝臓病・胆の う病

の治 し方、 2部 =姓名学 (数霊 )、 3部=健康相談

問合せ=み ちの く自然食品セ ンター (上記 )

●4月 11日 (水 )。 25日 (水 )本庄食養会/1～ 4時半

『神道即無 双原理J正 食を行 じつつ神ながらの道 を

あゆみ神道三学をきわめん とす る者はきたれ/会費

5∞ 円/会場 。問合せ=真寿美神道準師範 船 戸鏡

聖●0495-21● 523(本庄市栄2-521)前 もって電話

連絡の上御光来あれ。(毎月第 2第 4水曜日 )

●4月 12日 (木 )横浜・二俣川 食養料理露習/10～
1時 半/大矢典代/会費-12∞円/会場=清水丘 自

治会館 (旭区中沢町)/問合せ=Cm5-361-0536久

代 ②045-951-9768豊 田 (要予約 )

《高崎市・七店会の予定〉

●4月 14日 (土 )。 28日 (土)食養料理教室『春の料理』

1～ 3時 /15∞円(材料費こみ)(毎 月第 2・ 4土曜 日)

●4月 16日 (月 )働 く人の料理教室/10～ 12時、1500円

●4月 21日 (土)PU勉強会/1時 ～ 5時『食養講義

録Jを テキス トに。 5時～夜中まで楽 しい話 し合 い。

会費1000円 、軽食付き。 (毎月第 3土曜日)

●毎週金曜 日/10～ 4時/病気・健康相談会(要予約 )

以上会場 。申込み先=七庸会,0273-43-8181田 中

ふじ枝 (高崎市小塙町樋越35-1)

●4月 17日 (火 )横浜 。健康相談講習会/1～ 7時頃

まで/20CICl円 /会場一戸塚セ ンター●045-862-9314

(戸塚区戸塚町127)/申込み =田中久夫●045-821-

2255(戸 塚 区舞岡町2537-76)要 予約(毎月第 3火曜 日)

●4月 18日 (水 )横浜 。食養料理教室 。紅乃会 /11～
3時/講師 =田 中ふ じ枝/2000円 、要予約/会場 と

申込みは上 記 (%)に同 じ (毎 月第 3水曜 日)

●4月 21日 (土 )ロ ー ドクラブ野革摘みもちつき大会

/会場 =加藤大季宅‐0427-84-3163 神奈り|1県津久

井町三井735-2横 浜線橋本駅下車→三井経由三ケ木

行バス (0番の りば)三 井下 車5分/集合=10時30分

新宿駅 6番線ホーム四ツ谷寄 り/会費、大人-1500

円、子供 =7KXl円 /野草のてんぶ ら、よもぎもち、

抹茶がで ます/問合せ=ロ ー ドクラブ●03-866-1020

盛谷奈加  (雨天決行 )

●4月 22日 (日 )群馬食養友の会・ハイキングと野革

つみ大会 /会場=藤岡市三本木377三 名湖ハイキン

グコース 4 km 徒歩 1時間/集合=八高線藤岡駅

に9時40分集合 (高崎9:16発 3番線で藤岡9:32着 )

/弁当持参/会費=実費のみ/雨天中止/問合せ、

申込み=群馬食養友の会‐ 0273-46■ 921鈴木述子

●4月 3日 (火 )。 10日 (火 )。 17日 (火 )食養料理教室

小川み ち『玄米正食の実習 と講義J/11～ 2時/1
期 3カ 月間 (2月 ～ 4月 )/会 費=3カ 月前納11,0

00円、 1カ 月分納4300円 /会場・申込み=は じめ健

康食品店2階●0422-54-7716(武 蔵野市中町1-29-5)

●4月 7日 (土 )。 21日 (土 )食養理論講座 と健康相談

佐々井譲 /12～ 3時/1回 1000円 /会場 。問合せ=
上記は じめ健康食品店 (毎 月第 1・ 第 3土曜 日)

●4月 11日 (水 )。 25日 (水 )古館式せんたく法講習会

10～ 3時半/会費=2000円 (材料費込み)/講 師=

武岡文子/持参品=せ んた く物、筆記用具、弁 当、

エプロ ン/会場 。問合せ =上記は じめ健康食品店

(毎 月第 2・ 第 4水曜 日 )

●毎月 5日 /常岡一郎講演会/6時 ～/200円 /問
合せ =上記は じめ健康食品店

●4月 14日 (土)日黒・健康講演会/1時～/講師 =

常岡一郎、牛尾盛保/会費=200円 /会場=中心健康

センター‐03-449-5001(品 川区上大崎38“ 長峰ビ

ル 3階講堂 )(毎 月14日 定例 )目 黒駅下車

●4月 14日 (土 )日 黒 。講演会 とコンサー ト

『聖なる地球のつどいJ(生存への行進総決起集会 )



日時/昭和54年 4月 28日 (土 )～ 4月 30日 (月・ 祝) 2泊 3日 (%12時受付開始、%15時解散)

主催・会場/日 本 C:協会 (イ ンターマック)本部 〒151 東京都渋谷区大山町11-5 ●(03)469-7631

玄米の り巻、玄米 クリーム、 よ もぎもち、コー  毎週 日本 CI協 会本部で行なわれている初級の

フーボール・ スー プ、三色おは ぎ、パ ン・オーサ  料理講習と同 じカ リキュラムで行ないます。基

ワ、ふきゴマ煮、鯉 こく、 タル ト・ ポチロン…  本講習のほか に食箋料理、軽食、オヤツなどの

な ど、食養基本料理 の実習があ ります。授業は、 特別講習もあ ります。

●講師/桜沢里真、大森一慧、浮津宏子、

吉成知江子ほか

●特典/前・後期 を合わせて修了された

方にリマ・ クッキ ングアカデミーの初

級免状を授与 します。

●受講料/25,∞0円 (材料費、テキス ト

代を含む)寝袋持参者24,OIXl円 、外泊

者23,∞0円

●申込み/申込書に記入 し、受講料を添

えて日本CI協会ヘ

●締切り/4月 16日 (月 )必着。ただ し、

定員 (35名 )に なり次第、締切 ります。

●取消じ/4月 16日 までは、手数料2,000

円をを引いて返通 4月 17日 以降は会

の運営上、半額返還 となります。

●参加資格/日 本 CI協会の会員 (年 間

40∞円より)に なっていただきます。

キ リ ト リ 線 ……………………

正食料理基礎講座 初級後期(% 申込書ル

7:00実 習 (浮津宏子)

l 食養基本料理Ⅱ

10:00

7:llll実習(吉成知江子 )

′  食養基本料理Ⅳ

10:00

11:00実 習 (桜沢里真 )

1 食養基本料理V
14:lXl

12:lXl受付開始
12:00実習 (桜沢里真)

`食
養基本料理Ⅲ

16:00

13:∞ 講義(桜沢里真)

`「
食養基礎理為

15:00 14:30閉 会式

15:00 解  散15:∞ 実習 (桜沢里奥)

1食養基本料理 I

18:00

18:30実習 (浮津宏子)

1 軽食・ オヤツ

21:30

18:30講義 (大森一患)

, 「食箋料助

21:30

1.寝袋借ります=25,000円  2.寝 袋持参します=24,000円  3.外泊 します=23,Clk10円  4.部分参加

ふ りがな

男

。
女

( )才

日
生

月年
明
大

昭

未婚

既婚

1.初 めての参加です。

2.初 級前期

修了しています。

イ.会員 (の 家族)です

会員番号 (    )
口.会員ではありません

氏 名

ふリカ=を

(〒 )

都道
府県

住所

自宅 市外局番

電話 (   )  ―
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  )

円を添えて申込みます。

B f CI Ilra,tfl+ r,gzsl H E

※遅れて参加したり、早く帰る人は記入し

てください。

① (  )日 (  )時より参加します。
② ( )日 ( )時に帰ります。



健 康 と幸福 と美 を創 るマクロ ビオ テ イックの料理教 室

騨襲醗ュ炒藁
昭 和 54

玄米をは じめ各層

味を最大 限 にひき

いた します 。天燃

味 し、 砂 糖 や 醸 進

●初級 コース/マ クロ ピオテ ィ、

●中上級師範コース/桜沢流普舅

美容 食、お

●校長 /桜沢里真 (日 本 CI協会
`●定 員/各クラス30名

(年令・性別に制限ありま

●特典 /規定の回数出席 し、試名

品 された方に免状 を授 与 いた t

●いったん納入 された受講料はオ

きませんので、ご了承 くだ さし

●申込み /申込用紙 に記入 し、タ

脇
=

年 度 夏 持

iの穀 物 や

出 し、 肉

:醸 造 の 味

:酢、 化 学

′ク料理の基

:、 懐石料理

ヨ療食を含む

灘 難 灘 現

|(%・ 9～%)募集/
野 菜 、海 草 な どの 持 っ て い る素朴 な

体 と精神 の 養 い とす るお 料 理 を指 導

噌 、醤油 、自然 塩 、純 正 醤 油 な どで 調

調 味 料 な どは い っ さい 用 い ませ ん 。

礎 (基本食、食箋料理など) 昭和545月 9日 開講

Lフ ランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

'応用コース         昭和54年 5月 8日 開講

せん )

ヨ会 に出

ま́す。

デ返 しで

[講料 を

時

　

　

間

　

　

割

コース 曜日 クラス 時  間 講 師 授 業 ,日

蜘
臓
コ・ス

火

A 11:00-14:00 桜沢里真
5月 6月 7月

８

１５

２２

５
１２
‐９
２６

一
６
１３
ｍ
２７

３

１０

１７

　

一
４

ｎ

‐７

‐８

B 18:00-20:30

初 級

コース

水

C 11:00-14:00 浮津宏子 一
９
１６
８
∞

D 18:00-20:30 桜沢里真

添 えて、下記へ。(定 員になり次第しめ切

りますのでお早目にお申込みください)

r l 檀未ロ

受

講

料

入学 金 一括納入 分 単一受講

¥3,OIXl円

(入学時のみ)

AB・ クラス

¥15,OIXl

CD・ クラス

¥16,51Xl

5月 | ¥6,OIXl
一回

¥2,0∞

6月 ¥6,0∞

7月
AB¥4,51Xl

CD¥6.OIXl

クッキングアカデミー係 〒151東京都
'

~~~― 十

一 一 ― ― ― ― ― ― 一 一 ― 一 ― 一 一 ― 一 一 一
―

 キ

贅谷区大山町11-5 ● 03(469)7631

1フ
 ト  リ 線  

―
‐ ‐

―
一 一 ― ― 一 一 一 ― ― 一 ― ― 一 ― 一 ― 一 一 ― 一 一 一

―

悧

“

年度夏期)⊃  申 込 書 、_______

新   規 1 継続/前回のコース名(   ) 希望クラス A・ B・ C・ D ※○印をつけてください

ふりがな
男

・
女

)才(

日

生

月年
明
大
昭

会員 (の 家族)です

会員番号 (   )
会員ではありません

イ .

口 .

l

III最看tiした2

3

未婚

既婚
氏名

りがな

EFf'(T 道
県

都
府

自宅 市外局番

電話 (    )  ―
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (  ) ―

_H ei^i (+[a * l"
E AC I fiL+'ffi+ rsTs+ H E

(備 考)



日本C:協会への入会案内

財団 日本 CI協 会 入会申込書

私は日本CI協会の会員になりたく,次の通り申 し込みます。(会員別の符号を○でかこんで下さい。)

年   月号から    年間分

れiず応沓)Rり ,誘品)lb,論晶)Pj蓄哲1苔1口 ,比)Lb,流悩響招何日早も)

種  別 年 会 費 徴特

A 誌  友 4,000P電
「新しき世界へ」配布 無農薬玄米カムカムクラブ入会資格,会員証発行,各種相談を受け
られる

B 普  通
12,000Pl

(2分割可)

誌友会員に加えて,万病必治・健康増進「食物療法の道じるべ」 (非売品進呈)・ 無双塔パ ノジ
進呈,日 本CI協会発行書籍・テープ各 5%引 き (値引き金額相当の図書テープ券進呈 )

E
法 人

(店舗 )

20,000R
を1日以上

誌友会員に同 じ,本誌巻末に毎号,店 名・住所・電話・営業時間 。申し込み回数・その他を
広告「新しき世界へ」 5部配布  日本CI友の店シール配布

●下記の用紙に記入し,会費を添えて,〒 151東京都渋谷区大山町‖-5日 本CI協会会員係 に御送付下さい。

フリガナ

氏  名

職 業 (       1り
l

男。女   生年月日ぬ
)

年 月 日生

住 (〒    )
所 TEL

ご家族 ①独身 ②既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴    年 備考

昭和   年   月    日付

食物による健康法,玄米自然食料理

ニューライフの物の見方ヮ考え方の情報誌
●カゼ、肩こり、胃腸病から、人間の頭の病気まで治す法がわかる雑誌

新 しい生活、新しい医学、新しい学問、新しい技術、新しい人間への世界の動きを創る

桜沢如一先生創刊の 一部  350円
(送料こみ)

一年会費  4,000円
普通会員 12,000円
(特典あり)

日本 CI協 会機関誌 (月 刊 )

申込先/日本C:協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5 803・ 469・ 7631



正 食 医 学
基 礎 講 座

(上級 前期 )

●日時 /昭和54年

5月 4日 (金)12時受付開始

5月 6日 (日 )12時解散 (2,自 3日 )

●主催 。会場

日本 CI協会 (イ ンターマ ック)本部

〒151東京都渋谷区大山町11-5 ● (03)469-7631

●講師/大森英桜

●会費/25,000円 (寝袋持参者 -24,000円 、外泊者 =23,000円 )

●申込み方法/申込書に記入 し会費を添えて日本 CI協会へo(日 本 CI協会会員でない方はご入会下 さ

い。年会費 4,000円 より)現金書留か、直接持参で。なお、電話予約者より会費納 入者を優先します。

●締切 り/4月 28日 (土 )又

は定員 (50名 )に なり次第。

●取消 し/4月 28日 までは

手数料 2,000円 を引いて返

還、 4月 29日 (日 )以降は会

の運営上半額返還 となりま

す。

●持参品/食器 (茶碗、汁

椀 、中皿、は し、布 巾 2枚 )

学習用具、洗面用具、雑巾、

(寝袋のある方は寝袋 )

●食事/1日 2食。 日本 C
I協会の料理部 が調理する

玄米正食料F里 です。

●講義の録音は ご遠慮 くだ

さい。

リ り 線 ――一…………… ……………… ‐一一一――一―

正食医学基礎講座 上級前期(%～%) 申込書 晦_

だれにでも分 かる食べ物による健康 法・家庭医学

6

《予定表》

6:lXl起床 、掃除 6:CXl起 床、措除

７

一８

一
９

7:llll認義C
t

ガン

(そ の他のガン)

′

「質疑応答」

10 10:00朝 食 10:∞ 朝 食

n130講義C
′
人相による病診 I

(顔、頭、日、耳、鼻、口)

2:∞

12

1

12:00受 付開始 12ilXl解散

2

3

4

榔赫獅
(ノ イローゼ、

脳障害 )

自
由
時
間

5 5:00夕 食 5:α)夕 筐

`

6

7

8

6:30講 義②

ガン

(総論、消化器系)

0●υ碑条じ

'人相による病診Ⅱ

(キ ズ、ホクロ、ァザなど)

9

10
1:llCl解 11:00就瘍

◎

人
数
に
余
裕
の
あ
る
場
合
は
、
部
分
参
加
も
認
め
ま
す
。

1.寝袋借ります=25,OClll円  2.寝 袋持参します=24,000円  3.外 ,自 します=23,000円  4.部分参加

ふりがな

男

・
女

( )才

日
生

月年
明
大
昭

イ . 会員 (の家族 )です
会員番号 (   )
会員ではあ りませんrl.

1.初めての参カロです。

2.初級前期・後期修了しています。
3.中 級前期・後期修了しています。

氏 名

ふりがな

住所
(〒

道
県

＞
都
府

自宅 市外局番

電話 (    )  ―
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (   )  ―

円を添えて申込みます。

日本 CI協会御中   1979年   月  日

加

い
日
日

参

さ
＞
＞

て
だ

れ
く

遅
て
＜
＜

※
　
①
②

したり、早 く帰 る人は記入 し

(  )時 より参加 します。
(  )時 に帰 ります。



（
人
間
向
き
）
桜
沢
如

＾
著

魔
法
の
メ
ガ
ネ

毎
鼓
原
理
の
物
の
考
え
方
　
　
〈
吾
円

水ヽ
遠
の
あ
る
十
（上
）
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
／
三
〇
〇
円

永
遠
の
少
年
（下
）
ガ
ィ
ン
ー
小
伝
　
　
　
　
一二杏
円

食
養
人
生
読
本

食
養
で
開
く
自
由
の
人
生
　
一、
一一〓
円

生
命
現
象
と
環
境

ゃ
さ
し
い
エ
コ
Ｒ
ン
ー
　
　
一一一日
円

新
食
養
療
法

正
食
心
身
改
造
法
　
　
　
　
　
一、
一一８
円

東
洋
医
学
の
哲
学

軽
装
普
及
版
　
　
　
　
一一、
０
８
円

桜
沢
里
真
著

食
養
料
理
法

（
旧
版
）　
　
　
　
　
　
　
一、
一一８
円

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

家
庭
料
理
全
貴
一一、三
８
円

（研
究
向
き
）
石
塚
左
玄
著

食
物
養
生
法
　
一
八
九
八
年
初
版
、
体
心
論

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
一
八
九
六
年
初
版
　
一二
、
８
０
円

桜
沢
如

一
著

無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法
　
　
九
８
円
　
一Ｔ
栞
ｏ

宇
宙
の
秩
序

最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
　
一、
０
８
円
　
一Ｔ
一己

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論
　
四
合
円
　
一Ｔ
一邑

健
康
の
七
大
条
件

正
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
四
合
円
　
一Ｔ
一己

千
二
百
年
前
の

一
自
由
人
　
　
　
　
　
　
　
九
８
円
　
一丁
一邑

平
和
と
自
由
の
原
理
東
西
文
明
統
合
の
原
理

二
、
８
０
円
　
一丁
一杏

石
塚
左
玄

食
養
法
開
祖
小
伝
　
　
　
　
　
　
一、
三
〇
〇
円
　
一Ｔ
三
ｏ

桜
沢
里
真
著

【
Ｆ

と
‥
こ
２

ｏ
ｏ卜
品

二
、
８
０
円
　
一工

こ

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
８
円
　
一Ｔ
一こ

ク
ラ
ラ

・
シ

ュ
ー
マ
ン
人
生
論
　
　
　
　
　
　
七
三
〇
円
　
一下
三
ｏ

人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の
（カ
レ
Ｌ

　

一、
〈
８
円

（近
刊
一

原
典

コ
ピ
ー
版

桜
沢
如

＾
著

新
し
い
栄
養
学

人
間
革
命
の
書

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

人
間
の
栄
養
学
及
び
医
学

人
間
の
秩
序

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

食
物
と
人
生

正
し
い
食
物
に
つ
い
て

世
界
無
銭
武
者
旅
行

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫
４

コ
ン
パ
文
庫
５

コ
ン
パ
文
庫
６

不
思
議
な
世
界

『新
し
き
世
界
へ
」
８
ｏ

二
九号

『新
し
き
世
界
へ
』
三
ｏ
当
一言
万

（「健
康
の
し
大
条
件
Ｌ
原
′Ｆ
転
換
」を
の
ぞ
く
）

「意
士ど
教
育
五
十
年
の
実
験
報
告

Ｐ
Ｕ
歌
集

判
断
力
の
話
　
七
〇
才
、
新
春
講
義
　
６０
分

ｒ
２
本

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一巻
―
二
巻
　
　
６０
分
ｘ
ｌＯ
本

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一（巻
―
こ
巻
　
６０
分
ｘ
ｌＯ
本

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一
一巻
―
冥
巻
　
６０
分

ス
ーー
本

大

森

英

桜

カ

セ

ッ
ト
テ
ー
プ

無
双
原
理
入
門
　
宇
宙
法
則
と
は

，
　
６０
分
×
２
本

健
康
法
総
批
判

原
理
の
な
い
健
康
法
９０
分
×
２
本

玄
米
の
研
究
　
玄
米
の
総
合
研
究
　
　
９０
分
×
２
本

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
　
　
　
　
　
６０
分
×
２
本

入
浴
法
の
研
究
　
入
浴
療
法
　
　
　
　
６０
分
×
２
本

女
の
業
に
つ
い
て
女
の
性
Ｔ
２

カ
ル
マ
６０
分

ｘ
２
本

心
身
改
造
法
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生命は自然のな力ヽこ
リマ化粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油 0紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植物1生イヒ粧品…

それが

リマの生命。

皮脂の少ない

女1生の肌には

やさし<なじむ

植物ll■化粧品こそ

最適です。

峰                                                    ヽシ
`・`バ

Pに,くヽい 3くヽ

―

※リマネオ・ メーキャップシリーズ (全 27種)も発売しております。各自然食′
Jヽ売店、

有名デパー トでどうぞ″

■ リマコールドクリーム

=|リ
マバニシングクリーム

41リマ栄養クリーム

=|リ
マネオクレンジング

=|リ
マ洗顔クリーム

ギ|リマフェイトスキンローション弱酸性

||リマフェイトスキンローションH

=|リ
マフェイトスキンローションQ

三
=リ

マバール乳液

■ リマヘフークリーム

■ヽリマシヤンフー

●リマグルーリンス

||リマリップスティック123号

■リマねり紅1 23号
●リマサボンプランシュ

|=リマピューティソープ

東 日本販売担当 (新潟 。長野・静岡以東 )

リマ化 粧 品 販 売 株 式 会 社
〒 175 東京都板橋区西台2-6-19

西 日本販売担当 (富山・岐阜 。愛知以西 )

リマ化粧品西 日本販売株式会社
〒 540 大阪市東区大手通2-5-1

電 話(03)937-6644(代 表)             電 話 (06)9438101(代 表 )

:2F鯉軋程籠為亀麓


